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一
序 に か え て

社会,経 済の発展にともない,各 種情報の蓄積,加 工,供 給を有機的かつ効果的に行なう方法とし

て,特 にコンピュータによる情報処理の役割 りの重要性が認識されてお ります。

また,最 近は,情 報社会への指向とあいまって情報処理分野の拡大 とともにその高度化の方向が検

討されつっあ り,大 きな発展期 を迎えているといえます。

このような情勢において情報処理および情報処理産業の前途には解決を要する幾多の課題があ りま

す。

すなわち,現 代の社会機構はますます大規模化の傾向にあ り,組 織も複雑化しつつあ ります。この

ため組織で扱われ る情報 も増大する一方で,現 代社会においては情報処理が重要な問題 とな り,組 織

のあらゆる人に,必 要なときに必要な情報を,必 要な形で与えることのできるような情報処理システ

ムの確立が強 く望まれてお ります。

さて,現 代社会において情報処理システムを合理的に構成し運用するためには,情 報処理システム

を築いていくうえでの形式,方 法等について標準化を進めることが必要であります。当財団は情報処

理の標準化に関する諸問題解決のため各種の事業を進めてお りますが,本 年度はその一環として情報

交換の円滑化を図り,情 報処理の効率を高めるという観点からデータコードの標準化をとりあげ・デ

ータコー ド標準化体系調査委員会を設置して現代社会におけるデータコードの実態調査を実施すると

ともに,将 来におけるデータコード標準化のための指針を検討 しましたので,こ こにその結果を報告

する次第であります。

なお,こ の事業は日本自転車振興会の機械工業振興資金による 「昭和44年 度情報処理普及促進に

関する補助事業」の一部 として実施したものであ ります。

ここに本調査実施にご尽力な らびにご支援を賜わった関係各位に心より感謝の意を表しますととも

に,本 報告が各方面に利用され,わ が国情報処理産業発展の一助 として寄与できますよう念願いたす

次第であ ります。

昭 和45年3月

財団法人 日本情報処理開発 セ ンター

会長 難 波 捷 吾
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1.1は じ め に

情 報処 理 技 術の 進 歩 に よ り将 来 にお け るデー タは 自然語 また は 自然 文 の形 を とるで あ ろ う こ とが予

想 され るが,現 時 点 で は コー ドに よ って表 現 す るのが 一 般 的で あ る。

す なわ ち,デ ー タは コー ド化 され て伝達,処 理,分 類 お よ び検索 され てい るの が現 状 で あ って,

コー ド体 系 の良否 は直 ちに 情 報処 理 システ ムの良 否 に 重大 な影 響 を及 ぼす と言 って も過言 で は ない。

情 報処 理 システ ムは先 ず 企 業内 の デ ー タ処 理 か ら始 め られ るが,次 第}ご業 界 あ るい は関 連 先 に及 ぶ

システ ムに 拡 張 され て,デ ー タの互換 性,共 同利用 の 需要 が生 ず る。

現 代 は,ま さに その 需要 が 急増 して い る段 階に あ る と言 え る。 デ ー タの互換 性 や,共 同 利用 の為 に

は,ユ ーザ ー ご との独 特 の コー ド体 系,コ ー ド設 定 で は非常 に大 きな無 駄が あ るわ けで,効 率 的 な情

報処 理 システ ム とす るに は コー ドの標 準化 が 必要 に な って くる。 す なわ ち,一 般 性,共 同 性 の あ るデ

ー タにつ而、て は標 準 コ ー ドの設 定 が緊 急事 として浮 か び上 が って く る。

この社 会的 要請 に基 づ い て,デ ータ コ ー ド体系 の確 立 と,そ の体 系化 の分 析 検討 に よ って生 ず るで

あ ろ う標 準 コー ド設 定 の 可否 を究 明 す る事 に した。

この ため に は,先 づ 広 くコ ン ピュ ータ ・ユ ーザ ーに 「デ ータ コー ド標 準化 体 系調 査表 」 を配 布 して,

デ ー タ コー ドの 現状 と,コ ー ドに対 す る意 見 を求 め た。

その ア ンケ ー ト結 果 を参 考 に し,デ ータ コー ド体 系 に っい て の標 準 化 をま とめた。

また,商 品 コー ドに つい て は,デ ー タ コー ド標準 化 体系 調 査 とは別 に,と くに商 品 コ ー ドの 現状 と

問題 点 の分 析 を加 えた。 ま た,海 外 に お け るデ ータ コー ドの 現状 をISOを 中心 と して 述べ てあ る。

なお,ア ンケ ー ト調 査 に御 協 力下 さ った ユーザ ー に対 しては 深 く感 謝 の意 を表 したい。

この種 の 試 み は,わ が 国 にお いて 初 めての 試 みで あ り,ま とめ方,内 容等 につ い て充 分,意 の み た

な い部 分 も多 い こ と と思 われ るの で諸 賢 の ご批 判,ご 指 摘 をい た だ けれ ば幸 で あ る。

データコード標準化体系調査委員会

委 員 長 安 藤 馨
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1.2デ ー タ コー ドの体 系 化 と標 準 化

1.2.1デ ー タ コ ー ド標 準 化 の 必 要 性

情報化社会の発展という歴史的動向に直面して,情 報処理が従来のように,1つ の事業体を中心と

したシステムとして形成されていた段階から,情 報システムが社会的に形成 されて くるという側面が,

次第に顕著なものとなるにいたった。

もちろん,古 くから業界内部,系 列内部,取 引関係,行 政あるいは管理調整的関係にもとずいて,

1つ の事業体の領域を越えた情報システムの連繋関係が発達していたが,し かし,最 近の情報技術の

発達,情 報処理の機械化の急速な普及 と相まって,行 政あるいは産業活動の規模の拡大ならびに相互

関連性の強化等の理由により,行 政ならびに産業諸活動の社会的システム化の動向がみられ,そ れを

有効化するための制度と方法が強 く要求せられている。これを裏付けさらに推進する役割りを果すも

のは,情 報システムの開発 と活用 とであ り,そ れは情報の社会化の動向を促すものである。

情報の社会化という場合,具 体的には情報流通性の増大,す なわち情報交換の円滑化 という問題 と,

情報の共同利用,す なわち情報の社会的共同化という問題とがある。後者の場合はもちろん多くの場

合,原 則 として事業体が情報システムの主体であるので,機 密保持の問題が附随するが,利 用者の承

認を条件 として,か えってその利益のため,情 報の共同利用は促進されるものである。

要するにデータコードの体系化 と標準化は情報利用の社会的最適効率を目的 として,社 会全体なら

びにそれを構成するすべてのものの利益 を増大するため,情 報の社会的システムを達成するため,必

須の条件であるといわなければならない。

1・2.2デ ー タ コ ー ドの 機 能 と 形 態

デ ータ コー ドは 情 報処 理 の対 象 で あ る事物,状 態,思 想等 を情 報処 理 技 術 に 適合 して,そ れ'を把 握,

識 別,表 現 す るた め,シ ス テ ム的 に記 号 化 した もの であ る。

したが って,現 段 階の情 報 技術 の 水 準 で は,人 間が 日常 に使用 す る 自然 語 は機 械処 理 に は適合 しな

い。 もちろん 情 報技 術 の発達 と と もに,次 第 に 自然 語 に近 い デ ー タ コー ドの使 用 が 可能 とな ってゆ く

傾 向 にあ るが,効 率 的 な機 械処 理 に 適 合 す る とい う条 件 を充 す もの でな けれ ば な らな い。 ・

デ ータ コー ドは,古 くは情 報 処理 が統 計 的 作業 に重 点 をお いて いた 時代 は,分 類 機能 を中 心 として

考 え られ て い た。 そ の後 情報 処 理 は広 汎 な機能 にわ た って 効率 的 な機 械化 が 可 能 とな るに い た り,デ

ー タ コー ドは情 報処 理 の対 象 の 識別 機 能(具 体 表 示機 能)と 属 性表 現 技能(分 類 機能)を もっ に い た

った。 この デ ー タ コー ドの両 側 面 は通 常結 合 して 合成 的 な デ ー タ コー ドを構 成 す る場 合 が多 い。 ま た

識 別技 能 と分 類 機能 とは何 れ も本 質 的 に 相対 的 関 係 にあ り,基 本 的 に は情 報処 理 の対 象 の事 柄,状 態,

思想 等 を表 現 す る記 号が,そ の デ ー タ コ ー ド体 系 化 の 目的意 識 に よ って,第1次 的 識 別機 能 と第2次

あ るいは 第3次 的等 の属 性 表現 機 能 とに よ って,シ ステ ム化 せ られ 合成 せ られ るの で あ る。
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1.2.3デ ー タ コ ー ド標 準 化 の 目 的

デ ー タ コー ド標 準 化 の必 要 性 は前 述 した通 り,情 報 の 流通 性 の増大 す な わ ち情 報 交換 の 円 滑化,情

報 の共 同 利用 の 促進 な らび に 情報 把 握 基 盤 の共 通化 に よ る各種 意 思促 進 の 調整 的 効果 の 追 求等 で あ り
,

この要 求 に適 合 す る よ う,全 国的 あ るい は,国 際的 に デ ー タ コー ・ドの統一 化 をは か る こ とであ る
。

この場 合 標準 化 といい,統 一 化 とい う場 合,一 義 的 にデ ー タ コー ド体 系 と内容 とを決定 す る こ とだ

けで は な く・ あ る場 合 に は変 換作 業 が 容 易 で,情 報技 術 的 に,処 理 しやす い合 理 的 な,相 互 関連 性 を

確 立 す る こ とを も包 含 す る。 す な わ ちデ ータ コー ド体 系化 は,そ れ を使用 す る 目的 に よ って,そ の構

成 原 則 が 相違 す る もの で あ り,一 義 的 な体 系 化が か え って その有 効 利用 と矛 盾 す る とい う場合 が あ り

う るか らであ る。'"

デ ータ コー ドの体 系化 に 際 して は,コ ー ド化 の対 象 につ い て,そ の 有効 存続 期 間 中 は安 定 すべ き も

の として,各 種 使用 目的 に よ る相違 を調整 し,そ の使 用 目的 の重 要 性 に もとつい て そ の比 重 を考 慮 し

て,合 理 的 な体 系化 を行 な うと と もに,コ ー ド化 の 目的 の相 違 に よ る体 系 の差 異 を
,前 述 の 原則 に も

とつい て,そ の関 連 性 を処 理 し うる よ う確 立 しな けれ ば な らない 。

この 場合 標準 化 デ ー タ コ ー ドの 有 効存 続 期 間 は
,そ れ が 情報 記 録 の継続 性 な らびに全 国 的標 準 と し

て の 安定 性 とい う観点 か ら,情 報技 術 の開 発 の サ イ クル よ りも一 般的 に長期 間 であ る こ とが 必要 であ

るが,情 報処 理 の対 象 それ 自体 の,部 分 的変 更 は予 想 しな けれ ば な らない に して も
,そ の基 本 的構成

原理 に 変化 が 発生 す る時期 を限度 としな けれ ば な らない。

1.2.4デ ー タ コー ド標 準 化 の活 動 方式

全 国的 に標 準化 すべ き もの をJIS化 の対 象 と考 え,さ らに 国 際的 に標 準化 すべ き もの をISOの

対 象 とす る。

さ らに 国内 の業 界 関係 ゾ 系列 関 係,取 引 関 係等 部 分 的標 準化 の動 きに関 して は
,全 国 的立 場 よ り調

査 活 動が 必要 な場 合が あ る。 すな わ ち,国 内 に相 互 に互 換 性 の ない,デ ー タ コ ー ド体 系 が併 立 した場

合,将 来 にお い て,重 大 な禍 根 を残 す こ ととな る場 合が あ るか らであ る。

デ ー タ コー ド標 準 化 の 活動 領域 として,標 準 デ ー タ コー ド確 立 の原則 の 明確 化
,特 に今 後 の 情 報技

術 とシス テ ム発展 に即応 して,デ ー タ コー ド原理 の解 明が 必要 であ る。

1'.2.5デ ー タ コ ー ドJlS化 の 範 囲

以 上 の デ ー タ コー ド標 準 化 と体 系 化 の 考 え方 に もとつ い て,JIS化 を進 め る場 合,ま ず,そ の範

囲 を限定 す る こ とが 必要 であ る。

第1は 全 国的 に一 義的 に統一 化 す る必要 の あ る もの で あ る。 す なわ ち,デ ー タ コー ド体 系 の全 体 を,

全 国 的 に完 全 に統 一化 す る必要 と可 能性 のあ る もの で あ る。

第2は 全 国的 に一 義 的 に統 一 化 す るこ とが 困難 で あ る もの につ いて,少 な く と も全 国的 に調達 化 す

る必 要 の あ る共 通 部 分 の標 準 化 で あ る。
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第3は 全国的に調達する必要があるが,共 通部分の標準化 も困難である場合,相 互変換の基準を確

立することである。

1.2.6デ ー タ コ ー ドJlS化 の 優 先 順 位

(1)全 国的 シス テ ム化 実施 の た め,デ ータ コー ド標 準化 の 緊 急 な もの。 、

す な わ ち,行 政 的 活 動,あ るい は産 業界 にお け る全 国的 組 織 活動 等 の運 営 に関 して,情 報 システ

ムの全 国的 統一 化 が 実施 せ られ よ う とす る場 合,特 に 現在 その 導 入が 進 行 中 の場 合,そ れ に 関連 す

るデ ー タ コー ドのJISは 最 も緊 急 で あ る。

② 情 報 把握 基盤 の全 国 的共 通性 の た め,デ ー タ ・コー ド標 準 化 の 緊急 的 な もの。

この場 合 は(1)のよ うに行 政 あ るい は産 業組 織 活 動 の運 営 に関 して,直 接 的 に デ ー タ コー ドの 標準

化 が要 求 せ られ るので は な く,む し ろ全 国 的 な情報 資料 の 把握 と利 用 の た め,全 国共 通 のデ ー タ コ

ー ド体 系 を と るこ とに よ り
,各 行 政 機 関 あ るい は産業 機 関 の 意 思決 定 が 実質 的 に調 整 せ られ,利 用

す る統計 資料 の分 類基 準 の 喰 違 とか,突 合 せ の 困難 の た め,そ れ ぞれ の 活動 と判 断 に組齢 を発生 す

る とい うこ と を防 止 し,究 極 的 に は行 政 的産 業 的活 動 の全 国 的 効率 の最 適化 をは か ろ う とす る もの

で あ る。

(3)部 分 的標 準 化 が 実 現せ られ つ つ あ り,標 準 化方 針 の確 立 が 遅 延 す る と将 来 混 乱 を招 く恐 れ の あ

る もの。

(1),(2)の 場 合 の よ うに,は じ めか ら全 国 的標 準化 の必要 が 明確 で あ るのは,そ の 情報 シス テ ムが

全 国的 領域 にわ た り,ま た行 政 的 あ るいは 産業 的諸 活 動 を網 羅 し た総合 的 な システ ムであ る場 合 で

あ る。 しか し,全 国的 領 域 を もつ 行政 的 シス テ ムの場 合 で も,ま して 産業 的 活動 に関 す る システ ム

の場 合 に は,情 報 システ ムの全 体 で あ る1つ の事業 体,あ るい は その 複 合組 織 で あ る産業界,系 列

関係,取 引関 係等 の限 られ た 領域,範 囲,水 準 で標 準 化 が 考 え られ やす い。 特 に その標 準 化が それ

ぞれ の 日常活 動 あ るい は,現 在技 術 面 あ るい は 流通 面 の革 新 の 進行 に よ り,目 前 に導 入 し よ う とす

る改善 方 式 と不 可 欠 の関 連 を もつ 場 合,そ れ ぞれ に お い てデ ー タ コー ドの標 準 化 は矛 盾 の問 題 で あ

る。

しか し,行 政 面,技 術 面,流 通面 の 革新 は,さ らに前 進 して,よ り広 い領 域,範 囲,お よび水 準

に わ た って,標 準 化 が 必要 とせ られ る時期 が 到 来す る こ と と,明 らヵ・に予想 せ られ る ところで あ る。

したが って 現 在部 分的 に進 行 して い る標準 化 が 将来 にお い て全 国 的標 準 化 が 必要 とせ られ る段 階 に

お い て,極 めて重 大 な 禍根 とな る恐 れ とな り うるので あ る。 これ に対 して全 面 的 なデ ー タ コー ド体

素の標準化 ということが,現 在不可能であるにしても,相 互の調整の可能性と互換性を確保するた

め,標 準化方針の確立と,相 互の調整が必要である。

(4)対 象が比較的明確で,標 準化の実施が容易であり,情 報交換,共 同利用等に際して便益が比較

的得やすいもの。

前項の場合のように行政的あるいは産業的活動の総合的適正化 を究極目的として標準化が要求せ

られるのではな く,比 較的単純明確な対象について,む しろ標準化の実施が容易であ り,同 時に情
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報交換 と共 同 利用 等 に 際 して,使 用頻 度 が 高 く,内 容 的 よ りもむ しろ形 式 的側 面 にお い て,標 準 化

の便益 が 得 や すい もの につ い てで あ る。

1.2.7標 準 化 の 可 能 性

前 項 にお い て,標 準化 の 必要 性 か らJIS化 の 優先 順 位 を考 えた が,本 質 にお い て は,こ れ と関連

してJIS化 の可 能 性 と難 易 に つい て 考察 したい。

JISが 一義 的 基準 の 設定 で あ るゆ え,前 項 の(4)は難 易性 か らい え ば最 も容易 で あ り,ま た形 式的

なが らJIS化 の 効 果 も期 待 で きる。(1),(2)は い ずれ も,必 ず し もJIS化 は容 易 な仕 事 で は ないが,

必要性 と可 能性 の い ずれ も高 い もの で あ る と認 め られ る。 ⑧ は緊 急 な対 策 をたて な けれ ば,部 分 的標

準 化 が進 行 して,そ れ が 既成 事 実 とな って(1),(2)のJIS化 の効 果 を減 殺 す ると と もに,全 国的立 場

か らは将 来 禍根 を残 す もの とな るゆ え,軽 視 す る こ との許 され な い もの で あ る。

1.2.8標 準 化 の 今 後 の 問 題 点

次 にデ ー タ コー ドの標 準 化 とい う問題 の将 来 を考 えた場 合,次 の よ うな 問題 に つい て 研 究 を進 め る

こ とが 極 め て重要 で あ る。

(1)デ ー タベ ー ス形成 の た め の デ ー タ コー ド体 系 の研 究

② デ ー タ コー ドと自然 語 との関 連 の研 究。

(3)今 後 の情 報 技術 の進 歩 との関 連 の研 究。

(4)今 後 の電子 計 算 機 利用 領 域 の 拡大 化 との関連 。

一5一



〆

・



ク

'

論各

・

●2

.





2.1 調 査 の 概 要

2.1.1調 査 の 目 的

本 調査 は,「 デ ー タ コー ド標 準 化体 系 調査 」 と題 し,官 公 庁,各 種 業界 お よび代 表 的企 業 を対 象 と

して,昭 和44年10月,当 財 団 が行 な った もので あ る。

わ が 国で は,こ れ まで企 業系 列 あ るい は行 政組 織 内 で 必要 に応 じて適 宜標 準 化が 行 な われ て きたが,

情 報処 理 産 業 の 発 展 と情報処 理 技 術 の 伸展 に伴 い,企 業間,産 業 間 さ らに は国 際間 に まで情 報 の交換

や,共 同利用 の必 要 が 高 ま りつ つ あ る.こ の た めデ ー タ コー ドの 標 準化 が緊 急 の問 題 として,わ が 国

ばか りで な く,国 際 的 に もその 重要 性 が認 識 され て きて い る。

この デ ー タ コー ド標 準化 を促 進 す るに あ た り,そ の 必要 性,緊 急 度お よび問題 点 を把 握 す るのが本

調 査 の 目的 で あ る。

.2.1.2調 査 対 象

本調 査 の対 象 は,わ が 国 官公 庁,各 種 業 界 お よび代 表 的 企業700機 関 を選出 し,ア ンケ ー ト調査

を行 な った結 果320通 の 回答 を得 た。 回収率 はほ ぼ45%で あ る。業 種 別 にみ た 回答数 を第2 .1.1

表 に示 す

第2.1.1表 調 査 票 回 答 数

業 種 回答数 業 種 回答数 業 種 回答数

1.鉱 業 3 9.鉄 鋼 ・非 鉄 鉱 8 17、 運 輸 ・ 倉 庫 12

2.建 設 10 10、 機 械 ・精 密 機 器 26 18.電 力 ・ ガ ス 8

3.食 品 5 11.電 気 機 器 16 19.計 算 セ ン タ ー 28

4.水 産 1 12.電 子 計算 機 メ ーカ 5 20.学 校 そ の 他 31

5.繊 維 12 13.輸 送 機 10 21.官 庁 ・政府 機 関 30

6.紙 ・ パ ル プ 1 14そ の 他 製 造 9 22.地 方 公 共 団 体 8

7.石 油 ・化 学 ・ゴ ム 28 15.商 業 サ ー ビ ス 27

8.窯 業 7 16.金 融 ・保 険 ・証 券 35 合 計 320

2.1.3調 査 内 容

調 査項 目は 次 の3っ に大 別 され る。

ユ.コ ー ドの現 状

現在 各 機 関 で使 用 してい る コー ドの名 称,作 成 年,目 的 ・用 途,コ ー ドの構 造,桁 数,適 用 範 囲
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お よび コー ド表 提 供 の可 否 を調 査 しデ ータ コー ドの現 状 を把握 した。

2.日 本 工業 標 準 規格(JIS)希 望 順位

JISと して考 え られ る40の コー ドをか か げ,A(2年 以 内),B(3年 ～5年),C(5年

以 上)に よ るデ ー タ コー ドJIS化 の 希望 順 位 を調査 した。

3.デ ー タ コー ドの標 準 化 に対 す る意 見

デ ー タ コ ー ドの 標準 化 は ど うあ るべ きか にっ い て の意 見 を調 査 した。

調 査 票 の様 式 を次に示 す。

デ ー タ コ ー ド標 準 化 体 系 調 査 票

ご記 入 に当 って の 注 意事 項

-
一

2

3

調査票提出期限 昭和44年10月25日

調査票のご記入内容については秘密を厳守致します。

不明の点のお問合せ電話番号

東京434局8211番 内線478番 担当 波多野

聾 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東京都港区芝公園21号 地1番5機 械振興会館内

(ど 記入担当者)

官 公 庁 名 また は

会 。 社 名

所 在 地

都 市 町 番 号
道 区
府 郡 村

県(口 口 ロ ー □ □)

ご 氏 名

■

所 属
電

話 内 線
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1.現 在 貴社 で お使 い の コ ー ドにつ い て ご記 入 下 さい。

記

入

例

コー ドの 名 称

1

作成年
(注1)

目 的
用 途

(注2)

作 成 機 関
コー ドの 構造 桁数

(注3)

適 用 範 囲

コー ド

表 の

提 示

業 種 コ ー ド
昭
38年

販売管理
資材管理 ⑬ ㌶機関

(日本標準産業分類1
02 2

自社 ・一圃

()
㊥ ・否

地 域 コ ー ド 40年 販売管理 蟹 ㌶機関
()

4 1
自社く⑭

() @・ 否

会 社 名 コー ド 39年
販売管理
資材管理

自社 ・(⑭
参考資料() 7624 4

、(画〉他社

()
可 ・@

業 者 コ ー ド 40年
販売管理
会計管理
資材管理

(画)・他機関
参考資料

()

0247624
}}}

業種 ・地 域 ・会 社 名

7
(醒)・ 他社

'(関連企業4社) 可 ・⇔

年
自社 ・他機関
参考資料

()

自社 ・他社

()
可 ・否

' 年
自社 ・他機関
参考資料

()

自社 ・他社

()
可 ・否

年
自社 ・他機関
参考資料()

自社 ・他社

()
可 ・否

年
自社 ・他機関
参考資料

()

自社 ・他社

()
可 ・否

年
自社 ・他機関
参考 資料

()

自社 ・他社

()
可 ・否

年
自社 ・他機関
参考 資料

()

自社 ・他社

()
可 ・否

年
自社 ・他機関
参考資料

()

自社 ・他社

()
可 ・否

年
自社 ・他機関
参考資料

()

自社 ・他社

()
可 ・否

年
自社 ・他機関

参考資料()
自社 ・他社

()
可 ・否

年
自社 ・他機関
参考資料

()

自社 ・他社

()
可 ・否

年
自社 ・他機関

参考資料()
自社 ・他社

()

」

可 ・否

書 ききれ ない場合は,別 添調査票 もご使用下 さい。

(注1)目 的用途:何 の業務 に使用 してい るのか ご記入下さい。

(注2)作 成機関:ど こで作成 したのか,該 当する ものに○印 をおつけ下 さい。 また作成時に参考 にした資

料 があ りました ら資料 名をご記入下 さい。

(注3)適 用範囲:こ の コー ドの使われてい る範 囲をご記入下 さい。(例 えば関連企業(親 会社,子 会社,

下請 な ど)4社 で使 っている)
コー ド表 の提供:該 当す るものに○印 をつけて下 さい。 なお,提 供 して下 さる場合 は別途 ご連絡 させてい

ただ きます。
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2.日 本 工業 標 準 規格(JIS)と して下 記 の よ うな デ ー タ コー ドが考 え られ ま すが,こ の 他 に も標

準化 を希望 す る ものが あ れ ば余 白に コー ド名 をご記 入 下 さい。 また,そ れ らを含 め たデ ー タ コー

ドの標準 化 を希望 す る順 位 とご意 見 をお 聞か せ下 さい。 順 位 に つ いて はA ,B,Cの い つれ か に

○印 をお つ け下 さい。 但 し,関 心 の ない もの,わ か らない もの につ い て は ご記 入 され な くて も結

構 で す。

2-1順 位(A:2年 以 内,B:3～5年,C:5年 以 上)

% コ ー ド 名 (注)

順 位
% コ ー ド 名 順 位 % コ ー ド 名 順 位

1
地 域 名 ・国名
国 際 機 関 名 ABC 17

学 校
研 究 機 関

ABC
シ

33
鉄 道
(駅 名)

ABC

2 外 国 都 市 名 ABC 18 官 庁 ABC 34
港 湾
(空 港)

ABC

*

3 都 道 府 県 ABC 19 材 料 ABC 35 計 量 単 位 ABC

4
*

市 区 町 村 ABC 20 用 途 ABC 36 貨 幣 単 位 ABC

5 住 居 表 示 ABC 21 加 工 法 ABC 37 図 書 ABC

*

6 年 号 ABC 22 商 品 A工3C 38 新 聞 ABC

7 日 待 ABC 23 商 品 取 引
(商 品 流通) ABC 39 工 業 所 有 権 ABC

8 時 刻 ABC 24 薬 品 ABC 40
カ ナ 文 字
漢 字

ABC

9 性 荊 ABC 25
**

産 業(業 種) ABC 41 ABC

10 職 業 ABC 26 銀 行 ・金 融 機 関 ABC 42 ABC

11 職 種 ABC 27 勘 定 科 目
会 計 科 目 ABC 43 ABC

12
職 能 ・技 能
資 格

ABC 28
固定 資産 品目
(償 却 分 類)

ABC 44 ABC

13 学 歴 ABC 29 株 式 銘 柄 ABC 45 ABC

14 個 人 番 号 ABC 30 公 社 債 銘 柄 ABC 46 ABC

15
企 業
(会 社 名) ABC 31 国 際 収 支 ABC 47 ABC

16 事 業 所 ABC 32
建 築 物
(構 造 な ど) ABC 48 ABC

*印 は43年 度JIS原 案 作成 済**印 は現 在(44年 度)JIS原 案 作 成 申

2-2ご 意 見:標 準 化 順 位 に関 して ご意 見 が あ りま した ら,上 表 の 該当 番号 を書 き,次 に ご意 見

をお か き下 さい。

例3:2桁 の コー ドが 望 ま しい。

(裏 面 もご覧下 さい)
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3.デ ー タ コ ー ドの標 準 化 は ど うあ るべ きか,C意 見 をお 聞か せ下 さい。

調査 ご協 力 あ りが と うご ざい ま した。 お手 数 で も下 記 あ て ご返 送下 さい。

(105) 東京 都 港 区芝 公 園21号 地1番5

額 日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

技術 部 研 究 課 波多 野
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2.1.4調 査 結 果 の概 況

前 掲 の 調 査票 に よ るア ンケ ー ト調査 の 回答 数 は320通 で あ る。 これ を各調 査項 目別 に と りま とめ

たの が 第2.1.2表,'第2 .1.3表 お よ び第2.1.4表 で あ る。

(1)「 現 在 貴社 でお使 いの コー ドに つ いて,御 記入 下 さい」

に つ いて 産業 別 に ま とめた のが 第2 .1.2表 で あ る。 各 列 上段 の数 字 は各 産 業 ご との 回答 数 を示 し,

また・ 各 列 下段 の 数 字 は コー ド名 ご とに各業 界 にお け る使 用 件数 を示 して い る
。 す な わ ち天 候 コー ド

を例 に とれ ば電 力 ・ガ ス業 で は2件,運 輸 ・倉 庫 業 で1件 ,官 庁 ・政府 機 関 で1件 の計4件 の 例示 が

あ った とい うこ とで あ る。

また各 産 業 か らの調 査票 回 答数 よ り例示 数 が多 い ば あい が あ るが
,例 えば運 輸 ・倉 庫業 よ りの調査

票 回答 数 は14通,会 計 科 目 ・勘 定 科 目の例 示 は18件 ,こ れ は会計 科 目 ・勘定 科 目の 分 類 に入 る コ

ー ドとして1社 よ り数件 の 回答 が あ
っ た た めで あ る。

順 位 別 に み る と勘定 科 目 ・会 計科 目の360件 が 第1位 で次 い で企業(会 社 名)の357件
,商 品

の273件,個 人番 号234件 の順 にな って い る。

(2)「 日本 工業 標 準規 格(JIS)希 望 順 位 」

に つ いて 産業 別 に と りま とめ たの が第2 .1.3表 であ る。
ハ

JIS化 希 望順 位 をみ る と回答 総数 の第1位 が 都 道 府 県 で192
,ま たA(2年 以 内)の 第1位 も

都 道 府 県 で176と な って い る。 以下Aの み をみ ると第2位;市 区町 村,第3位;勘 定 科 目 ・会計 科

目,第4位;年 号 の順 に な って い る。
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第2.1.2,X使 用 コ ー ド の 現 状
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・
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険

・
証
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業

・

サ

ー
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ス
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製

造

輸

送

機

電

子

計

算

機

メ

ー

カ

電

気

機

器

機

械

・
精

密

機

器

鉄

鋼

・
非

鉄

金

属

窯

業

石

油

・
化

学

・
ゴ

ム

.

ぐ

レ

プ

ノ

ノ

鉱1建1食1水1繊1紙

業産

奢コ回答力_＼

こ品 位
ド合

計答数

59

16

63

8

8

34

38

33

・31

67

59

4

18

63

70

45

63

13

38

16

10

6

41

26

2

12

6

5

10

20

59

63

59

1

15

4

71

3

121

121

21

15

22

24

2

4

234

66

3

1

10

3

91

15

71

106

131

13

37

357

104

131

225

106

49

4

3

4

360

72

業

3

2

1

1

8

2

1

ユ

2

12

6

1

5

4

設

10

2

4

3

1

9

2

9

7

7

18

14

4

1

13

6

7

10

5

品

5

3

2

1

]

1

3

3

2

3

7

15

3

4

1

5

2

3

産

1

2

1

3

1

1

1

1

1

2

維

12

11

2

2

6

1

4

4

4

1

14
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第21.3表 日本 工 業標 準規格(JIS)希 望順 位

＼ 藁三 総 計 鉱 業 建 設 食 品 水 産 繊 維 紙 パ ル プ 石油,化 学,ゴ ム 窯 業 鉄鋼,非 鉄金属 機械,精 密機器 電 気 機 器 電子計算機 メー カー 輸 送 機 そ の 他 製 造 商業,サ ービス 金融 保険,証 券 運 輸,倉 庫 電 力,ガ ス 計算セ ンター
学校,病 院 研究所
組合.諸団体 その他

官庁,政 府機関 地方公共団体

320 3 10 5 1 12 1 28 7 8 26 16 5 10 9 27 35 12 8 28 31 30 8

番

号 コ ー ド 名

合 計ABC

回答数 順位 回答数 順位
小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC 小計ABC

1 地 域名'国 名'国 際 機 関 名 1102071202415 3111 6411 1 321 11 10721 5311 651 651 6411 3111 6411 4112 11731 1165 22 5311 9432 651 963 3111

2 外 国 都 市 名 822534292127 3111 6231 211 11 6132 4112 44 312 422 3111 5311 33 9531 8233 11 4211 7223 6222 743 211

3 都 道 府 県 19211761124 44 761 33 541 11 16142 66 541 1111 871 55 862 6312 20182 21201 871 871 1818 1616 16151 55
4 市 区 町 村 18221572178 431 761 22 5221 11 14113 66 321 99 8521 541 8611 6222 21201 19172 981 761 18171 1515 14131 66
5 住 居 表 示 1271585153111 11 5221 22 12102 4121 22 44 6411 33 7511 5122 13841 14104 541 734 1495 1082 10811 77
6 年 号 15751424105 22 66 11 431 11 1313 541 22 871 7511 44 77 5212 13931 17161 761 862 1515 1616 1414 66
7 日 付 13912125677 22 66 11 22 1212 541 22 99 761 44 66 422 12831 14131 651 862 131111 1313 1212 44
8 時 刻 1092185151113 211 541 211 1010 431 211 651 5221 431 651

・422
7421 9513 33 862 11101 1010 1010 431

9 性 別 14991297128 11 55 22 22 11 12111 44 22 88 541 431 66 624 13103 161321 761 853 171511 1616 11101 66
10 職 業 1431194133514 22 6321 312 10631 4121 3111 7511 321 211 7421 6114 13103 22184 422 734 14122 14122 12831 752
11 職 種 14810102113412 33 642 ㍗1 211 1495' 422 3111 8611 651 431 752 5113 15114 191531 532 743 1385 13121 11731 752
12 職 能'技 能 ・ 資 格 1371385153913 431 7511 211 33 1174 321 4211 981 6411 422 642 532 14941 15942 5212 743 11641 12111 g432 66

13 学 歴 1604109104011 44 761 211 413 11 1385 431 431 981 752 422 7331 6132 15105 15105 871 743 16142 14104 12642 77
14 個 人 番 号 12414 1223429 11 4211 321 11911 4112 312 6231 3111 4211 7223 312 16844 181251 431 7151 12921 7421 9234 651
15 企 業(会 社 名) 1566 9124413 312 761 11 541 11 14122 44 431 9432 8422 541 5311 4112 171052 252131 7241 532 12381 853 1266 6411

16 事 業 所 10622 1222817 211 651 11 22 11
「

1091 431 413 321 633 431 5212 312 9432 12642 312 し32 9441 642 10631 541
17 学 校 ・ 研 究 機 関 10622 7243316 22 431 11 963 422 321 5221 44 33 624 413 11542 10631 11 642 9261 1293 11443 541
18 官 庁 11219 5213413 ll 55 11 22 844 422 5221 4121 541 22 413 33 8422 141031 321 541 1046 1073 15762 651
19 材 料 922355262413 211 651 11 11 11 1192 33 4211 1091 9621 44 66 4112 9243 11 11 541 9432 311工 5131 11
20 用 途 682928332614 211 541 11 211 11 954 321 431 211 4112 22 211 4121 10442 422 10163 11 5122 11
21 加 工 法 643020372717 11 321 11 211 6231 321 413 642 4112 211 321 211 9243 11 312 8152 11 514 11
22 商 品 115177619309 211 4211 211 11 13112 4121 431 9531 5311 312 44 4112 16115 9621 55 431 15942 871 5221 11
23 商 品 取 引(商 品流通) 613132311415

'
11 312 11 11 743 422 321 3111 312 11 312 211 972 211 11 211 7331 44 541 11

24 薬 品 613121362218 11 33 11 871 33 321 312 312 211 4112 11 734 211 22 11722 312 422 211
25 産 業(業 種) 15481335165 44 66 11 312 11 12111 541 44 6411 651 33 77 6213 17152 20191 55 752 16133 13112 12102 66
26 銀 行 ・ 金 融 機 関 1557117'9308 22 66 11 541 11 141031 541 4121 743 871 55 752 6213 161141 21192 77 77 13310 871 11821 66
27 勘 定 科 目'会 計 科 目 1753148323・4 33 55 33 431 11 16151 77 431 11101 1082 55 8521 8512 18162 21174 972 844 16151 1111 752 651
28 固 定資 産品目(償 却分類) 15481268226 331 44 22 431 11 15141 77 431 1091 981 44 844 532 181431 16124 651 853 14131 1010 8512 431

29 株 式 銘 柄 762734292517 11 541 211 5131 4112 321 312 422 22 4112 312 7322 16133 312 725 431 523 11
30 公 社 債 銘 柄 712830322318 11 4121 11 5131 4112 321 211 312 11 4112 11 7223 16133 312 725 55 6222 11

31 国 際 収 支 52348402222 211 321 211 321 312 22 11 211 11 312 11 7133 4112 321 651 312 7322 11
32 建 築 物(構 造など) 822542271822 11 66 11 10712 312 3111 22 4112 3111 4121 413

【232
532 33 6411 826 321 8314 431

33 鉄 道(駅 名) 812640282318 11 413 211 7322 431 431 22 422 321 4211 312 8251 321 55 532 8512 743 8332 44

34 港 湾(空 港) 603222352414 11 413 22 532 312 431 11 422 11 422 22 8251 11 11 4112 7232 431 7241 22
35 計 量 単 位 114188515227 312 541 22 541 ll 12102 4211 44 761 651 33 871 321 1046 523 33 7331 12921 871 8611 22
36 貨 幣 単 位 882457242011 33 431 22 651 4121 44 44 422 22 6321 321 10532 871 11 5221 10622 752 8422 22
37 図 書 712823342523 211 422 22 5131 33 312 211 312 22 4112 3111 8125 3111 5131 7133 99 7151 33
38 新 聞 593318381922 11 422 22 5131 33 312 11 22 312 211 8224 3111 5131 6231 761 6123 22
39 工 業 所 有 権 493513391719 211 422 11 22 5221 211 312 211 22 11 3111 211 734 211 321 541 211 6114 11
40 カ ナ 文 字'漢 字 1201689142011 211 431 11 211 752 22 22 541 6411 11 532 4211 131021 211641 6411 431 151032 99 9612 55
41 学 部 ・ 学 科 3341 11 11 1 11
42 決 済 条 件 22d42 11 11
43 所 得 税 項 目 1143 11
44 自 動 車 1143 11
45 病 名 2242' 11 11
46 英 数 字 1143

11
47 外 国 語 1143 11

48 続 柄 43 1
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2.2産 業 別 背 景 と使 用 コー ドの 現 状

2.2.1鉱
、業

戦 時 増産 の た めに乱 掘 され た 石 炭 の生 産 量 は戦 後極 端 に減 少 し,鉄 鋼,肥 料 と と もに 三大 基 礎産 業

生 産 の 拡大 政策 に よ り,黒 ダ イヤ ブ ー ム を作 っ たが,鉱 質 の低 下,労 務 者 の不 足,人 件 費 の高 と う,

保 安 問題,石 油 の大 量 供 給 に よ る価 格 の 低下,エ ネ ルギ ー流体 化 に伴 う消 費率 の減 少,豊 水 に よ る火

力 発 電 炭 の消 費減 等 に よ る,大 量 の貯 炭等 の悪 条件 に囲 まれ斜 陽 の一 路 をた どっ た。

しか し朝 鮮動 乱 に よ る特 需 景気 に よ り不 況 は一変 し,資 本蓄 積 を可能 な ら しめ,加 え て新 鉱開 発 策

も多大 の成 果 を もた らし,い わ ゆ る黒 鉱 ブー ム を誘 起 し,合 理 化 は相 当に進 展 す る と と もに,世 界 的

な市 況 の好 転 に よ り,原 料 の低廉,安 定供 給 の 素地 が で きは じめた。 また 核原 燃料 で あ るウ ラ ン資 源

の 開 発 も昭 和40年 代 に 入 り産業 として の位 置 ず けが 明確 に な って きて お り,海 外 資 源 の開 発,加 工

技 術 の研 究 開発 が行 なわれ てい る。

鉱 山業 に お け る電子 計算 機 の導 入 ・利用 状 況 は企業 規 模 の大 な る事業所 が ほ とん どで,昭 和44年

9月 末 の 設置 台数 は17社23台 で,資 材 管理,販 売管理,労 務 管理,輸 送 管理 な どに使用 して い る。

また市 場 にお け る原 材料 の価格 変 動が 激 し く,こ の た めの調 査予 測,生 産 工 程進 捗 管 理,分 析結 果 の'

検討,地 質 調 査等 技 術調 査 に も利用 され て い る。 また本社,工 場 間 の連絡 を密 に す るた めオ ン ライ ン

に よ るデ ー タ交換 を行 な ってい る とこ ろが3社 あ る。 使用 コー ドに は,原 料,製 品 の 仕 入,販 売,輸

送 のた めの地 域名,外 国 名,府 県名,企 業,会 社 名等 の コー ドが あ る。人 事管 理 お よび保 安 厚生 のた

め に,個 人,給 与,保 安,病 院名 コー ドな どが あ る。 経営,経 済管 理 の た めの 固定 資産,会 計 コー ド

な ど もあ る。 また鉱 物 採 取,製 錬,流 通 の た めの材 料,用 途,商 品,加 工 法,設 備,伸 銅,ダ イ カス

ト,設 備 メ ンテ ナ ンスな ど一 連 の コ ー ドが あ る。 しか し,こ れ らの コー ドの多 くは各 企 業 間 で統 一 さ.

れ た もので は な く,各 社 それ ぞれ 独 自の立 場 で作 られ た もので あ り,中 に は偶 発 的 に決 め られ た様 な

内 容の もの もみ られ る。

2.2.2建 設 業

戦後の建設投資は,そ の量において増加 したのみならず,そ の内容においても高速道路,超 高速鉄

道,大 ダム,大 工場,大 ビルディングなど大規模かっ高度の技術を必要 とするものが増大し,質 的に

も著しく向上している。その結果それに対処するための施行技術と機械設備も従来の常識を破るもの

が多 く出現する様になった。建築に例をとれば,現 場加工組立て方式より,工 場生産現場組立て方式

あるいは工場生産現場設置のパッケージ方式がとられ るようになってきた。この様な革新は経営面に

おいて も近代化,合 理化を要求することとなり,電 子計算機の導入により総合的建設システムの台頭

をみるに至った。

昭和42年9月 末のコンピュータ設置状況は大手32社 で74台 であり,PERTCPMの 手法
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を用 いた 日程 管理,工 程 管理 や,設 計 管理,運 搬 管理,資 材 管 理 な どに活用 して い る。 また長期 経 営

計 画 を推進 す るた めの設 備投 資,必 要 な デ ータ収集 を行 い経 営 情 報 として利 用 して い る。 この 他,給

与計 算,原 価計 算,技 術 ・設 計 々算 な ど幅広 く利用 され てい る。

デ ータ コー ドはほ とん ど全 部 門 にわ た り必要 項 目に つ いて整 備 され て い るが,そ の主 な もの は建設

現場 を表 わ す た めの地 域,府 県,市 町村,住 居 コー ド,得 意先 の企 業,銀 行,官 公庁 コー ド,経 営お

よび会計 コー ド,人 事 管 理 の た めの 個人,性 別,学 歴,職 種,職 能,技 能,給 与 な どの コー ド,工 程

管理 の た めの材料,部 品,製 品 コー ドお よ び単 位 コ ー ド ・資材 の運 搬 に使 われ る交通,運 輸 関係 の コ

ー ド等が あ り
,建 設 作 業 に 直接 関 係 を もっ コー ドは,特 に 細分 化 されて い るのが特 徴 で あ る。 材料 の

用 途 別 コ ー ド,設 備 コー ド,試 験 方法,加 工 法,構 造 物,土 木,建 築工 事種 別 コー ドな どが それ であ

る。 しか し,商 品,産 業 コー ドを除 くほ とん どが,自 社 製 の もの で あ り,業 界 内 での 統[は あ ま りみ

られ ない。

2.2.3食 料 品 工 業

食料 品工 業 は,製 造業 の うち事 業 所数 で16%,製 品 出荷 額 で12%を 占 め重 要 な産 業 分野 の一 つ

で あ る。 近年,製 造 工程 や真 空包 装 な どの 技術 発 展 に伴 な い量 産が 可 能 とな り,大 手企 業 に よ る生 産

の集 中化,経 営 の多 角化 が 進 み総 合 食品 企業 へ と移行 しっ ～あ る。 しか し食料 品 工 業全 体 として み る

と,そ の80%が 従業 員10人 未 満 の零 細企 業 で生 産性 も低 い。 その よ うな なか で 近時 需要 の高 い加

工 食料 品 分野 には か な りの 外 資系企 業 の進 出 もみ られ,技 術,経 営,販 売 方 法 を通 じて既存 の 食品 工

業 に相 当 の影 響 を及 ぼ して お り,食 品 工業 を め ぐる環境 は楽観 を許 さない ものが あ る。

食料 品工 業 で は醸 造,乳 業,製 菓,製 粉,ハ ム,製 パ ン,調 味料 等 の48社 で39年 頃 よ り逐次 従

来 のPCS方 式 か らEDPS方 式 に切 り換 え生 産 お よび販 売 の合 理化,省 力 化 の た め に,特 に原 材料

の 仕入 ・購 買 管理 と資 材 の在 庫 管理 に 重点 をお き,コ ス トの低 廉 化,品 質 の保 証 の た めの納 入管 理,

品質 管理 を厳 重 に行 な って い る。 工 程 管理 に対 す る利用 度 は比 較 的 少 ないが,品 質 向上 を図 るた めの

化学 技術 計 算,培 養 や仕 込 み計 画の シ ミュ レー シ ョンに 利用 し てい る。 また交 通 停滞 は輸送 費 の高 騰

をまね き,鮮 度 に関 係 し,販 売 コス トに大 き く作用 す るた め配 送 計 画,運 賃計 算 な ど輸送 管 理 も行 な

われ て い る。 ま た商 品 の 回転 の早 い 食品 工業 にお い て は市場 調 査 も重 要 な ウエ イ トを持 って い るので

盛 ん に利 用 してい る。 この 他,人 事 ・給 与 ・資 産管 理,経 営 ・経 済分 析 な ど多 方 面 に渡 って お り,電

子 計算 機 は大 型 小型 あ わせ1 .44台 が設 置 され て い る。 この内15台 は本 社 と工場 間 の オ ン ライ ンに

よ るデ ータ 交換 が 行 な われ て い る。

使用 され て い る コー ドは業 界,団 体 内 で統 一 され た もの はな く,そ の種 類 は あ ま り多 くは な い。 原

料 の輸 入 ・製 品 の 販売 の た めの コー ド,材 料 ・商 品 ・設備 のた め の コー ド,.個 人 コー ドのた めの 職種,

職 能 コー ド,金 融 ・経 営 の た めの コー ドな どが あ るが,そ の内 容,構 成 方 法 に お い ては全 般 的 に他 の

産業 と大 同小 異 で あ り,特 徴 は見 られ ない。

各 々の企 業 の コー ドは 国名,外 国名,地 域 名 を除い て は ほ とん ど自社 製 の ものが 多 い。
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2.2.4水 産 製 造 業

わが 国 の 漁獲量 お よび その 利用 状 況 を,F・A・O「 水 産統 計年 鑑 よ りみ れ ば,昭 和43年 度 の漁

獲 量 は ペル ー に次 ぎ世界 第2位 で,世 界 総 魚獲 量6400万 トンに対 して867万 トンで全 体 の13

%を 占 め次 いで ソ連,中 国の順 とな って い る。

そ の 利用状 況 をみ ると鮮 魚 と して 直接 需要 家 に行 く もの と,簡 単 な素 乾 ・塩 乾類 か ら大 規 模工 場 に

よ るか んづ め,冷 凍,魚 肉 ソ ーセ ー ジな どに至 る まで,さ ま ざまな 部門 が あ り,第1次 加 工 原料 とな

っ た もの は全体 の約60%を 占 め て い る。

水 産製 造 業 を営 む経 営体 は全 国 で約85,000あ るが そ の圧倒 的 部分 は従業 者9人 以下 で94%を

占 め,そ の零 細性 が うかS"え る。 これ に対 し魚 肉 ソー セ ージ,か ん づ め類,冷 凍 な どの 高度 の設 備 ま

た は技 術 を必 要 とす る加 工 部 門 は大 資本 会 社 が 直接 経 営 してい るか,あ るい は そ の系 列下 にお かれ て

い る もの が多 い。

この よ うな水産加 工業 の 電子 計 算 機 は わず か5社6台 にす ぎず,使 用 範 囲 は事 務 計 算 に とどま って

い る。 そ の 内容 は販 売管 理,在 庫 管 理,財 務 管理,人 事給与 な どの一 般事 務計 算 お よ びOR計 算,市

場調 査 な どであ るが(特 に水産 加 工 業 で は原 材料 の仕 入 の良 否 が企 業 の生 死 に 関 す る重要 な もの であ

るた め,特 に仕 入,購 買管 理 と在 庫 管 理 に重 点 がお か れ てい る。)。 コー ドの 内 容 は,購 買,出 荷,

販売,用 途,設 備,加 工 方 法 別 の関 係 コ ー ドを使 用 して い るが,団 体 統一 コ ー ドな どはな ぐ,そ れ ぞ

れ 自社 製 の もの で企 業 間,産 業 間の 互換 性 は乏 しい。

2.2.5繊 維 産 業

昭 和28年 頃 よ りナ イ ロン,ビ ニ ロ ン,エ ン ビ ロンな どの 合成 繊維 工業 が 天 然繊 維 原料 の輸 入 削減

に よ る国 際収 支 の改 善 策 とあ い ま って,新 規 産業 として 台頭 して きた。 しか し こ こ数 年 来,外 にあ っ

て は先 進 国 の構 造改 善 の進 展,後 進 国の 急速 な追 上 げ,内 に あ って は需要 の停 滞 と労 働 力 の不 足 に よ

り繊 維産業 を と りま く環境 は 厳 し さを増 した。 と くに昭 和42年 にお とずれ た大 不 況 は業 界 に大 きな

打 撃 を与 え,期 待 され た 自主 的 な体 質 改 善 は過 剰 設備 圧力,織 布 業 に み られ る企業 の過 小 過多 に よ る

混 乱,収 益 の悪 化 に よ り進 捗 をみせ ず,こ の ま 、推 移 す れば わが 国繊 維 産業 もつ い に立 ち直 りえな い

事 態 も予 測 され るに いた った。

繊 維業 も生 産 な らび に製 品 流 通 の 合理 化,省 力 化 な どの 目的で 昭和36年 頃 よ り従来 のPCSか ら

徐 々に電 子 計算 機 を導入 しは じめ44年9月 に は51社 が大 型小 型 と りま ぜ117台 の設 置 を行 な っ

てい る。 それ らの ほ とん どは給 与計 算,販 売管 理,在 庫 管理,財 務管 理,受 注管理,人 事 管理 な どの

事務 用 に使用 され て い るが,工 程管 理,実 験 デ ー タ解 析,自 動制 御系 の解析,新 製 品開 発 染 物 用 の

色 合 せ,な どの技術 用 に も使用 され は じめて きて い る。 使用 され て い る コー ドは;貿 易の た め の国名,

地 名 コー ド,顧 客 コー ド,金 融 コー ドな ど全 般 に わ た ってい るが,商 品 コー ド,商 品 流 通 コー ドは国

際 的 水準 の もの を持 って お り,業 界 統 一 コー ドが あ る。 ま た工業 所有 権 に関 す る コー ドを作 って い る

の は特;己に値 いす る。
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勘定 科 目,会 計 科 目,財 務 関 係 の コー ドは他 産業 と共 通 の面 が あ り統 一 す る必 要 があ る と思 はれ る。

また都 道府県,地 域 コー ドに つ いて も統 一化 を望 んで お り,業 界 統一 コー ドの他,日 本標 準 産業 分類

な どの 活用が 行 な われ て い る。 ま た体 系 的 に整 った コー ドがあ れ ば な るべ く採 用 すべ きであ る との意

見 もか な りあ り,コ ー ドの標 準 化 の た めの素 地 を充 分持 ってい る とい え る。 しか し現 状 で は 自社 作成

コー ドの使用 が大 半 を しめ てお り,中 には その場 限 りの便宜 上 の コー ドもみ られ る。

2.2.6紙 お よ び パ ル プ 産 業

紙 の消 費量 は文 化 の バ ロメ ー タ とい われ て い る。 戦 後情 報文化 の進 展 に伴 い印刷 出版 に,工 業用 に

そ の需要 は各 方面 で急速 の伸 び を示 して い る。

資 本の 自由化,関 税 一括 引 下 げ,海 外 原料 依存 度 の増大 な ど国 際化 の波 に 直面 して い る。 このた め

設 備,生 産 の調整 緩 和 を余 儀 な く され,設 備 の共 同化,海 外 資 源 の開 発,原 木 お よ び製品 の交錯 輸送

排 除 な どの業 務提 携 を足 が か りと し,産 業 体 質改 善 に もっ なが る新 し い再 編成 の動 きが 注 目 され て い

る。

紙 お よびパ ル プ産 業 にお い て も,情 報 デ ータ の解 析,生 産 な らび に販売 の合 理化,省 力 化 等 の 目的

で 数年 前 よ り電子 計 算機 の導 入 が始 め られ て きたが,パ ル プは 石 油工 業 と同様 装置 工業 の最 た る もの

の 一 つで ほ とん どが大 企 業 に よ って占 め られ てい るに もか かわ らず製 造 原理 が 昔 とあ ま り変 らず,た

だ大 規 模化 され た点 が異 な るた め か他 産業 に比 較 し導 入 が お くれ てい る。 しか し工 業 用 に用 い る製 紙

工 場 では,特 に品質 に重 点 が お かれ るた めに広 く利用 され てい る。44年9月 末 の設 置状 況 は40台

で 販売 管理,会 計 管理,資 材 管理,給 与計 算 な どの 日常事 務処 理 は,ほ とん どの事 業 所で 行 な われて

い る。製 品 の需 要 が比 較 的一 定 な た め生 産 ライ ンの コン トロー ル に はあ ま り使用 され て い ないが,僅

か の会社 で は生 産 管理 に 使 って い ると ころ もあ る。 この他,新 製 品 の開発 研 究 に技 術 計算 が行 なわれ

て い る。 また,需 要 予 測,人 事 管 理,山 林 管理 等 に も利用 して い る。 現在 使用 され て い るコー ドは そ

の種 類 も少 な く人 事,給 与関 係 の コ ー ド,販 売 関 係 の コー ドが主 であ る。 新 聞紙 等 の生 産 は 別 として

い わ ゆ る多品 種 少量 生 産 の た め に原料,商 品 に関 す る もの の コー ドが 多 い。 しか し業界 統 一 コー ドの

類 は少 な く,ほ とん どが 自社 用 の コー ドが使 われ てい る。

2.2.7石 油,化 学,ゴ ム

石 油化学 工 業 の生 産 は 現在,急 テ ンポに 拡大 してお り昭和33年 に111億 円で あ ったが43年 に

は6,722億 円 とな .り化 学工 業 の生産 の28%を 占 めて い る。 石 油化学 工 業 の 中核 をな す エチ レン設

備 の生産 能力 で み る と,昭 和42年 末 で年産144万 トンであ り米 国 の686万 トンに 次い で世 界第

二 位,次 いで 西 独,英 国 の順 とな って い る。 しか し量 的供 給 の拡 大 とと もに,そ の価 格 も急速 に低下

してお り,加 うるに その 技術 の大 半 は海 外 に依存 して い る。 この産 業 は典 型 的 な装 置 産業 と して 巨額

な設 備 資金 の 多 く を外 部 借入 に依 存せ ざる を得 な い資本 力 の脆 弱 さ と結 び つい て激 しい企 業 参 入競争

と設 備投 資,販 売活 動 に お い て,と もすれ ば経 済計 算 を度 外 視 した競争 を起 し,そ の た め企業 体 質 に

お いて は,な お 海外 諸 企業 の みな らず他 の 国内 産業 に も劣 ると ころ とな ってい る。
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ζ一八

次 に化 学 工 業 の 内,化 学 肥料 工 業 につ い てみ る と,ア ンモ ニ アお よび りん 酸生 産 能力 につ いて は 自

由主 義諸 国中 で は 第二 位,ア ンモ ニ ア系窒 素 肥料 の 輸出 は世 界 第一 位 の規 模 に達 して い る。

次 い で ゴム工業 の 内,自 動車 タ イヤ工業 にっ い て は 自動車 の増産 を反映 して44年 の 自動車 タ イ ヤ

の生 産 は前 年 に比 べ18%増 の30万 トン を示 して い る。 しか し一 方 天然 ゴ ム相 場 の 高騰 と 自動 車 損

害 賠 償保 険料 率 の引 上 げ な ど,き び しい状 況 に お かれ て い る自動車 生 産 の伸 び に よ って,需 要 面 に ど

の様 な影 響 をお よ ぼ すか 今 後 の生 産 活 動が 注 目 され る。

以 上石 油 産 業,化 学 産 業,ゴ ム産 業 の 中 の一 部 の現 状 に つい て述 べ たが,そ の他,油 脂,イ ンキ 塗

料,染 料,製 薬,化 粧 品,曹 達,写 真 フ ィル ム工業 等 を含 む これ ら産 業 が もつ 背景 に立 って,そ れ ぞ

れ 事 務 の近 代 化,生 産 の 合 理化,省 力 化等 の た めに設 置 してい る電子 計 算機 は合せ て171社,337

台で 販売 管 理,会 計 業 務,資 材 管理,給 与 計 算 な どの 日常 事務処 理 は ほ とん どの事 業 所 で行 な われ て

い る。 ま た,プ ロセ ス解 析 の た めの シ ミュ レー シ ョ ンL製 品品 質向 上 の ため の科 学 技術 計 算 に も利 用

さ れ てい る。.装 置 工業 で は・ 原 料 φ一るい は製 品 コ ン トロー ルの た め に 自動 制 御 に よ る ものが 多 く工 程

管 理 に も使 わ れ て い る。 また製 品 の特 殊 性か ら原価 計 算,在 庫 管理 へ の応 用 も必要 で あ り・ 輸送 面 で

はパ イプ ラ イ ン,大 型 タ ンカ ーな ど特 殊 な方 法 が と られ てい るので,こ れ らの コ ン トロール が今 後 の

問題 として 残 され てい る。

ゴ ム関係 で は材料 の調 合,品 質 向上 の た め の科学 技 術 計 算が 多 く用 い られ て い る。 また これ らの産

業 は最 近特 に公害 問題 で ク ローズ ア ッ プされ て きてお り,そ の対 策 のた め の科学 技 術 計算 も必 要 に な

って きて い る。

・これ らの管理 の他 ,容 器 の 管理,OR,LP計 算,長 期 事業 計 画,操 業計 画,プ ラン ト解 析 な どの

業 務 に も使 われ て い る。 使 用 され て い るコー ドは,他 の産業 に先 が けて 電子 計 算機 を導 入 した 関係 も

あ り,種 類 も多 岐多 様 を極 め てい る。 す な わ ち勘定 科 目,会 計 科 目関 係 が最 も多 く,得 意先 の企業 コ

ー ド
,原 料,製 品 の仕 入,販 売に 関す る コー ド,輸 送 ・梱 包 コ ー ド,国 名,地 域,府 県 コー ド,人 事

お よび給 与 関 係 の個 人 コ ー ド,性 別,婚 姻,血 液型,世 帯,職 種職 能 コ ー ドな どほ とん どの コー ドを

使 って い る。 しか し これ らコー ドは 自社専 用 に 設 定 され た た め に業 界 として は統一 性 は な く,し たが

って デ ー タの 交換 は不 可 能 に 近い のが 現状 であ る。

2.2.8窯 業

セ メン ト,ガ ラス,コ ン ク リー トパ イル,陶 磁 器 な どの生 産 で 代表 され る窯 業 は住 宅 建設 な どの民

間 設 備投 資 や,港 湾,鉄 道,運 輸 な どの 公共 投 資 の増 大 お よび輸 出 の上 昇 な ど を背 景 に,そ の需要 は

年 と と もに 伸 展 の一 途 をた どって い る。 しか し企業 として は中 小企 業 が 多 く,過 当 競 争 に加 え,労 働

力 の不 足 に よ る工 賃 の 上 昇,原 料 の高 騰 な どが 企業 採 算 を低下 させ てお り,こ の た め企業 の近 代化,

合 理化,構 造 改 革 な どの 基本 策 が さけ ばれ るよ うに な った。

この業界 は事 務 の 合 理 化,近 代 化,省 力 化 の 合 言葉 と と もに,わ が国 で はい ち早 くPCSが 取 り入

れ られ順 次EDPSに 切 り換 へ,原 材料 の調 合 や 設計 々算 を行 な うた めのIE,OR,数 値 計 算 な ど

の技 術 計 算 や,在 庫 管理,市 場 調査,原 価計 算,お よ び生 産 計 画,工 程 実績,稼 動 状 況 な どの 分析 精
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果 の ラ インへ の フィ ー ドバ ックに よ る生 産 工 程 管理 な どが 行 な われ てい る。 電子 計 算 機 を導 入 して い

る企 業 は44年9月 末,約30社 で57台 を設 置 してお り,こ の うち本社 工 場 間で オ ン ラ イ ンに よ る

デ ー タ交換 を行 な って い る ところが3社 あ る。

使用 して い るデ ー タ コー ドは,PCS時 代 か らの関 係 で,内 容 が充 実 してい る もの が 多 い。 コー ド

体 系 は 日本標 準産 業 分 類,日 本 標 準商 品分 類,SITCな ど を原 則 的 に取 り入れ,そ れ ぞれ の企 業 目

的 に 合 うよ うに設 定 され て い る。 また業 界 統 一 コー ドも持 ってお り,国 家 規 格へ 格 上 げ を望 ん でい る

もの もあ る。 体系 的 に整 っ た コー ドに つい て は業 界 で採 用 す る考 え方が 強 く標準 化 に対 す る素 地 を充

分 に もって い る。 主 な コー ドは 内需,輸 出 の た めの 国名,地 域,府 県,市 区町 村 コー ドや,生 産 販売

管理 の た めの 材料,用 途,商 品統 計,商 品 銘 柄 コー ドお よび顧 客 名 コー ドな どが あ る。 また商 品 の輸

送,船 積,梱 包 の た めの コー ド,人 事 管 理,給 与 の た め の学 歴,職 種,人 事,所 属 コ ー ド,そ の他経

営,情 報,税,会 計 コー ド等 が あ る。

2.2.9鉄 鋼,非 鉄 金 属

昭和18年 に最 高765万 トン生産 され た粗 鋼 は 昭和21年 末 に は56万 トン とい う惨状 を呈 した。

復 興 に必 要 な鉄 鋼 需要 は大 きか ったが,原 料 炭 の不 足 が ネ ック とな り生 産再 開 の見 通 しは 容 易 に立 た

な か った。 この た め石 炭 と鉄鋼 の 重点 的増 産 を 目的 とす る傾 斜 生 産方 式 と重 点 融 資が 行 な わ れ,短 期

間 に設 備 の 近代 化 を行 ない 飛躍 的 発 展 を とげ た。 しか し生産 能 力 の 拡大 は一 時 的 な供 給 力 の 過剰 を も

た らし,企 業 間の 過 当競 争 とな り大 幅 な価 格変 動 を誘 起 した り,高 率 投 資 の結 果 よ り くる企 業 財 務 の

悪 化 は企 業 間 の設 備投 資の調 整 お よ び計 画 化等 の必 要 性 を増 大 させ た。加 うるに昭 和32年 鉄鉱 石 の

自由化 が 始 ま り,重 油,銑 鉄,普 通鋼 材,特 殊 鋼,製 銑 機材 等 々が っ ぎっ ぎに貿 易 自由 化 され た。

現在,鉄 鋼 業 は粗 鋼 年 産7,000万 トン を誇 り,米 ・ソに 次い で世界 第3位 に躍 進 した。

次 に非 鉄金 属 工 業 で あ るが,非 鉄金 属 は種 類 が 多 くそ の製 品 も品質,形 状 も多 種 多 様 で あ る た めに

こ こで は代 表 的な アル ミに つ いて み る。

わが 国 の ア ル ミニ ュー ム生 産 量 は,自 由 世界 諸 国の うちで は フ ランス を追 い抜 き42年 以降 ア メ リ

カ,カ ナダ につ い で3位 を占 めて い る。 また アル ミニ ュ ームの 需要 は電線 部 門 で は銅 線 の代 替品 とし

て の アル ミ線,建 設業 部 門 で は ビル用 アル ミサ ッ シ ・ドアお よび 住宅用 サ ッシ ・ドァが 急 激 に伸 びて

い る。 また家 庭 電化 の進 展 に伴 な う電 気 機 械 部 門,オ ール ア ル ミニ ュー ム製 車体 に移 行 しつ 〉あ る輸

送 用 機 械 器具 部 門 な ど需要 の多 角化 が 出現 しつ ～あ る。

鉄 鋼,非 鉄 金 属 工業 は企業 規 模 が 巨大 な事業 所 が 多 く早 くか ら事 務 機 械 を入れ 事 務 処 理 の 迅速 化 ・

正 確 化 を図 っ て きて い たが,36年 頃 よ り逐 次EDPSに 切 り換 ん44年9月 末 で は319台 が 設置

され て い る。 その 適用 業務 として は販 売 管 理,会 計 管 理,資 材 管理,給 与 計 算,在 庫 管 理 等 の 日常業

務 の ほか に生 産計 画,工 程 実 績,稼 働 実 績 な どの分 析結 果 を検 討 し,ラ イ ンに フ ィー ドバ ック して適

切 な工 程進 捗 を管理 し た り,原 材料 の調 合,プ ロセ ス制 御,シ ミュ レー シ ョン,冷 間 厚 延 機 デ ー タ計

算,設 計計 算,原 価計 算,市 場 調 査 な どへ の 利用,IE,OR,鉱 量 計 算,輸 送 管理 お よび 工場 間,

本 社 と工 場間 のオ ン ライ ンに よ るデ ー タ交 換 な らび に管理 な どそ の 利用 は多 方 面 に わ た って い る。 ま
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た使 用 され てい る コー ドは人 事,会 計,給 与,顧 客 な どの 日常事 務 用 は もち ろん,原 料 の 仕入,販 売

関 係 の国 名,府 県,地 域 コ ー ド,商 品,材 料 コー ドの他,生 産管 理 の ため の計 量 コー ド,図 面,製 品

規格 コー ド,製 品 検 査 コー ド,加 工 法 コー ド,設 備 々品 コー ド,治 具 コー ドな どが あ り,内 容 も詳 細

に 系統 化 され て い る。 また原 材料,製 品 の 重量 が大 き く輸送,仕 入 の過 失 に よ って は直接 コス トに響

くた め鉱 量 分析 の た めに用 い るコー ド,交 通輸 送 関 係 の コー ドも詳細 に設 定 され て い る。 しか し鉄 鋼,

非 鉄 金 属工業 は企 業規 模 が大 き く販売 も系列 化 きれ て い る ことが 多 い ので使 用 され てい る コー ドは企

業 系 列 別 にで きて お り他 企 業 との共 通 性 は皆 無 に等 しい。 特 に商 品 銘柄 コー ドにお いて は,そ の差 異'

が ひ ど く,一 企 業 系列 内 で の商 品,材 料 の 流通 は可能 で あ って も,業 界全 体 あ るい は国 内全 体 として

の流 通 は不 可能 の状 態 であ る。 情 報化 時代 を迎 へ 企業 内で も流通 の た めの コー ドの統 一化 を望 む声 が

大 とな り,最 近 に至 り業界 内 で統一 化 へ の努 力 をは ら う気 ざ しが 見 え は じめて きた。

2.2.10機 械,精 密 機 械,電 気機 械,輸 送 機 械

現 在,わ が 国機 械 工業 は,先 進 諸 国 の 中 にあ って有 数 の生産 力 を誇 るまで に成 長 を とげ てい る。 し

か し反 面,外 国技 術 へ の依 存 が高 く,積 極 的 に 設備 投 資 を行 な った結 果,借 入 金 が 増大 し,企 業 の 資

本 構 成 が悪 化 した。 また大 企業 と中小 企 業 との格 差 が ます ます 拡大 す る等 の悪 い 面が 現 わ れ た。 この

た め機 械工 業 にお いて は単 に 品質,コ ス トで 競争 す るので は な く,販 売政 策,経 営管 理,労 務 管理,

資金 調達 力等 の合成 され た力 が 望 まれ る様 に な って きてい る。 した が って 旧来 の よ うな生 産方 式 よ り

協 業 化,共 同化,合 併 等 の手 段 を通 じ規 模 の 拡大 に努 め,資 本力,技 術 開発 力 をは じめ,賃 金,生 産

量 に お いて も国際競 争 に打 ち勝 つ こ とが 望 まれ て い る。

一 般機 械工 業
,電 気 機 械 ・輸送 機 械 お よび精 密工 業 の もつ 電子 計算 機44年9月 現 在 の設 置 台数

適用 業 務使 用 コー ドに つ いて み る と,一 般機 械 工業 は国産 機115台,外 国機67台,計182台 で

あ る。 ま た,電 気機 械 にお い て は国 産 機375台,外 国機111台,計486台 。 輸送 用 機 械 では 国

産 機164台,外 国 機122台,計286台,精 密 機 械で は 国産 機73台,外 国 機28台,計'101

台 とな っ てお り全 部 で1,055台 を保有 して い る。 これ はわが 国電子 計 算機 設 置 台 数 の%に 相当 す る。

次 い で一 般 機械 工業 お よ び精 密 機 械 にお け る電子 計算 機 の 利用状 況 をみ る と,日 程,工 程 管理 の的確

を期 す るた めのPERTCPMの 手 法が用 い られ,製 造工 程 の 自動 化 の た めの数 値 制 御や ,APT

の 技術 を導 入 してお り,設 計 計 算例 と して は プラ ン ト設 計,回 路 自動設 計,写 真 機 用 レンズ の設 計な'

どが あ る。 その 他設 計 工程 管 理,工 場 工 程管 理 運 搬 費 管理,資 材受 払 管理 な ど管 理 面 に も利 用 して

い る。 ま た機 械 工業 は研 究 ・開 発 に特 に力 を入 れ てい る業種 で あ るた め科 学 技術 計 算 に は広 く利用 し
コ

て い る。そ.の他長期 経 営計 画 を立 案,推 進 す るた めに 必要 な デ ー タの 収集 を行 ない 経 営情 報 に 利用 し

て い る。

電 気機 械 にお い て は,部 品 の展 開,在 庫管 理 が 大 きな業務 の一 つ に な って い る。 資材 発 注 と納 入管

理 は生 産 管理 と相 ま って重 要 で あ りこの 面 の利 用 が多 い。 また一 方 製品 の販 売予 測 に関 す る情 報 は企

業 経営 に とって,そ の 方 向 を左 右す る もので あ り,市 場 調査 分析 が か な り綿 密 に行 な われ て い る。 こ

の た めIR,OR等 の科 学 的手 法 が用 い られ て い る。 また,こ れ ら科学 的手 法 を用 い るこ とは製 品在
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庫 の適正 を図 る上 に非 常 に 役立 ち,企 業 の利益 計 画 を正 しい方 向に 導 び くた めに大 き く貢 献 して い る。

部品 お よび製 品 の 在庫 管 理 に は一 部 オ ンラ イ ン化 が行 な われ て い る。

輸送 機 械 にお い て は,自 動 車 工 場 にお け る組 立 ライ ンの 自動化 で あ る。 ラ イ ンのオ ー トメー シ ョン

コン トロー ル を支 え る もの は適 正 な部 品 の調達 で あ り,と の た めの 部品 展 開 と在 庫 管理 が重 要 とな る。

ま た受 注 一 生 産 一 販 売 の一 連 の システ ム を オ ン ライ ンで処 理 し,そ れ らの スケ ジ ュー リング を電

子 計算 機 で管 理 してい る。 需 要 予測 と製 品企 画 は企 業経 営 の手 段 と して 広 く用 い られ てい る。 また 自

動車,造 船,車 輌 の製 造お よ び設計 に科学 計 算 の特 殊 な機 能 を付加 して 効 果 を上 げ て い る例 もあ る。

ま た図形処 理 で は,グ ラ フ ィ ックデ ス プ レイ を用 い て設 計 や プロセ ス制 御 を行 な って い る。 工作 機 の

数値 制 御 や設 計 の 自動 作 図 に も専 用 電 子計 算 機 が用 い られ て い る。

全 般 的 に共 通 な こ と と して,こ の他 に 会計 計 算,給 与 計 算 や,人 事 管 理,財 務 管 理 な どが あ る。

使 用 してい る コー ドは,一 般 機 械,精 密 機 械 で は材料,商 品 に関 す る もの が多 く,特 に数 値 制御 に

よ る加 工 法の コー ド,単 位 コー ドが 目立 ってい る。 銀行 金 融機 関 の コー ド,会 計,勘 定 科 目な どにつ

いて も他 の産 業 に比べ 複雑 で あ る。 業 種,業 態,技 能 コー ドは個 人 コー ドと結 ば れ 人事 管理,給 与 計

算 な どに用 い られ て い る。 その 他,販 売,原 材料 仕 入の ため に用 い られ る企 業 コー ド,地 域 コー ドな

どが あ る。

輸送 機械 に つ いて も,ほ ぼ 同 様 で あ るが,自 動 車 の機 種 別 コー ドお よび車 種 別 コー ド,電 車,汽 車

の車 輌 コー ドは統 一 され た もの が多 く団体 規 格 また は行 政 に直結 した コ ー ドの もの が あ る。

電気 機械 に つ いて は 部品 関 係 の コー ドお よび製 品 コー ドが多 い のが 特 徴 で あ る。

しか し,こ れ らの ほ とん どの コー ドは企 業 別 に独 自に設定 され た もの で あ り,共 通 性,統 一性 を欠

い てい るが,最 近 企業 内で も不 統一 に よ る不便 さを認識 し統 一 へ の努 力 をは ら うき ざしが見 えは じめ

て きた。

2.2.11電 算 機 メ ー カ

電算機 メー カの 現状 は,他 の業 種 と比 べ て み て,特 に 変 っ た と ころは 見 られ な い。

主 と して,人 事,給 与,受 注,生 産,在 庫,購 買,販 売,資 材,在 庫,財 務,会 計,等 の業務 に コ

ー ドを使 用 してい る。

2.212そ の 他 の 製 造 業

こ ～でい う,そ の他 の製造 業 とは 日用 品 お よ び雑貨 製造 業,印 刷 出版業 な どで,製 靴 台 所用 品,

家 具,楽 器,文 房具,図 書,印 刷 出版,装 飾 品 な どの製造 業 を対 象 に した もので あ る。 これ らの業界

の ほ とん どは,中 小 零 細企 業 で 占 め られ てお り,企 業 数 が多 い割 合 に比 べ 電子 計 算 機の 設置 台 数 は少

な く僅 か に45社53台 に 過 ぎな い。 しか し計 算 セ ンタ ーな どの 利用 に よ り電子 計 算機 に対 す る認 識

は 次第 に高 ま りっ ～あ る。

これ らの業 界 に お け る電子 計 算 機 の ほとんどは販売 管理 ・生 産 管理,在 庫 管理,給 与計 算,販 売情 報

管理,仕 入管 理,債 権 管 理,財 務,資 産管 理等 の事務 用 に使 はれ,僅 か 二,三 の 会社 で 工程 管理,強

一227

L



度 計算,科 学 計 算 な どが 行 なわれ てい る。 したが って使 用 して い る コー ドは複雑多 岐 に わ た り,自 社

製 の コー ドが 多 く他 との共 通性 は あ ま りみ られ ない。 全 体 的 にみ て商 品 銘柄 コー ドが多 く,取 引店 コ

ー ド
,企 業 コー ド,地 域,金 融,倉 庫,会 計 コー ドな ど商 取引 に直 接関 係 のあ るコ ー ドが 多 い。 人事

関係 の学 歴,職 能 コ ー ドもあ るが,図 書 コー ドは出 版業 界 の統一 コー ドとして立 派 な ものが あ る・ し

か しコー ドの体 系,構 成 法 には全 体 的 に不統 一 な もの が多 い。

2.2.13商 業 ・ サ ー ビ ス

わが 国 の卸 売 業者,小 売業 者 の現 状 をみ る と,経 営基 盤 が脆 弱 で あ った り,そ の 機能 が 近代 化 され

てい ない ものが きわ め て多 い。 とくに中小 企 業が 圧 倒的 割 合 を占 めて い るのが特 色 で あ る。 これ ら脆

弱 な担 い手 に支 え られ て い る流通 活 動 も,決 して効 率 的 な もの とはい いが た く,取 引 の錯 綜 と複雑 さ,

大 量 取引 体制 の未 成 熟,不 合理 な取 引慣 行,需 給 適 合能 力 の 不 足(供 給過剰,投 げ物 の 発生 な ど)等

の 問題点 をかsえ て い る。 しか し一 方 にお いて は昭 和30年 半 ば か ら,生 産力 の 増大 に 伴い,消 費財

メー カ を中 心 とす る生 産者 の流通 活 動へ の 関与 が急 速 に 高 ま った こ とや,ス ーバ マーケ ッ ト ・デ ィス

カ ウン トス トア等 の 大 量 販売 店 が急速 に増加 しは じめて,小 売 業 の大 型 化 と近代 化 に拍車 をか けは じ

めた。 また,一 般の 小 売商,卸 売商 も,労 働力 需給 の逼 迫,所 得 水 準 の上昇,都 市 化 の進行,商 圏の

拡大 等 の環 境 変 化 に対 しボ ラン タ リチ ェー ン化,商 店 街 の 近代 化,小 売 商 の店舗 共 同 利用化 な どの積

極 的 な対応 を開始 しは じ めた ことな どで 次第 に構 造 変化 へ の動 きをみせ て きた。 この 様 に して逐 次近

代 化へ の 道 を進 むに従 って,資 本 自由化 を円滑 に進 め るた めの 国 際競 争力 の強 化,物 価 の安 定 の ため

の流通 コス トの 節 減 が強 く望 まれ るよ うに な り,流 通機 能 の 高度 化 と生 産 性 の向 上が 目下 の必要 事項

とな って い る。 この た めの 手段 として総 合商 社,百 貨店,鋼 材販 売 社,自 動車 販 売社,お よ び石油・

薬 品,紙,貿 易,ホ テ ル,酒,家 庭 電化,食 品,カ メ ラ,建 材 販売 会 社,新 聞,広 告,放 送 な どの大

手 企業 約400社 で1,400台 の電子 計 算 機 を導入 し解 決 を迫 ってい る。

その主 な 適用 業 務 を上 げれ ば,在 庫,契 約,債 権,財 務,人 事,手 形,給 与,購 買,ダ イ レク トメ

ール
,商 品,会 計,割 賦 販売,棚 卸 等 の管 理業 務お よび 通関 統 計,市 場 調査,タ グ 札 集計,心 理 テ

ス トの 診断,採 点処 理,原 価計 算,消 費者 調 査,IR,放 送 制 御 お よ び番組 編成,航 空写真 測量,数

値 制 御,ラ ーメ ン ・ク ロ ソイ ド(構 造計 算),土 木 設計,広 告 管 理,ト 一 夕 リゼ ー タ・PERT,

シ ミュ レー シ ョン等 その 内容 も多 岐 にわ た ってい る。 ま た使用 して い るコー ド種 類 も多 く顧 客 に関 す

る もの,経 理,経 営 に関 す る もの,商 品 に関 す る ものが 他 の 産業 に比 し圧倒 的 に多 く多種 類 に 分類 さ

れ て い るのが 特 徴 で あ る。商 品 コー ドに つ いて は標 準 国 際貿 易分 類(SITC),輸 出 入統 計 品 目表,

日本 標 準商 品 分 類 な どが 使用 され て い る。 また産 業 コー ドは,標 準 国 際産 業 分類 日本標 準 産業 分 類

な どが 使 われ て い る。 ま た,国 名,地 域,府 県,市 区 町村,事 業 所 に関 す る コー ドにつ い て も団体 も

し くは国家 に よ る統一 コー ドが早 く作 られ るこ とを希 望 して い る。 その他 の コー ドにつ い ては 自社 製

の ものが多 いが 順 次 で きる もの よ り団体 で統 一 してゆ く方 向に進 んで い る。
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2.2.14金 融,保 険,証 券

金 融 保 険証 券 産業 にお け る コー ドの現 状 は 複雑 多 岐 にわ た って い るが,こ れ は事 務 の 機械 化 の歴史

が 古 く且つ,広 範 囲な コン ピュ ータ の適用 業 務 を もっ に至 ってい るため と考 え られ る
。 特 に近 時,都

市 銀行 に於 て は大 型 コン ピ ュータ に よ るオ ン ライ ン化,MISな どの新 しい技 術 の 導入 に積 極的 で あ

り,そ のた め企 業 内 の事務 総 合化 に必 要 な デ ー タ コー ドの 設定 も次 々に行 な われ て い る。 また地 方銀

行,相 互 銀 行 な ど もそれ に続 い てい る。 保 険 関 係 に於 て も,一 部企 業 の オ ン ライ ン化 が 始 ま り
,数 年

を出 ず して か な りの企 業が 採用 す る状 況 に あ り,こ れ また各種 の新 しい顧 客 サ ー ビス,経 営へ の 適用

を計 って い る。 証券 業界 に 於 て も財務 情 報,経 済 分 析,投 資分析,市 場 調 査な ど社 内外 の情 報の 必要

性 か ら,業 界 統一 コー ドの使 用 例 もあ るが,各 社 の コー ド種類 が 非常 に多 い。 今 回 の調 査結 果 も業種

企 業 規 模 で異 な る面 もあ るが,人 事 マ スタ フ ァイル は ほ とん どの企 業 が整 備 な い し は整 備中 の段 階で

コー ドも所 属組 織 ,個 人 番号,職 種,職 能 技 能,学 歴 の他,鉄 道駅 名 な どの通 勤 経 路 に 及 ぶ もの な ど

も出 て き.てい る。 また源 泉徴 収,地 方 税 の た めの 税 区分地 域 コー ドな ど も使 われ て お り,こ の 面 では

企業 内 の コー ド化 の段 階を脱 して,政 治,行 政 ヘ ダ ィ レク トに つ なが る コー ドの必要 性 も高 まっ てい

る。 都 道府 県,企 業(会 社 名),銀 行 金 融 ,産 業(業 種)に っ いて は業界 の統 一 コー ドの使用 の他,

日本 標 準産 業 分類 の活用 が 行 なわ れ てお り,体 系 的 に整 った コー ドに つい て は,採 用 企 業 も多 く,標

準 化 を行 な う素地 を持 って い る とい え る。 回答 数 の多 か っ た勘定 科 目,会 計 科 目に関 して は 更 に詳 し

い資料 で整 理 の必 要 が あ るが ,経 理,会 計,財 務 に 関 しては全 産 業共 通 の面 もあ り,標 準化 の必要 が

あ る と思 われ る。 その他 各種 の基 本 的 な業 務 の フ ァ イル に必要 な コー ドが 示 され て い たが
,こ の範 囲

の コー ドに つ いて は銀 行 の 日銀業 種 分類,全 国銀 行 協 会 連 合会 の金 融 機関 コー ドの 利用
,保 険業 界 で

は料 率 算定 会 読 一 コー ドとして,都 道府 県 な どの地 域 コー ドが あ る。 証券 業界 に於 て も証 券 コー ド協

議 会 制定 の コー ドな どの統一 コー ドもあ る。 しか し各 業界 と も,圧 倒 的に 自社 作成 コー ドの 使用 が多

いo

2.2.15運 輸,倉 庫

自動 車,鉄 道,船 舶,航 空 運 輸業 お よび世 界 各 国 の 原料 ,'商 品 を保管 す る倉 庫業 は,そ の規 模 も大

型 とな り操業 安 全,合 理化,省 力 化 の た め にい ち早 く電 子 計 算機 を導 入 した 業種 の一 つ で あ る。 また

年 を経 る ご とに大 容量 の コン ビ。ユ ー タに よ る総 括 的 な事 務処 理,自 動 制 御 に よ る運 転,顧 客 サ ー ビス,

新 技 術 の開 発,入 出庫 管理 な ど円滑 な システ ムに よ り系 統 的 に その利 用効 率 を高 めて きて い る。

昭 和44年9月 末 の 電子 計 算機 の 設置 状 況 は71社97台 で,利 用 の特 徴 として は航 空 業,鉄 道業

の オ ン ライ ン ・リアル タ イ ムに よ る座 席 予約 業 務 お よ び旅行 プ ラ ンが あげ られ る。 ま た運 行 管理 ,整

備 管 理,運 輸統 計 な ど も主 な業 務 とな って い る。 船 舶 で は積 荷 の 配合 と運行 スケ ジ ュー リン グが 主務

で あ り,最 近脚 光 をあび て い る コ ンテ ナ船 の コン トロー ル は電子 計 算機 の 活躍 の一 つ の場 で あ る。 そ

の 他予 算 管理 を行 な うため の収支 予 想 の 裏付 け資 料 とな る船 舶統 計 に も巾広 く使 われ て い る。 倉 庫業

で は在 庫 管理 が 主体 で 貨物 保 管 管理 とそ の請 求 業務,港 湾業 務 な どに使 われ て い る。 一 般 的 な もの と
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して は会計 業務,資 産 管理,給 与 計 算 が あ る。

現 在 使用 され て い るコー ドの種 類 も,金 融 保 険 証券 産業 にお と ら"弟 多 種 多 様 で,そ の内容

構 成 に お いて も他 産業 の 追 随 をゆ る さない ものが あ る。 す なわ ち,天 文,気 象 関係 の コー ド,場 所 に

関 す る コー ド,こ れ に は国名,外 国都 市,府 県,市 区町村,住 居 表示 コー ドが あ る。 また 時 に関 す る

もの として,日 付,曜 日,時 刻。 人事 コー ドとして,個 人 番号,性 別,婚 姻,学 歴,職 業,職 能,技

能 な どの コー ドが あ る。 また顧 客 関 係 の コ ー ドとして官庁,学 校,銀 行,事 業 所 な ど,そ の他 経済,

経 営 に関 す る もの,単 位 に 関 す る コー ド,建 築 物,土 木建 設 コー ド,交 通 に関 す る もの に は駅 名,港

湾,空 港,船 名,航 路,船 種,機 種,線 路,乗 車 券 コー ドな どが あ る。 ま た物 に関 す る もの として商

品 コー ド,倉 庫関 係 として 貯蔵 品,荷 主,倉 庫 名,荷 役種 類,伝 票 コー ドな どが あ る。

これ らの コ ー ドの ほ とん どは業 界 の 統一 コー ドで あ り,中 に は政 治,行 政 等 にダ イ レク トにつ なが

る もの もあ る。 そ の他 の コ ー ドは情 報 交換 のた めに 逐 次企業 内 の コー ドか ら団体 統一 コー ドに格 上 げ

す るた めの気 運が 高 ま りつSあ る。

2.2.16電 力,ガ ス

戦後 電 気事 業 は著 し く発 展 して きて お り,9電 力 会社 の 電力 需要 も,昭 和43年 度 で3,765万 キ

ロ ワ ッ ト,1,985億 キ ロ ワ ッ ト時 と再編 成 当 時 の881万 キ ロ ワ ッ ト,305億 キ ロ ワ ッ ト時 に比

べ お のお の4.3倍 お よび6.5倍 に達 して い る。 しか し経 済 の急 速か つ 持続 的 な発 展 に伴 い,今 後,年

々800万 キ ロ ワ ッ ト程度 の電源 開 発 を迫 られ てい る。 また これ に関 す る設 備投 資,深 刻 な公害 問題

が あ る。 い っぽ う原子 力 発 電 の開 発 促 進お よび 電気料 金 の長 期 安定 の達 成 な どの問 題が 残 され て い る。

今 後 の電力 原 価 の動 向 をみ る と従 来 電 力 原価 高騰 の 抑制 要 因 とな っ た燃料 価格 の低 下,熱 効 率 の 向上,

電力 損 失率 の低下 等 は ほ ぼ限界 に達 しつ つ あ る。 今 後 は公 害対 策 の強 化 に伴 う燃料 費等 の上 昇,大 規

模 な電 源 開発 に伴 う資本 費の 増嵩 等 が 予 測 され,電 力 原価 の動 向 は楽 観 を許 さない が,消 費 者物 価 の

上 昇が 著 しいなか で 公共 料 金 の抑 制 の 要請 が 強 く,電 気料 金 の 長期 安 定 の達成 は,大 きな社 会 的 課題

で あ るので今 後従 来 に も増 して各 種 の 合理 化 が 要請 され る。

ガ ス事 業 は,わ が 国 経済 の高度 成 長 等 に よ る需要 の 増大 に伴 って順 調 に発 展 して きた。 す なわ ち生

活 水準 の向上,人 口産業 の都 市部 へ の 集 中 に よ る急 速 な都 市化 の進 展な どガ ス事 業 を と りま く諸情 勢

は 変貌 し,都 市 にお け る消 費 者 の家 庭 用 エ ネル ギ ーの 選択 は薪 炭 か ら都市 ガ スへ移 行 し,そ の需要 は

世 界 の主 要 国の 中で も例 をみ な い飛 躍 的 な 伸 び を示 した。 しか し反面 に お いて 公益 事業 と しての使 命

を達 す る上 に次 の様 な 問題 が 残 され て い る。 す な わ ち,供 給責 任 の達 成。 液化 石油 ガ ス,灯 油,電 気

等 競 合 燃料 の進 出 に対 処 しつ つ消 費者 の要 請 に応 えて い く。 爆 発 中毒事 故 に対 す る保安 。 な どであ

り,こ の た め長期 的 視 野 に立 った事 業 発 展 のた め従 来 に も増 して 合理 化,近 代 化 を図 って ゆ くこ とが

必要 で あ る。

この 様 に電力 お よび ガ スの 需要 は全 国 的 な もので あ り,早 くか ら公 益 目的達 成 の 一手 段 として電子

計 算 機 の 導入 を行 ない,事 務 量の 軽 減,オ ン ラ インに よ る技 術 管理,集 金 業務 の省 力化 な ど近代 化,

合 理 化 の た あに利用 して きた。 昭 和44年9月 末 の 設置 状 況 は18社 で62台 で あ り,主 な利用 法 と

'
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して は料 金 論定 の大 量 デ ー タ処 理,原 料 お よび資 材の調 達 管理,LPGの 容 器管理,ダ ムの設 計計 算,

送 電線 の強 度計 算,ガ ス流 量計 算 が あ る。 また制 御用 と して は給 電運 用,ガ スの 自動運 用 に用 い られ

て い る。 近 い将 来 電 信電 話 回線 利 用 に よ るメ ータの遠 隔 検針 業 務 に応 用 す る計 画が 立 たれ て い る。 こ

の他,経 済 負荷 配 分計 算,株 式 管 理,人 事管 理,財 務 管理,火 力 発 電制 御,需 要 予 測,OR計 算,原

子 力 発電 所 の安 全解 析,電 力 系 統解 析,自 動 給電,配 電計 画,労 務 管 理 な どに 利用 され て お り,オ ン

ライ ン システ ム化 の た めに過 半数 の33台 が使 用 され て い る。 また特 に最 近 は大 型 電子 計算 機 の設置

が 増加 し,MISな どの新 しい技術 の 導入 に積 極 的で あ り,企 業 内の 事務 総 合化 に 必要 な デー タ コー

ドの 設定 も次 々 と行 な われ て い る。 調 査結 果 よ りみれ ば全 事 業所 が 顧 客 コー ドお よび検 査設 備,計 器

類 の コー ドを保 有 して い る。 降雨,降 雪お よび 日照 な どの気 象 と水 力 発電 の コ ン トロール のた めな ど

に用 い る天文 気象 コー ド,場 所,地 域 コー ド,集 金 業務,人 事 管理,送 電線 の修 復,設 置等 の た めの

府 県,市 区町 村,土 地,個 人,性 別,学 歴,業 種,職 能,技 能 コー ドが あ る。 得 意先 お よ び金 融 関係

の コー ドに は官公 庁,事 業 所,商 店,銀 行 な どの ほ とん どの コー ドが あ る。 経 営,経 済分 析,財 務 情

報,投 資 分析,市 場 調査 な ど社内 外 の情 報集 収,分 析 のた め の ガ ス,電 力 需要 コー ド,固 定 資産 コー

ド,株 式 銘柄,税 務 に関 す る コー ド。 送 配 電お よ びガ ス供給,料 金算 定 な どの た め の計量単 位 コー ド,

料金 コー ド,設 備 管理 コー ド,土 木建 築 工事 関係 コー ド,災 害 関 係 コー ド等 が φ る。 これ らの コー ド

は分 類,体 系,構 成 に充 分 な 配慮 の あ とが み られ 企業 内 コー ドの段 階 を脱 して政 治,行 政 に直 接つ な

が るコー ドが多 い。 都 道 府県.市 区町 村 コー ドな どにつ い て はJISコ ー ドを採用 してい る。

2.2.17計 算 セ ン タ ー

わ が国 に最 初 の計 算 セ ンタ ーが 設 立 され た のは 昭和29年 で あ るが,相 当 数 が設立 され る よ うにな

った のは 昭和37,38年 頃 か らで あ る。 現 在で は250社 を超 え る計算 セ ンタ ーが存 在 し,引 続 き

増加 して い るが,創 立 後 数年 とい う企業 が大 部 分 で,業 界 と して は非常 に若 い。

ユ ーザ ーか らの分 離独 立 ,共 同設 立,メ ー カー系,公 共 機 関系 と設立 態 様 に違 いが あ るが,総 じて

企業 規模,陣 容 と もに一 般企 業 に 比 し小 規模 で あ る。 ソフ トウエ ア開 発,シ ステ ム開 発,要 員教 育,

技術 計算 な ど を手が けて い るセ ンタ ー もあ るが,大 部分 は他か らの委 託 に よ る事務 計 算処理 を行 な っ

てい る。 またパ ンチ業務 の み を引受 けて い るセ ン ター も多 い。

計 算セ ンタ ー業 にお い て は その性 質 上 い ろい ろの コ ー ドが 使用 され て い るが,そ の ほ とん どは受 託

業務 に関連 す る もので あ り,客 先,受 託業務 の内 容 に よ って 複 雑多 岐 に わ た って い る。 す な わ ち客先

と共 同で制 定 した コ ー ドが 多 く共 通 性,統 一性 は見 られ ない。 同一 業務,同 一対 象 に対 して も異 な っ

た コー ドが 付 され て い るこ とが多 い。

主 な顧 客 と して は,地 方 自治体,販 売 業,製 造業 な どが あ り,受 託業 務 は税務 計 算,給 与 計 算,人

事管 理,販 売管 理,商 品 管 理 な どが大 宗 で あ る。 最 近 で は コ ン ピ ュータ を保 有 す るユ ーザ で も効 率化

の た めにセ ンタ ー を利 用 す るこ と も多 く,セ ンタ ーが引 受 け る業 務 は ま す ます多 岐 に拡 が って い る。

しか し小 規 模企 業が 多 い た め に,自 社 業 務 のEDPSは 特 殊 な もの に 限 られ 一般 的 に は行 なわれ て い

ない。 仮 に 自社業 務 のEDPSが 行 なわ れ てい る として も,そ の 占率 は営 業用 に比 し問題 にな らない
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位 に低 い。

ア ンケ ー トか ら集 計 した使 用 コー ドの頻 度 は表 の とお りで あ るが,頻 度 の多 い コー ドを使用 す るよ

うな業務 を引 受 けて い るのが,計 算 セ ンタ ー業 界 の現 状 と見 る こ とが で き る。

2.2.18学 校 ・病 院 ・研 究 所 ・組 合 ・諸 団 体

大 学,専 門学 校,理 工 科系 高等 学 校お よび各種 研 究 機関 で使 用 され てい る電子 計 算 機の用 途 お よ び

適用 業 務 は,科 学 用,事 務 用 の二種 類 に大 別 され るが,そ の ほ とん どが 教 育 訓練,実 習,研 究成 績評

価,図 書館 管 理 とい う共 通 の 目的 を持 って いて,比 較的 単一 な計 算 を行 な ってい るた め,使 用 す るコ

ー ドは多 種 類 に お よ ぶが
,時 系 列 的 な もの はな く,い わ ゆ る場 当 り的 な もの が多 い。 また病 院,組 合,

各 種 団体 にお け る電 子計 算 機 の 設置 台 数 は約200台 に もの ぼ るが,そ の 適用 業務 は複雑 多 岐 に わた

るた め,使 用 す るコ ー ドは千 差 万別 で統一 性 は皆 無 に等 しい。 しか し,他 の産 業 と共 通 す る業務 は多

く,外 国名,都 道 府 県,市 町 村,日 付,学 歴,公 共 機関 名,勘 定 科 目,商 品 コー ドな どの様 に全 国的

に一義 的 に 統一 す る方が よ り便 利で あ る と考 え られ る ものが 不統 一 の ま ～使 用 され て い るケ ー スが非

常 に多 い。

2.2.19官 庁,政 府 機 関,地 方 公 共 団体

官公 庁,地 方 自治 体 の業 務 は定 形 的 な事務処 理 が多 い。 そ のた め これ ら業 務 をル ー チ ン化,パ ッケ

ー ジ化 した標準 システ ム を作 りあ げ るこ とは意義 が あ る
。今 後 は 都 市開 発,宇 宙 開 発,海 洋開 発,公

害 問題 な ど大 規 模 な シス テ ム を助 け る もの と して電子 計 算機 の 活躍 が期待 され る。

昭和44年9月 末 の電子 計 算機 の設置 台数 は政 府 関係 機関 も含 め550台 とな ってお り,現 在 行 な

わ れ て い る特 に顕著 な利 用 をあげ れ ば,気 象庁 の 数 気 象予 報,労 働 省 の職 業 紹介 業務 お よ び失 業保

険業 務,通 産 省 の 経済 統 計 サ ー ビス,外 務 省 の外 交情 報 検索,警 察 庁 の犯 罪 手 口照 合 お よ び運 転 免許

登録 防衛 庁 の 補給 業務,運 輸 省 の 自動車 登録,農 林省 の 農林 統 計,国 税 庁 の国 税 計 算,経 済企 画庁

の経 済 分析,建 設 省 の 設計 技 術 計算,海 上 保安 庁 の測量 計 算が あ る。 ま た地 方 自治 体 で は給 与人 事事

務,税 務 事 務,国 民 健康 保 険事務,水 道料 金 計算,住 民 登 録業 務,諸 統 計業 務 な どが主 な機 械化 の対

象 業務 とな って い る。

官庁,政 府機 関 の デ ー タ コー ド体 系 は,標 準 産 業 分類,標 準 職業 分 類,標 準 商 品 分類 の よ うに 行政

管 理庁 で 標準 化 して い る もの を除 き原則 として各省 庁 が それ ぞれ の行 政 目的 に合 わ せ た体系,ま たそ

れ ぞれ の 省庁 の事務 機 械化 の程 度 に対 応 した デ ー タ コー ド体 系 を設 定 してい る。

た とえば職 員 の人 事 に関 す る コー ド体 系 で は,給 与 事務 の 機械 化 に と もな い,職 員 番号,俸 級 表,

住 居 地等 につ い ての コー ドが 設 定 され る。 さ らに人 事 管理 の機 械 化 にお よべ ば,学 歴,資 格,免 許等

につ い て の コ ー ド体 系 が これ に加 わ る。

この よ うに,現 在 の デ ー タの コー ド化 は,将 来 予 想 され る情 報 処理 の進 展 した段 階 にお け るデ ータ

コー ド体 系 の ご く一部 に しか お よ んで い な い と もい え る。

また.貿 易商 品 分類,疾 病 分類 等 に 見 られ るよ うに国 際機 関 で設 定 され た コー ド体 系 が あ る もの に
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一
つ い て は,こ れ に準 拠 す る と同時 に,日 本 国 内 の コー ド体 系 との接続 が で きる よ うな コ ー ド体 系が 設

定 され て お り,国 際 的 な デ ータ コー ドの標 準 化 の動 向に 沿 って,コ ー ド体 系 を設定 す る よ うな努力 が

は らわれ て い る。

しか し,各 省庁 の コー ド体 系 の現状 は,各 省庁 別 に見 るか ぎ り,合 理 的 な体 系 の設 定 が な され てい
へ

るが,各 行 政 事務 の 対 象 とな る法 人,事 業 所,あ るい は 個人等 に対 す る コー ドを各 省 庁 独 自に付 けて

い るので,同 一 対 象 に異 な った コー ドが 付 され る問題 が生 じて くる。

コー ドは表 よ り明 らか な様 に多種 多 岐 にわ た って お り,必 要最 少 限の項 目にお いて ほ とん ど,全 部

を網羅 してい るが,大 別 す る と行 政 上 に用 い る コー ドと定 例 的大 量事 務処 理 に用 い られ る コー ドの二

つ に別 け られ る。 行政 上 の もの として は府 県,市 区町 村,住 居表 示 コー ドが あ り,定 例 業務 に は産業,

商 品,雇 傭,人 事 職 員,給 与,税 務,財 務,会 計 な どの コー ドが あ る。 コー ドの 内 容 は全 般 的 には業

務 に累 似共 通性 が あ るた め分 類体 系,構 成 に対 す る発想 は ほぼ統 一 され て い るが,所 管,管 轄,取 扱

う内容,範 囲 な どの 相違 に よ り同省 庁 内 で も不 統一 の もの もあ り,デ ー タの 交換,相 互 利 用 上多 くの

問 題点 を抱 えて い る。 しか し最 近 に至 り,そ の 重要 性 が認 識 され,デ ー タ コー ドの体 系的 な 調査 の検

討 と標 準化,統 一 化 へ の強力 な地 盤 が 固 ま りつ つ あ る。
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2.3 コ ー ド の 構 成

「現 在貴 社 で お使 いの コー ドに つ いて ご記 入 くだ さい」

の 回 答 を もとに,各 コー ドの現状 をつ ぎの記 述 に したが って まと めた。

対象 業務:使 用 コー ドの 目的,用 途

コー ド名:使 用 コー ドの名 称

構,成 例:使 用 コー ドの 構造 分 析

コー ド例:コ ー ドrブ ックの提 示 を願 った コー ド例,ま たは,日 本 標 準 規格 な どの代 表 的 な コー

ドの 実例

一29一



2.3.1天 文 気 象

./天 候

対 象 業務:火 力 気 象統 計,停 電 管理,乗 客統計

コー ド名:天 候 コー ド,風 向 コー ド

構 成 例:1
　
天 候

コー ド例:

天 候 コ ー ド

晴 1

曇 2

き り 3

雨 4

雪 5

雷 6

みぞれ 7

あ られ 8

ひ ょ う 9
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2.3.2場

./地 域 名,

対 象 業 務:

コ ー ド名

構 成 例:

コ ー ド例:

所

国名,国 際 機関 名'

外 国為 替業 務,輸 出入 業 務 輸 出 入統 計,受 注 販売 管理,経 済 分 析,経 営 分析

漁業 統計,情 報検 索

国名 コー ド,地 域 ・国 別 コー ド,輸 出入 地 域 コー ド,外 国人 住 所 コー ド,国 籍 コ

ー ド
,海 域 コー ド

1234
　 　 　
圏 州 国

12345
　 　 　
州 国 地方

1ま た は12-
　

地 域
海 域

123
　
国籍

1234
　

外国人住所

肝
}
飾

123
　 　
地 域 ・国名

IS
　
国名

A23
　 　
州 国名

コー ドは国連 で用 い てい る形 式(州+国 名)の ものが 多 く,ま た通貨 圏 を示 す コー

ドを組 込 ん だ ものが あ る。 ま た都 市の コー ドと組 合せ て使 用 して い る もの もあ る。

(1)国 名 コー ド(日 本 関 税 協 会)

国 名 コ ー ド 備 考
ア ジ ア 州 1 ソ連類を含まない

琉 球 101

(削 除) 102

大 韓 民 国 103

北 朝 鮮 104

中 共 105

中 華 民 国 106

モ ン ゴ ル 107

香 港(英) 108 Kowloonを 含 む

ベ ト ナ ム 共 和 国 109

北 ベ ト ナ ム 110

タ イ 111

シ ン ガ ポ ー ル 112

マレーシア.マ ラヤ11州 113 Penangを 含 む

マレーシア ・サ ラ ワ ク 州
.

114

マ レ ー シ ア ・サ バ 一 州 115 Labuanを 含 む

ブ ル ネ イ(英) 116

ブ イ リ ピ。 ン 117

イ ン ド ネ シ ア 118 WestIrianを 含 む

(削 除) 119

以下略
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(2)国 籍 コ ー ド

国 名 等 コー ド 国名等の略称 国 名 等 コー ド 国名等の略称

日 本 01 デ ン マ ー ク 26'

ア イ ル ラ ン ド 02 ド イ ツ 27
'

ア メ リ カ 合 衆 国 03 ア メ リ カ ト ル コ 28

アラブ 連合共和国 04
一.

ア フ フ ニ ュー ・ジLラ ン ド 29

ア.ル ゼ ン テ ィ ン 05 ノ ー ル ウ ェ ー 30

イ ス ラ エ ル 06 パ ナ マ 31

イ タ リ ア 07 パ キ ス タ ン 32

イ ラ ン 08 ハ ン ガ リ ー 33

イ ン ド 09 ビ ル マ 34

イ ン ド ネ シ ア 10 フ ィ リ ピ ン 35

オ ー ス ト ラ リ ア 11 フ ィ ン ラ ン ド 36

オ ー ス ト リ ア 12 フ ラ ン ス 37

オ ラ ン ダ 13 ブ ラ ジ ル 38

カ ナ ダ 14 ヴ ィ エ ト ナ ム 39

ギ リ シ ャ 、15
べ'ル ギ ー 40

コ ロ ン ビ ア 16 ペ ル ー 41

ス イ ス 17 ポ ー ラ ン ド 42

ス ウ ェ ー デ ン 18 ポ ル ト ガ ル 43

ス ペ イ ン 19 マ レ イ シ ァ 44

セ イ ロ'ン 20 メ キ シ コ 45

ソ ヴ ィ エ ト連 邦 21 ソ 連 連 合 王 国 46 イ ギ リス

タ イ 22 そ の 他 の 外 国 47

チェッコス ロヴ ァキ ア 23 チ ェ ッ コ 無 国 籍 48

中 国 24 不 詳 49

朝 鮮 25

囲1.「 その他 の 外 国」 に は,日 本 の 国籍 を有せ ず,か っ,い ずれ か の 外 国 の 国籍を

有 す る もの と認 め られ るが,そ れ が いず れ の外 国 の もの であ るか が 明 らか で ない

場 合 を含 む。

2.「 無 国籍 」 に は,日 本 の国 籍 を 有 し な い もの と認 め られ るが.い ず れ かの 外 国

の国 籍 を有 す るか どうかが 明 らか で な い場 合 を含 む。

3.「 不 詳」'は,日 本 の 国籍 を有 す るか ど うか が 明 らか で な い場 合 とす る。

:
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(3}地 域 コ ー ド

SECTIONAND SEα 『ION DIVISION
DmSIONHEADING CODEl. CODE

日本及び沖縄 0

北海道 00

東北及び関東 01

東海及び中部 02

近畿及び阪神 03

山 陽 04

裏日本 05

四 国 06

九 州 0-7

沖 縄 08
'

その他 09

ア ジ ア(極 東) 1

ソ 連(ロ シ ア) 10
'

北鮮及び韓国 11

中共及び香港 12

台 湾 13

フ ィ リ ッ ピ ン(1) 14

〃(2) 15

〃(3) 16

ベ トナ ム,カ ン ボ ジ ヤ
寸17

タ イ,シ ン ガ ポ ー ル.マ ラヤ 18一

ボ ル ネ オ,ブ ル ネイ 19

ア ジ ア(極 東以 外) 2 、

イ ン ドネ シ ア 20

ニ ュ ー ギ ニ ア 2i

ビル マ 22
'

セ イ ロ ン,シ ェ シ リー 島 23
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σP'

0

1

う
"
3

4

5

0

0

0

0

0

0

06:四

〇7:九

〇8:沖

09:

北海道
東北 ・関東

東海 ・中部
近畿 ・阪神

山 陽

裏日本
国

州

糧

米使用

φ

プ ・・

.b

OC

・-34一



.2外 国都 市名

対 象 業務:

コー ド名:

構 成 例:

外 国為 替 業 務.情 報検 索

外国都 市 名 コー ド

123
　

外 国都 市

Zク ー キ ー
　 　 　

大陸名 国名 州地方 県

一 ア

　 　

市郡 区

十JH
　 　
町村 性格

英 数字,カ ナの 複 合 コー ドが多 い。
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.3都 道 府 県

対象 業 務:株 式 管 理,人 事 労 務管 理,住 民税 計 算,給 与 計 算,各 種統 計 調査,健 保給 付業務,

電力 消 費 調査,販 売管 理

コー ド名 県 コー ド,所 在 コー ド.府県 コー ド.出 生地 ゴー ド.行 政 区 コー ド.行 政 区分 コー ド.

通産 省 担 当管 区 コー ド,出 身 県別 コー ド

構 成 例:12
　

都道府県

12
　 　
地 区 府 県

123
　 　
地方,府 県

1234
　 　
地方,府 県

所 在 コー ド,住 所 コー ド,出 生地 コー ドな どは上 記 府県 コー ドに続 け て市 町村 コー ド

を付 加 し複 合 コー ドといて使 用 して い る例 が 多 い。 した が って 府県 コー ドとして は,

数字2桁 の ものが 多 い。

コー ド例:(D農 林 漁 業団 体 統一 コー ド

ザコ

1

2

3

0

1

2

3

4

5

67778888888

県府道都

川

援

知

岡

賀

崎

本

分

崎

島児香愛高福佐長熊大宮鹿

ド仁

1

2

3

4

5

6

0

1

2

3

4

0555555666667

県府道都

賀

都

阪

庫

良

山

取

根

山

島

口

高歌滋京大兵奈和鳥島岡広山徳

ド}

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

0333334444445

県府道都

京

川

梨

野

潟

山

川

草

岡

知

重

井奈東神山最新富石岐静愛三福

ド仁

0

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4122222233333

県府道都

道

森

手

城

田

形

島

城

木

馬

玉

葉海北青岩宮秋山福茨栃群埼千

1.全 国 を8プ ロ ッ]クに分 け コー ドの10の 位 を ブ ロ ック番 号 とす る

即 ち,北 海道(10)東 北(20)関 東 甲信越(30)北 陸東 海(40)近 畿(50)

中 国(60)四 国(70)九 州(80)

全 国全 体 の ブロ ック コー ドは(00)と し,沖 縄 に コー ドを設定 す る場 合 は(90)と

す る。

ブ ロ ッ クの 分 け方 は地 方 制 度調 査会 答 申 案 に ょ る。

2.都 道 府 県の 配列 順 は,概 ね 北 よ り南 へ の 習慣 に よ る。
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(2)県,地 域 コー ド(郵 政 省)

↓コ

5

6

1

0

1

2

3

4

5

16

7

8

98899999999999

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

域魂県

形

田

道

樽

勝

路

室

高

志

振

狩

塩

見海山秋北小十釧根渡後胆石天北

ドト

)23412345

6

7

8

9

1

2

3

46667777σ77778888

域醐県

島

川

知

本

分

崎

岡

崎

賀

島

美

城

島

手

森児徳香高熊大宮福長佐鹿奄宮福岩青

ドエ

)123132
4

5

6

7

1

2

3

4

5

13334444444555556(

域軸県

川

山

井

阪

庫

都

良

賀

山

島

取

根

山

口

媛歌石窟福大兵京奈滋和広島島岡山愛

ド‥

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

1

2

3

4000000000112222

域軸県

京

川

玉

霜

葉

城

木

梨

野

潟

知

重

岡

阜〃奈東神埼群千茨栃山長新愛三静岐

(3)都 道府 県 コー ド〔日本 工業 標 準 規格(JIS):昭 和45年4月 制 定 〕

●

都道府県 コ ー ド 都道府県 コ ー ド 都道府県 コ ー ド 都道府県 コ ー ド

北 海 道 01 東 京 都 13 滋 賀 県 25 香 川 県 37

青 森 県 02 神奈川県 14 京 都 府 26 愛 媛 県 38

岩 手 県 03 新 潟 県 15 大 阪 府 27 高 知 県 39

宮 城 県 04 富 山 県 16 兵 庫 県 28 福 岡 県 40

秋 田 県 05 石 川 県 17 奈 良 県 29 佐 賀 県 41

山 形 県 06 福 井 県 18 和歌山県 30 長 崎 県 42

福 島 県 07 山 梨 県 19 鳥 取 県 31 熊 本 県 43

茨 城 県 08 長 野 県 20 島 根 県 32 大 分 県 44

栃 木 県 09 岐 阜 県 21 岡 山 県 33 宮 崎 県 45

群 馬 県 10 静 岡 県 22 広 島 県 34 鹿児島県 46

埼 玉 県 11 愛 知 県 23 山 口 県 35 (沖 縄 47)

千 葉 県 12 三 重 県 24 徳 島 県 36
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4市 区 町 村

対 象業 務:販 売管 理,人 事 管理 給 与 計算,各 種 統計 調 査,住 民 税計 算 固定 資産 税 国 民健康

康 保 険 水道 料 金,生 産 管 理,年 末 調 整 計算 等

コー ド名 住民税 納 付 コー ド,市 町村 コー ド,町 名 コー ド,地 区 コー ド,地 域 コー ド,区 名 コ

ー ド,校 区 コー ド,町 内 コー ド,保 険 区 コー ド,市 区郡 コー ド,場 所 コー ド,タ ー ミナ

ナ ル コー ド,火 災 所 在地 コー ド,集 金 区 コー ド,指 定 河 岸 コー ド,業 務 区域 コー ド,ロ

ロケー シ ョ ンコー ド,送 信場 所 コー ド,手 形 支 払地 コー ド,受 渡 場所 コー ド。

構 成 例:123ま たは12
　 　

市 町村

力12
　

市 町 村

1234
　 　

都市,区 市 町

市 区町 村 コー ドは,都 道 府県 コー ドと組 合せ て多 く使 わ れ る。

コー ド例:市 区町 村 コー ド〔日本 工業 標 準 規格(JIS):昭 和45年4月 制定 〕

es
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,

神 奈 川 県

特別区の指
定 都 市 区 市 支庁

郡 町 村

1 10 13 7 23 1

市 区 町 村 名 コ ー ド 市 区 町1亘村 名 コ ー ド

横 浜 市 よこはまし

鶴 見 区 っるみく

神 奈 川 区 かながわく

西 区 にしく

中 区 なかく

南 区 みなみく

保土ケ谷区 ほどがやく

磯 子 区 いそごく

金 沢 区 かなぎわ く

港 」ヒ 区 こうほくく

戸 塚 区 とっかく

横 須 賀 市 よこすかし

川 崎 市 かわさきし

平 塚 市 ひらっかし

鎌 倉 市 かまくらし

藤 沢 市 ふじさわし

小 田原 市 おだわらし

茅 ケ 崎 市 ちが さきし

逗 子 市 ずしし

相 模 原 市 さがみはらし

三 浦 市 みうらし

秦 野 市 はたのし

厚 木 市 あっぎし

大 和 市 やまとし

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

三 浦 郡 みうらぐん

葉 山 町 はやままち

高 座 郡 こうφざぐん

寒 川 町 さむかわまち

海 老名 町 えびなまち

座 間 町 ざままち

綾 瀬 町 あやせまち

中 郡 なかぐん

× 磯 町 おおいそまち

二 宮 町 にのみやまち

伊勢 原 町 いせはらまち

足柄 上 郡 あしがらかみぐん

中 井 町 なかいまら

大 井 町 おおいまち

松 田 町 まっだまち

山 北 町 やまきたまち

南 足柄 町 みなみあしがらまち

開 成 町 かいせいまち

301

321

322

323

324

341・

342

343

361

362

363

364

365

366

日本工業標準規格(市 区町村コー ド)よ り抜粋
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.5住 居 表 示

対 象業 務:顧 客 管理,税 賦 課 料 金調 定,住 民 記 録 住居 表示,一 般 行 政事 務

コー ド名;県 内住所 コー ド・ 市 内住所 コー ド・ 住 所 コー ド・ 団地 番 号 コニ ド・ 町 内 コー ド・

大 字 コー ド

構 成 例:1234
　 　
町名 丁 目

123ま た は1234
　 　
町 字

12301
　 　
大 字 小字

12345678
　 　 　

市 町村,大 字,小 字

12345678912
　 　 　 　
町 名,台 帳,丁 番 号,村 番

12123
　 　
種 別,団 地 番号

府県 コー ド,市 区町 村 コー ドと組合 せ て使 用 して い る例 も多 い。

'
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コー ド例:(1)日 本 行政 区画 番号(損 害 保険料 率 算定 会 費料 よ り抜 粋)

福 島 県 一12

ナ コ ソ シ1141勿 来 市ウ チ ゴ ウ シ1131内 郷 市

ウ ウ チ マ チ 005 内 町 ア アズ マダ マチ 017 東 田 町

オ オ ジ マ マ チ 001 小 島 町 イ イ ワ マ マ チ 009 岩 間 町
イ シ ッ カ マ チ 016 石 塚 町

コ コ ウ ヤ マ チ 009 高 野 町
ウ ウ シ ロダ マチ 018 後 田 町

シ シ ラ ミズ マ チ 007 白 水 町 ウエ ダ マチ 012 植 田 町

ウエタヤ チ ホンチ ョウ 028 植 田 町 本 町

タ タ カサ カマ チ 004 高 坂 町 〃 ミナ ミチョウ 029 植 田 町 南 町
工 エ バ タ マ チ ol3 江 畑 町

ツ ッズ ラ マチ 006 綴 町
オ オ オ タカ マチ 007 大 高 町

ミ ミヤ マ チ 008 宮 町 オバ マ マチ 010 小 浜 町

ミダ イ サ カ イ マ チ 002 御 台 境 町 オ ガ ワ マチ 022 小 川 町

ミマ ヤ マ チ 003 御 厨 町
ク クボ タ マチ 001 窪 田 町

コ コ コ ズ ラ マ チ 005 九 面 町

サ サ カイ マチ 006 酒 井 町
サ ヌカ マチ 019 佐 糠 町

シ シサ ワマ チ 002 四 沢 町
、

シ ロ ヨ ネ マ チ 004 白 米 町

セ セキ タマ チ 003 関 田 町
セ トマ チ 024 瀬 戸 町

ソ ソ エ ノ マ チ 015 添 野 町

タ タ カ ク ラ マ チ 014 高 倉 町

ト ト ミズ マ チ 027 富 津 町

二 ニ イ ダ マ チ 011 仁 井 田 町
ニ シキ マチ 020 錦 町

ヌ ヌ マ ベ マ チ 023 沼 部 町

ミ ミサ ワ マ チ 021 三 沢 町

ヤ ヤ マダ マ チ 008 山 田 町
ヤ マ タ マ マ チ 025 山 玉 町
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槌

67

66

65

臼

田

翻

61

60

59

58

57

甜

.、

55

54

臼

52

51

50

49

砧

47

妬

45

姐

43

」

招

餌

.ω

(2)地 域 メ ッシュ(行 政 管 理 庁)

132。 138。 1440

`

6841 6842

第2次 地域区画(第1次 地域区画をさらに細分)

Ol234567

5〔氾7.

5437

5337・

已
ひ .-

5137

6741

6742

6641
6642 畏 6644

∨ 》∠
4・ ・7

6

5

4・

3

2

1

0

70 71 72 73 74 75 76 77

一

一

6540 6541 6542 6543 6544
ノ

6当
o

60 61 62 63 64 65 66 67

50 51 52 53 54 55 56 57
6439

∠雇 6441 6442
醐ン

6444

戸 一一一/
6445

40 41 42 43 44 45 46 47

。39( 命
＼ ＼

〔
6341 〔 上 ・

30 31 32 33 34 35 36 37

20 21 22 23 24 25 26 27

…脇 624110 11 12 13 14 15 16 17

00 01 02 03 04 05 06 07

5738δ

4・
5638

/

5538

5438

5338

5ヲ7
一》 》

5138

6139

'

6039

5939

'

5839

5739

5639

5539

5439

・田・万

`杣
蜘

)⑭

5840

5740

'
、

5640

5540

5440

5340

)

614'、

6041

5941

5841

5741

>…

5541

6042

■,

多5鮪2
,

5842

〈4σq

・

β6;

.◎

5435

5335

∠5刀5

A

49銘
'"

論
)

4828

41銘

4

4028

∧

5229

0

〃51加

5029

%」

鞠
・・29{

4729

4629

4429

4329

42●

.

砲

ぽ蜘
一

)ρ

・…{

5231

ノ

}/

5131

rL((、--

㌔り
1

4田1》

4931

・731

A
'

4631

1・

1

4531

1

5332

〆

∠ 、
5132

0
'

㌢

.

、
▼

5438

θワ

5333つ

5田4

A
'

5134

グ
4934

5636
r 吻

1⑫レ
15536

ノ

4,
幅 、
4..

5田3

/「

巴ゾ
5033

!⌒

ち ・・

丘・β 剛 〆
52401

1

d侮 ・`

巴
ヅ
!
5036

シ

5139

5039

4939、ふ
、

.

第3次 地域区画(第2次 地域区画をさらに細分)

0123456789

4

4(BO
'

48《
9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

1

90 91 92 93 94 95 96 97 98 99

～

80 81 82 83 84 85 86 87 88 89

70 71 72 73 74 75 76 77 78 79

60 61 62 63 64 65 66 67 68 69

.50 51 52 53 54 55・ 56 57 58 59

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

ご
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09

llllllll
,

3031 32 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

、

、
,
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,6土 地(地 目)

対 象業 務:生 産 管 理 火 災 保険,

コー ド名 火 災 保 険等 地 コー ド
,

況類 似 コー ド

構 成 例:12
　
地 目

6
　
等 地

1234
　 　
水系,河 川

コ ー ド例:

(1) 地 目 コ ー ド

ダ ム発 電 所運 用 管 理 固 定 資産 税

河川 コ ー ド,水 系名 コー ド,地 目コ ー ド,地 目変換 コ ー ド,状

(2)地 区 コ ー ド

地 目 コ ー ド

一 ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー 一 一

一 一 ー 一 一 ー 一

一 ー ー ー 一

地 区

、

コ ー ド

宅 地 1

高度商業地区

繁i華 街

ビ ル 街

普通商業地区

併用住宅地区

高級住宅地区

普通住宅地区

家内工業地区

中小工業地区

大 工 業地 区

村 落 地 区

特 殊 地 区

ユ

2

3

4

5

6

7

8

9

0

X

Y

田 2
田

転 用 田

1

2

畑

池 沼

山 林

原 野

3

4

5

6

畑

転 用 畑

1

2

雑 種 地 7
ゴル フ場 等

そ の 他

1

2

鉄 軌 道 用地

そ の 他

8

9

1

1
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2.3.3時

./元 号

対 象業 務:人 事 管理,給 与 管理,販 売 管理,健 保給 付,各 種 統 計調 査

コー ド名:年 号 コー ド

構 成 例:1
　
元号

M
　
元 号

69　
西 暦(下2桁)

44　
年 号(昭 和44年)

年 号 コー ドは 月 日コー ドと組 合 せ て用 い られ るこ とが多 い。

コー ド例:

年 号 コー ド

年 号 コ ー ド コ ー ド

明 治

大 正

昭 和

1

2

3

M

T

S

　_こ

一44一
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,'

ノ

.2日 付

対 象 業務:伝 送 業 務,資 金 管理,物 品 管理,各 種 取 引 業務,人 事 管理

コー ド名:年 月 日 コー ド,日 付 コー ド,期 日 コー ド,出 荷 月 コー ド,決 済期 日 コー ド

構 成 例:

コー ド例

07
　

月

44
　
年

70
}

西 暦年(下2桁)

日付 コー ドは年 号 コー ドと組 合 せて 用 い られ るこ とが多 い。

(1)日

25
　
日

01
　
月

10
　

付

19
　
日

05
　

日 付

年 年号なしの ものは
昭和とする

明治15年 を0年
とする通算年

月 01～12 01～12

日 01～31 01～31

(2)日 付 の表示 〔 日本工 業規 格(JIS):昭 和45年4月 制 定 〕

第1形 式(西 暦用)700401ま たは

第2形 式(西 暦 用)70-04-01ま た は

第3形 式(日 本 暦用)45・04・01ま たは

19700401

1970-04-01

S45・04・01

「'一 ン ー
、

、

'

_45_'



.3曜 日

対 象業 務:販 売 管理,乗 客 管理,各 種 予 約 業 務

コー ド名:曜 日コー ド

構 成 例:1AAA .　 　
曜 日 曜 日

コー ド例:

曜 日 コ ー ド コ ー ド

月 曜 日 1 MON

火 〃 2 TUE

水 〃 3 WED

木 〃 4 THU

金 〃 5 FRI

土 〃 6 SAT

日 〃 7 SUN

ノペ、
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・4時 刻

対 象 業務:

コー ド名:

構 成 例:

コー ド例:

伝送 業務

時 刻 コー ド

095215
　 　 　
時 分 秒

1125
　 　
時 分

時刻 の表 示 〔日本 工 業規 格(JIS):昭 和45年4月 制定 〕

第1形 式14073814時7分38秒

第2形 式14:07:3814時7分38秒

日付 と併用 す る場 合 は次 に よ る。

日付第1形 式 との併 用700401,140738

ま たは

19700401,140738

日付 第2形 式 との併 用70-04-01,14:07:38

ま た は

1970-04-01,14:07:38

日付 第3形 式 との 併用45.04.01,14:07:38

ま たは

S45.04.01,14:07:38

＼＼

一47一



2.3.4人

./個 人

対 象 業 務:

番 号

人 事 ・労 務 管理 給 与計 算,販 売 管理,徴 収業 務,住 民 記 録 厚 生 関 係 集 金業 務,

株式 業務

コー ド名 社 員 コー ド,従 業 員 コー ド,株 主 コー ド,会 員 コー ド,職 員 コー ド,共 済組 合 員 コ

ー ド,担 当者 コー ド,ク レジ ッ ト客 コー ド,預 金者 コー ド,住 宅管 理 人 コー ド,販 売

員 コー ド,集 金 人 コー ド,納 税 義務 者 コー ド,住 民 コー ド,

構 成 例:123～1234567
　

一連 番 号 または 入社 順

なお,個 人 番 号 コ ー ドは生年 月 日 コー ド,入 社 年,所 属,な どの コー ドと組 合 せ て使

用 され る こ とが多 い。 下記 に例 を 示す 。

入社西暦年,入 社順(五 十音順一連番号)

入社 西 暦年,性 別,一 連番 号

部署,地 位,一 連 番号

一連 番 号 ,資 格,職 位,在 勤年 数

7・e

}

70
}

1234
}}

12345
}

1212
　 　
府 県,区 分

デ ン マー ク にお ける構成 例

一連番号

1234
}

11234
}}

5678
}

AB12
}}}

123456
　

一連番号

生年月日一 一======]
_._一

0306361171

日___]一

月

年

世 紀

チ ェ ッ ク数 字,

デ ンマー クで は旧 の 誕生数 が2～300人 で あ るので一 連 番号 は3桁 にな ってい る。

10桁 目は チ ェッ ク数 字 で,Modulus11法 を とっ て い る。

た だ し男 は奇 数 女 は偶数 に な るよ うな数 とす る。

一48一
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/ア ー

デ ン マ ー ク の ほ か に ノ ル ウ ェ ー,

ノ ル ウ ェ ー 日月 年

ス エ ー デ ン 年 月 日

ス エー デンが個 人 コー ドを用 いて い る。

一 連番 号3桁2桁 のチ ェ ック数 字

一 連 番号3桁1桁 の チ ェ ッ ク数 字

.2性 別

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

コー ド例:

人 事 管理 給 与,保 険業 務

性 別 コー ド,男 女 別 コー ド

1
}(1男 ,2女)
性(1男,0女)

M(M男
,W女)　

性F

性 別 コー ドは,個 人 コー ドな どと複 合 して用 い られ る こ とが多 い。

性 別 コ ー ド コ ー ド コ ー ド

男

女

1

2

M

W

M

F
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.3婚 姻 関 係(未 ・既 ・再 ・離)

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

コー ド例:

人 事管理,住 民 記 録

婚姻 コー ド,既 ・未 婚 コー ド

1
　
婚 姻

)配 偶 関係 コー ド

分区

婚

偶

別

別

詳

配

未

有

死

離

不

(3)性 別 婚姻 コー ド

区.分 コ ー ド

女 子 未 婚

〃 既 婚

男 子 未 婚

〃 既 婚

0

1

2

3

(2)性 別 婚 姻 コ ー ド

成 年 者

男 独 身 者

有配偶者

女 独 身 者

有配偶者

未成年 者

男 独 身 者

有配偶者

女 独 身 者

有配偶者

＼
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.4血 液 型

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

コ ー ド例:

人事管理 患者管理

血液型 コー ド

1
　

血 液型

血 液 型 コー ド

型 コ ー ド

0 1

A 2

B 3

AB 4

未測定 5

.5性 格

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

人 事管理,患 者 管理

性格 コー ド

1
　
性格

コ ド 例

一 へ

性 格 コ ー ド

外 向 的 1

内 向 的 2

社 向 的 3

非社向 的 4

楽 天 的 5'

厭 世 的 6

協 調 的 7

非協調 的 8

一51r



.6続 柄

対 象 業務:

コー ド名:

構 成 例'

給与計算 恩給事務,人 事管理 住民記録

続柄コード

.1
　
編

12
　
続柄

A2
　
続 柄

1234
　 　
先代,本 人

コ ー ド例:

続 柄 コー ド(昭 和40年 国勢調 査)

項 目

世 帯 主

親 族 世 帯 員

家 事 使 用 人

営 業 使 用 人

同 居 人

単 独 世 帯 主

1人 の 準 世 帯

2人 以上 準世帯の
代表者ま沼ま世帯員

一52一
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'7世 帯

対象 業務:

コー ド名:

構 成 例:

コ ー ド例:

(番 号)

人 事 管理,徴 税 事務,住 民 記 録

世 帯 コー ド,納 税 義 務者 コー ド

1
　

世 帯状 況

1234567
　 　

世 帯 番号 チ ェッ ク

(一 連)

211242112
　 　 　
町名,丁 目 世帯番号

(1)世 帯 コー ド

世帯状況区分 コ ー ド 備 考

世 帯 主

准 世 帯 主

世 帯 員

独 身 者

1

2

3

4

独身者で扶養家族のあるもの

共働きの妻

② 世帯構成コー ド(昭 和40年 国勢調査)

世 帯 の 種 別 コ ー ド

`

親族世 帯

世帯主,親 族 1

世帯主,親 族+家 事使用人+(同 居人) 2

世帯主,親 族+営 業使用人+(同 居人) 3

世駐 親族・璽 鶴 灸・(同居人) 4

世帯主,親 族+同 居人 5

非親族世帯 世帯主+非 親族 6

単独世 帯 世帯主 7

準 世 帯 X
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.8学 歴

対 象業務:

コー ド名:

構 成 例:

コー ド例:

人 事 ・労 務 管理,給 与 計算

学 歴 コー ド,学 科 コー ド

1ま たは12
　

学 歴 コ ー ド

123
　 　
学歴 学校

12
　 　
学歴,卒 業形 態

12
　 　
学歴,新 旧 区 分

123
　 　 　

学校名 課程 専攻

(1)最 終 学 歴 コ ー ド

基準学歴区分 学 歴 区 分 コ ー ド

大 学 卒 博 士 課 程 修 了 11

修 士 課 程 修 了 12

旧大学院 後期修了 ユ3

旧大学院 前期修 了 14

旧大学院第1期修了 15

医 大 卒 16

新 大 卒 17

旧 大'卒 18

短 大 卒 短 大3卒 21

短 大2卒 22

旧 専5卒 23

旧 事4卒 24

旧 事3卒 25

準 専2卒 26

高 校 卒 新 高4卒 31

新 高3.卒 32

旧 中5卒 33

旧 中4卒 34

中 学 卒 新 高1卒 41

新 中 卒 42

高 小 卒 43

小 学 卒 44

一54一
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(2)学 部 コ ー ド

学 部 名 コ ー ド 備 考

農 学 部 A Agr`culture・

経 営 学 部 B Bu8inessAdministration

商 学 部 C Co㎜erce

経 済 学 部 E Econ(miCS

法 学 部 J Jurisprωence

文 学 部 L Liberature

薬 学 部 M Medica1Science

理 学 部 S Science'
'

工 学 部 T Tedmology

(3)最 終 学 歴 コー ド

高 小 ・ 新 中

旧 中 ・ 新 高

短 大 ・ 旧 事

旧 大 ・ 新 大

大 学 院(修 ・博)

/
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大 分 類 番号 学 科 系 統 学 科

A人 文科学 01 文 学 関 係 文 学 日 本 文 学 国 語 国 文 学 国語学国文学 文 芸 学 言 語 学

外国語外国文学
(英・独・仏 ・中国翻

外 国 語 学債
・独 ・仏・中醐

外 国 文 学
(英独 ・仏・『

国文学 国語学 国 文 学 語 学

特 設日本語学

02 史 学 関 係 史 学 国 史 学 東 洋 史 学 西 洋 史 学 史 学 地 理 学 地 理 歴 史 学
.

地 理 学
(文 学部)

03 哲 学 関 係 哲 学 中 国 哲 学 中国哲学文学 心 理 学 美学 美術史学 宗 教 学

宗 学 仏 教 学 基 督 教 学 神 学 神 道 学 神 学

密 教 学 真 宗 学 美 学

04 そ の 他 人 文 学 人 文 科 学 文 化 学 図 書 館 学 人文 社 会 ・自然 文
・

社会心理教育学 キリスト教文化学 文 明 学 図書館 ・情報学 生 活 文 化 学 人 間 関 係 学

そ の 他

B社会科学 07 法 学 政 治 学 関 係 法 学 法 律 学 私 法 学 公 法 学 経 営 法 学 管 理 行 政 学

政 治 学 法 律 政 治 学

08 商 学 経 済 学 関 係 商 学 商 業 学 経 済 学 商 経 学 経 営 学 産 業 経 営 学

産 業 経 済 学 経 営 経 済 学 国 際 経 済 学 貿 易 学 商 業 貿 易 学 会 計 学

管 理'科 学 産 業 工 学 応 用 経 済 学

09
社 会 学 関 係
(社会事業関係を含む) 社 会 学 歴 史 社 会 学 新 聞 学 社 会 福 祉 学 児 童 福 祉 学 福 祉 児 童 学

応 用 社 会 学 広 報 学 人 類 学' 社 会 事 業 学 産 業 関 係 学 福9祉 学

産 業 福 祉 学 産 業 社 会 学 観 光 学

10 そ の 他 政 経 学 法 経 学 社 会 社 会 科 学 政 治 経 済 学 そ の 他

C理 学 13 数 学 関 係 数 学 応 用 数 学 数 理 学 応 用 数 理 学

14 物 理 学 関 係 物 理 学 物理学第2学 地 球 物 理 学 宇 宙 物 理 学 天 文 及 び地 球 物
理 学 天 文 学

〉

物 性 学 応 用 物 理 学(
理学部)

15 化 ・学 関 係 化 学 化 学 第2学 高 分 子 学

16 生 物 学 関 係 、生 物 学 生 物 化 学 生 化 学 動 物 学 植 物 学 生 物 物 理 学

17 地 学 関 係 地 質 学 地質学鉱物学 地 質 鉱 物 学 地 学 応 用 地 学 地 球 科 学

地 理 学
(理 学部)

19 そ の 他 理 学 理 自 然 科 学 数 学 物 理 学 経 営 理 学 基 礎 科 学

そ の 他

D工 学 22 機 械 工 学 関 係 機 械 工 学 生物機械工学 産 業機械工学 動力機械工 学 舶用機械工学 精 密 工 学

精密機械工学 機械工学第二学 交通機 械工学 交 通 機 械 学 機械 物理工学
「

23 電 気 通 信 工 学 関 係 電 気 学 電 気 工 学 電気工学第二学 電気電子 工学 電 気 通 信 学 電気通 信工学

通 信 工 学 電 波 通 信 学 電 子 工 学 電子 材料 工学 電子 機械工学 電子 物性主学

電子物理 工学 電子 機械工学 応用電子工学 通信材料工学 熔 接 工 学

24 土木 建 築 工 学 関 係 土 木 工 学 畿き轍) 建 築 工 学 建築設備工学 交 通 工 学 交通土木工学

建 設 工 学 建設基礎工学 衛 生 工 学 都 市 工 学 開発土木工学 安 全 工 学

構 造 工 学 開 発 工 学 水 工 土 木 学 建 築 学 第 二

25 応 用 化 学 関 係 応 用 化 学 工 業 化 学 合 成 化 学 燃 料 化 学 醗 酵 工 学 醗 酵 生 産 学

化 学 工 学 化学機械工学 窯 業 工 学 応用電気化学 高 分 子 化 学 無機材料工学
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.9職 業

対 象業 務:預 金 管理,保 険契 約 業 務(危 険職 業 選 別),販 売 管理,各 種 統計,

コー ド名:職 業 コー ド,客 層 コー ド

構 成 例:1～123(日 本標 準職 業 分類 に よ る ものが多 い)

コー ド例:

(1)日 本 標 準職 業 分類

専 門 的 ・技術的職業従 事者

管 理 的 職 業 従 事 者

事 務 従 事 者

'版
元 従 事 者

農 林 業 作 業 者

漁 業 作 業 者

採 鉱 ・採 石 作 業 者

運 輸 ・通 信 従 事 者

技能 工 ・生 産工程作業 者

単 純 労 働 者

保 安 職 業 従 事 者

サ ー ビ ス 職 業 従 事 者

分 類 不 能 の 職 者

無 職
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分 類 項 目 コ ー ド 分 類 項 目 コ ー ド

管理的職業従事者 B 運輸 ・通信事務員 17

管理的公務員 10 運輸事務員 171

管理的国家公務員 101
`

通信事務員 172

管理的地方公務員 102

一般事務員
19

会社 ・団体の役員 11 事務補助員 191

会社役員 111
一般事務員

(他 に分類 されない)
199

公共企業体等の役員

その他の法人 ・
団体の役員

112

119

'

販売従事者 D

その他の管理的職業従事者 14

商品販売従事者
〉

小売店主

20

201

駅 長,区 長 141 卸売店主 202

郵便局長,電 報電話局長 142 飲食店主 203

他に分類 されない管
理的職業従事者

149 販売店員 204

呼売人 行商人,露
店商人

205

事務従事者 C 外交員(保 険を除く) 206

会計事務員 15 廃品仲買人 ・回収人 207・

現金出納事務員 151

集金人 152 その他の販売従事者 24

一般会計事務員

(他 に分類されない)
159 商品仲立人 241

不動産仲介人 ・売買人 242

作業的事務員 16 保険代理人 ・外交員 243

タイ ピス ト,速 記者 161 有価証券売買仲立人 244

事務用機械操作員 162 質屋店主 ・店員 245

1
他に分類 されない販売従事者 249

日本標準職業分類よ り抜粋
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(2)職 業 分類 コー ド(昭 和40年 国 勢調 査 用)

大 分 類 中 分 類 大 分 類

0専 門 的 ・技 術 的 00技 術 者 001鉱 山 技 術 者

職 業 従 事 者 002や 金 技 術 者

003機 械 技 術 者
004電 気 技 術 者

005化 学 技 術 者
006土 木 ・ 建 築 技 術 者

007農 林 技 術 者

008そ の 他 の 技 術 者

ぺ

01教 員 。 010小 学 校 教 員
011中 学 校 教 員

012高 等 学 校 教 員

013特 殊 学 校 ・幼 稚 園 の教 員

014大 学 教 員

015そ の 他 の 教 員

02医 療 保 健 技 術 者 020医 師

021歯 科 医 師

022薬 剤 師

023助 産 婦

024保 健 婦

025看 護 婦 ・ 看 護 人

026あ んま・は り・きゅう師,柔 道 整 復 師

027獣 医'師

028そ の他の医療保健技術者

03芸 術 家 ・芸 能 家 030美 術 家

031デ ザ イ ナ ー

032音 楽 家

033俳 優 舞踊家,演 芸家

・4議 ㍗ 纏 門薯 040文 芸家,著 述家,記 者

041科 学 研 究 者
ぐ

042裁 判 官,検 察 官,弁 護 士

043そ の他の法務従事者

044公 認 会計 士,税 理 士,弁 理士

045宗 教 家

046保 母

047社 会福祉事業専門職員

048写 真 師

049そ の他の専門的職業従事者

1管 理的 職業従事者 10管 理的8職業従事者 100管 理 的 公 務 員
101会 社 役 員

102そ の他 の法 人 の・役 員

103駅 長,区 長
」 104郵 便局 長,電 報 ・電話 局 長

105そ の他の管理的職業従事者

総理府統計局資料より抜粋
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(3)職 業 コ ー ド

区 分 コ ー ド

労 務 者 常 雇 1

日 雇 2

職 員 民 間 3

官 公 4

個入営業者 小 規 模 5

大 規 模 6

そ の 他 法 人 経 営 7

自 由 業 8

そ の 他 9

無 職 0

/,卜 一
《
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./0職

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

コー ド例:

種

人事 労 務 管理,給 与 計算,保 険統 計

職 種 コー ド,職 作 業 コー ド,担 当 事務 コー ド,職 務系 統 コー ド,労 務 別 コー ド

1～123
　
職種

職 種 コ ド

区 分 コ ー ド 区 分 コ ー ,ド

一 般 行 政
01 歯 科 衛 生 士 24

社 会 福 祉 主 事 02 診療 エ ッ クス線 技 師 25

身体障害者 福祉司 03 衛 生 検 査 技 師 26

児 童 福 祉 司 04 栄 養 士 27

精神 薄弱者福祉 司 05 病 理 28

心 理 判 定 員 06 細 菌 29

教 護 07 一 般 農 業
30

教 母 08 農 業 専 門 技 術 員 31

保 母 09 農 業 改 良 普 及 員 32

児 童 指 導 員 10 生 活 〃 33

寮 母 11 病 害 虫 34

母 子 相 談 貝 層 12 農 芸 化 学 35

職 業 訓 練 指 導 員 13 園 芸 36

職 業 補 導 員 14 蚕 業 37

医 師 15 畜 産 38

歯 科 医 師 16 水 産 39・

獣 医 師 17 海 技従 事 者(航 海) 40

薬 剤 師 18 〃(機 関) 41

保 健 婦 19 〃(通 信) 42

助 産 婦 20 物 理 43

看 護 婦(人) 21 金 属 ・ 冶 金 44

准 看 護 婦(人) 22 木 材 加 工 45

歯 科 技 工 士 23 工 業 化 学 46
●
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区 分 コ ー ド 区 分 コ ー ド

醸 造 47 運 転 手 80

塗 装 48 整 備 士 81

紡 織 49 汽 罐 士 82

図 案 ・ 意 匠 50 船 員 83

染 色 51 調 理 士 84

製 紙 52 交 換 手 85

機 械 53 守 衛 86

電 気 54 用 務 員 87

農 業 土 木 55 業 務 員(衛 生関係) 88

開拓 地営業指導員 56 〃(農 業関係) 89

林 業 57 〃(林 業関係) 90

林 業 専 門 技 術 員 58 〃(土 木関係) 91

林 業 改 良 指 導 員 59 〃(そ の 他) 92

土 木 60 監 視 員 93

建 築 61 見 習 員 94

無 線 通 信 士 62 タ イ ピ ス ト 95

国 立 公 園 管 理 員 63

速 記 64 そ の.他 99

通 訳 ・ 翻 訳 65

音 楽 66

絵 画 ・ 彫 刻 67

写 真 等 美 術 工 芸 68

映 写 技 術 者 69

司 書 70

一62一
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クゴー

.//職 能 ・技 能

対 象 業 務1人 事 労 務 管 理,給 与 計 算 販 売 管 理,生 産 管 理 等

コー ド名:職 階 級 コー ド,資 格 コ ー ド,免 許 技 能 コ ー ド,職 務 コ ー ド,役 職 コ ー ド,身 分 コ ー

ド,格 付 コ ー ド,職 位 コ ー ド,特 技 コ ー ド,職 制 コー ド,技 種 コー ド

構 成 例:1～123

12312123
　 　 　 　 　 　 　 　

事務 身分区分 等級 資格 職位 職掌 形態 職分技術

1212345
　 ヒ 　 　 　

事務 技 術 階 層 分 類 一 連 番 号

コー ド例:(1)資 格 免許 コー ド

区 分 コ ー ド 区 分 コ ー ド

区 師 001 計 量 士 107

歯 科 医 師 002 建 築 士 108

獣 医 師 003 測 量 士 109

衛 生 検 査 技 師 004 測 量 士 補 110

診 療 エ ッ ク ス 線 技 師 005 税 理 士 111

歯 科 衛 生 士 006 家 畜 人 工 授 精 師 112

歯 科 技 工 士 007 土 地 家 屋 調 査 士 113

薬 剤 師 008 職 業 訓 練 指 導 員 114

保 健 婦 009 中 小 企 業 診 断 員 115

看 護 婦 010 危 険 物 取 扱 主 任 者 116

准 看 護 婦 011 電 気 事 業 主 任 技 術 者 117

助 産 婦 012 航 海 ・ 士 118

栄 養 士 013 機 関 士 119

理 学'療 法 士 014 衛 生 管 理 者 120

作 業 療 法 士 015 簿 記 121

あ ん ま,マ ッサ ー ジ,指 圧 師 016 珠 算 122

はり師 きゅう師 柔道整復師 017 教 員 免 許 123

自動 車 運 転 免 許(大 型) 018 社 会 福 祉 主 事 124

自動 車 運 転 免 許(普 通) 019 身 体 障 害 者 福 祉 司 125

自動 車 運 転 免 許(特 殊) 020 精 神 薄 弱 者 福 祉 司 126

映 写 技 師 021 児 童 福 祉 司 127

熔 接 工 022 判 定 員 128

ボ イ ラ 技 師 023 相 談 調 査 員 129

無 線 技 術 士 024 農 業 改 良 普 及 員 130

調 理 師 101 生 活 改 良 普 及 員 131

保 母 102 農 業 専 門 技 術 員 132

教 母(護) 103 林 業 改 良 指 導 員 133

司 書 104 林 業 専 門 技 術 員 134

司 書 補 105 建 築 主 事 135

自 .動 車 整 備 士 106 学 芸 員 136
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(2)資 格 免 許 コ ー ド

教 職 員 免 許

免 許 の 種 類

高 校 免 許 状

級

級

時

級

級

時

級

級

時

級

級

時

1

2

臨

1

2

臨

1

2

臨

1

2

臨

中 学 校 免 許 状

小 学 校 免 許 状

養護教員免許状
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(3)免 許 資 格 コー ド

免 許 資 格 コ ー ド 免 許 資 格 コ ー ド

(免 許) ボ イ ラ 技 士 特級 38

大 型 自 動 車 運 転 手1種 01 〃1級 39

〃2種 02 〃2級 40

普 通 自 動 車 運 転 手1種 03 ボ イ ラ 熔 接 士 特別 41'

〃2種 04 〃 普通 42

大 型 特 殊 自動 車 運 転手1種 05 発 破 技 士(導 火線) 43

〃2種 06 〃(電 気) 44

小 型 特 殊 自動 車 運 転 手 07 建 築 士1級 45

軽 自 動 車 運 転 手 08 〃2級 46

原 動 機 付 自動 車 運 転 手 09 ク レ ー ン 運 転 士 47

け ん 引 車 運 転 手1種 10 養 護 教 員(1～2級) 48

〃2種 11 幼 稚 園 教 論(1～2級) 49

自 動 二 輪 車 運 転 手 12 (資 格)
四 輪 自 動 車 整 備 士1級 13 保 母 61

二 輪 〃1級 14 珠 算1級 . 62

〃2級 15 〃2級 63

〃3級 16 〃3級 64

三 輪 〃1級 17 簿 記1級 65

〃2級 18 〃2級 66

〃3級 19 〃3級 67

ガ ソ リン 自動 車 整 備 士2級 20 英 文 タ イ ピ ス トA 68
ジ ー ゼ ル 〃2級 21 〃B 69

自 動 車 シ ャ シ 整 備 士3級 22 〃C 70

自動車 ガソリンエンジン 整 備士3級 23 〃D 71

自動 車 ジーゼルエンジン 整 備 士3級 24 和 文 タ イ ピ ス ト1級 72

高圧 ガス化 学 作 業主 任 者 甲種 25 〃2級 ξ73

〃 乙種 26
〃

3級 74

〃 丙種 27
〃

4級 75

高圧ガス機 械 作業 主 任 者 甲種 28
〃

5級 76
"乙 種 29 電 話 交 換 手(有 ひも級) 77

高圧ガス冷凍機作業 主 任 者1種 30 〃(無 ひ も級) 78
"2種 31 ガ ス 主 任 技 術 者 甲種 79
"3種 32 〃 乙種 80

高 圧 室 管 理 者 33 危 険 物 取 扱 技 術 者 甲種
r

81

電 気 工 事 士 34 〃 乙種 82

電 気 主 任 技 術 者1種 35 衛 生 管 理 者 83

"2種 36

〃3種 37
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(4)訓 練 科 目 コ ー ド

訓 練 科 目 コー ド' 訓 練 科 目 コー ド 訓 練 科 目 コー ド
P、

原 子 力 作 業 員 001 ラジオ ・テ レ ビ修 理 工 035 ブ ロ ッ ク 製 造 工 069

衛 生 検 査 員 002 電 気 部 品組 立 て エ 036 石 工 070

意 匠 図 案 工 003 冷 凍 機 器 設 備 工 037 水 産 加 工 製 造 工 071

化 学 分 析 員 004 電 子 機 器 工 038 建 築 大 工 072

経 理 事 務 員 005 自 動 車 整 備 工 039 左 官 073

和 文 タ イ ピ ス ト 006 造 船 工 040 ブ ロ ッ ク 建 築 工 074

英 文 タ イ ピ ス ト 007 時 計 修 理 工 041 タ イ ル 張 り 工 075'

作 業 管 理 品 質
管 理 作 業 員

008 精 密 機 械 工 042 配 管 工 076

秘 書 事 務 員 009 ミ シ ン 組 立 て 工 043 配 筋 工 077

事 務 員 010 農 業 機 械 整 備 工 044 測 量 員 078

英 語 事 務 員 011 織 機 調 整 工 045 建 設 機 械 整 備 工 079

園 芸 員 012 染 色 工 046 ボ イ ラ エ 080

自 動 車 運 転 員 013 編 物 工 047 ク レ ー ン 運 転 工 081

無 線 通 信 員 014 洋 裁 工 048 建 設 機 械 運 転 工 082

無 線 技 術 員 015 洋 服 工 049 ブ ル ト ー ザ 運 転 工 083

港 湾 荷 役 作 業 員 016 和 裁 工 050 シ ョ ベ ル 運 転 工 084

鋳 物 工 017 刺 し ゅ う 工 051 ロ ー ド ロー ラ 運 転 工 085

鍛 造 工 018 ミ シ ン 縫 製 工 052 内 燃 機 関 整 備 工 086

溶 ・ 接 工 019 製 材 工 053 冷 凍 機 運 転 工 087

機 械 工 020 木 型 工 054 玉 掛 け 作 業 員 088

フ ラ イ ス 盤 工 021 木 工 055 電 工 089

金 型 工 022 竹 と う 細 工 工 056 建 築 製 図 工 090

金 属 プ レ ス エ 023 製 紙 工 057 機 械 製 図 工 091

製 か ん エ 024 紙 器 工 058 写 図 工 092

構 造 物 鉄 工 025 活 版 印 刷 工 059 漆 器 工 093

板 金 工 026, 写 真 植 字 工 060 装 身 具 工 094

銅 器 工 027 オ フ セ ッ ト印 刷 工 061 印 章 彫 刻 工 095

め っ き 工 028 タ イ プ 印 刷 工 062 塗 装 工 096

仕 上 げ 工 029 謄 写 印 刷 工 063 義 肢 装 具 工 097

パ フ 研 磨 工 030 合成樹脂製品 成 型 工 064 荷 扱 い 作 業 員 098

製 材 機 械 工 031 製 く つ 工 065 理 容 員 099

機 械 部 品 検 査 工 032 皮 製 品 工 066 美 容 員 100

電 気 機 器 工 033 陶 磁 器 工 067

電 機 巻 線 工 034 陶 磁 器 図 案 工 068
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(5)職 種 コー ド

職 種 コ ー ド 職 種 コ ー ド

役 員 001 技 能 職 100

顧 門(相 談役) 002

嘱 託(管 理 職) 711

管 理 職(1級) 011 (月 給 制) 721

〃(2級) 012 (技 能 職) 731

〃(3級) 013

〃(4級) 014 準社員(月 給 制) 821

〃(5級) 015 (技 能 職) 831

月給制 事 務 職 021

技 術 職 022 そ の 他 900

特殊職 守 衛 033

運 転 手 034

タ イ ヒ。ス ト 035

交 換 手 036

栄 養 士 037

㈲ 職制 区分 コー ド

職 制 区 分 コ ー ド 職 制 区 分 コ ー ド

部 長 11 係 長 41

工 場 長 12 係 長 付 49

営 業 所 長 13

部 長 付 ig 主 任 51

職 長 52

副 部 長 21

副 工 場 長 22 充 填 主 任 61

副 営 業 所 長 23 機 械 主 任 62

副 部 長 付 29

一 般 90

課 長 31 そ の 他 99

工 場 長 32

営 業 所 長 33

副 工 場 長 34

課 長 付 39
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./2人 事 給 与

対 象業 務:人 事 管理,給 与 計 算

コー ド名:別 居 手 当 コー ド,住 宅手 当 コー ド,役 務 手 当 コー ド,資 格 手 当 コー ド,人 事統 計用

コー ド,支 給 区分 コー ド,給 料 表 コー ド,日 月給 区 分 コー ド,給 料 等級 コー ド,採 用

事 由 コー ド,休 退 職 事 由 コー ド

構 成 例:1～12

31
　

発令事由

01
　

特殊勤務手当

A
　

給料等級

コー ド例
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(1)発 令事 由等 コー ド

区 分 コー ド 区 分 コー ド

採 用 試験 上 級 01 休継 戒 ㈱ 公 務 傷 病 ㈱ 50

中 級

初 級

選考 上 級 相 当

02

03

04

結核性疾患(鍋

搬 傷 病齢)

51

52

中 級 相 当 05 起 訴 休 職(旦100) 53

初 級 相 当 06 〃 幟) 54

技 能 労 務

そ の 他

割 愛 採 用

07

08

09

〃(揚)

〃 ㈲

55

56

臨 時'的 任 用 10 〃 ㈱ 57

配置換等 配 置 換 20 〃(10頂) 58

出 向(転 入) 21
無 給 休 職 59

昇 任 22
懲戒 戒 告 65

昇 格 23 '減 給
66

昇 任 昇 格 24
停 職 67

降 任 25

そ の 他 専 従 休 暇 70

降 格 26
派 遣(無 給) 71

降 任 降 格

派 遣(有 給)

27

28 鞠 誓嬬 凝 復創 73

病 休 病休 公 務 傷 病(措) 40 辞職 普 通 80

麟 難 場ム(旦100)
(傷病手当金受給期間

41

勧 し よ う

割 愛

81

82

(上記6外の銅 鍋
ぞ

百磐管曝 各(50頂)

42

43

退 職 死 亡

分 限 免 職

失 職

83

84

85

(傷病手当金受給期間
懲 戒 免 職 86

鵠 鹸 の鯛)鍋 44 臨 時 的 任 用 期 間 満 了 87

囲 採用の区分の説明

上級:上 級職種採用試験合格者

中級:中 級職種 〃
初級:初 級職種 〃

選考上級相当 上級職相当選考合格者
選考中級相当 中級職 〃
選考初級相等 初級職 〃

選考技能労務 技能労務職としての選考合格者
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(2)分 類 コー ド

区 分 支 給 率 コ ー ド

隔遠地手当,へ き地手当

1級 地 (給 料の願 ・躍 手当の月額)・11。 1

.2級 地 (給料の願 ・ぱ 手当の願)・ 品 2

3級 地 (給 料の月額喉 養手当の腋)・ 品 3

4級 地 (給 料の月額・騰 手当の月額)・ 品 4

5級 地 (給 料の踊 ・扶養手当の月額)・ 品 5

属 地 酬 の月額・晶 6

給料の月額・血 7

産 業 教 育 手 当 給料の月額・論 8

、

給料の月額・品 9

(3)変 動 分手 当 区分 コー ド

区 分 コ ー ド 区 分 コ ー ド

時 間 外 勤 務 手 当 01 特 殊 勤 務 手 当(変 動)

休 日 勤 務 手 当 02 と 畜 検 査 手 当 23

夜 間 勤 務 手 当 03 夜 間 看 護 手 当 24

宿 日 直 勤 務 手 当 04 有 害 ガ ス取 扱手 当 25

特 殊 勤 務 手 当(変 動) 狂 犬 病防疫作業手当 26

警 察 職 員 手 当 10 繭 検 定 業 務 手 当 27

教育職員手当 兼 務 手 当 11 夜 間 家 畜 診療 手 当 28

添作指導手当 12 夜 間 用 地交 渉手 当 29

面接指導手当 13 高 所 作 業 手 当 30

病 院 手 当 14 深 所 作 業 手 当 31

伝 染 病 防疫作業手 当 15 坑 内 作 業 手 当 32

放 射 線 取 扱 手 当 16・ 特 殊 自動 車運転手当 33

死 体処 理 作 業 手 当 17 除 雪 作 業 手 当 34

爆 発 物 取 扱 手 当 18 速 記 手 当 35

種 雄 牛 取 扱作業手当 19 医 師 手 .当 36

精 神 衛 生 業 務 手 当 20 夜 間 ふ化作 業 手 当 37

舎 監 手 当 21 夜間家畜分べん
介助手当 38

患 者 訪 問 手 当 22 らい 接 触業 務 手 当 39

'一 ゲ
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(4)雇 傭 区 分 コ ー ド

区 分 コ ー ド

管 理 職 1

組 合 員 2

職 ・ 員 3

臨 時 雇 4

組 合 専 従 5

休 職 者 6

嘱 託 7

(5)住 居 コ ー ド

住 居 区 分 コ ー ド 備 考

自 家 1 現在ないし将来自己
の所有となるもの

社 宅 2

公 営 住 宅 3

家族と同居している

已 賭 ・世帯主の住
借 家 4 居区分による

寮 5

下 宿 6 ノ

⑥ 収入 階 級 コー ド

月 間 収 入 額

平 年 12月
年 間 収 入 額 コー ド

25,000円 未 満 60000円 未 満 400,000円 以 上 01

25,000～30,000 60,000^80,000 400,000～500,000 02
30,000～35,000 80,000～1∞,000 500,000～600,000 03

35,000～40,000 100,000～120,000 鋤000～700,000 04

40,000～45,000 120,000～140,㎜ 700,000～800,000 05
45,000～5α000 140,000～160,000 800,000～900,000 06
50,000～60,000 160,000～1孤000 900,000～1,000,000 07

60,∞0～70,000 18),000～200,000 1,000,000～1,200,000 08
70,000～80,000 200,000～220,000 1,200,000～1,400,000 09

80,000～90,000 220,000～240,000 1,400,000～1,600,∞0 10
90,000～100,000 240,000～260,000 1,600,000～1,8bOOOO 11

100,000円 以 上 260,000円 以 上 1,800,000円 以 上 12
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(7)通 勤 手 当 コー ド(支 給 区分)

区 分 コ ー ド

交通機関等利用者

自動車等使用者

自転車等使用者

交通機関と自転車等との併用者

A

B

C

D

(8)休 職,病 休 等 コー ド(休 職,病 休 の事 由)

区 分 コ ー ド

休 職 公 傷 A

結 核 B

そ の 他 C

病 休 公 傷 D

結 核 E

そ の 他 F

二:〔一へ
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2.3.5機 関

./官 公 庁

対象業務:販 売管理,財 務管理,官 庁統計 保険業務

コー ド名:行 政 区 コ ー ド,通 産 局 担 当 管 区 コー ド,

地 方 税 納 付 先 コ ー ド,地 方 自 治 体 コー ド,

一 ド。

構 成 例:1～1234

1234
　 　
地域 組 合(農 協)

123456
　 　 　
種別 県 組 合

コ ー ド例:

(1)政 府 機 関(労 働省職業安定局資料)

公 団 コ ー ド,財 団 コ ー ド,協 会 コー ド,

住 民 税 納 付 先 コー ド,農 協 コ ー ド,税 関 コ

名 称 コ ー ド 範 囲

衆議院事務局及び法制局

国 会 11 参議院事務局及び法制局
国会図書館等

裁 判 所 12
最高裁 高裁,地 裁,家 裁 簡裁 司法研修所,検 察審査会,

裁判所図書館等

会計検査院 13 本省,支 局

内 閣 14
内閣官房,内 閣法制局,人 事院,国 防会議,憲 法調査会,臨 時司法制
度調査会

総理府本庁,公 正取引委員会,国 家公安委員会(警 察庁),土 地調整

総 理 府 15 委員会,首 都圏整備委員会,宮 内庁,行 政管理庁,北 海道開発庁
防衛庁(本 庁,防 衛施設庁),経 済企画庁,科 学技術庁等

法 務 省 16
本省,法 務局,地 方法務局(出 張所),地 方更生保護委員会,入 国管

理事務所,公 安調査庁(及 び地方局),監 獄 検察庁等

外 務 省 17 本省,在 外公館

大 蔵 省 18
本 省,造 幣 局,印 刷局,財 務 局(財 務 部,同 出張 所),税 関,

国税 庁(局,税 務署)等

文 部 省 19 本省,文 化財法護委員会,国 立大学等

厚 生 省 20
本省,国 立療養所(保 健所),厚 生指導所,衛 生試験所,地 方医務局,
社会保険庁等

次 頁へ つづ く
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名 称 コ ー ド 範 囲

本省,農 業畜産等各試験所,地 方農政局,干 拓事務所,
農 林 省 21 統 計 調査 事務 所,食 糧庁(食 糧 事 務所,支 所,出 張所),

林野庁(営 林局 署),水 産庁 漁業調整事務局等

通商産 業省 22 本省,地 方通商産業局,鉱 山保安監督局(部),

製 品 検査 所(支 所,出 張所),工 業 技 術 院,特 許 庁,中 小企 業 庁等

本省,船 舶港湾等技術研究所,海 運局港湾建設局,陸 運局,航 空保安
運 輸 省 23 事 務所,船 員 労 働 委員 会,海 上保 安庁,海 難 審判 所,気 象庁,

管区気象台,海 洋気象台等

郵 政 省 24
本省,地 方郵政監察局,地 方郵政局(郵 便局),地 方電波管理局,

地方貯金局,地 方簡易保険同等

労 働 省 25 本省,中 央労働委員会,公 共企業体労働委員会

建 設 省 26
本省,地 方建設局(出 張所,工 事々務所出張所),国 土地理院,

地方測量部土木研究所,建 築研究所,建 設研修所等

自 治 省 27
本省,自 治大学校

消防庁(研 究所,大 学校)

② 政府関係機関(労 働省職業安定局資料)

名 称 コ ー ド 名 称 コ ー ド

日 本 専 売 公 社 31 公 営 企 業 金融 公庫 38

日 本 国 有 鉄 道 32 中小企業信用保険公庫 39

日本 電 信 電 話 公 社 33 医 療 金 融 公 庫 40

国 民 金 融 公 庫 34 日 本 開 発 銀 行 41

住 宅 金 融 公 庫 35 日 本 輸 出 入 銀 行 42

中小企業金融 公庫 36 農林漁業金 融 公庫 43

北海道東北開発公庫 37

二,て こ一

(3)公 社 コー ド

区 別 コ ー ド

日 本 専 売 』公 社

日 本 国 有 鉄 道

日本 電 信 電 話 公 社

日 本 赤 十 字 社

1

2

3

4
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・2学 校 研究機関

対 象 業 務:

コー ド名:

構 成 例:

人事管理,給 与計算 販売管理

出 身 学 校 コ ー ド,学 校 名 コ ー ド

123456
　 　
学 校 学部

12345
　 　
地区 学校名

123456
}}}

地区 校種 学校名

12

}

3

}
都道府県,経 営区分

12
　

大区分
}

34

}
小 区分

専 攻

1234
　 　 　
校種 公 私別 学 校名

12345678
　 　 　
校種 学校名 専攻

,学 科 コー ド,専 攻 コ ー ド,学 部 コ ー ド

456
　

一連番号
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コ ー ド例:

(1)

学 校 名 コ ー ド 学 校 名 コ ー ド 学 校 名 コ ー ド

北 海 道 大 学 7100 埼 玉 大 学 7116 新 潟 大 学 7132

北海道教育大学 7101 千 葉 大 学 7117 富 山 大 学 7133

室 蘭 工 業 大 学 7102 東 京 大 学 7118 金 沢 大 学
福 井 大 学

7134

小 樽 商 科 大 学 7103 東京医科歯科大学 7119 山 梨 大 学 7135

帯 広 畜 産 大 学 7104 東京外 国語大学 7120 信 州 大 学 7136

北 見 工 業 大 学 7105 東 京 学 芸 大 学 7121 岐 阜 大 学 7137

弘 前 大 学 7106 東 京 農 工 大 学 7122 静 岡 大 学 7138

岩 手 大 学 7107 東 京 芸 術 大 学 7123 名 古 屋 大 学 7139'

東 北 大 学 7108 東 京 教 育 大 学 7124 愛 知 教 育 大 学 7140

宮城 教 育 大 学 7109 東 京 工 業 大 学 7125 名 古屋 教 育大 学 7141

秋 田 大 学 7110 東 京 商 船 大 学 7126 三 重 大 学 7142

山 形 大 学 7111 東 京 水 産 大 学 7127 滋 賀 大 学 7143

福 島 大 学 7112 お茶の水女子 大 学 7128 京 都 大 学 7144

茨 城 大 学 7113 電 気 通 信 大 学 7129 京 都 教 育 大 学 7145

宇 都 宮 大 学 7114
一 橋 大 学 7130 京都工芸繊維大 学 7146

群 馬 大 学 7115 横 浜 国 立 大 学 7131 大 阪 大 学 7147

○ 第1桁 目は 次 の 区 分 に ょ る

8… … 大 学 院3… … 新 高(旧 中)

7… … 大 学2… … 中 学(新 制)

6・… ・・短 大1・ ・… ・高 小,尋 小

5・… ・・旧 高,旧 事

4… … 高 等 工 業 専 門 学 校

○ 第2桁 目 は 次 の 区 分 に よ る

1・・… ・国 立

2・・… ・〃

3… … 公 立

4以 降 … 私 立

○ 第3桁 目,第4桁 目 は一 連 番 号
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学大立国`

学 校 名 コ ー ド 学 校 名 コ ー ド 学 校 名 コ ー ド

北 海 道 大 学 0100 東 京 水 産 大 学 0200 大 阪 教 育 大 学 0300

北 海道 教 育大 学 0104 お茶の水女子 大 学 0204 神 戸 大 学 0304

室 蘭 工 業 大 学 0108 東 京 学 芸 大 学 0208 神 戸 商 船 大 学 0308

小 樽 商 科 大 学 0112 東 京 農 工 大 学 0212 奈 良 教 育 大 学 0312

帯 広 畜 産 大 学 0116 電 気 通 信 大 学 0216 奈 良 女 子 大 学 0316

北 見 工 業 大 学 0120 一 橋 大 学 0220 和 歌 山 大 学 0320

弘 前 大 学 0124 横 浜 国 立 大 学 0224 鳥 取 大 学 0324

岩 手 大 学 0128 新 潟 大 学 0228 島 根 大 学 0328

東 北 大 学 ㌧ 0132 富 山 大 学 0232 岡 山 大 学 0332

宮 城 教 育 大 学 0136 金 沢 大 学 0236 広 島 大 学 0336

秋 田 大 学 0140 福 井 大 、 学 0240 山 口 大 学 0340

山 形 大 学 0144 山 梨 大 学 0244 徳 島 大 学 0344

福 島 大 学 0148 信 州 大 学 0248 香 川 大 学 0348

茨 城 大 学 Ol52 岐 阜 大 学 0252 愛.媛 大 学 0352

宇 都 宮 大 学 Ol56 静 岡 大 学 0256 高 知 大 学 0356

群 馬 大 学 0160 名 古 屋 大 学 0260 九 州 工 業 大 学 0360

埼 玉 大 学 0164 名 古屋 工 業 大 学 0264 福 岡 教 育 大 学 0364

千 葉 大 学 0168 愛 知 教 育 大 学 0268 九 州 大 学 0368

東 京.大 学 0172 三 重 大 学 0272 九州芸術工科 大 学 0372

東京医科歯科 大 学 Ol76 滋 賀 大 学 0276 佐 賀 大 学 0376

東京 外 国語 大 学 0180 京 都 大 学 0280 長 崎 大 学 0380

東 京 芸 術 大 学 0]84 京 都 教 育 大 学 0284 熊 本 大 学 0384

東 京 教 育 大 学 Ol88 京都工芸繊維 大 学 0288 大 分 大 学 0388

東 京 工 業 大 学 0192 大 阪 大 学 0292 宮 崎 大 学 0392

東 京 商 船 大 学 0196 大 阪 外 国語 大 学 0296 鹿 児 島 大 学 0396

学大立

 

公

学 校 名 コ ー ド 学 校 名 コ ー ド 学 校 名 コ ー ド

札 幌 医 科 大 学 1100 愛 知 県 立 大 学 1196 神 戸 医 科 大 学 1244

福島県立医科大 学 1124 愛知県立女子 大 学 1200 神戸市外国語 大 学 1248

高 崎 経 済 大 学 1136 名 古屋 市 立 大 学 1204 神 戸 商 科 大 学 1252

東 京 都 立 大 学 1148 愛知県立芸術 大 学 1208 兵 庫 農 科 大 学 1256

横 浜 市 立 大 学 1152 三 重 県 立 大 学 1212 姫 路 工 業 大 学 1260

金沢美術工芸 大 学 1164 京都市立美術大 学 1220 奈良県立医科 大 学 1264

都 留 文 科 大 学 1172 京 都 府 立 大 学 1224 和歌山県立医科大学 1268

岐阜県立医科大 学 1180 京都府立医科 大 学 1228 島 根 農 科 大 学 1276

岐 阜 薬 科 大 学 1184 大 阪 女 子 大 学 1232 広 島 女 子 大 学 1284

静 岡 女 子 大 学 1188 大 阪 市 立 大 学 1236 下 関 市 立 大 学 1288

静 岡 薬 科 大 学 1192 大 阪 府 立 大 学 1240 山口県立医科 大 学 1292
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.3企 業(会 社 名)'

対 象 業 務:販 売 管 理,購 買 管 理,企 業 統 計,経 済 分 析,資 材 管 理,商 品 管 理,収 入 ・支 払 管 理

コ ー ド名:株 主 コ ー ド,デ ィ ー ラー コー ド,取 引 先 コ ー ド,得 意 先 コー ド,客 先 コー ド,

店 名 コー ド,注 文 先 コー ド,仕 向 先 コ ー ド,荷 受 先 コー ド,販 売 店 コー ド,代 理 店 コ

ー ド,在 庫 帰 属 店 コ ー ド,支 払 先 コー ド,購 入 先 コー ド,業 者 コ ー ド,保 証 機 関 名 コ

ー ド
,提 携 先 コー ド,船 舶 契 約 者 コー ド,委 託 者 コー ド,広 告 主 コ ー ド,相 手 先 コ ー

ド,得 意 層 コ ー ド,契 約 先 コ ー ド,納 入 先 コ ー ド,需 要 家 コー ド,特 約 店 コ ー ド,

売 上 店 コ ー ド,会 計 単 位 店 コ ー ド,輸 送 機 関 名 コ ー ド,届 先 コ ー ド,仕 入 先 コ ー ド,

顧 客 コー ド,自 動 車 大 口 契 約 者 コー ド,貸 出 先 コ ー ド,消 費 者 金 融 デ ィ ー ラ ー コー ド,

利 用 者 コ ー ド,工 事 入 札 参 加 資格 者 コ ー ド,出 庫 先 コ ー ド,販 売 対 象 コ ー ド,

外 注 先 コ ー ド,買 入 先 コー ド,旅 館 コー ド,客 番 コー ド,売 掛 ユ ー ザ コー ド,

運 送 店 コ ー ド,貨 物 関 係 契 約 者 コー ド,広 告 代 理 店 コ ー ド,需 要 先 コ ー ド

構 成 例:12～1234

A

ア7001
　 　
区分 取 引 先

1234
　 　
地 域 会 社 名

123456
　 　 　
区分 地 域 会社 名

30011711
　 　 　 　

区分 会社 名 業 種 資本 金

19392101
　 　 　 　 　

業種 設立年 形態 国 番号

123456
　 　 　
地域 国名 店名

12345
　 　

呼 称番 号 業 者番 号

12345
　 　 　 　

一次 店 店名 本 支 店 課

1234
　

50音 順

12345
　 　 　 　

管轄 支店辞別 得約店 決済方法
支店

12345678
　 　 　 　

関連会社 府県 市区 連番号

1234
　 　

業種 一連番号

一78一
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コ ー ド例:取 引 先 コ ー ド

取 引 先 名 取 引 先 名(英 字) コ ー ド

ア ダ チ 鋼 材 有 ADATIKOZAI 70000

株 会 田 鉄 工 所 A工DATEKKOJO 70010

愛 知 海 運 株 AITIKAIUN 70020

愛 知 機 械 工業 株 AITIKIKAIKOGYO 30200

愛 知 製 鋼 株 AITISEIKO 70030

愛知 トヨタ自動車 株 AITITOYOTAJIDOSYA 70040

株 ニュー 赤 城 パノ ラ マ NEWAKAGII)ANORAMA 52800

曙 プ レ ー キ 工 業 株 AKEBONOIBRAKEKOGYO 50400

天 野 木 型 工 業 株 AMANOKIGATAKOGYO 70050

安 藤 建 設 株 ANDOKENSETU 46100

株 安 藤 鉄工 所 ANDOTEKKOJYO 30100

株 青 木 材 木 店 AOKIZAIMOKUTEN 70060

青 柳 鋼 材 興 業 株 AOYAGIKOZAIKOGYO. 20100

株 青 山 商 店 AOYAMASYOTEN 20200

青 山 産 業 株 AOYAMASANGYO 70070

荒 井 産 業 株 ARAISANGYO 70080

荒 川 車 体 工 業 株 ARAKAWASYATAIKOGYO 48600・

旭 硝 子 株 ASAHI'GLASS 70090

旭 化 学 塗 料 株 ASAHIKAGAKUTORYO 70100

期 目 工 商 株 ASAHIKOSYO 70110

〆 で・

(1)販 売関 係 購 買 関係 共 に共 通 の取 引 先 コー ド

(2)5桁 コー ドー4桁 コー ド+予 備 コー ド1桁

①4桁 コ ー ド ー 通 常 の取 引先 を表示 。 こ の場 合 は予 備 コー ド1桁 は 「0」

例 岩 井産業10500

②'予 備 コー ド1桁 一 売掛 金,入 金 買掛金 支 払 の 対象 は 上4桁 の取 引 先 で あ るが

'最 終 取引 先 を 表示す る場 合 。 予 備 コー ド1桁 はRUINNINGyra

(3}取 引商社

一般取引先

社 内

例 岩 井 産業 株 経 由 宮 地鉄 工 株

〃 横 河 橋梁 株

〃 新潟 鉄 工 株

〃 米 山鉄 工 株

10100～19990

20100～97990

98000～98900

10501

10502

10503

10504

一79一



.4銀 行 ・金 融機 関

対 象業 務:手 形 交 替,為 替 年 金 信 託 融 資,株 式 業 務

コー ド名:銀 行 コー ド,保 険 会社 コー ド,金 融機 関 コー ド,

一 ド
,提 携 銀 行 コー ド,取 引 銀 行 コー ド

構 成 例:1234
　 　
銀 行 支 店

,123456(7)
　 　 　
銀 行 支 店 チェック

0145801
　 　 　 　
種別 銀行 地域 支店

12456
　 　

日銀 支 店名,銀 行 名

123
　 　

地方銀行 一連番号
都市銀行

資 金管 理 資 材 管 理 給 与 税務

コル レス 銀行 コー ド,受 託銀 行 コ

'＼ 、

lx-x

－80一



コー ド例 金融 機関 共 同 コー ド(全 国銀 行協 会 連 合 会)

中 央 銀 行 東 邦 銀 行 126 滋 賀 銀 行 157

日 本 銀 行1… 京 都 銀 行 158

都 市 銀 行 お よび 群 馬 銀 行 128 大 阪 銀 行 159

外 国 為 替 銀 行 足 利 銀 行 129 泉 州 銀 行 160

第 一 銀 行 001 常 陽 銀 行 130 池 田 銀 行 161

三 井 銀 行 002 関 東 銀 行 131 南 都 銀 行 162

富 士 銀 行 003 埼 玉 銀 行 132 紀 陽 銀 行 163

武 蔵 野 銀 行 133 但 馬 銀 行 164

三 菱 銀 行 005 千 葉 銀 行 134

協 和 銀 行 006 千 葉 興 業 銀 行 135 鳥 取 銀 行 166

日 本 勧 業 銀 行 007 (欠 番43.4.1廃 止) 136 山 陰 合 同 銀 行 167

三 和 銀 行 008 東 京 都 民 銀 行 137 中 国 銀 行 168

住 友 銀 行 009 横 浜 銀 行 138 広 島 銀 行 169

大 和 銀 行 Q10 山 口 銀 行 170

東 海 銀 行 011 第 四 銀 行 140

北海道拓殖銀行 012 北 越 銀 行 141 阿 波 銀 行 172

山 梨 中 央 銀 行 142 百 十 四 銀 行 173

神 戸 銀 行 014 八 十 二 銀 行 143 伊 予 銀 行 174

東 京 銀 行 015 北 陸 銀 行 144 四 国 銀 行 175

地 方 銀 行 富 山 銀 行

(42.8.1行 名変 更)
145

北 海 道 銀 行 116 北 国 銀 行 146 福 岡 銀 行 177

青 森 銀 行 117 福 井 銀 行 147 筑 邦 銀 行 178

青 和 銀 行 118 佐 賀 銀 行 179

秋 田 銀 行 119 静 岡 銀 行 149 十 八 銀 行 180

羽 後 銀 行 120 駿 河 銀 行 150 親 和 銀 行 181

荘 内 銀 行 121 清 水 銀 行 151 肥 後 銀 行 182

山 形 銀 行 122 大 垣 共 立 銀 行 152 大 分 銀 行 183

岩 手 銀 行 123 十 六 銀 行 153 宮 崎 銀 行 184
o

東 北 銀 行 124 三 重 銀 行 154 鹿 児 島 銀 行 185

七 十 七 銀 行 125 百 五 銀 行 155 信 託 銀 行

三 井 信 託 銀 行1287

以 下 略

400番 台 一外 国銀行

500番 台 一相 互銀行

600,700番 台 一信 用金 庫

800番 台 一組 合金 融機 関

900番 台 一郵 便 局

一81一

000一 日本 銀 行

0番 台 一都市 銀 行,外 国為 替 銀行

100番 台 一地 方銀 行

200番 台 一信 託銀 行

300番 台 一長期 信 用 銀行

一 テ
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・5事 業 所(営 業 所)

対 象 業 務:販 売 管 理,在 庫 管 理,人 事 管 理,給 与 計 算,財 務 会 計 管 理,保 険 業 務,資 材 管 理,

労 務 管 理,各 種 統 計

コ ー ド名:事 業 所 コ ー ド,営 業 所 コ ー ド,代 理 店 コ ー ド,支 社 コー ド,支 店 コー ド,店 コ ー ド,

工 場 コ ー ド.出 張 所 コ ー ド,支 所 コー ド,分 室 コー ド,販 売 店 コ ー ド,配 送 所 コー ド,

取 次 店 コー ド,扱 店 コー ド,連 絡 所 コー ド

構 成 例:123456712345
　 　 　 　　 　

府県 市町村 事業所 府県 一連番号

123123
　 　 　 　 　

会社 区 分,地 域,事 業 所 支 所 県 コー ド

1234561234567 《}}}
}・}:}

地 域,種 別,事 業 所 府 県 別 新店 小 店

1234561234121
　 　 　 　 　 　

支店 部 課 店 支店 チェック

.6所 属 ・組 織

対 象業 務:人 事 管理,労 務 管 理,販 売管 理,会 計 管 理 什 器管 理 関 連 会社 管理

コー ド名:所 属 コー ド,部 署 コー ド,組 織 コー ド,社 内機 構 コ ー ド,部 門 ・部 課 コー ド,

部 店 コー ド,職 場 コー ド,受 注部 署 コー ド,製 造 部 門 コー ド,配 置 コー ド,扱 課 コー

ド,係 別 コー ド,担 当 課 コー ド,勤 務 区分 コー ド

構 成 例
1234512345
　 　 　 　

部 課 ・出張所 場所名 部課

1234561234567891
}}}}}}}}}}

事業所 本部 部 課 係 地方局 県 支所 取扱所区分 取扱所
　

123456工 場
　 　 　 　 　

スタッフ 部 課 係 班

ライン

123456
　 　 　 　 　

事業所 工場 部 課 班

一82・ 一一
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2.3.6経 営 ・ 経 済

・/産 業(業 種)

対 象業 務:販 売 管 理,送 電 設 備 管理,市 場 調 査,需 用 予 測 設備 投資,受 注 管 理,資 材 管 理,

貸 出 管理,預 金管理 各 種統 計

コー ド名:産 業 コー ド,業 種 コー ド,業 態 コー ド,需 用 部 門 コー ド,産 業 区 分 コー ド,

業 界 コー ド,分 野 別 コー ド

構 成 例:
1234

　 　 　 　
大 中 小 細分類

12
　 　
大,小 分類

1234
　 　
大,中 分類

日本標準産業分類を参考にしているのが多い。
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コ ー ド例:

(D産 業 コ ー ド(証 券 コー ド協議 会)

大 分 類 中 分 類 小 分 類 コ ー ド 大 分 類 申 分 類 小 分 類 コ ー ド

水 産 業 水 産 業 水 産 業 1300 電 線 ・ ケ ー ブ ル 5800

そ の 他 非 鉄 金 属 5850

鉱 業 鉱 業 金 属 鉱 業 1400 金属製品 金 属 製 品 5900

石 炭 鉱 業 1500 機 械 原 動 機 6000

原 油 ・天 然 ガス 鉱 業 1600 金 属 加 工 機 械 6100

そ の 他 鉱 業 1700 一 般 産 業 用 機 械 6200

そ の 他 機 械 ・部 品 6410

建 設 業 建 設 業 総 合 工 事 業 1800

識 別 工 事 業 1930 電気機器 電 動 機 ・発 電 機 6500

変 圧 器 ・ 配 電 盤 6620

製 造 業 食 料 品 製 粉 ・ 飼 料 2000 通 信 機 器 6700

製 糖 2100・ そ の 他 電 気 機 器 6840

製 菓 2200 輸 送 用機 器 造 船 7000

乳 製 品 2260 鉄 道 車 輌 7100

肉 製 品 2280 自 動 車 7200

飲 料 2500 自 転 車 7300

食 用 油 2600 航 空 機 7400

そ の 他 食 料 品 2800 ク

精密機器 理化学機械 ・ 計 測機 7700

繊 維 業 絹 紡 織 3000 光 学 機 器 7730

綿 紡 織 3100 時 計 7760

毛 紡 織 3200
そ の 他
製 造 業

そ の 他 製 造 業 7800

麻 紡 織 3300

化 繊 紡 織 3400 商 業 商 業 商 業 8000

そ の 他 繊 維 業 3500
パ イ プ

・紙 パ イ プ ・ 紙 3700
金 融 ・

保 険 業

金 融 ・
保 険 業

銀 行 8300

化学工業 無 機 化 学 工 業 製 品 4000 そ の.他 金 融 業 8510

有 機 化 学 工 業 製 品 4110 証 券 8600

油 脂 ・ 洗 剤 4400 保 険 8750

医 薬 品 4500

塗 料 ・ イ ン キ 4600 不動産業 不動産業 不 動 産 業 8800

石 油 ・
石炭製 品

そ の 他 化 学 工 業

石 油 製 品

4900

5000

運 輸 ・
通 信 業

陸 運 業 鉄 道 業

道 路 運 送 業

9000

9060

石 炭 製 品 5040 海 運 業 海 運 業 9100

ゴム製品 ゴ ム 製 品 5100 空 運 業 空 運 業 9200

ガ ラス ・
土石製 品

ガ ラ ス

セ メ ン ト

5200

5230
倉庫 ・運
輸関連業

航 空 機 使 用 業

倉 丘li業

9230

9300

そ の他 ガラス・土石 製品 5260 運 輸 関 連 業 9350

鉄 鋼 普 通 鋼 5400 通 信 業 通 信 業 9400

特 殊 鋼 5470

特 殊 銑 5540 電 気 ・ガ
ス 業

電 気 ・
ガ ス 業 電 気 業 9500

合 金 鉄 5560 ガ ス 業 9530

鋳 鍛 鋼 5600

そ の 他 鉄 鋼 5650 サービス業 サービス業 映 画 ・ 娯 楽 9600

非鉄金属 製 錬 5700 そ の 他 サ ー ビ ス 業 9700

圧 延 5730

囲 この業種 別 分類 およ ば コー ドは,全 国 の証券 取 引所 が 採用 す る もので あ る。

一84一
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(3)日 本 標 準産 業 分類

産 業 分 類 コ ー ド 産 業 分 類 コ ー ド

大 中 小 細 大 中 小 細 大 中 小 細 大 中 小 細

農 業 A 製薪業,木 炭製造業 062

農 業(農 業 的 サービス業 を除 く) 01 製薪業 0621

穀作農業 011 木炭製造業 0622

穀作農業 0111 素材生産業 063

穀作以外のほ場作物農業 012 素材生産業 0631
穀作以外の

ほ場作物農業 0121 林業 的 サー ビス業 064

果樹,樹 園農業 013 育 林 サー ビス業 0641

果樹,樹 園農業 0131 素材 生 産 サー ビス業 0642

施設園芸農業 014 製薪 炭 サー ビス業 0643

温室栽培およびフレーム

栽培農業

'

Ol41 山 林 種 苗

生 産 サ ー ビ ス業
t

その他の林業

0644

069

そ(邪の施設園芸農業 0149 その他の林業 0699

畜産農業 015

畜産農業 0151 狩 猟 業 07

養蚕農業 016 狩猟業 071

養蚕農業 0161 ・ 狩猟 業 0711

各種農業 017

各種農業 0171 漁業,水 産養殖業 C

漁 業 08

農 業 的 サ ー ビス業 05 捕鯨業 081

農耕 サ ー ビス業 051 母船式捕鯨業 0811

農耕 サー ビス業 0511 近海捕鯨業 0812

養蚕 サ ー ビス 業 052 一般海面漁業
082

養蚕 サー ビス業 0521 底びき網漁業 0821

畜産 サ ー ビス業 053 まき網漁業 08211

獣医業 0531 敷網漁業 082、;

その 他D畜 産 サー ビス業 0539 刺網漁業 0824

園芸 サ ー ビス業 054 釣,は え なわ 漁業 0825

園芸 サ ー ビス業 0541 定置網漁業 0826

地 びき,船 び き網 漁業 0827

林業,狩 猟業 B 採貝 採そう業 0828

林 業 06 その他の海面漁業 0829

育林業 061 内水面漁業 083

育林業 0611 内水面漁業 0831

一86・ 一一
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・2経 営
`

対 象 業務:

コー ド名:

構 成 例:

税 務事 務,行 政 業 務,各 種 統 計,

資 本 金 コー ド,従 業 員 規模 別 コー ド

1
　
資本金階級

12
　
従業者規模

コー ド例:

(1)資 本 別 コ ー ド

←

区 分 コ ー ド

100万 円以 下 1

500万 円 〃 2

1,000万 円 〃 3

5,000万 円 〃 4

1億 円 〃 5

10億 円 〃 6

50億 円 〃 7

100億 円 〃 8

100億 円 超 9

(2)従 業 員規 模 別 コー ド(工 業)

3人 以下

4人 ～9人

10

20

30

50

100

200

300

500

19

29

49

99

～199

～299

～499

～999

従 業員 規 模 別 コー ド(商 業)

0

0

0

0

1

2

3

5

～19

～29

～49

～99
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.3企 業 形 態(合 名,株 式 等)

対 象 業 務:

コー ド名:

構 成 例:

コ ー ド例'

税 務事 務,行 政事 務

法 人 コー ド,形 態 コー ド,事 業 形態 コー ド

A
-(A株 式,B有 限,C合 名 ・合 資)

形 態

12
　
形態

・

1)業 態 コー ド(通 産 省 商 業 統計)

e

業 態 コ ー ド

株 式 会 社 1

有 限 会 社 2

合 資 会 社 3

合 名 会 社 4

生活協同組合 5

農業 協同組 合 6

そ の他 の組合 7

その他 の法 人 8

個 人 9

(2)法 人 コ ー ド

法 人 の 種 類 コ ー ド 法 人 の 種 類 コ ー ド

株 式 会 社 01 公 社 11

有 限 会 社 02 公 団 12

合 資 会 社 03 協 同 組 合 13

合 名 会 社 04 企 業 組 合 14

社 団 法 人 05 協 同 組 合連 合 会 15

財 団 法 人 06 連 合 会 16

学 校 法 人 07 17

医 療 法 人 08 18

社 会 福 祉 法 人 09 19

宗 教 法 人 10 20
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(3)個 人 ・法 人 別 コ ー ド

コ 一 ド

種 類
調査票 宛 名通知書

個 人 1 1

法 人 株 式 会 社(前) 2 2

〃(後) 3

有 限 会 社(前) 4

〃(後) 5

合 資 会 社(前) 6

〃(後)
一

7

合 名 会 社(前) 8

〃〃(後) 9

そ の 他 0

囲(前,(後)は 株式会社等が,固 有の名称の前に付 くか後

後に付くかを示す ものである。

例えば 株式会社三越の場合は2

住友化学工業株式会社の場合は3

である。

(4)法 人 の 種 類 コー ド

頭 に っ く 法 人 の 種 類 後に っく

10 有 限 会 社 01

20 株 式 会 社 02

30 合 資 会 社 03

40 合 名 会 社 04

50 協 同 組 合 05

60 農 業 協 同 組 合 06

70 学 校 法 人 07

80 社 会 福 祉 法 人 08

90 医 療 法 人 09

AO 社 団 法 人 OA

BO 財 団 法 人 OB

CO 公 団 OC

DO 連 合 会 OD

EO 企 業 組 合 OE

FO 宗 教 法 人 OF

(5)特 殊 法 人 コ ー ド

区 分 コ ー ド

特別法人(医 療法人を除く) 1

医 療 法 人 2

宗 教 法 人 3

学 校 法 人 4

社 会 福 祉 法 人 5

公 益 法 人 6

公 共 法 人 7

人 格 の な い 社 団 等 8

清 算 法 人 9

外 国 法 人 A
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・4需 要 家(ガ ス,電 力。 水道)

対 象業務:販 売 管 理,通 産 省 統計,需 要 想 定

コー ド名:需 要 家 コー ド

構 成 例:
2100'00101010010001
　 　 　 　 　 　

営業 所 業 務 区 整 理 区 区 画 需要 家 番号 契 約 種 別

14151101113121020
　 　 ベシ 　 　 　 　 　

日程 店 営業所 行政区 整理区 作業区 画番号 家番号

.5国 際 収 支

対象業務:外 国為替管理,輸 出外送管理

コー ド名:貿 易 区分 コー ド,貿 易 外 区分 コー ド,指 定 琴 領通 貨 コー ド,

一 ド

構 成 例:

1
　
区分

123
　

項 目,リ バ ー ス ・ア カ ウ ン ト

12
　

指定受領通貨

リバ ー ス ア カ ウ ン トコ
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・6勘 定 科 目 ・会計 科 目

.`'勺

=フ'

対 象 業 務 ・ 財 務 ・会 計 管 理 原 価 鯉 資 錯 理,手 形 管 理,販 売 管 理 購 売 鯉 ,醐 管 理

予 算 。決 算 財 務 分 析,業 務 統 計 請 求 ・決 算 業 務

コ ー ド名 手 形 コー ド,資 金 コ ー ド,取 引 区 分 コ ー ド,現 金 収 入 コ ー ド,給 料 表 コ ー ド,

借 入 種 類 コ ー ド,予 算 コ ー ド,原 価 コー ド,支 払 区 分 コー ド,資 産 コ ー ド,資 金 科 目

コ ー ド,一 般 会 計 コー ド,入 金 種 別 コー ド,支 払 科 目 コー ド,受 払 区 分 コー ド,

完 納 ・分 納 コー ド,給 与 項 目 コ ー ド,賃 金 コー ド,特 別 価 格 コー ド,循 環 棚 卸 コー ド,

販 売 区 分 コ ー ド,売 上 区 分 コ ー ド,在 庫 区 分 コ ー ド,契 約 条 件 コ ー ド,立 値 コー ド,

決 済 条 件 コー ド,割 引 コ ー ド,補 助 科 目 コー ド,受 渡 条 件 コ ー ド,費 目 コ ー ド,

配 当 金 管 理 コ ー ド,割 戻 コー ド,訂 正 コ ー ド,伝 区 コ ー ド,BKコ ー ド,

日 計 科 目 コー ド,ク レ ー ム 関 係 損 害 種 類 コ ー ド,国 内 関 係 損 失 金 種 類 コ_ド,

取 引 科 目 コー ド,貸 出 科 目 コー ド,資 金 使 途 コ ー ド,リ バ ー ス ・ア カ ウ ン トコ ー ド
,

支 払 方 法 コー ド,物 件 コ ー ド,資 本 金 コ ー ド,経 費 配 賦 コ ー ド,株 数 支 払 区 分 コ ー ド
,

歳 入 歳 出 外 現 金 整 理 区分 コー ド,価 格 区 分 コ ー ド,資 材 勘 定 科 目 コ ー ド,入 金 コ ー ド,

給 与 計 算 区 分 コー ド,買 掛 金 勘 定 コ ー ド,仕 掛 損 コ ー ド,貸 付 資 金 コ ー ド,取 引 仕 訳

コ ー ド・ 取 立 金 コー ド・ 累 積 投 資 取 引 コ ー ド,給 与 コ ー ド,投 資 信 託 取 引 コー ド,

消 費 者 金 融 ロー ン コ ー ド,貸 出 金 管 理 区 分 コー ド,営 業 経 費 コー ド,

定 期 預 金 管 理 区 分 コー ド,為 替 種 類 コ ー ド,契 約 種 別 コー ド,処 理 科 目 コ ー ド,

収 入 金 コ ー ド,特 殊 割 引 コー ド,帳 合 コー ド,貨 物 種 別 保 管 料 コ ー ド,

控 除 項 目 コー ド,資 金 実 績 コー ド,運 賃 コー ド,請 求 区 分 コ ー ド,売 上 コ ー ド,

リベ ー ト区 分 コー ド,管 理 費 コ ー ド,輸 出 決 済 条 件 コ ー ド
,支 給 区 分 コー ド,

相 殺 区分 コ ー ド,歩 引 コ ー ド,部 品 出納 コー ド売 上 種 別 コ ー ド
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構 成 例:
07020611
　 　 　 　
款 項 目 節

1234
　　 　 　 　

大 中 小 細

150190211
　 　 　 　
予 算,総 括,大 科 目,小 科 目,明 細

123456
　 　 　 　
科 目,類,款,項 目

123
　 　

科 目 一 連 番号

5451
　ら 　 　

貸,借,大 分 類

8032321290012141907
　 　 　 　 　 　

コストセンターコスト 機 能 事業 所 細 目区分 補助 コー ド
エレメント

12345678912
　 　 　 　

㎡ 科 目,諸 口 項 目 要件

12345678
　 　 　 　 　 　 　
B,/S資 産 流動 当座 ダ ミー 科 目 発 生形 態

11M12C
　 　 　 　 　 　
〆切 起算日 期限付記号 月 日 金掻

1234
　 　
〆切 日数,

14836
　 　 　
貸借 科 目 細目

へべ

^二 く
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コ ー ド例:

(D取 引種 別 コー ド

一

取 引 種 別 コ ー ド

販 売 ・仕 入 販 売 業 者 向 11

消 費 者 向 13

転 売 14

輸 出 15

輸 入 17

仕 入 16

小 型 鋼 船 積 込 19

転 送 社 ・ 内 転 送 21

免A振 替 23

増 量 ・減 耗 輸 送 中 増 減 31

貯 蔵.取 扱 中 増 減 32

自 家 使用 社 有 船 舶 用 41

社 有 タ ン ク
42

ト ラ ッ ク 用

車 輌 運 搬 具 用 43

加 熱 暖 房 用 44

試 験 室 用 45

サ ン プ ル そ の 他 46

品 転 ・荷 転 品 位 転 換 51

荷 造 転 換 52

容 器 販売 業 者(消 費者)売 買 61

容 器 業 者 売 買 62

容 器 転 送
.

21

容 器 自 家 使 用 46

容 器 櫓 落 ・ 格 上 51

容 器 振 替 69

そ の 他 貸 与 91

預 け 93

預 り 94

・
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決 算期 コー ド

1年 決 算 分 半 年 決 算 分

決 算 期 コ= .ド 決 算 期 コ ー ド

1月 101 1月 201

2月 102 2月 202

3月 103 3月 203

4月 104 4月 204

5月 105 5月 205

6月 106 6月 206

7月 107 7月 207

8月 108 8月 208

9月 109 9月 209

10月 110 10月' 210

]1月 111 11月 211

12月 112 12月 212

(3)資 金 コ ー ド

資 金 名

事 業 開 始

支

技 能

生

事業継 続

人

体

度

得

活

習

個

団

個 人

団 体

高

高

大

学

住

転

移

修

業

校

専

学

宅

宅

入 学 高 校

大 学

コ ー ド

101

102

110

120

130

141

142

150

160

171

172

173

180

191

193
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(4)勘 定 科 目(款)コ ー ド

、
一

資 産 勘 定 差 入保 証 有 価 証 券 164 債 権 償却 特 別勘 定 220

現 金 101 投資有価証券(その他日) 165 社 債 221

当 座 預 金 102 投資有価証券(上場 口) 166 長 期 借 入 金 231

通 知 預 金 103 出 資 金 167 そ の 他 固 定 負 債 232

普 通 預 金 104 長 期 貸 付 金 168 割 引 手 形 233

定 期 預 金 105 長 期 前 払 費 用 169 保 証 債 務 234

振 替 貯 金 107 社 債 発 行 差 金 171 預 り保 証 有 価 証 券 235

別 段 預 金 109 新 株 発 行 費 172 万 国博 出 展 準備 金 236

有 価 証 券 111 開 発 費 173 特 別 償 却 準 備 金 237

受 取 手 形 112 試 験 研 究 費 174 資 本 勘 定

売 掛 金 113 保 管 有 価 証 券 182 資 本 金 301

未 収 入 金 114 割 引 手 形 見 返 183 資 本 準 備 金 311

前 渡 金 115 保 証 債 務 見 返 184 その他の資本 剰 余 金 313

立 替 金 116 原 価 部 門 費 199 利 益 準 備 金 321

差 入 保 証 金 117 負.債 勘 定 別 途 積 立 金 325

短 期 .貸 付 金 118 支 払 手 形 201 前 期 繰 越 利 益 326

前'払 費 用 119 買 掛 金 202 当'期 利 益 327

仮 払 金 129 未 払 金 203 未 処 分 利 益 328

製 品 131 前 受 金 204 原 価 勘 定

半 製 品 132 預 り 金 205 主 原 料 費 401

仕 掛 品 133 預 り 保 証 金 206 副 原 料 費 402

材 料 141 短 期 借 入 金 207 原 料 控 除 403

材 料(試 作品) 149 未 払 費 用 208 蒸 気 用 燃 料 費 410

建 物 151 前 受 収 益 209 燃 料 費 411

構 築 物 152 賞 与 引 当 金 210 工 場 消 耗 品 費 413

機 械 装 置 153 貸 倒 引 当 金 211 潤 滑 油 費 414

車 輌 運 搬 具 154 価 格 変 動 準 備 金 212 賄 材 料 費 415

工 具 器 具 備 品 155 減 価 償 却 引 当 金 213 医 療 用 材 料 費 416

土 地 156 退 職 給 与 引 当 金 214 消耗工具 器 具 備 品費 417

建 設 仮 勘 定 157 海外市場 開拓 準備金 215 事 務 用 消 耗 品 費 418

設 備 利 用 権 161 納 税 引 当 金 216 包 装 材 料 費 421

特 許 権 162 仮 受 金 219 役 員 報 酬 501

一95一



事 務 ・技 術 職 給 与 5102 支 払 保 険 料 613 売 上 戻 り 高 804

技 能 職 給 与 503 賃 借 料 614 売 上 割 戻 し 805

女 子 職 給 与 504 固 定 資 産 税 615 過年 度 売 上価格訂正 809

傭 務 員 給 与 505 租 税 課 金 621 売上 製 品 製造 原 価 811

包 装 労 務 費 506 旅 費 交 通 費 631 運 送 費 812

賞 与 507 通 信 費 632 入 目 費 813

災 害 補 償 扶 助 料 511 図 書 費 633 販 売 手 数 料 814

退 職 手 当 512 交 際 費 634 支 払 保 管 料 815

法 定 福 利 費 513 諸 会 費 635 特 許 使 用 料 816

厚 生 費 514 広 告 宣 伝 費 ・ 636 販 売 関 接 費 817

支 払 電 力 料 601 棚 卸 減 耗 費 641 一 般 管 理 費 818
一

支 払 水 道 料 602 雑 運 搬 費 642 売 上 製 品 総 原 価 819

光 熱 費 603 雑 費 649 営 業 外 収 益 901

支 払 運 賃 604 費 用 戻 入 701 営 業 外 費 用 911

委 託 加 工 料 605 損 益 勘 定 経 過 勘 定

包 装 償 却 費 610 総 売 上 高 801 原価要素振替勘 定 400

減 価 償 却 費 611 売 上 価 格 訂 正 ・ 802 諸 口 仕 訳 勘 定 999

修 繕 費 612 売 上 値 引 803

〔注 記 〕1.勘 定科 目(款)コ ー ドは4桁 構成 と し,上1桁 及 び下3桁 に区 分す る。

2.上1桁 は次 の通 り事 業 所 を表 示す る。

1・・… ・本店2… …大 阪 営業 所3… …名 古屋 工 場

5… … 広島 工 場6… …大 分 工場7… … 札 幌工 場

3.下3桁 は上 掲 コー ド表 の通 りとす る。
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'ク 固定資 産 品名(償 却 分 類)

対 象業務:固 定 資産 管 理,物 品管 理,償 却 計算 設 備 管理

コー ド名:資 産 区 分 コー ド,管 理 コー ド,動 不動 産 コー ド,

分類 コー ド,構 造 用 途 コー ド

構 成 例:
1234～123456789

A1234

123456
　 　 　
種 類 構造 細 目

123456789
　 　 　
大 中 小 分類

12345
　 　ピ 　 　

大分類 種類別 小分類 固有
土 地
建 物

110003
　 　 　
大 中分 類 資 産 名

10321475
きン 　 　

勘定 科 目,場 所,構 造

104327252
　 　 　

品 番 法定 取得区分
区分

会計 管理

固定 資産 コー ド, 物 件 コー ド,

123456789
　 　 　
機 種 機 械 補助

413201055
もギ 　 　 　 　

本支店大区分 小区分 所在地 連番号

一97一



コー ド例:

(1)固 定 資 産 コー ド

勘 定 科 目 構 造 また は用 途 細 目

中分類 小 分 類
名 称 コー ド 名 称 コー ド

耐用

年数
コー ド 名 称 コー ド

05建 物1 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リー ト,

鉄 筋 コ ン ク リー ト造

10 事務所用のもの及び左記以
外のもの

05 65

店 舗 用,住 宅 用,寄 宿舎 用,

宿 泊所 用,学 校用,体 育 館 10 60

用又は病院用の もの

変電 所 用,発 電所 用,

送受 信 所 用,車 庫用 ・ 15 45

格納庫用のもの

公衆浴場用の もの 20 40

工場用又は倉庫用の もの

著しい腐食性を有する液体

又は気体の影響を直接全面
25 26

的に受 け る もの

r 工場用又は倉庫用のもの

著しい潮解性を有する固体 26 35

を常時蔵置す るための もの

工場用又は倉庫用のもの

その他のもの
27 45

昭27蔵 冷第23号
20坪 以下の住宅用建物,

40 50
貸家又は従業員の居住の用
に供 され る もの

レ ンガ造,石 造 又 は ブ ロ

ッ ク造 の もの

20 事務所用の もの及び左記以
外のもの

05 50

店 舗用,住 宅用,寄 宿 舎用,

宿泊所用,学 校用,体 育館 10 45

又は病院用のもの

変 電 所用,発 電所 用,送 受

信所 用,車 庫用,格 納庫 用 15 40

の もの

公衆浴場用の もの 20 35

工場又は倉庫用の もの

著しい腐食性を有する液体

又は気体の影響を直接全面
25 24

的 に 受 け る もの
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勘 定 科 目 構造 ま た は用 途 細 目 耐用

中分類 小 分 類 名 称 コー ド 名 称 コー ド 年数
コー ド 名 称1コ ー ド

工場又は倉庫用のもの

著しい潮解性を有する固体 26 32

を常時蔵置するための もの

工場用又は倉庫用の もの
27 40

そ の他 の もの

金属性の もの(骨 格材の 30 事務所用のもの及び左記以
05 45

肉厚 が4㎜ をこ え る もの) 外のもの

店 舗用,住 宅 用,寄 宿 舎 用,

宿泊所用,学 校用,体 育館 10 40

用又は病院用の もの

25器 具備品2 家具 ・電 機 機 器 ・ガ ス機 05 食事又はちゅう房用品

器及び家庭用品 そ の他 の もの 82 5

その 他の もの 85 15
主として金属製の もの

そ の他の もの
90 8

そ の他 の もの

事務機器及び通信機器 10 謄写 機器 お よび タイプライター

孔版印刷又は印書業用のも
の

05 3

謄写機器及び
タ イ プ ラ イ タ ー 07 5

そ の他 の もの

電子計算機 10 6

謄写機 計算機 金銭登録
機 ・タ イ ム レ コ ー ダ ー,そ 15 5

の他これに類するもの

テ レ タ イ プ ラ イ タ ー 20 5

インターホン及 び放送 用 設 備 25 6

電話設備その他の通信機器 30 10

時計 ・試験機器及び 15 時 計 05 10

測定機器
度量衡器 10 5

'

試験又は測定機器

陶磁器製又はガラス
製のもの

15 3
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勘 定 科 目 構造 ま たは 用途 細 目

中分類1小 分 類
名 称 コー ド 名 称 コー ド

耐用

年数
コー ド1名 司 ・一 ド

L

試験又は測定機器 20 10
主 として金 属 製 の もの

試験又は測定機器 25 5
そ の他 の もの

、

光学機器及び 20 オ ペ ラグ ラス 05 2

写真製作機器
撮影機 ・映写機及び望遠鏡 10 5

引伸機 焼付機,乾 燥機, 15 8

顕微鏡 その他の機器

看板及び広告器具
、

25 看 板 ネ オ ンサ イ ン及 び 05 3

気球

マネキン人形及び模型 10 2

その他のもの

主として金属性の もの
85 10

(2)償 却資 産種 類 コー ド

種 類 コ ー ド

構 築 物 1

機 械 及 び 装 置 2

車 両 及 び 運搬 具 3

工具 器 具及 び 備 品 4

船 舶 5

航 空 機 6

一一・100一



'8株 式 銘 柄

対 象業 務:

コー ド名=

構 成 例:

株 式業 務,財 務管理,投 資 管理

株 式銘 柄 コー ド,株 式 区 分 コー ド, 証 券取 引 所 証券 コー ド

13011
　 　

銘柄 新株
種類
予備

12345
　 　 　

上場 市場 銘柄
非上場

123
　 　 ト　

種別 グループ別 上場
非上場
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コ ー ド例:

(1)株 式 銘 柄 コ ー ド(証 券 コ ー ド協 議 会)

・

{

『コ

魏

魏㎜

竃
紙プルパ

「

㎜

議
瀦

轟

轟
器
㌶
獅

寳
㎜

学化

側

籍

魏

魏

柄銘

繊

ト

毛

ス

編

工

ナ

ス

レ

助ルーロ伊川外森木和エレク酒フ市日肉声厚日共福

ル

ル
ル

ル
パ

紙

紙
紙

紙
紙

紙
紙

紙
業

績
和
パ

紙
紙

器
ロパパパパ海子州条菱越日晴晴紙工昭越川津セ興山日国東玉本十三北北神高目加大中巴損紙日

圧

化
肥
王

化
ソ

工

化
成

化高東北竜友ツ素鉄化産東日東昭住チ水製菱日

ド仁

魏

魏郷

熱

魏

魏
雑戯

㎜

翼

翼

翼

翼
㌶

難孤

議

籍

柄銘

ロ

ビ

ン

造

造

酒

薬

酒

ス

漉

油

油

滴

ン

素

蔵ピマポ日リ酒醸同命年清華原コの冷ツルツ

サ

朝
キ

宝

洋

合
三

養
力

豊

日

日

吉
キ

味
日

倉
ゼ

栄
紡

紡
一

紡
紡

紡
紡
紡

紡

綿

産
毛

紡
紡

毛

毛

雑
人
レ

レ
レ

レ
レ

成

ン

洋

ボ

士
清
敷
和
島
東
江
国

東
亜
同
幸
織

洋
邦

叢
本
化

チ片グ神東鐘二

寓
目

倉
大
敷

目
近

帝

日
大

東
大

御
帝

帝

東

東
三

倉
日

旭

ド}

翻
器
㎜
斑

灘

器
器
㎜

品食

㎜

器
㎜
㎜
㎜

袈

器
㎜
㎜

鵠

鍵

裂
㎜
㎜
捌
㎜

鍵

裂
鍋

柄銘

建

建

組
興

建

道
港
ザ

開

建
建
玉

建
ス

工

一

友
田

村

海
急

舗
亜
ド

土

築

洋

都
洋
ウ

機ル住前輿東東日東ブ国若東大五八三

粉
粉

産
工

飼
精

糖

精
糖
精

糖
糖

精
糖

永

菓
コ

産
家
ン

乳

印

乳
ム
ム

ハ

兼

パパ

本
清
和
産
同

志
阪
浦
洋
菜
浜

リ

糖
二

崎

ぽ
ハ

藤

日
日

昭

農

協
目

角
明

名
大
芝

東

甜
横

森

明
グ

名

不
山

明

雪

森
プ
日

伊

林

ー

ゴド
柄銘

産水

1

1

2

0∨

1

9"30田田田35蕊111111

業鉱

器
器

魏

魏

竃

竃
設健

魏

魏

麗

麗

竃
留

鯨

魯

水
漁

水

水東洋幸国極日日大宝報

鉱

山

鉱
炭

鉱
炭

炭

炭
炭
炭

鉱

鉱
炭

石
鉱

鉱外弁菱友河磐平本別治鉄島東尾

●

中
三
三

住

古
北

常
太
日

雄

明
日

松
帝
日

松

建

組
建
工

建

細
工

建
建

建

組
建
建

建
工

建
建川成林水藤島田井島動末藤産平松井谷大入清佐飛藤長松鹿不大鉄安日太西三

略下以

一102一



NNNNN

予 備

例

1

巳　　
普通 株 式(新 株 式 を除 く)は4桁 コー ドで表示 し,予 備 コー ドは,次 の よ うに

使用する。

新 株 式

第二新株式

第三新株式

竃耀
.9公 社 債 銘 柄

対 象業務:

コー ド名:

構 成 例:

1

2

3

:

優先新株式6

後 配 株 式7

後配新株式8

誓株引警 ・

販売 管理,有 価証 券 管 理 各 種 統計

公社 債 銘柄 コー ド,回 記号 コー ド

12345
　

銘 柄

123456789
　 　

予 備 回 記号 固有 名

12345678
　 　

回 記号 固有 名

123456789
　 　 　

発行者,社 債表示 回記号
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コ ー ド例:

公社 債 コー ド(証 券 コー ド協 議 会)

種 別 銘 柄 コー ド 種 別 銘 柄 コー ド

国 債(内 国 債) 首都高速道路債券(政 保) 0907

三 分 半 利 国 庫 債 券 0001 阪神高速道路債券(") 0908

支 那 事 変 国 庫 債 券 0002 水資 源 開 発債券(〃) 0909

大 東 亜 戦 争 国 庫 債 券 0003 中 小企 業 債 券(") 0910

三 分 半 利 公 債 0004 船 舶 整備 債 券(") 0911

特 殊 国 庫 債 券 0005 鉄道 建 設 債 券(〃) 0912

農 地 証 券 0006 中小企業振興債券(〃) 0913

四 分 利 国 庫 債 券 0010 鉄 道 債 券(受益 担) 0921

特 別 減 税 国 債 0011 電信 電 話 債 券(〃) 0922

四 分 半 利 国 庫 債 券 0020 割引電信電話債券(〃) 0923

五 分 利 国 庫 債 券 0030

五 分 半 利 国 庫 債 券 0040 (そ の 他 特 殊 債)

漁 業 権 証 券 0041 東 京 交 通 債 券 0931

六 分 半 利 国 庫 債 券
0050 放 送 債 券 0932

国 民 貯 蓄 債 券 0070 電 源 開 発 債 券 0933

特 別 国 庫 債 券 0071 日 本 航 空 債 券 0934

食 糧 証 券 0077 東 北 開 発 債 券 0935

外 国 為 替 資 金 証 券 0078 石油資源開発債券(政 保) 0936

大 蔵 省 証 券 0079
日本 航 空 機 製造(〃) 0937

(外 国 債) 金融債(金 融 債)

英 貨 公 債 0080
利 付 興 業 債 券 0951

満 鉄 英 貨 公 債 0081 利 付 商 工 債 券 0952

米 貨 公 債 0085
利 付 農 林 債 券 0953

仏 貨 公 債 0090
利 付 長 期 信 用 債 券 0954

利 付 勧 業 債 券 0955

特殊債(特 殊 債) 利 付 日 本 不 動 産 債 券 0956

鉄 道 債 券(政 保) 0901

電 信 電 話 債 券(〃) 0902 割 引 興 業 債 券 0961

北海道東北開発債券(〃) 0903 割 引 商 工 債 券 0962

住 宅 債 券(〃) 0904
割 引 農 林 債 券 0963

道 路 債 券(〃) 0905 割 引 長 期 信 用 債 券 0964

公 営 企 業 債 券(〃) 0906 割 引 日 本 不 動 産 債 券 0965

囲 公 社 債 コー ドは,予 備 コー ド1桁,回 記号 コー ド4桁

固有 名 コー ド4桁 の計9桁 で 構成 す る。

以 下 略

予 備 回 記 コ ー ド
コー ド

固 有名 コー ド
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./0預 金 種 類

対 象業 務:会 計 管理,資 金管 理,預 金統 計

コー ド名:預 金 種類 コー ド,預 金 者 性格 コー ド,消 費者金 融 ロー ン コー ド,消 費者 金 融 デ ィー

ラー コー ド,積 立預 金 コー ド,預 金科 目 コー ド,口 座 番号 預 金 者 コー ド,

積 立 預 金 入 金 コー ド,自 動 振替 コー ド

構 成 例:
123
　

預金科目

123456
　 シら 　

預金 種 類 取 引 先 チ ェ ック

・//税

対 象業 務:給 与 計 算 販 売 管理 固定 資産 管 理 預金 業 務,徴 税 業務

コー ド名:税 表 コー ド,税 表 区分 コー ド,税 目コー ド,所 得税 コー ド,

税 統 計 区 分 コー ド,客 層 区分 コー ド

税 務 区分 コ ー ド,

構 成 例:
1

　
税表

1
　
区分

1234
　 　 　 　

債 務,取 引 先,個 人,税 金

12345
へ　ン 　 　 　

世 帯主,扶 養,障 害,当 人 の

家 族 数 者 数 状 況

123
　
税 目
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コ ー ド例:

(1)自 己 該 当 コ ー ド (2)所 得税 自己該 当控 除 コー ド

区 分

該 当 な し

障 害 者

老 年 者

寡 婦

勤 労 学 生

障 害 者+老 年 者

障 害 者+寡 婦

障 害 者+勤 労 学生

老 年 者+勤 労 学生

寡 婦+勤.労 学生

障害者+老年者+勤労学生

障害者+寡 婦+勤 労学生

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

区 分 コ ー ド

該 当 な し 0

障 害 者 1

老 年 者 2

寡 婦 3

勤 労 学 生 4

障 害 者 で 寡 婦 5

障 害者 で勤 労 学生 6

`

寡 婦 で 勤 労 学 生 7

(3)課 税 状 態 コー ド

区 分 コ ー ド

課 税 自 動 車 1

非 課 税 自 動 車 2

課税 免 除 自動車 3

課税 保 留 自動 車 4

除 却 自 動 車 5

身体 障害者減免 6

そ の 他 の 減 免 7

(4)資 産 別 コー ド

資 産 種 別 コ ー ド

土 地

家 屋

償 却 資 産

1

2

3
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2.3.7単 位

・/計 量 単 位

対象 業 務:

コー ド名:

構 成 例:

販 売 管理 生 産管 理,資 産 管理,荷 捌 き業 務

容 量 コー ド,単 位 コー ド,数 量単 位 コー ド,単 位 区分 コー ド

1
　
容 量

12
　

単位区分

10
　
形態

K
　

単位区分

コー ド例=

(1)計 量 単 位 コ ー ド

単 位 コ ー ド 単 位 コ ー ド 単 位 コ ー ド 単 位 コ ー ド

粁 01 坪 21 米 屯 41 箱(ま たは 函) 61

米 02 平方米 22 庇 42 ド ラ ム 62

糎 03 平方糎 23 瓦 43 樽 63

粍 04 平方択 24 英 屯 44 罐 64

択 05 平方吋 25 ポ ン ド 45 反 65

吋 06 平方尺 26 オ ン ス 46 梱 66

尺 07 平方寸 27 貫 47 連 67

寸 08 28 匁 48 帖 68

ヤ ー ル 09 29 斤 49 玉 69

ミ ル 10 30 50 着 70

ミ ク ロ ン 11 好 31 個 51 足 71

12 立 32 本 52 グ ロ ス 72

13 峨 33 枚 53 対 73

14 立方灰 34 組 54 74

15 立方尺 35 式 55 75

16 石 36 打(ダ ー ス) 56

17 立方坪 37 俵 57

18 38 袋 58

19 39 臥 59・

20 40 巻(含 ロー ル) 60
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(2)数 量 単 位 コー ド表

数 量 単 位 名 コ ー ド 数 量 単 位 名
コ ー ド

Crams(グ ラム) 01 Ro11(ロ ール,巻) 39

Kilograms(キ ログラム) 02 Cylinder 40

血w.Number(台,両,機,隻,着,個,本, 03 Reams=R/S(リ ーム,連) 44

枚,頭,羽,匹)
Cross(グ ロス) 45

InThousands(千 本,千 枚) 04
Plate(プ レー ト) 46

Pairs(足,対) 05
Sheet(シ ー ト,枚) 47

Sets(組) 06
Coi1(コ イ ル,巻) 48

Meters(メ ー トル) 07
Keg(ケ ッ グ ・樽) 49

SquareMeters=㎡(平 方 メー トル) 08
Pocket(ポ ケ ッ ト,袋) 55

CubicMeters－ ㎡(立 方 メー トル) 09
.

Film(映 画 用 フ ィ ル ム) 56

Litre(リ ッ トル)

Kilo=Litre(キ ロリッ トル)

11
'

1・2

LongTon-L/T(ロ ング トン,

英 トン2,2401bs)

57

?騨 鍋age恥 「Wsse'S
13 ShortTon=S/T(シ ョー トトン

米 トン2,0001bs)

58

Bales-B/S(俵) 14 Feet(フ ィ ー ト) 59

MilliCurie(ミ リキ ュ リー) 15 100Feet 66

MillonUnits-M/U(百 万 単 位)

了

16 SquareFeet(平 方 フ ィー ト) 67

P翻 ∪ 劉en`Tonnage
17 CubicFeet(立 方 フ ィ ー ト)

100Meters

68

69

SquareYards 18
H.D.F.(八 一 コンダ)レフ ィー ト) 76

Pounds=1」bs(ポ ン ド) 22
BoardFeetMeasure 77

DozenSets(タ ニ スセ ッ ト) 23
1,000BoardFeetMeasure .78

1)iecds-Pcs(反,個) 24
Koku(石) 79

MetricT・ns-M/T

(メ トリック トン1,000kgs)

25
LinearFeet 81

KiloWattHour(キ ロワットアチ) 26 Decimeter1/10Meter 87

玉 27 1,000LinearFeet 88

Dozen(タ ニ ス) 28 DozenPair 89

Yafds(ヤ ー ド) 29 Barre1(バ ー レル) 97

DecaYards(デ カヤー ド) 30 Gallon(ガ ロ ン) 98

Cau 32 その 他 99

Cases=q/S(ケ ース) 33 HCF

Cartons=◎/T,CTN.(カ ー トン)
、

34 BDU(BoundDryUnit)

Bundle=Bale(バ ン ドル) 35

Boxes(函,ボ ックス) 36

D■ums=D/M(ド ラム) 37

'U
nits(ユ ニ ッ ト) 38
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(3)計 量 単 位 コー ド

計量単位呼称 コ ー ド 備 考

グ ラ ム G Gram

キ ロ グ ラ ム K Ki1・gram

ト.ン T Ton

リ ッ ト ル L Liter

リュ ー ベ(m2) R

メ ー ト ル M Meter

箇 台 u Unit

本 1) Piece

袋 F Fukuro

式 ・ 組 A Assemble

罐 C Can

ド ラ ム D D口m

箱 B Box

そ の 他 E Etc

.2貨 幣 単 位

対 象業 務:外 国為 替統 計 並 び に 管理,成 績 調査

コー ド名:通 貨 コー ド,幣 種 コー ド
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2.3.8規 格

・/規 格 統計(番 号) ,図 番

対象 業務:

コー ド名:

構 成 例:

販 売 管理,生 産 管 理,部 品管理

規 格 コー ド,規 格 記 号 コー ド,部 品 規 格 コー ド,図 番 コー ド

N
　
区分

KDD-1234
　 　
区分 一連 番 号

FO2B1234AOO1
　 　 　

機種 番号 製造番号

・2製 品 検 査

対象業 務:販 売管 理 生産 管 理

コー ド名:検 査 理 由 コー ド,検 査 コー ド
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2.3.9物

・/材 料

対 象 業 務:生 産 管 理,資 材 管 理,原 材 料 管理,輸 送 計 画

コ ー ド名:材 料 コ ー ド,原 材 料 コー ド,燃 料 名 コー ド,資 材 コー ド,原 料 コ ー ド,素 材 コー ド,

構 成 例:

12345
　 　

大 分類 連番

12345
　 　 　

大 分類 中分 類 追 番

12345678
　 　 　 　

大,小,細 分 類,チ ェ ッ ク

12345
　 　

大 分 類,小 分 類

123456789123
　 　 ヒ　 　 　

大 分類,小 分類,形 態 タ イ プ サ イズ ・カ ラー

123456
　 　 　

中 分類 規格 厚 み

12345
　 　 　

種類 ・産 地 区分 等級

123456
　 　 　
種類 形 番 号

12345677891
　 　 　

区分 材質 形 上 直径

仕 上

コー ド例:材 質 コ ー ド

(1)作 成 基 準

lXiXllXiX1のGroupCla8sificationCodeを 採 用

項 目別 連 番F

項 目は 次 の通 りBlockingし て あ る。

01～80JIS鋤 各

81～90TES規 格(社 内規 格)

91～99そ の他(社 外 規格,そ の 他)
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(2)項 目 分 類

AJIS規 格(日 本 工 業 規格)

1)一 般 構造 用圧 延 鋼 材

2)ボ イ ラー 用 圧 延 鋼 材

3)リ ベ ッ ト用 圧 延 鋼 材

4)溶 接 構造 用 圧 延 鋼 材

5)チ エ ン 用 丸 鋼

6)再 生 鋼 材

7)鉄 筋 コンクリー ト用 棒 鋼

8)ミ ガ キ 棒 鋼

9)熱 間 圧 延 薄 鋼 板

10)亜 鉛 鉄 板

11)ブ リ キ 板

12)冷 間 圧 延 鋼 板

13)炭 素 鋼 帯 鋼

以 下 略

BTES規 格(社 内規格)

1)高 張 力 鋼

2)高 降 伏 点 鋼

3)船 舶 構 造 用 鋼

4)建 設 機 械 用 鋼

Cそ の 他(社 外 規格 ・その他)

1)八 幡 製 鉄

2)そ の 他

一112一



材質 コー ド(鋼 板 工 場 関係)

名 称 コ ー ド 名 称 コ ー ド

SS34 0101 YANTEN50B 9121

SS41 0102 YANTEN50C 9122

SS50 0103 マ リ ナ ー ス チ ール 9163

SB42A 0203 AW41' 9201

SB42B 0204 NW41 9202

SM41A 0401 WH41 9203

SM41B 0402 OTEN50B 9204

SM41C 0403 IE653 9205

SM50A 0404 NSH55 9206

SM50B 0405 HT60 9207

SM50C 0406 ASTM252G2 9208

SM50YA 0407 FCM41A' 9209

SM50YB 04∩8 SAE1010 9210

SMS8 04ユ1 SAE1020 9211

STK41 3502 AI)1・5LB 9214

WELTEN50A 9101 SAF50 9215

WE]三TEN50B 9102 BT50 9216

WELTEN55A 9103 BT55 9217

WELTEN60A 9104 SA32 9218

WELTEN60B 9105 SA41 9219

YSS55 9112 SA45 9220

YES36A 9114 酸 洗 材 9901
.

YES368 9115 無 規 格 9998

YAWTEN50A 9120 そ の 他 9999

以 下 略
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＼

・2用

対 象 業務:

コー ド名:

構 成 例:

途

販売 管理,資 材 管 理,固 定 資産 税業 務

用途 コー ド,用 途 区分 コー ド,構 造 用 途 ・細 目コー ド

12
　

用 途

12
　 　
材料 製品

12
　 　

大,小 分 類

1
　

用 途 区分

1234
　 　 　
構造 用途 細目
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.3商 品

対 象 業務:販 売管 理,購 買 管理,資 材 管 理 生 産 管理 在庫 管 理,原 価 計 算 輸送 計 画,

倉庫 管理,請 求事 務,官 庁 統 計,営 業 統計,市 場調 査,消 耗品 管 理,外 為 関係 諸 統 計

コー ド名 統計 品 目 コー ド,製 品 コ ー ド,重 点 商 品 コー ド,仕 掛 品 コー ド,購 入商 品 コー ド,

銘 柄 コー ド,油 種 コー ド,新 聞用 紙 銘柄 コー ド,樹 種 コー ド,部 品 コー ド,

品 種 コー ド,貸 付対 象 該 当品 目 コー ド,品 名 コー ド,品 目 コー ド,端 末 機 コー ド,

物 品 コー ド,自 動 車積 載 物 コー ド,貿 易 外項 目コー ド,用 度 品 コー ド,食 品 コー ド,

貯 蔵 品 コー ド,在 庫 品名 コー ド,営 業 品 目 コー ド,機 械 番号 コー ド,部 品 番号 コー ド,

部 品分類 コー ド,部 品 区分 コー ド,製 品 区分 コー ド,現 品 コー ド,工 作機 械 コー ド,

魚種 コー ド,コ ン ピュー タコー ド,プ ログ ラ ムお よ び アプ リケ ー シ ョン コー ド,

設 備工具 コー ド,消 耗 品 コー ド

構 成 例:
12345678
　 　 　
大 中 小 分類

12345
へ 　
大 中 小分類

1234567
　 　 　 　
大 中 小 細 分類

1234567870
　 　 　 　

機械 名 機能 型式 購 入年
(西 暦)

12345678
　 　 　 　 　
材質 荷姿 業務 使用 工程

機器

1234567
　 　 　 　

科 目 倉 庫 品種 規 格

12345
　 　 　 　
配給 帳票 係 発 生順形式 種 類

1234567890
　 　 　

ステップ 成 分 部 門

12345
　 　 　 　
品種 製品 区 分 包 装 用途

12345678
　 　 　 　

分類 品名 品質

12345
　 　 　
分類 材質 規格

123456
　 　 　
形態 銘柄分類 番号

23476
　 　 　

追 番 法 定 チェック

890
　
個別

12345
　 　 　 　
分類 市場 メーカ 品名

1234567890
　 　 　

契約先 場所 品質 ・品名
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コー ド例:

(1)樹 種 コー ド

針 葉 樹

寒地 ス ギ(挿 木 ス ギ)

暖

ピ

ア

ク

カ

そ

地

カ

ロ

ラ

の

ノ

ス

マ

マ

マ

他

ギ

キ

ツ

ツ

ツ

針

 

、

広 葉 樹

キ

リ

ギ

類

広

,

、

(2)形 状 コ ー ド表

名 称 コ ー ド 名 称 コ ー ド

等 辺 ア ン グ ル L 角 パ イ プ LI)

不 等 辺 ア ン グ ル LS 丸 鋼 B

溝 形 鋼 C 平 鋼 FB

H形 鋼 H デ ッ キ プ レ ー ト DP

CT形 鋼 CT エ キ ス パ ン ド メタル EX

ハ ニ カ ムH形 鋼 HZ ガ ー 、 ド レ ー ル GR

T形 鋼 T ハ ン ド レ ー ル HR

1形 鋼 1 配 管 用 炭素 鋼 鋼 管 GP

レ ー ル RL 一 般 構 造 用 鋼 管 P

HBB桁 HB 鋼 板 PL

軽 リ ッ プ 溝 形 鋼 RC 耳 付 鋼 板 MI

軽 溝 形 鋼 LC そ の 』他 ZZ

竪,そ の 他 形 鋼 1」G
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(3)ホ イ ー ル 製 品 コ ー ド

① コ ー ド体 系(10桁 コ ー ド+2桁 予 備 コ ー ド)

製 品 コ ー ド10桁一 予 備 コー ド

ー
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

口 ・製品の大小猿 輪 〔軽 小 中(シ ングル)沖 働 ・)パ 特大〕

口 ・L鷲2や(R・ ・-PT・ ・・・…R・DVV,W.DW,R,D・ ・D,

匝]・ リム巾を表坑

口
リム,耳 形状 を表 わす。 リム,サ イズ を表 わ す。

巨]・ ・径猿 硫

[[llgl]・ 名噸 輪 －T・N・.

予 備 コ ー ド

回 ・バラ・・調整の酪 タイヤ・・トの撫 ・表輪

回 ・加工賃の内容猿 拭

② 各桁の表示内容とコー ド廠

[口 ・ 製品の大小授 わす
コ ー ド%

1軽 車 輪(ニ ッ割 り関 係)

2小 型

3中 型(シ ン グル)

4〃(ダ ブル)

5大 型(5,00S～7.50V関 係)

6特 大 型(8.00V以 上)

9そ の他
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回 ・ 繊 部品授 わす
コ ー ド%

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

R.CPT(リ ベ ッ ト組 付,ボ ル ト組 付,

W.CPT(溶 接 組 付,コ ン プ リー ト)

S.CPT(小 型 デ ィ ス ク ホ イ ー ル)

R.DW

W.DW

R

D

SR

LR

その他

コ ン プ リー ト)

(リ ベ ッ ト組 付,ボ ル ト組 付,サ イ ドリング無 し,DW)

(溶 接 組 付,サ イ ド リ ン グ 無 し,

(リ ム オ ン リー)

(デ ィ ス ク オ ン リー)

(サ イ ド リン グ)

(ロ ッ ク リ ン グ)

DW)

以 下 略

(4)薬 品(日 本薬価分類)

① 注 射 薬

アザ ン

ァス コル ヒン酸 注射 液(100呼1管)

アス コ ル ヒン酸 注 射 液(200▽1管)

ア ス コル ヒン酸注 射 液(500呼1管)

アスパ ラギ ン酸塩 注射 液

アスパ ラK注 射 液

アデニ ン注 射 液

アデ ノ シン三 燐 酸 ナ ト リウム注 射液(10呼1管)

アデ ノ ジン三 燐 酸 ナ トリウム注射 液(40呼1管)

ア ドナ(AC-17)注 射 液

ア ドナ(AC-17)注 射 液(静 脈用)

ア ドナ(AC-17)注 射 液(デ ポ型)

アバ ピ ラ(3me)

アペ ドンデ ポ ー(50▽1管)

ア ミノカ プ ロ ン酸 注射 液

ア ミノフ ィ リン 注射 液5%2mの

ア ミノ フ ィ リン 注 射 液(25%10mの

ア ミノベ ン ジン ペ ニ リンナ ト リウム(注 射 用)

ア ミブ タン注 射 液

アモバ ル ビター ル ナ トリウム(注 射 用)(250呼1管)

ア リナ ミンF注 射 液(10ZI91管)

324001

323001

323002

323003

323004

323005

323006

323007

323008

323009

323010

323011

321001

322001

321002

322002

322003

326001

322004

321003

323012

以 下 略
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一

(5)日 本標 準商 品分類(抜 粋)
〉

商 品 分 類 コ ー ド 商 品 分 類 コ ー ド
.

中分類78一 電子応用装置(通 信および関連装置を除く)

X線 装置 781 放射性物質応用装置 783

医療用X線 装置 7811 医療用放射性物質応用装置 7831

治療用 78111 産業用放射性物質応用装置 7832

深部治療用 781111 放射性物質応用装置の部品お 7838

ノ

表在治療用

診断用

透視用

直接撮影用

間接撮影用

産業用X線 装置

探傷用

すえ置き用

移動用

携帯用

X線 顕微鏡

X線 テレビジョン

その他の産業用X線 装置

X線 装置の部品および付属品具

増感紙

けい(蛍)光 板
イメージアンプリファイヤ

その他の部品および付属品

粒子加速装置

サイクロトン

シンクロトン

シンクロサイクロトン

ベーター トロン

医療用

産業用

直線加速装置

医療用

産業用

ファンデグラフ式粒子加速装置

コッククロフトウォル トン式粒

子加速装置

粒子加速装置の部品および付属
品

その他の粒子加速装置

781112

78112

781121

781122

781123

7812

78121

781211

781212

781213

78122

78123

78129

7818

78181

78182

78183

78189

782

7821

7822

7823

7824

78241

78242

7825

78251

78252

7826

'7827

7828

7829

よび付属品

音波応用装置

水中聴音装置

地震探鉱装置

超音波応用装置

超音波信号応用装置

測探機

航海用

測量用

探知機

漁群探知機

鯨探知機

ソナー

その他の探知機

探傷機

診断装置

超音波動力応用装置

洗浄機

溶接機(5043)

加工機

めっき装置

化学反応促進装置

集じん装置

殺菌装置.

治療装置

その他の超音波動力応用
装置

電磁応用探知装置

磁気探知装置

磁気探知機

磁気探鉱装置

電気探知装置

電気探鉱装置

金属探知装置

地震探知装置

磁気探傷機

高周波電力応用装置

784
7841

7842

785

7851

78511
785111

785112

78512
785121

785122

786123
785129

78513

78514
7852

78521

78523
78524

78525

78526
78527

78528

78529

786

7861

78611

78612

7862

78621
'78622

78623

7863

787
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.4設

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

備

会 計管 理,水 力 変電 設 備管 理 償却 計 算,資 材 管 理

設 備 コー ド,設 備 区 分 コー ド,電 力設 備機 器 コー ド

12
　

設備区分

12345
　 　

電 圧 位 置

12345
　 　

支店社 設 備

12345
　 　 　 　
大 中 小 細分類

(
O
}

7

}
位置番号 機 器番号

8

蒜

.5商 品取 引(商 品流 通)

対 象業務:販 売 管 理,物 品 管理,外 国 為替,受 注 管理 購 売管理

コー ド名:取 引 種別 コー ド,受 渡 条 件 コー ド,契 約 区分 コー ド,回 収 条件 コー ド,

累積 投 資取 引 コー ド,投 資 信託 コー ド,取 引 コー ド,形 態 コー ド,入 出荷 項 目 コー ド,

納 入 種別 コー ド,製 品受 払 コー ド,売 買取 引 種別 コー ド,ダ イ レク トメール コー ド

構 三例:
123456

　 　
地 区 一連 番号

123456
　 　
国名 番号

1234567890
　 　 　
場 所 取引先番号 細分類

123
　 　 　
方 式 社 内 ・外 別 区分

1234
　 　 　

売 買 区分 取 引税 類 指 示

12345678901
　 　 　
店番 取引形態 一連番号
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コー ド例:

(1)貿 易 形 態 別 コー ド

第1種 別 コー ド 第2種 別 コ ー ド 第3種 別 コ ー ド

航 空 貨 物 1 直輸出入及び保税展示
場からの輸出入

1 順委託加工契約に基づく輸出
入

1

郵 便 物 2 庫入れまたは保税倉庫
か らの積 もどし

2 逆委託加工契約に基づ
く輸出入

2

譲 受 輸 入 3 移入れまたは保税工場
からの積 もどし

3 賃貸借契約に基づく輸
出入

3

そ の 他

(海 上 コンテ ナ詰 め貨

4 許可前引取承認または
その他の保税地域から

4 駐 留軍,国 連 軍 貨物 の・・
輸 出 入

4

物 を 除 く。) の積 もどし

フル コ ンテナ船 積 載 コ
ンテ ナ詰 め貨 物

5 保税倉庫からの輸入 5 1年 を超える延払い貨
物の輸出入

5

フル コ ンテナ船 以 外 の

船 舶積 載 コ ンテ ナ詰 め

6 保税工場からの輸入 6 賠償及び経済協力物資
の輸出

6

貨物
許可前引取輸入許可 7 船(機)用 条件付貨物

の輸入
7

み な し 輸 入 8 そ の 他 8

(2)取 引 コー ド

区 分 コ ー ド

値 引

返 品

割 引

その他の債務訂正

1

2

3

4
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2.3.10作 業

・/製 造 部 門

対 象 業 務:生 産 管 理,資 材 管 理 工 程 管 理,原 価 計 算,機 械 使 用 管 理

コ ー ド名:工 程 コ ー ド,業 務 別 コ ー ド,業 務 名 コ ー ド,作 業 コー ド,作 業 種 類 コ ー ド,

製 番 コー ド,作 業 項 目 コ ー ド,作 業 命 令 三一 ド,手 配 条 件 コ ー ド,間 接 作 業 コ ー ド,

ジ ョ ブ別 コー ド,作 業 目 的 コ ー ド,作 業 分 類 コー ド

構 成 例:
123
}}

大分類,小 分類

1234
　 　 　 　

事 業 所 無 。有 製 造 係

機 別 ライ ン

1234
　 　 　 　
目的 材料 部門 作業場位置

1234

123
　 　

大分類,小 分類

　
製番

・2設 備 メ ンテ ナ ンス

対 象業 務:固 定 資産 管理,資 材 管理

コー ド名:機 械状 況 コー ド,故 障 コー ド,保 守 コー ド
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2.3.11建 設

・/建 築 物(構 造 な ど)

対 象 業 務=固 定 資 産 管 理,人 事 管理,賃 貸 管理,火 災 保 険 管理 資材 管理 在庫 管理

倉 庫 管理,公 営住 宅管 理 販 売 管理

コー ド名 建物 コー ド,建 物 区 分 コー ド,倉 庫 コー ド,倉 番 符 号 コー ド,資 産 コー ド,

建 物用 途 コー ド,社 宅 ・寮 コー ド,住 宅 コー ド,建 物 構造 コー ド,住 居 態様 コー ド,

発 電所 コー ド,油 槽 コー ド,温 水所 コ ー ド,工 場物 件 コー ド,

構 成 例:
1

　
構 造 種別

1
}(自 宅 ・アパ ー ト・寮 ・社 宇 な ど)'

住居 態様

123
　

用 途 分 類

123
　 　
地域,建 物 番号

123456
　 　 　
大 小 分 類 資 産番 号

123456
　 　 　
区 分 所 在 地 建 物番 号

12345678
　 　 　 　

事業所 倉番 建物 標

1234
}}}}(測 水所)
地区 水系 河川 番号

1234
}}}}(発 電所)

水系 泥地区 電力会社

一123一



コー ド例:

(1)日 本標準建築物用途分類(建 設省

項 目 名
中分類

番 号

大分類1一 居住専用建築物

居住専用住宅11

居住専用住宅(付 属建築物を除く)

居住専用住宅付属建築物

居住専用準住宅12

寮 ・寄宿舎,合 宿所(付 属建築物
を除 く)

居住専用準住宅付属建築物

その他の居住専用準住宅

大分類2一 居住産業併用構築物

居住農林水産業併用建築物21

居住農林業併用建築物

居住水産業併用建築物

居住鉱工業併用建築物22
'

居住石炭鉱業併用建築物

居住鉱業併用建築物(居 住石炭鉱
業併用を除く)

居住建設業併用建築物

居住食料品製造業併用建築物

|

居住繊維工業併用建築物

居住木製品製造業併用建築物

居住パルプ,紙 紙加工品製造業
併用建築物

居住化学工業併用建築物

居住石油製品,石 炭製品製造業併
用建築物

居住窯業,土 石製品製造業併用建
醐

居住鉄鋼業併用建築物

居住非鉄金属製造業併用建築物

居住金属製品製造業併用建築物

小分類
番 号

11ユ

112

121

122

129

211

212

221

222

223

224

225

226

227

228

2×1

2×2

2×3

2×4

2×5

項 目 名

居住電気機械器具製造業併用建築
物

居住輸送用機械器具製造業併用建
築物

居住その他の機械器具製造業併用
建築物

その他の居住工業併用建築物

居住商業併用建築物

居住卸売業 小売業併用建築物
(居 住飲食店併用を除く)

居住飲食店併用建築物

居住金融,保 険業,不 動産業併用
建築物

その他の居住商業併用建築物

居住サー ビス業併用建築物

居住宿泊業併用建築物

居住娯楽業併用建築物

居住医療業併用建築物

その他の居住サービス業併用建築物

その他の居住産業併用建築物(運
輸通信,そ の他の公益事業,公務,文

教用を含む)

輸

,

運
務

(
公

物築
業

建
事盤併

公
業
の
)

産
他
む

住
の
含

居
そ
を

他

,用

の
信
教

そ
通
文

農林水産業用建築物

農林水産業用事務所

農林水産業用作業場

農林水産業用倉庫

農林水産業用養畜舎

その他の農林水産業用建築物

中分類 小分類
番 号 番 号

2×6

23

24

29

大分類3一 農林水産業用建築物

f

31

2×7

2×8

22・9

231

232

233

239

241

242

243

249

299

311

313

314

317

319

以 下 略
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一125一

(2)構 造 コ ー ド

構 造 コ ー ド

木 造 1

鉄 骨 鉄 筋 2

鉄 筋 3

鉄 骨 4

軽 量 鉄 骨 5

煉 瓦 6

ブ ロ ッ ク 7

石 造 8

そ の 他 9



(3)用 途 コー ド

『コ

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

02222333333333344444444445

途用

表

表

表

表

表

表

表

表

表率率率率率率率率率

‥院

難場

鋸

鎌 .

離離

羅
難

場

庫

家

家

一

蔵

ち
受
ち
受
ち
受
ち
受
ち
受
ち
受
ち
受
ち
受ち

受

衆

"

"

属
"
"

順
"
"

⊆

謀

議

蕪

竃
蹴
鑑㌫

易

赫

赫

齢

赫然

θの

齢

赫赫
θの

勤

公

病

工

倉

市

付

簡

ホ

土

場

揚

場

庫

魔

障

ム

ム

ム

一

一

ー

工

工

工

蒼

蒼

倉

ホ

ホ

ホ

ド}

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

50000000001111111111222222

途用

)

)

宅

宅

宅

舎

宅

)

)

宅

ル

)

)

)

亭

合

所

舎

行

舗

店

物

場

ル

館

畔
住

:

㌶

総

㌘

宅

宿

宅

テ

館

務

貨

・

画用住屋屋同業住家一通"用"""角ル

や

普

町

長

共

寄

漁

併

農

ホ

旅

料

待

事

駅

銀

店

百

多

劇

キ

映
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.2土 木建築工事種類

対象業務:

コー ド名

工 事 管 理,各 種 統 計

工 事種 類 コー ド,工 事 性格 コー ド,工 事 形 態 コー ド,工 事 区分 コー ド,

工 事 番号 コー ド,工 事 摘 要 コー ド

構 成 例:
12
　
工事種類

コー ド例:

(1)業 態別 工 事種 類 コー ド(建 設 省)

項 目 コ ー ド 項 目 コ ー ド

〔施設一式に関する工事 〕 ガ ラス工 事 21

土木工事一式 01 木製建具工事 22

舗装工事一式 02
床工事

内装仕上工事

23

24
し ゅんせ っ 工事 一 式 03 防水工事 25

不燃建築工事一式(不 燃建築工事一式
のほか不遺建築工事一式を行うもの
を含む)

04 特 殊 コ ン フ リー ト工事(潜 函工 事 ・コ
ンク リー トくい打 工事 等)

は つ り又 は解 体工事

26

27

木造建築工事一式(ほ とんど木造建築
工事一式のみを行 うもの)

05 造園工事

その他の識別工事
28

29

〔施設の一部に関する工事 〕
〔設備工事〕

木工事(大 工工事) 06 電気工事 30

とび工事 07 電信電話工事 31

土工 工事 ・コン フ リー ト工事

鉄 骨 工事(鋼 構造 物 工 事)

08

09

信号保安装置工事

冷暖房設備工事(温 湿調整装置 冷凍
冷蔵装置等の工事を含む)

32

33

鉄筋工事 10
建築設備としての給排水及び衛生設備
工事 34

石工工事 11
井戸ポンプ工事 35

左官工事 12
水道施設工事

その他の管工事
36

37
ブロック・煉瓦 工 事(築 炉 工 事 を除 く) 13 清掃施設工事 38

タイル工 事 14 さく井工事 39

屋根工事(金 属製屋根工事を除く) 15
熱絶縁工事

消防施設工事
40

41
金属製屋根工事 16 昇降設備工事 42

板金工事 17 機械器具設置工事 43

建築金物工事 18
築炉工事

その他の設備工事
44

45
塗装工事 19

金属製建具 ・金属製外装工事
「 20
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(2)目 的 別 工 事種 類

工 事 種 類 コ ー ド 工 事 種 類 コ ー ド

河 川 工 事 01 公 団 ・運 動競技場施設 工事 14

多 目 的 ダ ム 工 事 02 教 育・研 究・文化施設工 事 15

砂 防 工 事 03 病院・保健所・社会福祉施設工事 16

治 山 工 事 04 住 宅 ・ 宿 舎 工 事 17

海岸堤防 ・海岸侵触対策工事 05 庁 舎 工 事 18

農道 ・農地 ・草 地 ・農 業掩 護[事 06 土 地 造 成 工 事 19

開 墾・ 干 拓 工 事 07
鉄道 ・軌道 ・

自動車交通事業用施設工事
20

林 道 工 事 08 電信 ・電話 ・郵政事 業用施設 工 事 21

漁港 ・魚礁 ・ 養殖施設工事 09 電 気 ・ガス事業用施設工 事 22

道 路 工 事 10 上 水 道 事 業用 施 設 工 事 23

港 湾 工 事 11 工 業 用 水道事業用施設工事 24

空 港 工 事 12 他 に分 類 され ない 工 事 25

下 水 道 工 事 13

(3)工 事 種 別

工 事 種 別 コ ー ド 工 事 種 別 コ ー ド

住 宅 ・ 同 設 備 工 事 1 橋 梁 ・高架 構造 物 工 事 6
'～

非 住 宅 ・同 設 備 工 事 2. ず い 道 工 事 7

屋外の電気 ・電気通信 ・
信 号 工事

3 え ん 堤 工 事 8

機械器具設置 ・
局内電話設備工事 4 し ゅ ん せ っ ・ 埋 立 工 事 9

舗 装 工 事 5 そ の 他 の 土 木 工 事 10

一128一



2.3.12交 通

./路 線

対 象 業 務=販 売 統計,経 理 業 務,業 務 統計

コー ド名 航 路 方 面 コ ー ド,連 絡 運 輸 機 コ ー ド,乗 車 経 路 コ ー ド,連 絡 経 由 コ ー ド,

定 期 航 路 コー ド,河 川 コ ー ド,水 路 系 コ ー ド

構 成 例:

12345678
　 　 　

接続駅 経路 接続駅

1234
　 　
区分 路線

1234567
　 　 　

会社名 線名 駅名

コー ド例:

航 路 コ ー ド

コンテ ナ航 路

(北 米)

カ リフ ォル ニ ア

シア トル ・バ ンクー バー

ニ ュー ヨー ク

(豪 州)

オ ー ス トラ リア

(欧 州)

欧 州

極東/米 州

東 南 ア ジ ア/カ リフ ォル ニ ア ・ガル フ

極 東/北 米 諸 港

米 州/東 南 亜

極 東/東 カ ナダ ・五大 湖

東 南 ア ジア/北 米 ・太平 洋 岸

東 南 ア ジア/カ リブ海

不定 期 航 路

貨物 不 定期 船

油 送 船

1

2

3

1

1

1

2

3

0

1

1

1

0

2

0

3

0

3

3

3

0

1

1

1

1

2

1

3

1

3

2

2

2

0

1
▲

1

1

9
"

1

」
他

=
」

6

1
占

1

3

3

3

0

4

0

5

・

9
匂

り
臼

2

」
4

り
臼

5

9
臼

2

ウ
白

1

9
ム

0

0

0

7
・

7

07
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・2鉄 道(駅 名)

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

販 売 管理,収 入 管理 販 売 統 計,経 理 業務,給 与 計算,人 事管理

鉄 道駅名 コー ド,駅 名 コー ド,連 絡 線 駅 コー ド,接 続 駅 コー ド

KO3
　
駅名

123
　
駅名

12
ひ 　

会社名 線名

胆
}
鵬

12345
　 　

会社名 線名

田
}
眠

123
　

運転機関

コー ド例:

(1)鉄 道 駅 名 コー ド

4567
　
駅名

東 海 道 本 線

駅 名 コ ー ド 記 事

東 京 △4△40101

有 楽 町 02

新 橋 03

浜 松 町 04

田 町 05

品 川 △4△40106

大 井 町 07

大 森 08

蒲 田 09

川 崎 10

鶴 見 △4△40111

新 子 安 12

東 神 奈 川 13

横 浜 14

保 土 ケ 谷 15

以 下 略
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■

練子山

駅 名 コ ー ド 記 事

㊤(池 袋)

目 白 △4△42204

高 田 馬 場 05

新 大 久 保 06

新 宿 07

(代 々 木) 中 央

原 宿 △4△42208

渋 谷 09

恵 比 寿 10

目 黒 11

五 反 田 △4△42212

以 下 略

中 央 本 線

駅 名 コ ー ド 記 事

㊥(東 京) 東 海

㊥神 田 中 央

御 茶 ノ 水 △4△40502

水 道 橋 03

飯 田 橋 04

市 ケ 谷 △4△40505

四 ッ 谷 06

信 濃 町 07

千 駄 ケ 谷 08

代 々 木 09

(新 宿) 山'手

大 久 保 △4△40510

東 中 野 11

中 野 12

高 円 寺 13

阿 佐 ケ 谷 △4△40514

荻 窪 15

西 荻 窪 16

吉 祥 寺 17

三 鷹 18

武 蔵 境 △4△40519

東 小 金 井 51

武 蔵 小 金 井 20

国 分 寺 21

国 立 22

以 下 略
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(2)私 鉄 駅 名 コ ー ド

東京急行電鉄(東 横線)東 京急行電鉄(目 蒲線)

駅 名 コ ー ド 駅 名 コ ー ド

(渋 谷) 6431111 (目 黒) 6431211

代 官 山 12 不 動 前 12

中 目 黒 16 武 蔵 小 山 15

祐 天 寺 20 西 小 山 16

学 芸 大 学 21 洗 疋 17

〈大 岡 山〉

都 立 大 学 6431122 奥 沢 6431224

〈 自由 ケ丘 〉 〈田 園 調 布〉

田 園 調 布 26 〈多摩川厘前 〉

多 摩 川 園 前 27 沼 部 30

新 丸 子 30

鵜 の 木 6431231

(武 蔵小 杉) 6431131 下 丸 子 32

元 住 吉 32 武 蔵 新 田 33

日 吉 35 矢 口 渡 35

綱 島 36 (蒲 田) 36

大 倉 山 37

(菊 名) 6431140

一妙 蓮 寺 41

白 楽 42

東 白 楽 43

反 町 45

(横 浜) 6431146

高 島 町 47

(桜 木 町) 48

以 下 略以 下 略

一132一

 

■

'



.3港 湾(空 港)

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

販 売成 績 調査,貿 易 統計

係留符 港名 コー ド,港 湾 コー ド,空 港 コー ド

12345
　 　 　
国名 府 県 港 名.

123
　 　
税関 港名
本関

AMS
　

空港名
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コー ド例

(1) IATA都 市 ・空港 コー ド

日 本 航 空 定 期 路 線 の 都 市 ・空 港

地 名(NameofI)lace) コ ー ド

ア ム ス テ ル ダ ム Amsterdam AMS

ア ン カ レ ッ ジ Anchorage ANC

バ ン コ ッ ク Bangkok BKK

ベ イ ル ー ト

カ イ ロ

Beirut

Cairo,Egypt

BEY
〆

CAI

カ ル カ ッ タ Calcutta CCU

コ ペ ン ハ ー ゲ ン Copenhagen CPH

ジ ャ カ ル タ Djakarta JKT

フ ラ ン ク フ ル ト F■ankfurt FRA

ハ ン ブ ル グ Hamburg HAM

香 港 HongK・ng HKG

ホ ノ ル ル .Honolulu HNL

カ ラ チ Karachi KHI

ク ァ ラ ン プ ー ル KualaLumpur KUL

ロ ン ド ン 1」ondon・England LON

ヒー ス ロ ー 空 港 HeathrowA/1) 1」HR

、

ロ ス ア ン ゼ ル ス LosAngeles LAX

マ ニ ラ Manila MNL

モ ス ク ワ Mo8cow,U.S.S.R MOW

セ レネティボ 空 港 SeremetyevoA/P SVO

ニ ュ ー デ リ ー NewDilhi NDH

ニ ュ ー ヨ ー ク NowYork NYC

ケ ネ デ ィ 空 港 JohnF.Kennedyノ ゾP JFK
.

沖 縄 Okinawa OKA

パ リ Paris PAR

オ ル リ ー 空 港 OrlyA/P ORY

釜 山 Pusan FUS

ロ ー マ Rome・Italy ROM

フ ミチ ノ 空 港 FiumicinoA/P FCO

サ ン フ ラ ン シ ス コ SanFrancicsco,Calif S'FO

ソ ウ ル Seoul SEL

シ ン ガ ポ ー ル Singapore SIN

台 北 Taipei TPE

テ ヘ ラ ン Teheran THR
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日 本 国 内 の 都 市 ・ 空 港

、

秋

別

千

福

八

八

函

広

石

岩

鹿

喜

北

神

高

小

熊

丈

垣

児

界 ケ

九

Akita

Beppu

Chito8e

Fukuoka

Hachijojima

Hachinohe

Hakodata

Hiroshima

Ishigakijima

Iwakuni

Kago8hi皿a

Kikaiga8i皿a

Kitakyushu

Kobe

Kochi

KomatSU

Kumamoto

AXT

BPu

CTS

FUK

HAC

HHE

HKD

HIJ

ISG

IWA

KOJ

KKX

KKJ

UKB

KCZ

KMQ

KMJ
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(2)港 湾 コー ド(輸 出入 統 計 品 目表 大 蔵省)

ド
ー

コ

0

0

2

3

4

0

2

0

2

3

0

0

2

3

0

2

3

0

2

0

2

3

4

5

7

8

9

0

2

0

2

3

0

2

0

0566667700024445556600000000224445519666666677777777777788888888888888899

名・港)空

騒
醐

原

見

分

関

伯

島

津

崎

江

保

池

角

俣

代

島

港

入

漁

美

館

蘭

牧

樽

萌

路

室

内

森

戸

古

石

渡

川

田

港

他空久賀ノ世児島小船開の
・児戯津大佐佐細浦長住佐三三水八鹿鹿妻名奄函室苫小留釧根稚青八宮釜大船秋不そ

、̀

ド‥

0

3

4

0

2

0

2

0

0

2

0

2

3

0

2

3

4

0

2

0

2

0

2

3

4

5

0

2

3

4

5

6

7

8

9

0

200022445667770000224400000222222222444444444444444555555556666666666666666

名港)空区開港税劇開

阪

南

丹

鶴

津

木

山

尾

賀

浦

津

山

辺

屋

港

郡

浦

水

滴

市

鷲

司

田

松

多

付

関

都

山

松

関

生

国

港

津

星空の中空歌古謳子 日萩聞国万大阪伊舞宮伏富七敦内下和田名名薄衣清田四尾門苅若博板下.宇値下三平岩岩唐伊

ド‥

塁…
加

竃

き

き

議㎝

難

難
愉

讃

藷

名酷當
酬

京

田

潟

津

田

浜

崎

賀

葉

津

立

島

浜

釜

巻

戸

崎

路

生

野

島

崎

出

生

島

田

出

松

山

治

浜

島

知

崎

島江須更名嶽呉境居松東羽新直酒横川横千本目鹿小塩石神尼姫相宇水尾福土広浜坂高松A.新三高須小

囲1.種 卸港が申告税関の所在する港と同一(港 符号と税関符号の上位3桁 が同一)の 場合は,港

・写纏 警総 論 麟 欝 智ぽ 雄 蕊 麟 冒鑑 嬬 蓄、,

i:記竃欝 議 ㌔ 罐 議 誓櫟 麟 鵠 鶴闘 當 繰 言己載
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(3)港 コ ー ド(実 数118)

浜横

0

1

9・

(0

4

5

ρ055にU555C
JOOOOOOO

松高

0

1

2

3

4

5

6

79999999900000000

浜

賀

崎

水

崎

津

浦須の子横横川清三焼田

出

浜

山

治

松

島

知

間居松坂新松今高小高菊

京東

0

1

2

3

4

5

633333330000000

田羽

400

戸神

0

1

9●

388880000

京

因口口

葉

潟

㈲

津

津川潟江東立千新新直両

田田羽

戸

崎

路

生神尼姫相

台仙

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1111111111122000000000000

阪大

0

1

2

3

4

5

6

7

8777777777000000000

森

戸

石

田

田

川

古

渡

釜

浜

巻

囲船名沢青八釜酒秋船宮大塩小石三

阪

山

津

鶴

間

津

辺

南

田歌丹大和下舞伊宮田海有

幌札

1

2

3

4

5

6

7

80000000000000000

屋古名

0

1

2

3

4

5

6

7

8

966666666660000000000

路

内

室

樽

蘭

館

萌

牧小釧稚根小.室函留苫

屋

市

水

山

賀

浦

尾

鷲

郡

囲吉日牧名四伏富敦衣七尾蒲小
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島児鹿

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

06666666666011111111112

島

剖

瀬

泊

花

島

津

尾

名

四

他児島仁美の児廃虚名和茶細油古知奄そ,

岡福

O

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

64444444444555555511111111111111111」

多

囲

池

見

津

崎

保

原

角

勝

伯

聞

分

江

津

俣

代付久世田賀のの博板三津唐長佐厳三比佐佐大住口水八

開下

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

02222222222311111111111

関

都

山

松

司

倉

幡

松

畑

剛

萩

囎

下

宇

徳

下

門

小

八

若

戸

三

島広

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

200000000001111111111111111

鳥

道

野

田

国

生

島

崎

国

外

山県国境島広尾宇岩岩土水糸浜神福

'
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.4輸 送 機種

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

(飛 行 機,船,'自 動 車)

在 庫 管理,販 売 管理,人 事管 理 労務 管 理,給 与計 算

通勤手 当用 具 コー ド,利 用交 通 機関 コー ド,輸 送種 類 コー ド,

1234
　 　 　
業者 番号 便名

コ ー ド例:

定 期 券 種類 コー ド

定 期 券 区 分 コ ー ド

バ ス 0

地 下 鉄 1

国 鉄 2

国 鉄,地 下 鉄 3

私 鉄 4

私 鉄,地 下 鉄 5

国 鉄,私 鉄 6

国 鉄,地 下 鉄 7

市 電 な い し 都 電 8

バ ス,市 電 な い し都 電 9
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・5車 種(自 動車,電 車,汽 車)

対 象業 務:

コー ド名1

構 成 例:

自動 車 税,自 動 車 保 険,資 材 管理

車 輌名 称 コー ド,車 種 コー ド,名 機 コー ド,排 気量 コー ド,軸 距 離 コー ド・

自動 車番 号 コー ド

123
　
草名

1～123
　
車種

123
　
車 体 形 状

123456
　

車輌名称

コー じ例:(1)形 状

形 状 コ ー ド 形 状 コ ー ド

トラ ッ ク(普 通 型) 01 ボ ン ネ ッ ト 11

キ ャ ブ オ ー バ ー 02 12

セ ミ ト レ ー ラ 03 リ ヤ エ ン ヂ ン 13

フ ル ト レ ー ラ 04 ア ン ダ ー フ ロ ア 14

ダ ン プ 05 箱型(セ ダン)乗 用車 15

ラ イ ト バ ン 06 ボ ー ル ト レ ー ラ 16

ル ー ト バ ン 07
"

ス テ ー シ ョ ン'ワ コ ン 17

ピ ッ ク ア ッ プ 08 そ の 他 18

コ ン テ ナ 09 幌 型 19

トラク タ(け ん引 車) 10
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(2)燃 料 の 種 類

燃 料 コ ー ド

ガ ソ リ ン 1G

軽 油 2D

プ ロパ ン(LPG) 3P

そ の 他 4E

ガ ソ リンとLPG併 用 5

な し 6

囲6は エ ンジ ンを装 備 してい ない もの と解す る

(3)用 途 記 号 コー ド

用途区分 記 号 コ ー ド 用途区分 記 号 コ ー ド

官公署用 た 01 の 12

ち 32 は 13
つ 33 ひ 14

て 34 ふ 15

と 35 ほ 16

営 業 用 あ 02 ま 17

い 03 み 18

う 04 む 19

こ 05 め 21

自 家 用 す 06 も 22

せ 07 や 23

そ 08 ゆ 24

な 09 よ 25

に 10 わ 26

ぬ 11 ら 27

ね 20

(4)車 種 コ ー ド

車

乗 用 車

ノペ

小型三輪車

華

車

華

車

華

車

ス

通

型

通

型

物

用

普

小

普

小

貨

乗

特 殊 用 途 車
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(5)車 名 コ ー ド

国 内 車 コ ー ド 国 内
..

車 コ ー ド

ト ヨ タ 001 コ ン ド ル 024

二 ツ サ ン 002 サ ン カ 一 025

い す ゾ 003 ア キ ツ 026

日 野 004 コ メ ツ ト 027

ミ ン セ イ 005 へ ン リ 一 028

ふ そ う 006 コ ン ド ル ジ ュ ニ ア 029

ダ イ ハ ツ 007 イ ケ ガ イ 030

ヂ ヤ イ ア ン ト 008 デ ン カ 031

ト ヨ ペ1ツ ト 009 工 レ カ 032

ダ ッ ト サ ン
`
010 デ ン ソ ウ 033

オ オ タ 011 金 剛 034

ニ ッ サ ン ジ ュ ニ ア 012 神 鋼 035

く う が ね 013 た ま 036
'

プ リ ン ス 014 ナ カ シ マ 037

マ ツ ダ 015 三 菱 500 038

オ リ エ ン ト 016 パ ブ リ カ 039.

三 菱 017 ジ ユ ピ タ 一 040

ジ 一 プ 018 ス ノX ル 041

小 松 019 そ の ・ 他 042

ミ カ サ 020 ホ ン ダ 0431

オー ス チ ン(A50) 021

ヒルマン ミンクス(PH.王 丁) 022

ル ノニ 日野(PA) 023

一均一142一
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(6)車 体 の形状 コー ド(東 京 陸 運 局)

自動車の区分 区 分 車 体 の 形 状 コ ー ド

乗 用 自 動 車 乗 用 箱 型 001

幌 型 00.2

ス テ ー シ ョ ン ワ ゴ ン 003

オ ー ・ ト バ イ 004

側車 付 オー トバ イ 005

三 輪 箱 型 006

乗 合 自 動 車 乗 合 用 ボ ン ネ ッ ト 01'1

キ ャ ブ オ ー バ 012

リ ャ ー エ ン ジ ン 013

ア ン ダ ー フ ロ ア 014

貨 物 自 動 車 貨 物 用 ・ ボ ン ネ ッ ト 011

キ ャ ブ オ ー バ 012

バ ン 021

ダ ン プ 022

ピ ッ ク ア ッ プ 023

三 輪 トラ ック 024

三 輪 ダ ン プ 025
.

三 輪 バ ン 026

ト ラ ク タ 027

三 輪 トラ クタ 028

ボ ン ネ ッ ト(ト ラ ク タ) 029

キ ャ ブ オ ー バ(ト ラ ク タ) 030

バ ン(ト ラ ク タ) 031

三 輪 ト ラ ッ ク(ト ラ ク タ) 032

三 輪 バ ン(ト ラク タ) 033

セ ミ ト レ ー ラ . 034

フ ル ト レ ー ラ 035

ド リ ー 付'ト レ ー ラ 036

バ ン セ ミ、ト レ ー ラ 037

バ ンフ ル トレ ー ラ 038

ダ ン プ セ ミ トレー ラ 039

ダ ンプ フ ル ト レー'ラ 040

コ ン テ ナ セ.ミ ト レ ー ラ 041

コ ン テ ナ フ ル トレ ー ラ 042

大型特殊自動車 大型特殊用
'ブ

ル ド ー ザ 061

ロ ー ド ・ ロ ー ラ 062

タ イ ヤ ・ ロ ー ラ 063.

ロ ー ド ・ス タ ル ビ ラ イ ザ 064

タ イ ヤ ・ ドー ザ 065

以 下 略
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(7)税 率 コー ド

区 分
コ ー ド

乗 用 車 普 通 自 動 車 営 業 用 軸距3}048m以 下 01

〃3,048m超 02

自 家 用 〃3,048m以 下 03

〃3 ,048m超 04

小型(四 輪) 営 業 用 乗車定員10人 以下
自動車 総排気量1Z以 下 05

〃1Z超1.5Z以 下 06

〃1.5Z超2Z以 下 07

乗車定員11人 以上 08

自 家 用 乗車定員10人 以下

総排気量1Z以 下 09

〃1Z超1.5Z以 下 10

〃1.5Z超2Z以 下 11

乗車定員11人 以上 12

ト ラ ッ ク 最大積載量 乗車定員3人 以下 15

1ト ン以下 乗車定員4人 以上 総排気量 ユZ以 下 16

〃 〃1Z超1.5Z以 下 17

〃 〃1 .5Z超 18

最大積載量1ト ン 乗車定員3人 以下 19

を こ え2ト ン以 下 乗車定員4人 以上 総排気量1Z以 下 20

〃1Z超1.5Z以 下 21

〃1.5Z超 22

最大積載量2ト ン 乗車定員3人 以下 25

を こえ3ト ン以下 乗車定員4人 以上 総排気量1Z以 下 2501

〃1Z超15Z以 下 2502

〃1,5Z超 2503

最大積載量3ト ン 乗車定員3人 以下 26

を こえ4ト ン以下 乗車定員4人 以上 総排気量1Z以 下 2601

〃1Z超1.5Z以 下 2602

〃1.5Z超 2603

'

,

最大積載量4ト ン 乗車定員3人 以下 27'

を こえ5ト ン以下
一 一

乗車定員4人 以上 総排気量1Z以 下ピ
ξ

2701

〃1Z超1,5Z以 下 2,702一

〃1.5Z超 2703
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区 分 コ ー ド

トラ ッ ク 最 大積 載 量5ト ン 乗車定員3人 以下 28

を こ え6ト ン以下 乗車定員4人 以上 総排気量1Z以 下 2801

〃1Z超1.5Z以 下 2802

〃1.5Z超 2803

最大積載量6ト ン 乗車定員3人 以下 29

を こえ7ト ン以下 乗車定員4人 以上 総排気量1Z以 下 2901

〃1Z超1.5以 下 2902

〃1.5Z超 2903

最大積載量7ト ン 乗車定員3人 以下 30

乗車定員 総排気量1Z以 下 3001

以 下 略
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・6船 穂

対 象業 務

コー ド名1

構 成 例:

:販 売管理,官 公庁統計等各種統計業務

船名 コー ド

1
　
船 籍

1・2
　
船種

コ ー ド例:

(1)船(機)籍

船(機)籍 分 類 コ ー ド

本邦籍船舶または航空機

外国籍船舶または航空機

その他(郵 便物並 びにその他の貨物で積(取)卸 船舶 または

航空機が不明の場合)

1

2

5

囲 輸出入申告書等の船(機)籍 符号欄に記載するもの。
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② 船 穂 コ ー ド

船 穂 コ ー ド 備 考

一般貨物船
11 定期船,一 般不定期船

旅 客 船 12 旅客定員13名 以上

コ ンテ ナ船 21 フル コ ンテ ナ船

鉱石専用船 31

石炭専用船 32

ニ ッケ ル専 用 船 33

ボー キ サ イ ト専 用船 34

銅専用船 35

木材専用船 41 10000D/W以 上

パルプ専用船 42

チ ッ プ専 用 船 43

小麦専用船 51

自動車専用船 61

自動車兼撤宿船 62

純 タ ン カ ー 71

LPG船 72

糖蜜船 73

ケ ミカ ル タ ン カ ー 74
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.7輸 送 ・梱 包

対 象業 務:成 績調 査,販 売 管理,在 庫 管理 輸送 管 理

コー ド名=輸 送用 具 コー ド,輸 送 区 内 貨 物 コー ド,輸 送手 配 コー ド,輸 送 機 関 コー ド,

荷 姿 コー ド

構 成 例:
1

　
区間

12
　

輸送用具

12
　
貨物

12～123
　

荷 姿

123456
　

輸送機関

.8乗 車 券 種 別

対 象業務:経 理業 務,販 売統 計

コー ド名=乗 車 券種 コー ド,乗 車券 着 色 コー ド,定 期 券 コー ド
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・9郵 便 局 番 号

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

コ ー ド例:

業務管理,債 務者への通知 保険貯金業務

郵便局番号コード

123456
　 　 　
府県 局番号 分室

郵 便 局 番 号

局 名 コ ー ド 郵便番号 局 名 コ ー ド 郵便番号1 局 名 コ ー ド 郵便番号

本 所 01001 130 芝 01022 105 朝 日 ビル 内 01043 104

新 橋 01002 105 九 段 01023 102 墨 田 二 01044 131

麻 布 01003 106 神田淡路町 01024 101 世 田 谷 01045 154

四 谷 01004 160 拝 島 01025 196 御茶 ノ水 01046 113

牛 込 01005 162 小平 小川 01026 187 慶応義塾前 01047 108

小 石 川 01006 112 芝 田 町 01027 108 芝 園 橋 01048 105

本 郷 01007 113 京橋新富町 01028 104 文京 根津 01049 113一
、

神 田 01008 101 防衛庁 舎 01029 106 台東根岸二 01050 110

下 谷 01009 110 台東根岸三 01030 110
台 東
浅草 橋 三 01051 111

浅 草 01010 111 麹 町 本 通 01031 102 品川上大崎 01052 141

足 立 01011 120 台 東
東 上 野 五 01032 110 池 上 01053 143

墨田吾妻橋 01012 130 羽 村 01033 190-11 檜 原 01054 190-02

芝 二 本 榎 01013 108 麹 町飯
田橋 通 01034 102 港 田島 町 01055 106

豊 島 01014 170 麻布三軒家 01035 106 立 川 01056 190

中央京橋二 01015 104 文京本郷一 01036 113 鶴 川 01057 194-01

東京 中央 01016 100 全 共 連
ビ ル 内 01037 102

八 王 子
八 幡 町 01058 192

赤 羽 01017 115 中央銀座西 01038 104 沢 井 01059 198-01

葛飾 新宿 01018 125' 文 京
小石川一再 01039 112 品 川 01060 140

世 田 谷 一 01019 154 文京 水道 OlO40 112 赤坂中ノ町 01061 107

日 本 橋
人 形 町 01020 103 渋 谷 01041 150

大 森 01021 143 神田三崎町 01042 101

以 下 略
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2.3.13保 険 ・災 害

・/保 険 ・年 金 種別

対 象 業務:恩 給 事務,業 績管 理,給 与計 算 保 険 統計,固 定 資産 販 売保 全(保 険 会社)

コー ド名:保 険種 類 コー ド,火 災 保 険 区分 コー ド,保 険 機関 コー ド,消 因 コー ド,

払 込方 法 コー ド,特 約 コー ド

構 成 例:
1

　
保険期間
払込方法

12
　

保険種類
保険期間
払込方法

123
　

保険契約

12
　 　

恩給系統 恩給種利

コ ー ド例1

保 険種 類 コー ド

項 目 カ ー ド テ ー プ
コ ー ド コ ー ド

終 身 終身払込 終身保険 0000 01

20年 〃 〃 2000 02

10年 〃 〃 1000 03

養 老 全期間払込40才 満期 4040 11

20年 〃40〃 2040 12

全期間 〃30〃 3030 13

20年 〃30〃 2030 14

全期間 〃20〃 2020 15

10年 〃20〃 1020 16

5年 〃20〃 0520 17

全 期 間 〃15〃 1515 18

10年 〃15〃 1015 19

5年 〃15〃 0515 20

全期間 〃10〃 1010 21

'
55才 払込済60才 満期 5560 22.

特別養老 全期間払込20年 満期 9020 31

〃 〃15〃 9015 32

家族保険 60才 満期(主 一夫) 6001 41

〃(主 一妻) 6002 42

55才 〃(主 一夫) 5501 43

〃(主 一妻) 5502 44
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・2災

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

害

各 種 統計 資 料,公 害 対 策行 政

事 故 原 因 コー ド,出 火 原因 コー ド,

1
　

災害 コー ド

Aま た は1
　

危険別

12
　

事 故原 因

1234
　 　

中分類,小 分類
　

出火原因

1
　

公害対象名

災 害 コ ー ド,危 険 物 コー ド

コー ド例:
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災 害 コ ー ド

死 因 コ ー ド 死 因 コ ー ド

震 災 001 医薬品による不慮の急性中毒 021

(治 療 目的 に あ らざ る)

風 水 害 002

その他の液体又は固体による不慮の 022

そ の他 の 天災 003 急性中毒

自 動 車 事 故 004 火災による死 023

その他の道路交通機関(市 街電車を 005 不慮の熱傷(火 災によるものを際) 024

含む)に よる不慮の事故
放射線による不慮の事故 025

鉄道(市 街電車を除く)に よる不慮 006
の事故 腐食性薬品による不慮の事故 026

水上交通機関による不慮の事故 007 爆発による不慮の事故 027

空輸機関による不慮の事故 008 雷 死 028

てんかん(癩 病)発 作の既往症ある 009 電気による不慮の事故 029
者の不慮の溺死

登 山(ス ポー ツ として の 登 山)中 の 030
遊泳中なることの記載ある不慮の溺
死

010 不慮の事故(飢 渇および凍死を含む)

不慮の墜落 031
その他の不慮の溺死 011

落下物による不慮の事故 0,3.2

不慮の一酸化炭素中毒 012

機械による不慮の事故 033
その他のガスおよび蒸気による不慮 013
の中毒

サルモネラ歯周による食物中毒 014

刃器 ・刺器又は銃器による不慮の事
故

034

食物の吸入又は嚥下による閉塞 窒 035
その他の細菌性食物中毒 015 息又は穿刺

河豚中毒. 016 その他の異物の吸入又は嚥下による 036

きの こ中毒 017 閉塞 ・窒息又は穿刺

その他の食物中毒 018 その他の不慮の機械的窒息 0371

飲 酒に よ る不慮 の メ チー ル 中毒 019 有毒動物の咬刺による不慮の傷害 038

毒草による不慮の急性中毒 020 その他の動物による不慮の傷害 039

飢渇による死(登 山中を除 く) 040

3担 保 種 類

対象 業務:保 険 統計,貸 金 業務,成 績調 査 資料

コー ド名:担 保 種 類 コー ド,担 保 条件 コー ド,裏 付 担保 コー ド
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2.3.14医

・/病

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

名

療

保 険 業務,病 歴 管 理 人事 管理,死 因等 の 統計

死 因 コー ド,病 類 コー ド,傷 病 名 コー ド,病 名 コー ド,診療 系 コー ド

123456
コ　 　 　

大 分類,中 分類,小 分類

E8500
　 　 　

外国の2重 基本分類 詳細分類
分 類
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コ ー ド例

(1)50項 目死 因 分類 表

死 因 病 名 コ ー ド 死 因 病 名 コ ー ド

伝 染病 及 寄生 虫病

呼吸器系の結核 010 肝臓の悪性新生物 187

その他の結核(後 遺症を含む) 020 膵臓の悪性新生物 188

その他の悪性新生物 189

梅毒および続発症 030

腸 チ フス 040 良性新生物 191

コ レ ラ 050 性質不詳の新生物 199

細菌 性 赤 痢お よび アメ ーバ症 060

全 身 病

レンサ球菌性咽頭炎および狸紅熱 070 糖尿病 200

貧 血 210

ジ フ テ リア 080

百日咳 090 脳 神 経 系 の 疾 患

脳出血 221

髄膜炎菌感染 100 脳硬塞 222

ペ ス ト 110 くも膜下出血 '223

急性灰白髄炎 120 その他の脳血管疾患 229

痘 瘡 130 髄膜炎 230

麻 疹 140

発疹 チフヌお よび そ の他 のリッチア症 150 循 環器 系 の 疾 患

活動性 リウ マチ熱 240

マ ラ リア 160 慢性 リウマチ性心疾患 250

日本脳炎 172 虚血性心疾患 261

破傷風 173 心内膜の慢性疾患 262

腸炎およびその他の下痢性疾患 175 その他の心筋機能不全 263

その他の伝染病および寄生虫病 179 その他の心疾患 270

高血圧性心疾患 280

新 生 物 その他の高血圧性疾患 290

食道の悪性新生物 180

胃の悪性新生物 181 呼 吸 器 系 の 疾 患

気管・気管支および肺の悪性新生物 182 イ ン フ ル エ ンザ 300

肺 炎 310

乳房の悪性新生物 183

子宮の悪性新生物 184 急性気管支炎および細気管支炎 321

白血病 185

大腸の悪性新生物 186
-
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(2)伝 染 病精 密調 査 コー ド

病 名

細 菌 性 赤 痢

疫 痢
'
ア メ ー バ 赤 痢

腸 チ フ ス

パ ラ チ フ ス

し よ う 紅 熱

ジ フ テ リ ア

流 行性脳脊髄膜炎

日 本 脳 炎

急 性 灰 白 髄 炎

イ ンラル エ ンザ

伝 染 性 下 痢 症

百 日 ぜ き

ま し ん

破 傷 風

呼 吸 器 系 結 核

そ の 他 の 結 核

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

(3)死 因 別 コ ー ド

「厚生省 疾病,傷 害および死因統計分類提要第H編 分類表」を用いる。

分離記号

953個 の国際細分類ゴ ]
162・

呼吸器系の悪性新生物

気管,気 管支および肺
の悪性新生物

分離記号

国際分類による詳細分類}
289個

国内で追加した詳細分類一一 一
1旦

気管支および原発と明示された肺

気管支および肺

1.国 際 分類 は,区 分 コーードによ るので,各 桁に は必 ず し も桁別 の意 味 を持 たせ て な い。

2.上 図は,基 本 分類 表 の構 造 を掲 げ た もので,他 に150項 目(A表) ,50項 目(B表)

70項 目(C表),300項 目(D表)お よび100項 目(P表)の 分類 表が あ り,各 表

は基 本 分類 表 との間 で,組 替 えが 可能 に な って い る。
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疾病 傷害および死因分類(行 政管理庁 厚生省(抜 粋))

伝染病および寄生虫病

コ レラ

古 典

エ ル トー ル

詳 細不 明

腸 チ フ ス

パ ラチ フス

パ ラチ フ スA

パ ラチ フスB

パ ラチ フスC

詳 細 不 明の パ ラチ フ ス

そ の他 の サル モ ネ ラ感 染

感染 の媒介 物 と して 食 物 を伴 な う もの

感 染 の媒介 物 と して 食物 の記載 の ない もの

細 菌 性 赤痢

志 賀菌

フ レ キ シネル菌

ボ ン ド菌

ゾ ンネ菌

シ ュ ミッッ(ス トウ ッ ェル)菌

その 他

詳 細 不 明

食中 毒(細 菌性)

ブ ドウ球菌

ボ ッ リヌス

その他 の ク ロス ト リジウ ムに よ る もの

その他 の 細菌 性 食 中毒

腸炎 ビブ リオ

そ の他

詳 細 不 明の 食中 毒

アメー バ 症

肝 膿瘍 を伴 む もの

肝膿 瘍 の 記載 の な い もの

そ の他 原虫性 腸疾 患

バ ラ ンチ ジ ウム症

ジ アル ジ ア症

000

000.0

000.1

000.g

OO1

002

002.0

002.1

002.2

002.9

003

003.0

003.9

004

004.0

004.1

004.2

004.3

004.4

004.8

004.9

005

005,0

005.1

005.2

005.8

005,8a

OO5.8b

OO5.9

006

006.O

OO6.9

007

007.0

007.1

以 下 略
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2.3.15情 報

・/図 書 ・ 新 聞

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

資 料 管理,文 書 管理 文 献 検索

図書 分 類 コー ド,雑 誌分 類 コー ド,資 料 コー ド

A100ト　 　

款別 項日別

LBI
　

図書分類

A～Z
　
雑 誌

A1234567B
　 　 　
大 中 小 分類

330・148
　 　

国際10進 分類

コー ド例:国 際10進 分類
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33経 済 学 (抜 粋)

330経 済 の一 般 概 念

330.1

.11

.115

.12

。13

,14

.148

.15

.16

.17

.172

.173

.18

.182

.183

.184

.185

。186

.187

.19

経済学の基礎概念

経済現象および経済法則

191.5

.52

.6

計量 経 済 学

経済 行 為 の 対 象;財 ・サー ビス

経済 性,経 済的 原 理,価 値,効 用 →338.5

資本 →336.72,336.767,338.94,658.14

資 本 主 義

自然 的 要因;土 地 天 然 資 源,自 然 力

心 理的 要 因;要 求,欲 望,抑 制,経 済 意 欲

自由経 済 と拘束 経 済

自由経 済

拘 束 経 済:統 制 経 済 →338.98

経 済学 の学 説 主 義

重商 主 義

重 農主 義

古典 学 派 自由主 義

倫理 的 学 派 ロー マ ン主義 学 派 歴 史学 派 社 会法 学 派

多少 と も直 観 を根 拠 とす る学 説

純粋 科 学 に用 い られ る方 法 を前 提 とす る学 説

経 済体 制,経 済 の発 展段 階,規 模

国家経 済,国 民経 済

ア ウ タル キー,自 給 自足

国 際経 済,世 界経 済

330.2経 済における協同の問題

経済機構とその改革

331労 働,労 働 問題 →351.83./.84,658.3

.01労 働 に 関す る理 論 労 働経 済

.011.2労 働 す る権 利

.3労 働 に対 す る義 務

012生 産要 素 と して の労 働

。013

.018

.021

.022

労働の重要性 効用,価 値

労働の質

労働の種類;自 由,単 純 依存,専 門的 創造的,

821肉 体労働.822精 神労働

831生 産的労働.832非 生産的労働'

労働に対す る態度,労 働士気 服務規律

以

指導的労働など

下 略
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・2工 業 所有 権(特 許)

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

コー ド例:

特 許 管 理

日本 特 許 分類 コー ド

098(3)A123・456・7
　 　 　

主分類 補助類 種 目
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日本特許分類(特 許庁:抜 粋)

第98(3)類 伝 送回 路,空 中 線

この類 は,昭 和42年7月1日 付 分 類 改正 に

よ って 新設 され た類で あ る。

この類 は,第96類,第98類 に分 類 され て

い た伝送 回路,空 中線 に関 す る事項 を再 編 成 し

て 分類 した もので あ る。

し たが って,こ の類 の 補助 類 お よ び種 目 に属

す る事 項 にっ い て は,廃 止 され た第96窺

第98類 を参照 され た い。

A集 中定数回路

B分 布定数回路

C立 体回路

D空 中 線

A集 中定 数 回 路

0集 中 定 数 回路(← 集 中定 数 回 路網 に 関 す

る測定)

01素 回 路網

02擬 似 回 路網

1結 合 回 路,分 岐 回路(← サー キ ュ レー タ)

2変 換 回 路,整 合 回路

3共 振 器 ろ波器

31共 振 器,

32ろ 波器

321普 通 ろ波器

322圧 電 ろ波器

323磁 わい ろ 波器

324機 械 的 ろ 波器

325集 積 回 路 ろ波 器(製 造 法,集 積 構造

→99(5)H)

4分 波 器,合 波器

5伝 送特 性 補 償 回 路

51周 波数 領 域等 化 器

52時 間領 域 等化 器

6減 衰 器(← アイ ソ レー タ)

7移 相 器(← ジ ャイ レー タ)

8遅 延 回路,遅 延 線

0

1
占

9
緬

つ
∨

14

0

01

-
⊥

り
ム

リ
0

3

1

2

3

4

5

6

7

B分 布定数回路

分布定数回路

結合回路,分 岐回路

変換回路,整 合回路

共振器,ろ 波器

分波器,合 波器

C立 体 回 路

立体回路

回路素子

結合回路,分 岐回路(← サー キュレータ)

変換回路 整合回路

共振器,ろ 波器

共振器

ろ波器

分波器,合 波器

伝送特性補償回路

減衰器(← アイソレータ)

移相器(← ジャイレータ)

D空 中 線

0空 中線

01放 射 素 子 の形 状,構 造

011可 ど う性 を もっ もの

012伸 縮 自在 な もの

013折 りた たみ 自在 な もの

1放 射 パ ター ンの 形成

11放 射 素 子 と他 の装 置 と の組 み合 わ せ

12空 中線 配列

2共 振 形空 中線

3非 共 振形 空 中線

4電 磁 ホー ン,ス トロッ トア ン テ ナ,漏 え

い空中 線

5空 中線へ の 給電

6反 射,屈 折,回 折,吸 収 素 子

7空 中 線 の支持

9空 中 線 の付属 装 置

以 下 略
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.3カ ナ 文 字

対 象業 務:

コー ド名:

構 成 例:

販 売 管理,ユ ー ザ 管理,年 金 記 録管理

名寄 コー ド,ア ル フ ァベ ッ トコー ド,自 債 カ ナ コー ド

12
}

イ ロハ 順

12
}

ABC順

1022
　

漢字

12
　

50音 順

コー ド例:

50音 コー ド

ア00 カ10 サ20 タ30 ナ40 ハ50 マ60 ヤ70 ラ80 ワ90

イ02 キ12 シ22 チ32 二42 ヒ52 ミ62 リ82

ウ04 ク14 ス24 ツ34 ヌ44 フ54 ム64 ユ74 ル84

エ06 ケ16 セ26 テ36 ネ46 へ56 メ66 レ86

オ08 コ18 ソ28 ト38 ノ48 ホ58 モ68 ヨ78 ロ88

ガ11 ザ21' ダ31 バ51

ギ13 ジ23 ヂ33 ビ53

グ15 ズ25 ヅ35 ブ55

ゲ17 ゼ27 デ37 べ57

ゴ19 ゾ29 ド39 ボ59

囲 バ行 は バ行 と同 じに扱 うか,

適 当に 割 り振 る

ンを含 めて91以 降 に
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2.4産 業 別 意 見 分 析

アン ケー ト調 査 の なか で 「デ ー タ コー ドの標 準化 は ど うあ るべ きか」 の意 見 を求 めた ところ多 数 の

回答 が あ った の で,辱各産 業 ご とに,ま とめ て み た。

現 在 の 日本 の コン ピュ ー タユ ー ザは約2,000と み られ るが,調 査 票 の回収 数320通 に対 して,

この 「意見」 が あ った のが144通 で,全 体 の ユー ザが らみれ ば約7%の 意見 で あ るに過 ぎな い。 し

か し,デ ー タ コー ドの 各種 意見 の概 要 を知 る うえで は貴 重 な もの とい って よ い。

意見 の内 容 を傾 向 ごと に集計 した ものが 第2.4表 で あ る。

以 下 これ に っ いて 産業 別 に述 べ る。
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第2.4表 産 業 別 意 見 分 析
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2.4.1.鉱 業 およ び建 設 業(10社)

標 準 化 は当然 必 要 で あ るし,ま た,早 期 に決定 すべ きで あ る。 し か も全 国 的 な統一 を計 る もの で

な け れば な らな い。 そ れ は情 報で あ る デー タが 国 内 お よび 国際 的 に流 通 し,い わ ゆ るデ ータ の交換

・共 同 利用 が行 な わ れ るす う勢 に あ るか らであ る
。

標 準 化 の制 定 は,コ ー ドの 設定,管 理 を行 な う強 力 機 関 を作 るべ きで あ る。 そ れ は,全 国統 一的

な コー ドの制定 に欠 か せ ない もので あ る。

標 準化 の範 囲に つ いて は,全 国的 な コー ドに っ いて 行 な うべ きで あ る。 また これ とは別 に各業界

Cと の,あ るい は各企 業 ごと の統Lコ ー ドも必要 で あ ろ う。

標 準化 の 内容 と しては,コ ー ドは利 用 しやす い よ うに 桁が 少 な く,記 憶 しやす い こ とが 条件 で あ

り,基 本 的 な コー ドの設 定 の方 法,す な わ ち コー ドの体 系 化 の整 備 が 必要 で あ る。

標準 コー ドの 実施 にあ た って は,関 係法 規 の諸 問題,デ ー タ ・フ ォ マ ッ ト上 の 問題 現 行 コー ド

か らの移行 の時期,労 力 お よび経 費 の 諸 問題 を解 決 しな けれ ば な らない。 なお,こ の産業 界独 自の

コー ドにつ い て の意見,批 判 は と
.くに ない。

2.4.2食 品製 造 業 繊維 工業 お よ び 紙 パイ プ 製造 業(10社)

標 準化 の時期 にっ いて は,早 期 に決 定 す る必 要 が あ り,と くにJIS原 案 に な って い る もの にっ

い ては早 急 に実 施 され るべ きで あ る。 また,全 国 的 な統一 を試 み るべ きで あ り,一 方で は 個 々 の企

業,あ るい は同 種企 業 間 にお け る標 準 コー ドも考 え る必要 が あ る。

標 準 化の 内容 に っ いて は,標 準 コー ドの 桁数 は少 ない ほ どよ く,汎 用 性,互 換 性,実 用 性 に富 む

とと もに,数 字 コー ドだ けに し,あ る いは分 類 を考 慮 し た もの を希望 して い る。 標 準 コー ドの 移行

の際 に,木 きな 問題 と して機 密 保 持 の 問題 が 生 じ て くるこ と も忘 れ て はな らな い。

24.3.石 油,化 学 ゴム 工 業 お よび窯 業(12社)

標靴 に対しては全面的に賛成であり,国 家的題 地のものが必要である.こ れ}、は政府が中心

とな・て普及を心がけて・かっ各方面の意見を力日えて,早 急に雛 化を行なう必要がある.就

標準化のための広報を心が怯 ある程度の法的強制 もやむを得ない。

酷 化の範囲は全国的な麟 ・一 ドだけでなく,個 極 号 企業翻 など業界 または企業間の

統一コードも必要と思われる・これは峰 岡のデータの交換 あるい1まデータの共同利用媒 体化

したときに起きる問題である。

標靴 の内容についてはとく臆 見・・ない毒口 一 ・の櫛 ・ついての考慮㌣ ・ン・。一・導

入の早い企業が持つ・既定 ・一 ドの意見をとり入れて難 化の方向づけ殺 めることである
。

データ・コー ドの標準化の設定には,そ の目的を明確にし,企 業秘密が充分に確保されていない

と臓 である・企業秘密に賑 のない・一 ドであれば 標靴 はあ り得るカ㍉ そ嚇 囲に属する'も

のは少ないのではないか。
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2.4.4鉄 鋼,非 鉄 金 属,機 械工 業 お よび 精密 機 器製 造 業(15社)

デ ー タ ・コー ドの標 準 化 に っい て は,賛 成 で あ る。 今 後 の情 報 化 の急進 展 を考 えた場 合 それ は早

い程 よ いが,そ れ に は まず 官庁 の セ クシ ョ ナ リズ ム,た とえば郵 便 番号 と電 話 番 号,住 居 区 な どの不

統一 の よ うな こ とを な くし,官 公 庁提 出 資料 等 もコー ドの標 準化 と 合わせ て コー ドに よ る記 入 を認 め

るよ うな こ と も考 え るべ きで あ る。

デー タ ・コー ドの標 準 化 に つい て は,ま だ ほとん ど知 られ て いな い ので,今 か ら十 分関 係 機 関 を通

じて のPRが 必要 であ る。

デー タ ・コー ドの 範 囲 にっ い て は,日 付,都 道 府県 市 町 村,さ らに材料,商 品 等,汎 用性,市 場

性 の あ る ものについて行 なうべ きで あ る。 長 い 桁数 は対 象 とな るデ ー タの性 格 を 考 え ると,望 ま し くな

い。(最 大7桁)

数字 の みに こ だわ らず,頭 に1字 か2字 英 字 を入 れ た方 が よ い ばあ い もあ るの で そ の点 も考慮 すべ

きで あ る。 た だ その場 合 は デ ー タ処 理 が 有効 に 出来 るよ うに 構成 位 置 を考 え,ま た現 在各 企 業 に おい

て開 発 利用 して い る もの をよ く調べ,で きるだ け これらを生 か す よう配慮 され た い。 ま た,コ ー ドの メ

ンテ ナ ン スは簡単 に行 な え るよ うにす るこ とが必 要 で あ る。

現 行 の各 社 の デ ー タ ・コー ドは 必 ず し も自社 固有 の存 在 理 由が あ るとは限 らず,単 に偶発 的 に 決め

られ た 内容 の もの もあ るが,や は り現 行 コー ドか らの切 替 えは相 当 の期 間 と特別 の措 置 を要 す る。

標 準 化 の順位 に っ い ては,府 県 計量 コー ドの よ うに桁 数 が少 な くて使 用 しやす い もの か ら実施 す

べ きで あ り,同 時 に標 準 コー ドの発 表資 料 に は,内 容 と コー ドの対 応 表 だ けで な く,標 準 コー ドとし

て統 一 し得 るに至 った経 過 も必 要で あ る。 特 に その コー ドに よ って機 械 処理 を行 なお うとす る とこ ろ

の 目的,ま た は コー ドの持 つ機 能 にっ いて も抽 象 的,具 体 的両 面 か らの解説 を 要す る。

デ ー タ ・コー ド標 準 化の 方法 と して は,デ ー タの 体系 化,デ ー タ処 理 シ ステ ムの 効率 化,デ ー タの

互 換性 のた め の標 準 化 さ らに企 業 間 シ ステ ム設 定 の問 題 等 の検 討 も必要 で あ ろ う。

標準 コー ドが 広 く使 われ るか ど うか は,そ の コー ドの 内容 とユ ーザ の 態度 に よ る。 ユ ーザ にお いて も

も企業 の秘 密 に のみ こだわ らず,そ の メ リッ トを考 え積極 的に 利用 す る必 構 えが 必 要 で あ る。秘 密 は デ

デ一 夕で あ って コー ドで は な い筈 であ る。

24.5電 気機器 輸送機およびその他の製造業(17社)

企 業間,官 庁 間 お よ びそれ らの 相互 間 の デー タの 交換 の た めに も,早 期 に標 準 化 を確 立 しな けれ

ばな らない。 標 準 化 の た め の公 表や 広 報活動 も欠 か せ な い。

標準 化 の範 囲 は,で き るだ け広範 囲に,で ぎれ ば世界 中 ど こで も通用 す る もの が 望 ましい。 しか し,

標準 化 も対 象に よ り,JIS化 す る こと の無 意 味 な もの もあ り,目 的や シ ステ ムに よ って 異 な り,企

業 内,同 種 企 業 間 に の み 必要 な場 合 もあ る。

標準 化 の 内容 と して は,桁 は な るべ く短か く,コ ー ドが 体 系 的 に組 み合わ せ で き るよ うな ものが よ

い。 ま た,既 存 の コー ドをで きる だけ利用 す るのが 望 ま し い 。 コー ドはで き るだ け数 字 を 用 い るの
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が よ い。

標 準 コ ー ド体 系 に は っ ぎの よ うな 考 え もあ る 。

× × × × ○ ○ ○
-s・_一 ・y--J

国内 標準 規格 ユ ーザ ー設 定 規格
一

最大 桁数 の規 格 化

すな わ ち,複 合 コー ドの 考 え で,下 位 の桁 は ユ ー ザー の設 定で き る桁 とす る。 この 目的 は,標 準 コ

ー ドの利用 度 を 高 め,情 報 交換 の便宜 をは か る もの で あ る。

標準 化 の実 施 に は,一 定 の 猶予 期 間 を設 け,そ の 後は 法規 制 を行 ない,そ の 利用 を促 進 し,標 準 化

の移行 の 負担 を少 な くす る体制 を必要 とす る。

Z4.6商 業 およ び サー ビス業(11社)

標 準 化 は,時 日の経 過 する程 困難 に なるの で,す み やか に推 進 し,国 家 的 見 地 か ら,国 の施 策 と

して行 な うべ きで あ る。 制 定 にあ た って は,標 準化 の普 及,保 守 のた め に強力 な 機 関 を設 定す る必要

が あ る。

標 準 化 の範 囲 として は,か た よ る こ とな く,そ の コー ドの 使 用条 件,業 界 な どの事 情 を著 れ て欲 し

1い
。 目的 に応 じて,標 準化 は 企業 間 で行 な うべ き もの,ま た は国 内,さ らに 世界 的 に 統一 す べ き もの

・もあ る。 この判 定 は重 要 で あ り,そ れ に従 っ て,標 準 コー ドの具 体 的内容 も決定 しよ う。

標準 化 の 内容 は実 用 的 で あ るべ きで,体 系 的 な,た とえば 桁数 分類 な ど も標 準 化 の対 象 に な る。

標準 化 の普 及 のた め には,各 業 界 と各 官庁 の 情 報 の交換 に標準 コー ドを徹底 させ,必 要 とあ れ ば コー

ドの 分類 体 系 に英 字 ま たは カ ナ文字 によ る略 号 の表 現 も考 えて よい。

2.4.7金 融 保 険 およ び 証 券業(16社)

標準 化 の 目標 と して,情 報 化社 会 に 於 け る情 報の相 互 利用 が 安全 か っ正確 に 円滑 に 行 ない 得 るも

の で 国際的 に も通 用 す る もの を 目標 にすべ きであ る。 ま た,将 来 の情 報処理 技 術 の進 歩 あ るい は デー

タの媒 体 の変 化 に対応 出来 る弾 力 的 な構 成 にす る必要 があ り,さ らに コン ピ ュー タの使 用効 率 を阻害

す る様 な 冗長 な もの であ って は普及 で き ない ので,そ の点 の配 慮 も必要 であ る。

標準 化 の時期 につ いて は出来 る だけ早 く行 な い,交 換 の無駄 を無 くすべ きで あ る。 また制 定 順 序 を

きめ る場合 に は,デ ー タの内容 を考 慮 し,関 連 コー ドは 同一年 度 に制 定 す るな ど変換 を何年 に もわ た

って 行 な わな いで 済 む様 に し なけれ ばな らな い。

標 準 化の 制定 に は,権 威 と責 任 のあ る機 関 によ って 制定 す べ きで あ る。 官公 庁 と指定 して い る場合
ゆ

あ るいは業 界 の協 議 会,協 会 な どに委 託 す べ きとの意 見 が 出 されて い る。

標 準化 の範 囲 と しては,広 範 囲 な標 準 化 を希 望 す る場合 とシ ステ ムの経済 性あ るい は機 密 性 とい う

点 か ら流通 を必要 とす る一 部 の コー ドに 限定 すべ きで あ る との意見 に 分れ て い る。 この点 に関 して は

汎用 性 のあ る,ま た は公共 性 の あ る もの を第 一に 取 上 げ るべ きと思 う。 制定 の基 準 を制 定 し,普 及 に

努 め る事 が 必要 で あ る。JIS制 定 済 の年 号,日 付,時 刻,性 別,都 道 府県 の他,郵 便 講 ず べ きで あ る。
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のJIS化 を早 急 に行 な うこ とを 希望 して い る企 業 が多 い。

デ ー タ ・コー ドの 内容 に 関 して は意 見 が 出 され て い ない が,使 用 目的 が業界 に よ って異 る場 合 に例

え ば都 道 府県 コー ドと損 保 の 地域 コー ドの 様 に結 果 的 に2な い し3組 の コー ドに な って しま う場 合 が

あ り,体 系 化,コ ー ド構成 な どにつ い て は相 当深 く研 究の 必 要 があ る。

'実施 上 の 問題 点 と して
,交 換 時 の経 費の 問題,移 行 の期 間,強 制 の 度 合の他,制 定後 の コ ー ドの更

新 の 必要 もあ り,十 分検 討 して実 施 しな けれ ば な らな い。

そ の他 標 準 化 に つ いて の情 報 を知 らせ て欲 しい との希 望,コ ー ド表 配 布方法 にっ い て の意 見 が あ る。

2.48連 覇,倉 庫 電気 お よび ガス 業(11社)

国内 の コー ド標 準化 の 基盤 を作 って,混 乱 を な くす るこ とで あ る。 その ため に は,標 準 化 の動 き

に っ いて の公 表 と,コ ー ドの 保守,管 理 にっ いて の 公 示 の制 度 が必 要 で あ る。

社 内 の標 準 化 も,国 内 の標 準化 に 合 わす べ きで,固 定 化の 部 分 をは っ きり させ,使 用 者 が 弾力 的に

使 用 で きる もの が 望 ま しい。

標 準 化 に は系 統 的 な方法 論 も十 分 に検討 す べ きで あ る。 具 体 的 に は 桁数 が長 くな るか ら組 合わ せ コ

ー ドの よ うな使 用 法 が よ い し,ま た コー ド間の 関連 を考 慮 す るこ とで あ る。 標 準化 を希 望す る コー ド

に,個 人 コー ド,金 融 機 関 コー ドの 希望 が あ る。

2.4.9計 算セ ン ター 学 校,病 院,研 究所,組 合,諸 団体(24社)

標 準 化 は大 賛 成 で あ り,す みや か に行 な うべ きで,そ の ため に は標 準 コー ドの 管理 機 関 が な い と,

標 準化 の流 通 と確 保 は むず か しい。 全 国的 な統一 を 目標 と しな けれ ばな らな い。 た と えば,住 居 表示,

企 業 産 業,職 業 な どの コー ドは こ の部類 に属 す る。 企 業 内独 自で使 用 す る もの は,標 準 化 の必 要 は

な い。

標 準 化の 内容 とし ては,共 通性,融 通性,理 解 し易 い,簡 単 な もの とい う条 件 が必 要 で あ ろ う。 こ

の ほ か,桁 数 の短 か い こ と,情 報 交換 の 利用 効 果 を高 め る こ と,経 営 情報 の標 準 化 との 関連 な ど具 体

的 な考 慮 が 必要 で あ る。 コン ピュー タ能 力 も考 え て,分 類 体 系 を示 す ことに重 点 を置 くこ とが望 ま し

い。

標 準化 に は,法 律 的 な義 務 づ けが 必要 で あ る。 この ほか,標 準 コー ドの降 路 と な る ものに,デ ー タ

の 媒体 上 の フ ォー マ ッ トの問題 があ り,そ の ままの 形 で使 用 で きない 場合 も生 じて くる。 し たが って

標 準 化 され た コー ド体系 を参 考 とし て個 々の適用 例 ご とに変 え るこ とが 必要 が あ る。

2.4.10.政 府 機 関お よび 地 方 公共 団体(18団 体)

永 続 性 が あ り,し か も広 い 共通 基 盤 に立 りた コー ド体 系 を確 立 し,そ れに もとつ いた 標 準 化を 行

な うべ きで あ る。 さ らに,国 際 的 な デー タ 。コー ド体 系 との接 続 も考 えた 標準 化 で な けれ ば な らな い。

ま た,情 報 化の社 会情 勢 に勘 案 し,情 報処理 技 術 の進 歩 も考 慮 し,積 極的 に デー タの 利用 価値 を増大

させ るよ うな体 系 化が 望 ま しい。 デー タ ・コー ドの 利用 目的 を 正 し く把握 した もので な けれ ば な らな
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い。 そ して,標 準 化 の方 向 を見 定 め た ら,で きる だ け早 期 に実 施 すべ きで あ る。 いた ず らに 日時 を空

費 す る こと は,同 対 象異 種 コー ドの乱立 とな る恐 れが あ る。、

標準 化 に は・ そ のた めの 強力 な推進 機 関 が 必要 で あ り,同 時 に各 方 面 の意見 を求 め,標 準 化 に組 み

入 れ るのが よい。 標準 コー ドの作 成 と その加 除,訂 正 が多 い と思 われ るが,そ れ らの確 実 な 管理 と,

す みや か に ユ ーザ ー に周知 す る方法 を講ず べ きで あ る。

デー タ ・コー ドは処 理 目的 に よ って作 られ る もの で あ るか ら,分 類概 念 の 明確 な ものは別 と して,

企 業 の な か で 目的 に応 じた コー ドを設 定 せ ざる を得 な い。 しか し
,こ の場 合 も標 準 化の動 向 を失 なわ

な い こ とが必 要 で あ ろ う。

標 準化 の内 容 に つい て は,コ ー ドの 各 桁 の意 味 づ け,コ ー ドの ミス防止,コ ー ドの追 加 に対 す る融

通 性 拡 張性,あ るい は デ ー タ ・コー ドの変換 な ど も定 め る必 要 が あ る。 分 類 内容 にっ いて も明確 に

して,既 存 の コー ド体系 を十 分 に加 味 した 標 準 化が 必 要 で あ る。

現 在 使 用 申 の コー ドか ら,標 準 コー ドに移行 の際 の 損失 を さ け るた めに,併 行 方 式 を と り,標 準 コ

ー ドの使 用 に っ い ては
,法 的 措置 を と って積極 的 に その使 用 を推進 す る必要 が あ り,と くに 官庁 に っ

い て使 用 を 義務 づ け る。

2.4.11ま と め

各産 業 ご とに 「意見 」 の傾 向 を み ると,あ る産業 に だ け独 自な意見 は と くに な く,全 体 と して,

各 産 業 と各 意 見 の 相関 に は 偏 りはな い と思 われ る。

各 産業 ご との 件数 は,む ろん尊 重 す べ きで あ るが,全 体 の ま とめ にっ いて は,各 意見 総 件 数 も見

な けれ ば な らな い。

今 回 の調 査 にお け る意 見 と して,っ ぎの4っ を代 表 す るこ とが で き る。

○ 標 準化 は早 急 に決 定 せ よ

○ 標 準 化の 制定 機 関 を 明確 に

○ 標準 化の 範 囲 を限定 せ よ

○ 標 準 化 を体 系 的 に 考 え よ

これ らの意 見 また は要 望 を もとに,標 準 化 の基 本方 針 を立 て るべ きで あ ろ うが
,そ の ほか に もユ ー

ザー の要 望,意 見 を十 分 に尊 重 すべ きであ ろ う。 と くに,業 界 内の 団体 の意見 は別途 考 慮 する必 要が

あ る。

この4大 意見 の うち,標 準 化 の基 本 原則 で あ る コー ド体系 の整 備 に 関す る意 見 は
,標 準 コー ド設定 の

の基 本 条 件 とな ろ う。
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3.1概 説

一般 に デ ータ コー ドの標 準 化 に よ る効 果 として,次 の よ うな点 が 挙げ られ る。

1)相 異 な る企 業 また は各 種 機 関等 の相 互間 に お け る情 報 の交換 。

2)各 種情 報 の総 合 利用

3)事 務 の機械 化 に関 す るシ ス テム設 計 お よ びプ ログ ラ ミング

3.1.1商 品 コ ー ドの 特 殊 性

商 品 コー ドめ標 準 化 に よ る効 果 は,他 の大 多 数 のデ ー タ コー ドに く らべ て,次 の よ うな特 徴 を持 っ

て い るこ とか ら,前 記 の一 般 的 な効 果 を,よ り一層 大 き くす る もの と思 われ る。

1)コ ー ド化 の対 象(商 品)が,き わ めて具体 的 で あ る。 この こ とは,標 準 コー ドが 設定 され た

場 合 に,各 ユ ーザ が これ に 若 干 の桁 を追加 す る こ とに よ り,単 品 の指 示 を可能 にす るので,商

品 取引 等,個 別 企業 間 にお け る情 報 交換 に も用 い られ るな ど,活 用 範 囲が きわ め て広 い こ とを

意 味す る。

2)'コ ー ド化 の対 象 が,き わ めて多 種 多 様 であ る。

この こ とは,当 然 コー ド化 の 困難 性 に繋 るが,こ の困難 性 に比 例 して,標 準 コー ドが 設定 さ

れ た場 合 に,そ の 後 にお け るシス テ ム設計 お よ びプ ロ グ ラ ミング の負担 軽 減 に及 ぼ す効 果が 大

きい。

3)コ ー ド化 の対 象 の普通 性 が きわ めて高 い。

す なわ ち,企 業,個 人 等 の経 済 活動 の ほ とん どは,直 接,間 接 に,商 品 の生 産 ・ 流通 お よび

消 費 に関 連 して い る。 この こ とは,商 品 に関 す る情 報 が,経 済 活動 が行 なわ れ るあ.らゆ る場面

で,頻 繁 に 交換 され て い る こ とを意 味 し,情 報 の交 換 お よ び総 合 利用 を促 進 す る うえで・ 標準

化 によ る効果 が きわ め て大 きい こ とを物語 る もの であ る。

3,1.2早 期 設 定 の 必 要 性

商 品 コ ー ドは,利 用 頻 度 が きわ めて高 い もの で あ るだ けに,個 別 企 業等 でそ れ ぞれ 独 自の もの が用

い られ て お り,情 報 化社 会 の進 展 に伴 って,こ の傾 向 は一層 顕 著 に な る もの とみ られ る。 したが って

現状 の ま ま放 置 す る こ とは,商 品 コー ドの標 準 化 を ます ます 困難 に し,ひ い て は,デ ー タ ・バ ン クを

は じめ とす る各種 の情 報 シ ス テ ムの 生 成 を阻 害 す る要 因 とな るの で,す み やか に標 準商 品 コー ドを設

定 す る必 要 が あ る。
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3.2商 品 コー ドの標 準化

3.2.1生 産,流 通(国 際 貿 易 を含 む)・

ド標 準 化 の 要請

消費を通ず る分析の面か らの商品 コー

(1)商 品 コー ド標 準 化が 必 要 とされ る背 景

商 品 は経済 活 動 のあ らゆ る分 野 に か か わ りを持 ってお り,マ クロ分 析 と呼 ばれ る国民所 得分 析・ 産

業 連関 分析 をは じ め として,経 済 の動 向 を示 す生 産指 数,物 価指 数 にお い て も商 品 は重要 な役割 を果

して い る。 また,視 点 を民 間 企業 にお くな らば,企 業 経 営 の意志 決 定 を行 な う場 合,個 々の商品 の市

場 の状 況,需 要予 測 の デ ー タが 不 可欠 な もの とな って きて い る。商 品 の生 産量,在 庫量,消 費量 な ら

び に価格 に関 す るデ ー タは,個 々の 企業 によ って,企 業 の内 部情 報 と して把 握 され る と と もに・ 政府・

団体 の 統計情 報 として 把 握 され てい る。 しか し,電 子計 算 機 に よ る事務 処 理 の システ ム が各 企 業 に普

及 しつ つあ る今 日,政 府,団 体 が 把 握 し得 る商品 に関 す る情 報 は,企 業 が 内部 情 報 として把 握す る情

報 に,商 品 の分 類体 系 ない しは こ まか さの うえで制約 され る こ とに な るの は い うまで もない。 い っぽ

う,民 間 の各企 業 が必 要 とす る内部 情報 として の商品 に 関 す る情 報 は,業 種 や企業 規 模 に よ って商品

の 分類 体系 ない しは こまか さの点 で異 な った もの を作 成 しが ちで あ る。 例 えば,ス ーパ ーや百貨 店 は,

扱 う商 品,の範 囲 が主 と して家 庭 で 消 費 され る 商 品 に限 られ てい るこ と,柄 ・ 色・ 型 等 も含 め た銘柄

もあ って,こ の業 種 が作 成 して い る商 品 分類 は,商 社,運 輸業 や倉 庫 業 等 の 企業 が必 要 とす る商品 分

類 と異 な った もので あ るこ とは明 らかで あ る。 したが っ て,個 々の 企業 ま た は取 引 を通 じて結 合 され

た企業 グル ー プ内 の必 要性 を満 たす こ とだ け を 目的 と して作 成 され た商 品 分 類 は,全 業 種 に ま たが っ

て共 通 に使用 し得 る もの に は な らな い。

電 子計 算機 が 普及 し,経 営 情 報 シス テ ムを各 企業 が確 立 しっ っ あ る と き,早 急 に商 品 コ ー ドの標 準

化 を図 るこ との要 請 が 高 まっ て い るの は,こ の よ うに各 企 業 が ば らば らに コー ドを設 定 し,国 あ るい

は団 体 が情 報 を収集 し加工 分 析 す る うえで大 きな制約 とな る恐 れ が あ るか らであ る。

② 統計情 報 シス テ ム化 と商 品 コ ー ド

行 政お よ び企 業 に お いて 必要 と され る情 報 の多 くは各 種 の報告 を集 計 ・加 工 す るこ とに よ って得 ら

れ る。 これ らの報告,例 えば行 政 に あ って は統計 報告,法 に基 づ く業 務 報告 等,企 業 に あ って は工 場・

支店,出 張 所 か らの生 産,販 売,労 務 報告 な どは それ ぞれ必 要 の都 度,必 要 な事 項 に限 って収集 され・

それ ぞれ の報告 ご とに そ こに 含 まれ る情 報 だ けが集 計 ・加 工 され て い る。

・この よ うな情 報 の作 成 シス テ ム は,国 が現 在 とって い る統 計情 報作 成 シス テ ムの なか で その 典型 的

な例 がみ られ る。

国 が作成 して い る統計 は,人 口,労 働,賃 金,消 費,生 産等 社 会,経 済 に関 す る もの をは じ め とし

て,多 方面 にわ た って い る。 これ らの統 計 の うち,経 済 統 計 は企 業,事 業 所,世 帯,人 を報 告単 位 と

して い る。 これ まで 国 が作 成 して きた統 計 は,主 として各 種 の統 計調 査 を実 施 し,回 収 され た調査 票
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か ら手 集計 や機 械 集計 を行 な うこ とに よ って 作 成 す る とい うシス テ ムが と られ て きた。 例 え ば・ 工 業

統 計調 査 か ら工業 統 計 表が,商 業 統 計 調 査か ら商業 統計 表 が作 成 され て い る。 しか し・ 電 子 計算 機 に

よ る情 報処 理 技 術 の発 達 は,従 来 手 集 計 の段 階で は考 え られ もし なか っ た複雑 ・高 度 な加 工 ・集 計 を

可能 に して きて お り,復 数 の統 計調 査 の 結果 を リンク して,高 度 な情 報 を生 み 出 す こ と も技 術 的 に は

可能 な段 階に現 在 あ る。通 産 省 は,主 として生 産 面 に関 す る統計 を作 成 してお り,労 働 者 は労 働,賃

金 の面 に関 す る統計 を作 成 して きた。 しか し,両 省 が集 めた情 報 を リン クして,生 産 と労 働 ・賃 金 を

結 びつ けた詳細 な統計 を作 成 す る こ とは これ まで な され てい ない。 す なわ ち,商 品 な い し生 産品 目の

需給 バ ラ ンス,価 格 分析 を行 な う うえで最 も重要 な こ とは,生 産,流 通,貿 易,消 費,投 資 に 関 す る

それ ぞれ の統 計 を互 い に リン ク して,生 産 か ら消 費,投 資 また は輸出 入 に至 るま で の品 目の追 跡 を行

な うこ とで あ る。 そ のた めに は,各 段 階の統 計 にお い て使 わ れ てい る品 目分 類が 互 い に リンク し得 る

体 系 を持 って い るこ とが望 ま しい が,現 在用 い られ て い る品 目分 類 の体 系 は そのよ うに はで きて い な

い。 生産 面 にお け る生 産動 態 統 計,工 業 統計 表,流 通 面 にお け る商業 統計表,運 輸,倉 庫 統計 ・ 消費

の面 にお け る家 計調 査,輸 出入 面 の 貿易 統 計 に使 われ てい る品 目分 類 は相 互 に全 く異 な った統 計 を持

ってい る。 統計 情 報作 成 の シ ス テ ム化 とは,こ の よ うに2種 類 以上 の 統計 を リン ク して,高 度 な新 し

い統 計情 報 を作 成 す る手 続 きを確 立 す るこ とにあ る。

(3)統 計 情 報 シ ステ ム化 の基 盤 とな るデ ー タ ・コ ー ドの標 準 化'

統 計情 報 作 成 の シス テ ム化 の観 点 か ら,標 準 化 を図 る必 要 のあ るデ ー タ ・コー ドは通常 大 き く2つ

に区分 されて い る。 一 つ は,個 体 識 別 コー ドと呼 ばれ る もの で,企 業,事 業 所,世 帯,人 等 に 関 して

与 え られ るコ ー ドで あ る。他 は分 類 項 目 コー ドと呼ば れ る もので,既 に体系 化 され て い る商 品 分類,

産業 分 類,職 業 分類 の分 類 項 目に与 え られ て い る コー ドであ る。

生産,流 通,消 費,輸 出 入 の情 報 を入 手 す る段 階で 商品 また は品 目分 類 コー ドを標 準 化 して 統一 的

に把 握 され,ま た,企 業,事 業 所 か らこれ らの情 報 を収集 す るにあ た って個 々の企 業,事 業 所 に与 え

られ た コ ー ドを情 報 と一 体 的 に記 録 す るな らば,生 産,流 通,消 費 に っ いてそ れ ぞれ 独立 に収 集 され

た情 報で あ って も,集 計 ・加 工 の段 階 でそ れ らの情 報 を リン クす る こ とが 可能 とな る。 例 えば,化 学

肥料 を製造 してい るA社 が あ り,こ れ に特定 の統一 され た番 号が 与 え られ,各 種 調査 にあ た って統 一

的に この番 号 が使 われ た とす る。 通 産 省 はA社 に対 して生 産,出 荷面 につ いて,大 蔵 省 は企 業 経営 面

につ いて,労 働省 は労 働 ・賃 金面 につ いて調 査 を行 な った場 合,A社 に関 す る各 種 の情 報 は企業 番 号

を介 して 相互 に リンクす るこ とが で き る。 同様 にB問 屋 につ い て仕入,出 荷,在 庫 面 に関 す る調査 を

行 ない,そ こで使 われ て い る商品 分 類 コ ー ドが,A社 の生 産,出 荷 と同 じ標 準 コー ドが使 われ て い る

な ら.ば,A社 →B社 → 販 売 とい うよ うに生産,流 通,消 費 の 商品 別情 報 を統 一 的 に把 握 す るこ とが 可

能 に なる 。

この よ うな シス テ ムが作 り出 され るな らば,商 品 別 需給 バ ランス,需 要予 測 が 可能 に な るばか りで

な く,国 民所 得 分析 や産 業 連 関 分 析等 マ ク ロモデ ル と リン ク した品 目別,企 業 規 模 別,地 域 別 の分 析

が 可能 とな り,商 品別 の 市場 分 析 が精 ちに行 な え るの を は じめ,流 通 問 題 物価 問題 等現 在 の 日本経

済 に おい て早 急 に解 決 を迫 られ て い る問 題 に つい て も解決 の糸 口 を提 供 す るこ とが 可 能 とな ろ う。・.
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3.2.2商 品 取 引 の た め に 用 い る 銘 柄 コ ー ド と の 関 連 に お け る 問 題 点

国民経 済 に直接 関 係 を もつ 商品(材 料,半 製 品,完 成品)の 管 理,す な わ ち,生 産 管理,在 庫 管理 ・

販売 管理 等 に電子 計 算機 を介 入 させ 円滑 な流通 を図 る手段 の一 つ として商 品 名 に コー ドをふ るのが 有

利 で あ る こ とは前 述 の通 りで あ るが,そ の場 合考 えな けれ ばな らない重 要 な こ とは産 業 コー ドとの 関

係 お よび 商品 が 実際 に市場 で 取 引(流 通)さ れ る場 合の寸 法,デ ザ イ ン,産 地,等 級 な どその商 品 の

もつ全 て の特 徴 を そ な えた商 品 銘柄 コー ドとの関 係 を どの様 に処 理 す るか に あ る。

生 産 分類 との 関係 は後述 す るの で,こ こで は現 在外 国お よび 国 内で 一般 に使用 され て い る商品 コ ー

ドと商 品 銘柄 コー ドとの 相異 点 を明 らか に してみ た。

(1)日 本 標 準商 品 分類(行 政 管理 庁 編)

価 値 あ る有 体 的商 品約37,000集 団 を取 りあげ,

1.粗 製 材料(動 物,植 物,鉱 物等 の素 材 を含 む)

2.加 工 基 礎 資 材(粗 製 材 料 が若 干加 工 され た半 製品 で,更 に製 造 また は建 設 の た め に使 用 され る商

品 を含 む)

3.最 終 製造 品(そ の ま ま使 用 に 勘 え る よ うに完 成 され た商 品 を含 む)

4.ス ク ラ ップお よ び ウエ イ ス ト(再 生 資 源卸 売 業者 によ って ス ク ラ ッ プお よ び ウエ イス トとの価格

で一 般 に取 引 きされ る ものの み) .

5.骨 と う品

6.分 類 不 能

の6つ の大 分類 に分 け られ,さ らに全 商 品 を99の 中分類 に分 け,申 分類 以 下 を1～7桁 の数字 で 細

分 した小 分 類 コー ドで個 々の 商品 を表 わ して い る。 例 えば185214131は 塩化 ビニ ール樹脂

(フ ィル ム),185207122は ポ リエ チ レ ン(パ イプ)を あ らわ してい る。 は じめ の2桁18

は大 分類2一 加 工基 礎 資 材 を表 わ す と同 時 に 中分類 基 礎化 学 製品 を表 わ し,次 の2桁52の うち5は

小 分類 合 成 樹脂 お よび その他 の プ ラスチ ック を表 わす。52の 下 の桁 の2は 重 合樹脂 を表 わすが,も

し51で あ れ ば縮 合樹脂 を表 わ す。 残 りの下 か ら5桁 の14131お よ び07122は 類 似品 に対 す

る判別 のた め の グル ー プ コ ー ドであ る。 こ こで注 意 を要 す るこ とは商 品項 目 は最 下 位 の もの で あ って

も・個 々の 商品 で は な く商品 集 団 を示 す もので あ る。 したが って この分 類 表 は全 商 品 を重 複 脱 漏 な

く,い ず れ かの 分類 項 目 に編入 す るこ とがで き るが,こ れ は あ くまで も統 計 を作 成 す るた めの要具 で

あ る。 商 品 流通 の た めに は個 々 の商 品 に つ いて詳 細 に コー ドが 付 され て な けれ ば完 壁 な使 用 に耐 えぬ

とい う点 が異 な る。 商品 流通 の た めの 銘柄 コ ー ドとは,あ る商 品 を識別 す るた め に,① 商 品 の成 因

(製 造 方 法 な ど),② 商品 の材 料,③ 商 品 の用 途,④ 商 品 の機 能,⑤ 商 品 の寸 法 ・形 状 な どその商 品

が もつ全 て の因子 をあ げ,そ の商 品 が他 の商 品 と完全 に選別 す るた め に最 小限 必 要 な因 子 を と り出 し,

その 因子 を コー ド化 し商 品銘 柄 と対 応ず けた もので あ る。例 えば本 を注 文 す る場 合最 小 限 題名 が あれ

ば一 応 の判 別 が 出来 るが,な お 一層 受 注 者 が確 実 に簡単 に選 び出 す た め に は,著 者名,発 行 所 を同 時

に知 らせ ば 都合 が よ い。 また,も う少 し確 実 を期 す た めに は,発 行 年 月 また は初 版,改 訂版 等 の別 お
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よび定価 な どを知 らす こ とで,注 文 品 と相 異 の ない もの を受取 るこ とが 出来 る。 この場 合 の本 の もつ

コー ドの要 因 は題 名 ・著 者 名 ・発 行 所 ・発 行年 月 ・版 数 ・定価 で,こ の内最 小 限必 要 な ものの コー ド

の組 合 せ た ものが 商 品 流通 の た め の銘柄 コ ー ドで あ る。(以 下商 品 銘柄 コー ドと呼 ぶこ とにす る)

(2)国 際貿 易標 準 分類(StanderdofInternationalT■adeClassifica-

tion)国 連 本 部編,以 下SITCと い う。

全商 品 を約3,000の 商 品 群 に分 類 し,そ れ ぞれ に コ ー ドを付 けた もの で,そ の 分類 方 法 は・

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第10部

とし,

0は 原 油 お よび粗 油(天 然 揮 発 油 を除 く)を 表 わ し3322は 灯 油(ジ ェ ッ ト燃 料 油 を含 む)を 表 わ

す。 上位 第1桁 の3は 大 分類 で 第3部 鉱物 性燃 料,潤 滑 油 その他 これ らに類 す る もの を表 わ す。 ま た

上位 第1第2桁 の33は 中 分類 第33類 石 油 お よび そ の製 品 を表 わ し,下2桁10お よび22は 小 分

類 でそれ ぞれ の商 品 の グル ープ コー ドであ る。

日本標 準 商 品分類 は どち らか とい えば用 途 ない し機能 に着 眼 して組 立 て られ て い るがSITCは 用

途 別加 工 別 に分類 され てお り,コ ー ドの桁 数お よび商 品 の グル ー プ分 けに粗 密 の差 が あ る。

(3)輸 出入 統 計 品 目表(日 本 関税 協 会編)'、

関税 統 計 の分類 に用 い られ てい る ものでSITCを 基 礎 に して作 っ た もので あ り基本 的 な考 え方 お

よび分 類 項 目はSITCと ほ とん ど同様 で あ る。

以上 現行 の商品 分 類 と商 品 流通 の た めの銘 柄 コ ー ドにつ いて の相違 点 を述べ たが 電子 計 算機 を駆使

して生 産 管理 か ら販 売 管理 まで行 な って ゆ くこ とが早 晩予 想 され る情 報 化 社 会 にお い て単 に商 品 に関

して 統 計分析 あ るいは経 営 分 析 の た めの コ ー ドを作 るか,ま た は商品 の流通 ま で を考 えて一 本 化 した

コー ドを作 るか・ あ るい は また,過 去 の時 系 列 を考 え統計 用 として の商 品 コー ドと商 品 流通 の た めの

商品 銘柄 コ ー ドの 二 つ を作 るべ きか い つれ が得 策 か こ こに問題 として提起 したい。 と もあれ 統計 用 と

して作 る場 合 は現行 の 日本 標 準 商 品分 類 とSITCの 調 整 の問題 お よ び 日本 標準 産業 分類 との調 整 の

問 題 が残 され てい る。

また商 品 銘柄 コー.ドと商品 統 計 コー ドの一 体化 の た めに は商 品分類 学,統 計 学,経 営学,経 済学 等

0部 大分類

1部 食料品および動物

2部 飲料およびタバコ

3部 食用に適しない原料(鉱 物性燃料を除く)

4部 鉱物性燃料,潤 滑油その他これに類するもの

5部 動物性 または植物性の油脂

6部 化学工業生産品

7部 原料別製品

8部 機械類および輸送用機器類

9部 雑製品

特殊取扱品

その中をさらに00類 か ら96類 に別け最終的には4桁 で表わす様にしている。例えば331
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基 礎 的 研 究の 積 あげ よ り出 発 す る必 要 が あ ろ っ。

二本立 に す る場 合 の商 品 流通 の た めめ 銘柄 コ ー ドに つ いて は3.4商 品 コー ドの標 準 化 の た めの諸 問

題 で ふれ て み たい。

3.2.3産 業 分 類 と の 関 係

商品 コ ー ドを作 成 す るにあ た っ て,生 産 物 を産 出す る産業 を体 系 的に 分類 し た 日本 標 準産 業 分類 と・

有 機的 に結 びつ けて考 え るこ とは で きない であ ろ うか とい うこ とが提 起 され た。

しか し,考 え方 として は成 り立 つが,こ れ を実際 に適用 す る点 に な る と後述 す る よ うに,む ずか し

い点 が あ るの で,産 業 分類 コー ドと積 極 的 に リンケ ー ジを考 えない こ とに した。

すな わ ち,日 本標 準 産業 分 類 は原則 として,事 業 所 に お いて業 としてお こな われ る経 済活 動 を体 系

的 に分類 した もの で あ る。 個 々の 産業 の種 類 は,事 業 所 にお い て行 な われ る経 済 活 動 の種 類 に よ って

区分 され る。 産業 の種 類 を体 系 的 に 区 分 し たのが 産業 分類 であ る。

この 分 類 は主 として統計 調 査 の 対 象 として の産 業 の範 囲 を確定 した り,統 計調 査 の結 果 を分類 に従

って集 計表 示 す るため に用 い られ る。

標 準産 業 分類 で は,主 として次 の諸 点 に着 目 して 産業 の種 類 を分 類 した もの で あ る。

分 類 の基 準 として は

1.生 産 され る物 また は提供 され るサ ー ビスの種 類

2.事 業 所 の技術 的 構造,原 材 料 の性 質

な どに着 目 し,分 類 の段 階 は事 業 所 の数,従 業 員 の数,仕 事 の量,雇 用 お よび賃 金 変動 その他 の重

要 な経 済事 象 を考 慮 して設 け る こ とに な ってい る。

この産 業 分 類 は事業 所 を対 象 とす る経 済 活 動 の分 類 であ るか ら,個 人 を対 象 とする職業 分類 とか,

商 品 を対 象 とす る商 品 分類 な ど と 異な る もので あ る。

日本 標準 産 業分 類 で い う事業 所 とは,「 物 の生 産 また はサ ー ビス の提供 が,業 として 行 なわれ る個

々の物 理 的場 所」 の こ とで,通 例,工 場,精 錬所,鉱 山,商 店,農 家,病 院 な ど と呼ば れ,一 区画 を

し めて経 済 活 動 をお こ な って い る場 所 で あ る。

この よ うな事業 所 が いか な る産 業 の 分類 に属 す るか を規定 す る基 準 は,そ の事業 所 が 行 な って い る

主要 業務 に よ るこ とが 原 則 で あ る。 しか し,現 実 に は事 業所 の 活動 の内 容 は多 面 的 であ り,事 業 所 に

よ って は幾 つ か の異 な っ た産業 活 動 を して い る場 合 もあ る し,ま た,同 じ製 造 とい うこ とであ って も,

異 な った製 品 を何 種類 もつ くっ てい る場合 もあ る。 そ うした場 合,産 業分 類 は主要 な仕 事 に よ ってお

こな うとい うこ とを きめて い る。 主 要 な仕 事 とい うの は,原 則 と して過 去一 カ年 間 の年 間販 売額 の多

い もの に よ って決 定 す るの で あ る。

上述 の よ うな考 え方 に従 って,日 本 標 準 産業 分 類 で は次 の よ うな段 階 を設 けて分 類 して い る。 すな

わ ち,A農 業 か らN分 類 不能 まで の14区 分(ア ル フ ァベ ッ トで表 示 され て い る)と な ってい る大 分

類,次 の2桁 が示 す 中分 類,3桁 目が小 分 類,4桁 目が 細 分類 と分 れ て い る。

以 上 の よ うに その分 類 作業 に あた って は,ま ず大 分類 で お もな産 業 を販 売 額 に よ って分 け,以 下 中
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分類 でお もな もの,小 分類 でお もな もの と順 次分 けて い くの が普 通 であ る。

従 っ て実 査 に あた って は,例 えば通商 産 業省 で実 施 してい る工 業 統計調 査 で は,調 査 票 に 「製造 品

の 出荷 額 」 の欄 を設 け当 該 事業 所 か ら出荷 され る主 要 品 目に っ いて は,あ らか じ め準 備 した品 目表

(工 業 統 計用 品 目表)に よ って 報告 を求 めて お り,商 業 統計 調査 で は 「商 品販 売 額 」 の 欄 を設 け販売

商 品 にっ い て報 告 を求 めて い る。

端的 にい って これ らの分類 は,い ず れ も事業 所 の産業 格 付 けの た めに必 要 な もので あ る とい え る。

しか し,産 業 に よ っては生 産 物 が 出荷額 として表 われ な い もの もあ る。 例 えば繊 維 工業(衣 服 その

他 の繊 維 製 品 を除 く)の 中 の分 類項 目で あ る染色 整 理業,整 毛 業,せ ん(勇)毛 業 な ど は,織 物 の製

造 過程 にお け る特 殊加 工 工程 の場 と して存 在 し,こ れ らの事 業所 で は,そ れ ぞ れ の加工 を分 業 的 に 下

請 的 にお こ な ってい る もの で,加 工 賃 は入 るが生 産 物 として の出荷 額 はあ らわ れ る こ とが少 な い。 ま

た,鉄 鋼 業 の 鉄鋼 シ ャース リッ ト業,金 属 製 品製 造 業 に お け る金属 製品 塗装 業,溶 融 メ ッキ業,金 属

熱 処理 業 な ど も,賃 加 工 を主 とす る下請 的色 彩 の 濃 い産業 とい え るのであ り,例 外 的 に 買取 り出 荷 す

る もの を除 い て これ らの事 業所 か ら具 体 的生 産 品 の報 告 を求 め る こ とはそ の性 格上 むつ か しい。

また,は き もの とい う具 体的 な商 品 に つ いて み て み る と,普 通 は は き もの製造 業 とな って いれ ば,

か わ ぐつ も,げ た(下 駄)も 合 成 皮 革 ぐつ も,す べ て は き もの製造 の 範囲 内 に入 って くるが,産 業 分

類 で は その よ うに な ってい な い。 か わ ぐつ はか わ製 は き もの製 造業(中 分類 名:な め しか わ ・同製 品

製造 業)に,ゴ ム長 の よ うな長 ぐつ は ゴム製 は き もの製造 業 に,ヘ ップサ ンダル,合 成 皮 革 ぐつ,プ

ラス チ ック製 ぐっの よ うに主 として プ ラス チ ック(合 成皮 革 を含 む)を 甲 と し,底 に ゴム また は プ ラ

スチ ックを利 用 した は き もの を 製 造 す る 事 業 所 は プ ラスチ ック 製 は き もの
,同 付 属 品 製造 業(中

分類 名:ゴ ム製 品 製造 業)に,げ た台,塗 りげ た の よ うな木 製 は き ものを製造 す る事業 所 は木 製 は き

もの製 造業(中 分 類名:木 材 ・木製 品 製造 業(家 具 を除 く))に 格 付 け され るの で あ る。 こ の場 合,

産 業 分 類 で は材 質 に主 眼 をお いて分 類 してお り 「は き もの」 とい う機能 的 な分類 に よ らな い た めで あ

る。

この よ うに産 業 分類 は事業 所 の経 済活 動 を分 類 し た もので あ り,主 要 品 目調査 の 目的 は,当 該 事業

所 の産業 を格 付 けす るため の手 段 と考 えて よい。

産業 分 類 が,生 産 され る もの,事 業 所の技 術 構造,原 材 料 の性質 に よって分 類 され る こ とを建 て ま

え として い る以 上,生 産品,取 扱 う商品 な どを分類 す るいわ ゆ る純 粋 な品 目分 類 を作 成 す る こ と と結

びつ け るこ とは多 分 に 無理 が生 ず る こ とが 考 え られ た。
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3.3商 品 コ ー ドの 現 状

3.3.1一 般 的な 商 品 分類

わ が国 にお け る統計 の分 野 で用 い られ て い る商 品 分類 は,生 産 統 計 の面 で は 日本 標 準 商品 分 類,工

業 統計 品 目分類,農 林省 農 産物 分類,物 価 統 計 の面 では 日 銀 卸 売 物 価指 数 の類 別 分類,消 費 統計 の

面 で は統 計 局CPIの 類 別 分類,輸 送 統 計 の面 で は運 輸省 輸送 統 計 に用 い る品 目分類,貿 易 統計 の面

で は輸 出 入 統計 品 目表,販 売 統 計 の面 で は商 業 調 査 品 目分 類 な どが あ る。

また,国 際 的 な 商 品分 類 として は,外 国 貿易 統 計 に用 い られ る標準 国際 貿易 分類,関 税 の た めに用

い られ る ブ ラ ッセ ル関 税 率表 が あ る。

これ ら,各 種 の商品 分 類 の うち,標 準商 品 コ ー ドの研 究 対 象 として,日 本標 準商 品 分 類 と標 準 国 際

貿易 分類 の 両分 類 を と りあ げ たの で,そ の概 要 を紹介 す る。

.1日 本標 準 商 品分 類

本 分類 が は じめて作 成 され たの は 昭和25年3月 の こ とで あ り,こ れ は米 国セ ン トオ ラ フ大 学社 会

経 済 学 部長 丁.M.ソ ッギ ー博 士 の指 導 を助 言 の も とに ア メ リカの標 準 商 品分 類(Standard

Co㎜odityClassification,ExectiveofthePresident,Bureau

oftheBudget,Dece皿ber1946)を 模 した もので,こ れ に わが 国 の特色 を加 味 し た

大 分類,中 分 類,小 分類,細 分類 か らな る4桁 分類 で あ った。

その後 昭和30年3月 の改 訂 で原 則 として6桁 段 階 まで の細 分 化が 図 られ,さ らに昭 和34年4月

の一 部改 訂 を経 て 昭和39年8月 に お こなわ れ た改 訂 では商 品 に よ って は10桁 段 階 ま で細 分 され た

もの とな って い る。

本 分 類 で 取扱 っ てい る商 品 は,土 地,家 屋 ・提 防 ・ トンネル な どの 建設 物,立 木,地 下 資 源,紙 幣,

記名 され た有価 証 券 を除 い た 有体 的商 品 の 全 部 であ り,類 似 商 品 を集 括 す る分類 原理 に は商 品 の成 因,

商 品 の材料,商 品 の用 途,商 品 の 機能 が 必要 に応 じて 混用 され て い る。

分 類 の 構 成 は・加 工 の程 度 に よ りまず6個 の大 分類(粗 製材 料,加 工 基 礎 資 材,最 終 製造 品,ス ク

ラ ップお よ び ウエ イス ト,骨 と う品(異 常 価 値 の もの),分 類 不 能 そ の他)を 設 け,こ れ に1桁 の数

字 符 号 を与 えて い る。 この大 分類 を さ らに個 々の 中分 類 に 区分 し,こ れ を示 す 項 目名 の前 に2桁 の数

字 符 号 を付 して い る。 この よ うに して各 車分 類 は さ らに必要 とされ る商 品 の詳細 に応 じて原 則 として

10進 分 類 法 に よ り3桁,4桁 あ るい は それ 以 上 の桁 に細 分 して い る。

したが って各 車分類 の内容 は精粗 さま ざ ま とな っ てお り,分 類 段 階は一 様 で ない。

昭 和39年8月 改 訂 に よ る分 類 項 目数 は,次 の とお りで あ る。
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大 分類1桁
中分類
2桁

小分類
3桁

細 分類
4桁

5桁
分 類

6桁
分 類

7桁
分 類

8桁
分 類

9桁
分 類

10桁

分 類

1.粗 製材 料 9 63 339 761 748 424 353 59
一

2.加 工基 礎 資材 20 138 602 1,643 2,738 2,200 1,146 1β35 18

3.最 終 製造 品 66 412 2,094 5,791 7,619 2,068 196 8 一

4言 ㌘ 媒 および 1 9 40 73 82 6
一 一 一

5.骨 と う品 1 3 6 16
一 一 一 一 一

6.分 類 不能 2 一 一 一 一 一 一 一 一

計 99 625 3,081 8,284 11,187 4,698 1,695 1,902 18

なお,本 分類 に 部分 品 が特 掲 され て い ない場 合 は,当 該 部部 品が 用 い られ るべ き完 成品 の う ちに含

め る こ とに して い るが,分 類 使 用 上 部分 品 を完 成品 と区分 す る必要 が あ る とき は,1完 成 品,2部 分

品 の よ うに補助 符号 を用 い るよ うに,ま た新,古 の区 分 は設 けず に一 括 して い るが,商 品 を新,古 に

区分 した い と きは,1新 品,2古 品 の よ うに補助 分 類 を用 い るよ うに示 唆 してい る。

次 に本 分類 の特色 であ るが,そ の一 つ は,8と い う数字符 号の もつ意 味 で あ る。 すな わ ち,あ る商

品 に関連 す る付 属品 ま た は部分 品 を特掲 す る場 合 に は原 則 と して末 尾8が 与 え られ てい る こ とであ る。

特 色 の 二 は.9と い う数字 符 号 の もつ意 味 であ る。 す なわ ち,3桁 段 階 以 下に お け る各 分類 の末 尾

9は,た とえば,あ る項 目に属 す る商 品 の うち,3種 の商 品 を と り出 して それ ぞれ の項 目を設 け,残

りの商品 を一括 して示 す 場 合 に は,そ の項 目を示 す数 字 として は1,2,3,4と 続 けない で1,2,

3,9と して い る。

この よ うに して末 尾 に9の 数 字 を伴 な う数字符 号に対 応 す る分類 項 目 は,「 そ の他 」 あ るい は 「他

に分類 され な い」 とい う言 葉 を冠 す る商 品集 団 を示 す こ とに して あ る。 これ は,将 来 この分類 系 列 に

加 除 が あ る場合 に他 に影 響 な く改 訂 し得 る便 益 が あ る。 もちろん,あ る項 目に属 す る商品 を全 部 意 味

あ る商品 項 目に よっ て分類 し きる場 合 もあ るので,こ の ときは分類 項 目が9個 あ り,末 尾 に9の 数字

符 号 が与 え られ て いて も,こ れ に 対 応 す る商品 項 目は,「 そ の他 」 ま たは 「他 に分 類 され な い」 を冠

す る商品集 団で は な く,個 有 の商 品集 団 を示 す もの なので,9の 数 字 符 号 に は2様 の意 味 が与 え られ

てい る。

特色 の 三 は,医 療 機械 ・船 舶 ・航 空機 ・車 両 ・自動 車 な どにつ いて は,同 一商 品 を再 掲 す る方 法が

採用 され て い るこ とで あ る。 これ らの商 品 は,主 として商品 の機 能 に よ って分類 され てい るが,用 途

主義 に基 づ く商品 分類 が 必 要 な場 合 の こ とを考慮 して とられ た措 置 で あ る。 再掲 され た商品 項 目名 に

は分類 番 号 を与 えず に… … … が 付 され て お り,項 目名 の終 りに は当 該 商品 の標 準 分類 番 号が()で

示 され て い る。

・2標 準 国際 貿 易 分類(StandardlnternationalTradeClassification
,

SlTC)

外国貿易統計の国際比較を可能にしようとする要求に基づき1938年 に国際連盟は国際貿易統計

用最小限商品分類を公刊したが,こ の公刊後における国際貿易機構にも,ま た貿易資料を広 く国際的
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に比較 しよ うとす る各 国の 機 関 に も,ざ らに は国際 機関 の要 求 に も多 くの変 化 が 生 じる よ うに なった。

そ こで国連 統計 委 員 会第3回 会議 に お い て,国 際 連 盟の 最小 限 商品 分類 を修 正 した商 品 分類 の作 成 が

決議 され,こ の決 議 に基 づ いて1950年 に 国連 統計 局 に よ って作 成 され たの が本 分 類 であ る。 各 国

は本 分類 を採用(分 類 の構 成 をそ こな わ ない程 度 の修 正 は可)す るか,ま た は国連 に 報告 す る貿 易統

計 は これ に組 替 え るか の いず れ か の方 法 に よ るこ とを国連 経済 社 会理 事 会 か ら要 請 され,わ が 国 で は

本 分類 の4桁 の 分類 枠 を骨 格 と し,さ らに わが 国の 貿易 商 品 の実情 な どを考 慮 し た6桁 の分 類 枠 を設

け た輸 出入 統 計品 目表が 昭 和2・6年4月 か ら使用 され て い る。

分類 の構 成 は・大 分 類(Section:1桁 の数 字符 号)10項 目,中 分類(Division:2桁 の

数字 符 号)52項 目・ 小 分類(Group:3桁 の数字 符 号)150項 目,細 分 類(Item:5桁 の数

字符 号)570項 目か らな り,製 造 品 につ いて は素材 別 分類 と用 途 別分 類 が 併 用 され て い た。

その 後,1955年 に至 り,関 税 の た めの品 目分 類 表 の 国際 的統 一 を図 るた め に,ブ ラッセ ル関税

率表(BrusselsTariffsNomenclature,BTN)が 制 定 され,各 国 は貿 易 統計 品 目

表 に は本 分類 を,ま た,関 税 率 表 に は ブ ラ ッセル関 税 率表 を採用 す るよ うに な っ た。

そ こで国連 統計 局 は,こ の 両 者 の統 一 を図 るた め各 国政 府 な らび に専 門家 の意見 を求 めて その研 究

をす す め るこ とに したが,も と も と両 者 の使用 目的 が異 な るの で分 類 体 系 を一 致 させ る こ とは極 めて

困 難 であ った。 したが って・ ブ ラ ッセ ル関 税率 表 の4桁 の枠 を変 え ない で 両者 の対 応 が 可能 とな る改

訂 分類 を作 成 し,1960年4月 の国 連統 計 委員 会の決議 をへ て この 改 訂版 を公 刊 した。

改 訂分類 の分 類 構成 は,大 分 類(Setction:1桁 の数 字符 号)10項 目,中 分類(Division

:2桁 の数 字符 号)56項 目
,小 分類(Group:177項 目),細 分類(Subgroup:4桁 の数字

符号)625項 目,細 々分 類(Item:5桁 の数字 符 号)944項 目 とな った。

分 類構 造上 の相異 点 は旧 分類 の5桁 で 表示 して い たItemは,4桁 で表示 す るSubgrOupに ほ と

ん どその まま移行 し・ このSubgroupが さ らに細分 され て新 らし くIte皿 とな った こ とで あ る
。

そ して この新 しいItemが ブラ ッセ ル関 税 率表 の4桁 の項 目 と一対 一 で対 応 す るよ う関 係 づ け られ

て い る もので あ る。

.3日 本 標準 商 品分類 と国 際 標準 貿易 分 類 の対 応関 係 と両 分類 の大
.中 分類 項 目表

日本標 準商 品 分類 は,加 工 程 度 を第1基 準 としてい るの に対 し
,国 際標 準 貿 易 分類 は用 途 と加 工 程

度 を第1基 準 として い るの で,両 者 の対 応 は極 め て困難 で あ る。

〔日本 標 準 商品 分類 の大 ・中分 類 項 目表 〕 ・

大 分類1一 粗 製材 料

0 .1

02

03

04

05

06

生き物

食用動物粗製品

食用以外の動物粗製品(繊 維を除く)

食用植物粗製品

食用に供しない植物粗製品(繊 維を除 く)

動物性および植物性粗製繊維

07石 炭,原 油および関連天然粗製品

08金 属鉱

09非 金属鉱および岩石(石 炭および石油を除

く)

大分類2一 加工基礎資材

10食 料および飲料基礎原料
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

なめしかわ

ゴム製基礎資材

木製基礎資材(竹 製基礎資材を除く)

パルプおよび紙

紡織基礎製品

動植物油脂ろうおよびその誘導品

化学薬品

基礎化学製品

石炭製品,木 炭および木炭製品

石油製品およびガス製品

非金属鉱物基礎製品(主 として建設用)

非金属鉱物基礎製品(主 として非建設用)

鉄および鋼

貴金属

非鉄金属

金属加工基礎製品

電線およびケーブル

パッキングおよびガスケット

その他の加工基礎資材

大 分 類3一 最 終 製 造 品

30製 造 食品

31製 造 飼 料 お よび製造,有 機 質 肥料

32飲 料 お よび 水

33製 造tこeまこ

34医 薬 品 お よ び関 連製 品

35化 粧 品,歯 み が き,石 けん お よ び家 庭用

化 学 製品

36衣 服(は き ものお よび身 の まわ り品 を除

く)

37

38

39

40

41

42

身のまわ り品

はきもの

家庭用繊維製品

身辺細賞品および銀器

家 具

台所用品および食卓用品(銀 器,銀 めっき

43

44

45

46

47

48

49

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

き品 お よび類 似 金属 品 を 除 く)

そ の他 の家 庭用 装 置 お よ び家 庭用 器 具

印 刷物

文具,紙 製 品,事 務用 具 お よび絵 画用 品

欠 番

ボ イ ラお よび原 子炉

機 関 お よ びタ ー ビン

軸 受,チ ェ ーン,歯 車,動 力 伝 導 装置 お よ

び潤滑装置

50金 属加工機械

51工 具,金 型およびロール

52運 搬,昇 降および貨物取扱装置

53ポ ンプ,圧 縮機,真 空ポンプ,送 風機およ

び油圧器具

破砕機,摩 砕機および選別機

化学機械

冷凍機,冷 凍機応用製品および装置

繊維機械およびミシン

鉱山および建設機械

65

66

67

68

69

70

71

72

一179一

農林用機械器具

トラクタ

その他の産業用機械

計量器,測 定機器および測量機器

時 計

理化学機械および光学機械(写 真装置およ

び映画装置を除く)

写真装置および映画装置ならびに用品

事務用機械および装置

商業およびサービス業用装置

保安および衛生装置;警 報および信号装置

医療用および関連機械器具および装置

利器工匠具および手動具

弁および管継手

暖房用,食 品調理用器具および装置(主 熱

源に電気を使用しない)な らびに衛生設備用



品

3

4

5

6

7

8

9

0

1

7

7

7

7

7

7

7

8

8

82

83

84

85

86

87

88

回転電気機械(内 燃機関補助装置を除く)

配電および制御装置

民生用電気機器

その他の電気機械器具

通信および関連装置

電子応用装置(通 信)

電子管および半導体素子

車両(軌 条上を走行するもの)

自動車および自動二輪車(原 動機付自転

車を含む)

自転車

その他の輸送用車両

船 舶

航空機

武 器

欠 番

工場生産建築物および

〔国際標準貿易分類の大 ・中分類項目表 〕

大分類0一 食料品および動物

00

01

02

03

04

05

06

07

動 物(生 きて い る もの)

肉お よび そ の調 製 品

酪農 品 お よ び鳥卵

魚 お よび そ の調 製品

穀 類お よび その調 製 品

果 実 お よび 野菜

糖類 お よび その 調製 品 な らび には ちみっ

コ ー ヒー,茶,コ コ ア,香 辛料 お よ び こ

れ らの 製品

08飼 料(粉 砕 して ない 穀物 を除 く)

09そ の 他 の調 製 食料 品

大 分類1一 飲 料 お よび た ば こ

11飲 料

12た ば こ

89漁 具

90医 療 用 品お よび関 連 製品

91容 器お よび せん(輸 送 用 お よび 分配 用 容 器

に限 る)

92ゴ ム タイ ヤお よ びチ ュー ブ

93娯 楽 装置,玩 具 お よ び運 動 競 技用 品(釣 道

具 を除 く)

94そ の他 の製 品

95そ の他 の材 料別 最終 製品

大 分類4一 ス ク ラ ップお よ び ウエ イス ト

96ス ク ラ ップお よび ウ エ イス ト

大 分 類5一 骨 と う品(異 常 価値 の もの)

97骨 と う品(異 常 価値 の もの)

大分 類6一 分類 不 能 その 他

98調 査 機 関 の特殊 な必要 の た めの予 備 番 号

99分 類 不能 の もの

大分類2一 食用に適しない原材料(鉱 物性燃

料を除く)

21

22

23

24

25

26

原皮および毛皮(仕 上げをしてない もの)

採油用の種,ナ ットおよび核

生ゴム(合 成ゴムおよび再生ゴムを含む)

木材およびコルク

パルプおよび紙

織物用繊維(糸 および織物を除く)お よび

その くず

27肥 料(精 製 して ない もの)お よび粗 の 鉱物

(石 炭,石 油お よび貴 石 を除 く)

28金 属 鉱 お よ び金属 くず

29そ の他 の動 物 性 ま た は植 物 性 の 原材 料

大 分 類3一 鉱 物性 燃料,潤 滑油 その他 これ ら

に類 す る もの

32石 炭,コ ー クスお よび れ ん炭
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●

33石 油およびその製品

34天 然ガスおよび製造ガス

35電 力

大分類4一 動物性または植物性の油脂

41動 物性油脂

42植 物性油脂

43動 物性または植物性の加工油脂およびろ

う

大分類5一 化学工業生産品

51元 素および化合物

52鉱 物性タールおよび石炭,石 油または天

然ガスか ら作った粗製薬品

53染 料,な めし剤,顔 料,塗 料および充て

ん料

54医 薬品

55精 油,香 料,化 粧品,洗 剤およびみがき

料

56肥 料

57火 薬類

58人 造プラスチック

59そ の他の化学工業生産品

大分類6一 原料別製品

61革 およびその製品ならびに毛皮

参 考

SITCと 日本標準商品分類 との対比表

SITC

682.2(1)銅 の 棒,形 材 お

よ び 線

27

27

27

27

27

27

27

27

62

63

64

65

66

67

68

69

大 分 類7一 機 械 類 お よ び輸送 用 機 器類

71

72

73

大 分類8一 雑 製 品

81室 内衛生 用 品,暖 房 器具 お よび照 明器

82家 具

83旅 行 用 具,ハ ン ドバ ック その他 これ らに類

す る もの

84衣 類

85は き もの

86光 学 機 器類,医 療 用 機 器,精 密 機 器類,写

真 用 また は映 画用 の材 料 お よ び時計

89そ の他 の雑 製 品

大分 類9一 特 殊取 扱 品

ゴム製品

木製品およびコルク製品(家 具を除く)

紙,板 紙およびこれらの製品

織物用繊維の糸,織物および繊維製品

その他の非金属鉱物製品

鉄 鋼

非鉄金属

その他の金属製品

機械類(電 気機器を除 く)

電気機器

車両,航 空機および船舶

日 本 標 準 商 品

1銅 線

11銅 線(絶 縁 して ない もの)

111荒 引線

112裸 線

1121丸 線

1122ト ロ リ線

1123平 角 線

1124よ り線

一181一
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684.2(1)ア ル ミニ ウ ム の

棒,形 材 お よ び 線

,

271125

271126

271127

272

2721

27211

27212

272121

272122

272123

272124

272125

272129

71機 械 機器(電 気機 器 を除 く)

719.2(1)液 体 用 ポ ンプ75

75

75

75

6

61

62

63

a

銅 編組 線

銅 合 金線

銅 覆 鋼線

アル ミニ ウム線

アル ミニ ウム線(絶 縁 して な い もの)

荒引 線

裸線

アル ミニ ウム線

アル ミニ ウム合金 線

アル ミニ ウム覆 鋼線

鋼心 アル ミニ ウム よ り線

鋼心 アル ミニ ウム 硬鋼 よ り線

そ の他 の アル ミニ ウム線

電気 井 戸 ポ ン プ

ウエス コ式

ジェ ッ ト式

往復 動式

719.2(3)遠 心 分 離 機7542

(ク リー ム セ パ75421

レ 一 夕 ー を 除 く)75422

お よ び 液 体,ガ ス

用 濾 過,精 製 品

電気洗たく機関連製品

脱水機(単 体のもの)

脱水乾燥機(単 体の もの)

719.6(2)ビ ン用 注入,清7543

浄 機 ま た はそ の他75431

の もの を 含 む,包75432

装 機

電気さら洗機

電動式

高周波式

72電 気 機器

722.1発 電気,電 動 機,

交 流 機,変 圧器 お よ

び整 流器

73

73

73

73

1

11

111

1111

発電機

直流発電機

直流発電機(原 動機直流発電機セットを除く)

一般用
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3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

.
7

7

7

7

2

3

4

5

6

9

1

2

1

2

3

9

1

2

3

1

9

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

2

2

2

3

3

3

3

3

4

9

1

1

1

1

2

2

2

3

4

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

増幅制御用

車両用

船用

航空機用

通信電源用

その他の直流発電機

原動機直流発電機セット

交流発電機

水車発電機

タービン発電機

一般用

船用

エンジン発電機

一般用

船用

航空機用

その他のエンジン発電機

原動機交流発電機セット

その他の交流発電機

電動機

直流電動機(70W以 上)

一般用

1kW未 満

1kW以 上100kW未 満

100kW以 上 ・

車両用

主電動機

その他の車両用

船用

航空機用

その他の直流電動機

交流電動機

標準単相誘導電動機

分相起動式

反発起動式
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3

・

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

1

2

1

2

3

3

3

3

4

4

4

4

5

9

9

9

9

9

1

2

3

4

4

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

9

1

2

3

4

9

1

9

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

9

9

9

8

1

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

、
3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

コンデンサ起動式

非標準単相誘導電動機(70W以 上)

標準三相i誘導電動機

かC形11kW以 下

かご形11kWを こえ37kW以 下

巻線形

非標準三相誘導電動機(70W以 上)

11kW以 下

11kWを こえ75kW以 下

75kWを こえるもの

同期電動機(70W以 上)

その他の交通電動機

整流子電動機

ポットモータ

家庭 ミシン用電動機

クラッチ電動機

小形電動機(70W未 満)

超小形電動機(マ イクロモータ:入 力3W以 下)

サーボモータ

シンクロ電動機(セ ルシンモータ)

特殊小形電動機

整流子を有するもの

整流子を有しないもの

その他の電動機

調相機および回転変換装置

調相機

電動発電機

回転変流機

周波数変換機

その他の調相機および回転変換装置

その他の回転電気機械

信号発電機

他に分類 されない回転電気機械

回転電気機械の部分品および付属品

整流器
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

1

2

3

4

5

1

2

9

1

2

1

2

3

9

1

9

1

2

9

1

2

2

2

2

2

2

3

1

2

3

9

9

9

9

1

1

1

1

2

2

2

2

2

3

3

3

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

水銀整流器

鉄そう形水銀整流器

ガラス形水銀整流器

金属整流器

セレン整流器

ゲルマニウム整流器

シリコン整流器

その他の金属整流器

機械的整流器

接触整流器

その他の機械的整流器

その他の整流器

インバータ

コンバータ

他に分類されない整流器

変圧器および計器用変成器

電力用変圧器

油入標準変圧器(200kVA以 下)

油入非標準変圧器

1,000kVA未 満

1,000kvA以 上10,QookvA未 満

10,000kVA以 上50,000kVA未 満

50,000kVA以 上100,000kVA未 満

100,000kVA以 上

非油入形変圧器

特殊目的変圧器

昇圧器

炉用変圧器

整流器用変圧器

その他の変圧器

信号用(ベ ル用を含む)変 圧器

ネオン変圧器

他に分類 されない変圧器

計器用変成器

電圧変成器
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722.2電 気回路の開閉用

保護用または接続用

の機器,抵 抗器,自

動電圧調整器,配 電

盤および制御盤

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

2

3

1
1

2

3

4

0
】

3

3

4

3

3

3

3

3

3

2

2

2

4

4

4

4

4

4

「

1

2

9

1

2

9

1

2

1

2

3

4

5

6

9

1

1

1

1

2

2

2

2

3

4

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

変流器

変圧変流器

誘導電圧調整器

リアクトル

消弧 リァク トル

眠流リァク トル

起動用 リァク トル

そく(塞)流 線輪

その他の リアク トル

開閉制御装置

開閉装置

配電盤

配電箱

継電器

自動調整装置

断閉器

継路器

その他の開閉装置

しゃ断器

気軋 。断器

高速度しゃ断器

配線用しゃ断器

その他の気中しゃ断器

油入 りしゃ断器

タンク形

がい子形

その他の油入 りしゃ断器

磁気しゃ断器

空気しゃ断器

その他のしや断器(電 力 ヒューズを含む)

制御装置および器具

制御装置

車両用制御装置

船用制御装置
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743319

74332

743321

743322

743323

74333

7433331

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

3332

3333

3334

3335

3336

33361

33362

33369

3339

339

42

421

422

429

5

51

511

512

513

514

515

52

521

522

523

529

58

その他用の制御装置

制御盤

制御盤

計装盤

計算盤 ・

制御器具

起動器

電磁開閉器

磁界調整装置

抵抗器

操作開閉器

電磁石応用品

電磁ブレーキ

電磁クラッチ

その他の電磁石応用品

その他の制御器具

その他の制御装置用器具

避雷装置

避雷器

放電器

その他の避雷装置

配線器具ならびに配電および制御装置の部分品

配線器具

小形開閉器

点滅器

接続器

電球保持器

ヒュース

配線箱および部分品'

パネルボー ド

小形配線箱

電線管接続付属品

その他の器具および部分品

配電および制御装置の部分品
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SITC

72.鋭1絶 縁 電線 お よび絶

縁 ケ ー ブル

日 本

2712

27121

271211

271212

271213

27・1214

271215

2712151

2712152

2712152

271216

2712161

2712162

2712163

271217

27, .12171

2712172

271218

27'1219

27122

271221

271 、2.22

2.71223

271224

271225

271226

271227

271228

271229

27123

271231

271232

271233

271234

標 準 商 品

銅線(絶 縁 し た もの)

綿 繰,ゴ ム線

綿 繰

普 通 ゴム線

コ・一 ド

キ ャ ブタイ や

機 紐

機 紐(綿,

一188一

分 類

ゴム絶 縁 の もの)

機 紐(プ ラスチ ック絶 縁 の もの)

横 組(合 成 ゴム絶 縁 の もの)

船用 電 線

船 用 電線(綿,ゴ ム の もの)

船 用 電 線(プ ラスチ ックの もの)

船 用 電 線(合 成 ゴムの もの)

自動 車 用 電線

自動 車用 電 線(低 圧 用 の もの)

自動 軍用 電 線(高 圧 用 の もの)

カ ン プ リッ ク線

その他 の綿 繰,ゴ ム線

プ ラス チ ック線

屋 外 ビニ ル線

屋 内 ビニル線

ビニ ル コ ー ド

制 御用 ケ ー ブル

信 号用 ケ ー ブル

通 信用 ビニ ル線

その他 の ビニル線

その他 のポ リエ チ レン線

その他 の プ ラスチ ック線

合 成 ゴム線

ゴム ク ロ ロプ レ ン配 電 線

ゴム ク 口 口プ レ ンロ出 線

ゴム ク 口 回プ レ ンキ ャ ブ タ イヤ

そ の他 の ゴム ク 口回 プ レ ン線



5

9

1

2

3

4

5

6

7

9

1

2

3

4

5

6

7

9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

・

1

2

3

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
.

2

ブチル ゴム線

そ の他 の合成 ゴ ム線

巻 線

綿 巻 線絹 巻線

ガ ラス巻線

紙 巻線

.エ ナ メル線

ホル マ ール線

ポ リエ ステ ル線

その他 の合 成エ ナメ ル線

その他 の巻 線

電力 ケ ー ブル

ベル ト紙 ケ ーブル

S]]紙 ケ ー ブル

ガ ス圧 ケ ー ブル

OFケL-一 ブル

パ イプ形 ケ ー ブル

ポ リエチ レン電 力 ケ ー ブル

ブチ ル ゴ ム電力 ケ ーブル

その他 の 電力 ケ ー ブル

通 信 ケ ー ブル

市内 ケ ー ブル

市外 ケ ー ブル

搬送 ケ ー ブル

プ ラスチ ック市 内ケ ー ブル

プ ラスチ ック市外 ケ ー ブノレ

プ ラスチ ック高 周波 ケ ー ブル

プ ラスチ ック局内 ケ ーブル

幹線 用 同 軸ケ ーブル

その他 の通 信 ケ ー ブル

アル ミニ ウム線(絶 縁 した もの)

アル ミニ ュ ム導体絶 縁 電 線

アル ミニ ユ ム導体 巻線

アル ミニ ユ ム導体 電力 ケ 「 ブル

ア ル ミニ ウ ム導体通 信 ケ ー ブル
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725.0(1)家 庭用 冷 蔵庫,

電 気式

725.0(2)家 庭用洗 濯 機,

電気 式 非 電 気 式

725.0(3)家 庭用電 気機 器

752

7521

75211

752111

752112

752113

752114

コ
75212

75213

75214

75219

7522

75221

75229

7541

75411

754111

754112

754113

754114

754119

75412

754121

754122

75412 13

754124

754129

75419

75

75

75

75

電気冷蔵庫および電気冷凍機応用製品

電気冷蔵庫(冷 凍庫と一体のものを含む)

電気冷蔵庫(電 動機式)・

90e未 満

90e以 上114e未 満

114e以 上280e未 満

280!以 上

電気冷蔵庫(電 磁式)

電気冷蔵庫(電 熱吸収式)

電子冷蔵庫(電 子冷凍式)

その他の電気冷蔵庫

電気冷凍庫(電 気冷蔵庫 と一体の ものを除く)

家庭用電気冷凍庫

その他の電気冷凍庫(ス トッカーを含む)

電気洗たく機

脱水洗たく機(乾 燥機付を含む)

回転式

かくはん式

振動式

噴流式

その他の電気洗たく機

電気洗たく機(脱 水機および乾燥機を有しな

い もの)

回転式

か くはん式

振動式

噴流式

その他の電気洗たく機

その他の電気洗たく機

3扇 風 機 お よび換 気 扇

31扇 颪獲

311卓 上扇 風 機

312床 上(座 敷)扇 風 機
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725.0(4)電 気 カ ミ ソ リお

よ び 電 気 バ リ カ ン

725.0(5)電 気 乾燥 機

75313

75314

75319

7532

75911

75912

75913

75914

75915

755

7551

75511

75512

7
.5513

75519

7552

75917

7592

7573

7574

75951

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

1

11

111

112

113

114

119

12

121

1211

1212

1213

天 じょ う扇風 機

冷風 扇

その他 の扇風 機

換 気 扇

ジ ュース ミキサ ー

ジ ューサ ー

フ ッ ド ミキサ ー.

コー ヒー挽 き機

カ ンオ ー プナ ー

電気 掃 除機

真 空掃 除 機

シ リンダ ー式

ポ ッ ト式

ア ップ ラ イ ト式

その他 の真 空掃 除 機

床 みが き機

ア イス ク ラ ッシ ャー

ち ゅ う房 くず 処理 機

電 気 か み そ り(電 池式 を除 く)

電 気 バ リカ ン

電 気か み そ り(電 池 式 の もの)

電熱用 品

電 気 ア イ ロ ン

普 通 形 アイ ロ ン

ス チ ーム ア イ ロン

自動 ア イロ ン

小 形 ア イロ ン(裁 縫用 電気 こて等)

そ の他 の ア イロ ン(業 務 用 を含 む)

暖房 用 お よび保 温 用 電熱 用 品

暖房用 電 熱用 品

電 気 ス トーブ

電気 温 風機

電 気火 ば ち
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9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

1

2

3

4

5

6

7

9

1

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

3

4

5

6

6

6

7

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

5

5

5

5

5

5

5
.

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7
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その 他 の 暖房 用 電 熱用 品

保 温用 電熱 用 品

電 気 ぶ とん

電 気毛 布

電 気 敷 物

電 気 被 服

や ぐ ら式 電気 こた つ

ユ ニ ッ ト式 電 気 こたつ

あ んか 式 電 気 こ たつ

電気 足 温 器

そ の他 の 保 温用 電 熱用 品

ち ゅ う房 用 電 熱用 品

電 気 こん ろ

電 気 が ま

電 気 な べ(フ ラ イパ ンを含 む)

電 気 ポ ッ ト(や か ん を含 む)

トース タ ー

ロー ス タ ー

肉あ ぷ り器

魚焼 器

電気 オ ー ブ ン(天 火)

そ の他 の ち ゅ う房用 電 熱用 品

テ ー ブル グ リル(ホ ッ トプ レー ト)

家 庭用 レン ジ

コ ー ヒー沸 し器

ワ ッフル ア イロ ン

卵 ゆで 器

熱 蔵庫

電子 レ ンジ

他 に 分類 され な い ち ゅ う房 用電 熱用 品

温 水用 電 熱 器

電気 温 水 器

瞬 間式

貯 蔵式

投 入式 湯 沸 し器



729.9(4)電 気 式 ベル,サ

イ レン表 示 盤,火 災

警 報器,そ の他 の信

号機 器 お よび そ の部

分 品(そ の他 の もの)

729.9(5)蓄 電器 その他 の

もの

861.6(9)写 真 用 の設 備

(そ の他 の もの)

7519

75191

75193

75
.194

75195

75199

7571

75711

757111

757119

75712

75719

75956

75919

7『952

7591

75953

4

4

4

4

4

4

5

7

7

7

7

7

7

7

4

41

411

412

413

414

192

その他の電熱用品(理 容用のものを除く)

布地乾燥器

湿潤器

布地蒸器

エアタオル

他に分類 されない電熱用品

電熱器具

頭髪乾燥器

手持式

その他

巻毛器

その他の電熱器具

保温用器具

その他の食料品調理器

ガス点火器

食料品調理器(他 に分類されるものを除く)

ブザー

蓄電器(通 信機用を除く)避 雷装置およびリァク

トル

蓄電器(通 信機用を除く)

特別高圧蓄電器

高圧蓄電器

低圧蓄電器

特殊用途蓄電器

写真乾燥器
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7.14.9(1}謄 写機,宛 名 印

刷機,そ の他 これ に

類 す る機 械

75'93 鉛筆削 り機

864.2(4)タ イ ムス イ ッチ

(ム ー ブ メ ン トまた

は同期 電動 機 を有 す

る もの)

7594 タ イム ス イ ッチ(機 器組 込用 を除 く)

3.3.2総 合 商 社 の 事 例

.1三 菱商 事 株式 会 社

(1)沿 革

当社 の 商品 コ ー ドは,昭 和34年,PCS導 入 時 に 設定 し,こ れ を現 在 まで使 用 して い る。 とい っ

て も,設 定 当時 の その ままが,こ ん に ちま でお よん で い るの で ない。 途 中商 品 部 門 ご とに1回 は改編

して い る。

と くに コ ン ピュー タへ の切 替 時 に は,こ れ に手 を加 え るよ うに して い る。 現 在 で は,商 品 学 的 な体

系 よ りも,実 務 に いか に使 い や す くな るか に重点 が お かれ て い る。

初 期 の 商品 コ ー ドは,上 位3桁 ぐ らい まで,っ ま り大 分 類,中 分類 ぐ らい まで,電 子 計算 機 部 門 で

体 系 を決 め,事 後 の体 系 は営業 部門 に まか せ るや り方 を とって いた。 その 当時 営業 部門 で は,電 子 計

算機 か らの ア ウ トプ ッ トの実 感が わ か な い た め,同 位概 念 の ものが 下位 や 上位 に位 置 した りして い て

必ず し も使 いや す い もので なか っ た。 こん な結 果 の ア ウ トプ ッ トが で る な ら,こ の よ うに した らよい

な ど とい う意 見 もで るよ うに な って か ら,改 編 に ふみ き るよ うに な った。

② 商品 コ ー ドの 構成

商品 を分類 す るにあ た って,現 行 主 管部 別 の分 類 は,い っ さい考慮 し ない こ とに した。 それ は将 来

組 織機 構 の変 更,所 管 商品 の移転 な どあれ ば,そ の っ ど商 品 分類 を変 更 しな けれ ば な らない こ とに な

り,そ の 分類 変 更 に応 じて,商 品 コ ー ドを変 えな けれ ば な らな いか らであ る。 機械 集 計 の 場 合 は半 永

久 的 に一 貫 したデ ー タ ・コ ー ドが,商 品名 に与 えな けれ ば な らない。

商品 分 類 は,材 料 ・素材 別 分類 と目的 ・用 途 別分 類 に大 別 され るが,商 社 の実 務 に マ ッチ させ るに

は,目 的 ・用 途別 分 類 を主 とし,材 料 ・素 材 別 分類 を促 として 編集 した。 メ ー カの 場合 は,こ の 逆 に

な るで あ ろ う。

分類 の 区分 は,大 分 類 ・中分類 ・小 分類 ・細 分類 の4つ であ る。大 分類 は次 の9個 の グル ープに わ

かれ,そ れ ぞれ の コー ドが与 え られ る。
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分類項目 コ ー ド 分類項目 コ ー ド 分類項目 コ ー ド

食 料

燃 料

肥料 ・油脂'

1

2

3

化 学 品

繊 維

鉄 系金 属

4

5

6

非鉄金 属

機 械

雑 貨

7

8

9

桁 数 は7桁 で構 成 され てい る。 おの お のの 桁 と大 ・中 ・小 ・細 分類 の関 係 は,下 記 の とお りで あ る。

大 中 小 細.
分 分 分 分 ・

類 類'類 類
{{{

000-00-00

た とえ ば,「 燃 料 」 の 「国 内産 石炭 」 の うち 「一 般 塊炭 」 を さ らに 「明治 鉱業 炭 」 まで コー ド化 す

れ ば,次 の よ うに な る。

大
分
類

2

燃
料

中
分
類

{

小
分
類

細
分
類

{
11-22-24

}
国
内
産
石
炭

}
一
般
塊
炭

}
明
治
鉱
業
炭

しか し,国 内産 炭 の一般 塊 炭 まで表 示 し よ う とすれ ば,

211-22-00

とな る。 す な わ ち,明 治 鉱業 炭 までの細 分類 を必 要 としない場 合 は,細 分類 の2桁 を00と すれ ば よ'

い。

細 分 類 の2桁 は,各 商 品 の性質 に応 じて,成 分 ・品位 ・精度 ・濃度 ・規 格 ・繊 維 ・商標'銘 柄 ・

生 産 者 ・:形式 ・形 状 ・缶 型 ・寸 法 ・産 地 ・用途 な ど,営 業 部 で便 な るよ う設定 で きるよ うに した。

各 桁 の9は 「そ の他 」 あ るいは 「他 に分 類 され ない 」商 品 グ ル ープ を示 す。 また,各 桁 は0な い し,

1か らは じ ま り,9に いた る間 に欠 番 があ るの は,新 商品 の発 生 した場合,編 入 す るた め の予 備 番号

であ る。 ま た,商 品名 の英文 名 は,取 引慣 行 上 の 呼称 名 を採用 した。

商 品 コー ドを設 定 す るに 当 って は,次 の文 献 を 参考 に した。

・東 洋経 済 新 報社 大 系 商品 辞 典

・東 洋経 済 新 報 社 商品 大 辞典

・東 洋 経 済新 報 社 続 商 品 辞典

・行 政 管 理庁 統計 基準 部 日本 標準 商 品分 類(1)(ll)

・大 蔵 省 税 関 部関税 研 究 会 輸 出 入 統計 品 目表

・日本 缶 詰 輸 出組 合 に よ る分 類1 ,tt

'・冷 凍輸 出 組 合 に よ る分 類

・指定 統計51号 石油製 品 製造 業 者輸 入 業 者受 払 月報
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・指 定 統 計27号

・指 定統 計27号

・指 定 統 計19号

・指 定 統 計19号

・指 定統 計19号

・指 定統 計11号

・承 認統 計

輸入炭受払月報

コークス販売月報

繊維原料月報

糸月報

織物月報

鉄鋼月報

鉄 鋼 需給 月報

・通 商産 業 省 大 臣官 房調 査 統計 部 非 鉄 金属 等 需給 統計 年報

(3)問 題 点

商 品 コ ー ドを設定 す るに当 って,設 定 後 か な りの年 数が たて ば,商 品の 寿命 が あ って,扱 商 品 に盛

衰が お こ る。 扱 高 が漸 減 す る もの ので て きた場 合,分 類 上 の ラ ンクが 上位 に 占 めて いれ ば,統 計 上 か

な りのお か しな もの に な る。 また,会 社 の営 業方 針 な どに よ って,扱 商品 の盛 衰がお こ るはず であ る。

当初 は ど うして も扱 高が 分類 上 の基 準 とな るの で,む ず か しいが,将 来 を見越 して の分 類 体 系 を考 え

る必要 が あ る。 ・

.2丸 紅 飯 田株 式 会社

事 務 の機 械 化 を進 め よ う とす る場 合,一 番最 初 に 逢 着 す る問題 の一 つ に各 種 コー ド化 が あ る。 コ ー

ドは対 象業 務 と,そ の 適用 範 囲,お よび適 用期 間に よ って編 成 の あ り方 が異 な る と思 う。 従 って機 械

化 の 目的 が す なわ ち コー ド編 集 の 目的 につ なが るの で はな か ろ うか 。

と りわ け内 外 の物資,商 品の 交易,流 通 を担 う総 合貿易 商 社 の商 品 コ ー ドの設 定 に当 って は少 なか

らぬ 問題 と,難 関 が っ きま と うこ とは避 け られ ない。 その よ うな背景 の なか で 当社 の商 品 コ ー ドが ど

の よ うに作 られ,維 持 し活 用 して い るのか,ま た,今 後 の 問題 点 とか考 え方 を述 べ る。

(1)商 品 コ ー ド設定 の 目的

商 品 コー ドは他 の機 械 化 コ ー ド と 同様,そ の設 定 目的 は,い わ ば機 械 化 の 目的 であ り・ 機 械 化 を

合 目的 に且 つ効率 的 に実施 運 営 す る こ とに 他 な らぬで あ ろ う。

つ ま り経 営上 あ るい は機 能 上必 要 とされ る総 て の商 品 が網 羅 され る とい うと・ それ らが 必 要 な体 系

で 分類 され,か つ 集約 され る とい うこ とで あ る。総 て の商 品 とは,言 葉 で は簡単 で あ るが その 内容 は

容 易 な もので は ない。 商 社 の機 能が 産 業,経 済,社 会技 術 の変 遷 に つれ 流動 的 で あ り国 際的 で あ るた

め予 想 も しなか った よ うな商品,物 質 が 登場 す る他,無 形 の もの まで現 われ るとい うこ とで あ る。 例

えば生 き物,美 術 骨 と う品,宝 石,ソ フ トウエ ア等 に至 るまで の取 扱が ふ えてい る。

MIS指 向 の 機械 化,流 通0)シ ステム化,情 報 化社 会へ の ア プ ローチ とい った商 社 に課 せ られ る機能

を考 え る と過去,^現 在,未 来 に 向 って長 期 的 データの保 存・管 理 とそ の分 析加 工 は機械 化 の 目的 であ り・

それ に処 し得 る コー ド体 系 の維 持が 大 切 に な って 来 るこ とは当然 で あ ろ う。

(2)コ ー ド設定 上 の 条件

コ ー ド設 定 につ き配慮 すべ き点 は先述 の ご と く将 来 に亘 って総 て の商 品 が包 含 され る こ と,分 類
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(即 集 的)が 可 能 な体 系 であ るこ と,他 の分 類 ・統 計等 との比 較 性が あ る こ と,長 期 間 の使 用 に耐 え

得 る継 続 性 が あ る こ と等 が一 般 的 に考 え られ るが,更 に実用 的 で あ るこ とが不 可欠 の要件 とな る。 こ

の こ とは実 際 に は二律 相 反 す る問 題 で あ って後述 の ご と く多 分 に苦 労 した とこ ろであ った。 商社 の場

合経 営組 織 は主 として商 品別 の部 課偏 成 を行 な ってい るが,最 近 で は市 場別 あ るい は プ ロジ ェク ト単

位 の組 織 が 殖 えつ つ あ る。 このよ う な 流動 的 ない わば 市場指 向型 の組 織 に あ って経 営 管理 あ るい は諸

統 計,分 析 に は客 観 的,継 続 性 の あ る もの と して,や は り商 品がKEYに な るこ とが多 い と想定 さ輪

一方 実 務 ベース に お い そ観 察 した 場合
,成 る可 く簡 単 で桁 数 の 少な い コー ドで な けれ ば な らな い。仮 に全

商 品 を共 通 の体 系 で整 然 と分 け よ うとすれ ば,30～50桁 位 の コー ドが必 要 で あ る とい う見 透 しが

成 り立 っ た。 これ な どは もは や実 務 の用 に は立 ち難 い とい わ ざるを得 ない。 また商 品 そ の もの の主体

性 と銘柄,規 格等 属 性 を どう体 系 の中 で組 合 わ すか が 問題 とな る。 成 る程 商 品 そ の もの の区 分 に は属

性 は無 視で きよ うが,経 済 的 に見 て,また流通 上 か ら見れ ば それ らの属 性 は 流通 価 値単 位 として独 立 し

て存 在 す る もので あ って 実務 上 は混 同 した もの として扱 わ ね ばな らぬ こ とが 多 い。 この辺 に学 問 的位

置ず け と実 務的 位 置ず けの差 の あ るとこ ろで はなか ろ うか。

なお,当 社 の 商品 コ ー ドの原 形 が設 定 され た の は昭和35年 で あ り約2ケ 年余 を費 した訳 で あ るが,

当 時 はPCSを 前提 として い たた め現 在 のEDPSに 比 べ機 械 処理 上 か らくる制約 が非 常 に大 きか っ

た こ と も見 逃 す わ けに は いか ない。 当時若 し今 日のEDPSの 能 力 とその実 用 時期 に確 た る見 通 しが

あれ ば,も う少 し違 った コー ド体 系 が考 え られ たか も知 れ ぬ と思 われ る。

③ コー ド編 成 に当 って の基準

従 来 か ら当社 で 日常 事務 の 中で使 って い た,い や使 わ ざ るを得 なか った商 品 コー ドに は輸 出入 統計

品 目表 コー ド(こ れ は輸 出入 申告書 に記入)紡 績 コー ド(綿 紡業 界 の統 一 コー ド)毛 麻 輸 出組 合 コー

ド等 であ っ た。 これ らは そ の商 品,そ の業 界 で は可 成 りま とま った もので あ ったが 相互 に は比 較 性 も

なけれ ば連 関 もな いわ け で,当 社 独 自 の コー ドを作 る とすれ ば 相 当 混乱 が予 想 され た。 だ か ら とい っ

て各 業 界,各 商 品 を通 じて普 遍 共 通性 のあ る もの とい って は何 もなか った。 国連 統計 用 コ ー ド,ア メ

リカ にお け る フ ェデ ラル コー ド等 も参照 したが,そ れ らか ら得 た結 論 はわが 国 の 日本 標 準 商 品分 類 が

一 番 規範 た り得 る とい うこ とで あ った
。 そ の結 論 が 得 られ るまで に一 年 間 を費 したが,日 本 標 準 商品

分類 もわが 社 の実 務 面か らみ る と可 成 り不 都 合が あ っ た。 そ の一 つ は標 準分 類 は総 て の 商品 を 同一 の

ウエ イ トで扱 ってい るが,わ が 社 の 営業 品 目に は可 成 りウエ イ トの差 が あ る。 この こ とは当然 の こ と

で あ りや む を得 ない こ とで は あ るが,実 用 面 か らの モデフィケ ー ションを ど うす るか とい うこ とで あ る。

当社 で可 成 りの比 重 を 占 め る繊 維 につ い て は,原 料 別 を横 軸 と し加 工 工程 別 を縦 軸 とした い わゆ る

ユ トリクス に展 開 す る こ とに よ り割 合,合 目的 な体 系が作 られ る こ とが判 ったの でそれ を取 入 れ なが

らも,あ くまで ベ ース は標 準 分 類 に よ る こ ととして念 々仕 上 げ に かか った のが現 在 の商 品 コー ドで あ

る。

(4)当 社 コー ドの内容

当社 コー ドの内 容 と運 営 に つい て は 「商品 コー ド改訂(細 分化)の 趣 旨」 とい う社 内通 達 にそ の概

要 が 記述 されて い るので こ こに掲 載 す るこ とにす る。
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改 訂(細 分 化)の 趣 旨

現 在 の商 品 コ ー ドは,昭 和35年11月 に設 定 し,使 用 して きた ので あ るが,電 子 計 算機 の導入 等

事務 機械 化 の進 展 に伴 ない,こ の度,規 格,寸 法,銘 柄,色 等,さ らに細 か く分 類 処理 で き るよ う・

コー ドの補 正細 分 化 をお こな うこ とに した。

1,2,3,5の 各 項 は従 来 と同 じ。 そ の他 の 項 目 は改 訂 され だ の で熟 読 され たい。

1.商 品 コ ー ド表作 成 の主 旨

(1)広 範多 岐に わ た る商 品 を,当 社 営 業 の実 態 か らはなれず,し か も客観 的 な基 準 に従 って分類 す

るこ とは,き わ めて 困難 で あ る。

す なわ ち,商 品 の扱 い部 門 の 組 織 体 系 と,商 品の 客観 的 分類 体 系 とは必 ず し も一 致 し ない。

そ の いずれ の体 系 に重 きをお くか は,議 論 の わか れ る とこ ろで あ るが,こ の分 類 で は客観 的,科

学的 分 類体 系 を主 とし,営 業 組 織体 系 を従 とした。 それ は,め ま ぐる し く移 りか わ る歯 内の 複雑

な分 化,併 合 お よび新 商品 の 出現 な どに 際 して,秩 序 あ る分 類体 系 を保 って ゆか ね ば な らない こ

とを顧慮 した もので あ る。

② こ の コー ド表 は,当 社 の営業 扱 品 目に 事務 上 の分類 体 系 を定 め,事 務機 械 化 に よ る商 品別話 統

計作 成に便 利 な よ うに,分 類 され た商 品 に コ ー ド%を 付 与 した る もので あ る。

したが って各 課の 日常 事務 は も とよ り,商 品別 の業 態 分析,市 場 調 査等,営 業 諸活 動 の促進 に

必要 な各種 経 営 管理資 料 をい ま まで よ りい っそ う効果 的 に作 成 す るこ とに役 立 つ もので あ るゴ

(3)同 時に この コー ド表 は,当 社 の業 容 拡大 に と もな う多 商品 分 野 に わ た る総 合的 歯 内促進 のた め

に 「商 品 分類 」 として使 うこ とが で き る もので あ る。 す なわ ち,こ れ を効 果的 に利用 す るこ とに

よ って,部 門 間 の連 絡 を密 に し,取 扱 商 品 につ いて 相互 に協 力 的 な営 業 活 動 をお しす す め るこ と

が で きる。

(4)さ らに この コー ド表 は,当 社 に とって未開 拓 の商 品分 野 へ進 出 す るた めの,ま た 関連 商 品 をつ

か み なが ら積 極 的 に歯 内 を の ばす た め の 「商品 リス ト」 として利用 す るの に便 利 な はず で あ る。

年 々技 術革 新 が す すむ に つれ て,従 来 なん の関連 もなか った い くつ か の業界 間 に,密 接 な む す

びつ きが 要求 され るこ とが多 くな って きてい るが,そ の よ うな事 情 を考 えれ ば,こ の 「商 品 リス

ト」 を利 用 す る意 味 は決 して少 な くな い。

2.商 品 の範 囲

こ の コー ド表 にのせ られ て い る商 品 は,現 在 ま た は将来 当社 の営 業 取 扱 品 目 として計 上 され るす

べ て の もの であ り,無 形 の もの,商 品 に類似 す る もの な ど もふ くまれ る よ う考 慮 され てい る。

た だ し,そ れ は具体 的 な個 々の商 品 で はな く,将 来追 加 され る とお もわれ る商 品 の帰 属 すべ き分

類 を示 すに とどま る もの もあ る。

3.商 品分類 の原 則

(1)商 品分類 のた め に必要 な基 準 として は,次 の よ うな ものが あ る。

(a)商 品 の成 因

(b)商 品 の用 途
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(C)'商 品 の生 産工 程 の段 階

(d)商 品 の機 能

これ らの うち,ひ とつ の基準 のみ に よ って望 ま しい分類 を得 るこ とは で きな いか ら,必 要 に応

じて これ らを混用 した。

た とえば,加 工 基 礎資 材 に っ いて はお もに材 料 別

最終 完 成 品 につ い て は用 途 や機 能 別

繊 維関 係 に つい て はお もに材料 別 ・生産 工 程 段 階別

な どの ご と くであ る。

'4
.商 品 コー ドの構 成

(1)コ ー ドは,上 か ら順 に大 分類2桁,中 分 類2桁(た だ し繊 維 以 一ヒは3桁 目に ハ イ フ ン(→を入 れ,

実質 的 に は1桁),小 分類1桁 お よび 細分 類 で 構成 され て い る。

細 分類 は最 小1桁 か ら,最 大10桁 に な って い る。

図 示 すれ ば次 の とお りで あ る。

大 中 小 細 分 類①

繊 以外の商品 …・一 口 田 口 田 口

小

口
中
口

大
口……品製后びよお維繊

細分類② 細分類③

ロエ ロ[[[[]ロ コ

② 大分類の概要は次のとおり

一 七
、灘 難語ii麟

一一{ii曇 難懸 ∴ … ⌒
(3)細 分 類 にっ い て

細 分 類 を さ らに細 か く分 類 す る必 要 の あ る もの もあ るが,そ れ らにつ い て は,今 後 こ の コ ー ド

を使 っ て行 な う業 務 の内容 とに らみあ わ せて,逐 次 拡張 して ゆ く。

特 に繊 維 に つい て,細 分 類 は各 商 品 部課 に よ って そ の分 類 の角 度 や精 疎 の度 合が ちが うので,

全 社 的統 一 は小 分類 まで と した。

(4)"9"の 意 味

各 分類 の最後 にあ る,末 尾 に"9"を と もな った商 品が あ るが,こ の9は,「 そ の分類 の な か

で と り出 した 商品 以外 の残 りの商 品」 を示 して い る。 っ ま り 「そ の他 の(miscellaneous)」
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あ るい は 「他 に分 類 され ない(n.e.c.-notelsewhereclassified)」 とい う表

現 をつ け た商 品集 団 が それ で あ る。 これ によ って将来 こ の分野 に加 除が あ る場 合 に も他 に影 響 な

く分 類 を変 更 す るこ とがで き る。

(5)部 分 品,付 属 品,取 付 具 な どにつ い て

この分類 にお いて・ 部分 品・ 付属 品,取 付 具 な どが と くに かか げ られ てい な い場 合 に は
,そ れ

らが用 い られ るべ き完 成 品 の うちに ふ くめる。 特 に かか げ る場 合 に は
,・この 分類 で は末 尾 に{t8・

の 数字 を用 いて あ る。

(6)10進 法

分類 に は,10進 法 を使 って あ る。 ただ しゃ む を得 な い場 合 に は100進 法 を とって い る6

5.作 成 の資 料

この コー ド表 は,

○ 各 営業 部 課 か ら提 出 され た取 扱 商品 リス ト,お よび

○ 日本 標 準 商品 分 類(行 政 管理 庁 編)

をお もな資 料 とし,さ らに次 の文献 を参考 に した。

○ 商 品大 辞典(東 洋経 済 新報 社)

○ 輸 出 入 通 関統計 品 目表(大 蔵省)

OFederalCode(米 国政 府)

○ 業 界 の商 品 分類,各 種 統 計

○ 他 商社 の商 品分 類

6.商 品 コ ー ド設 定 委員 会お よ び事務 機 械 化委 員 会

この コ ー ド表 作 成 にあ た って は,各 部(課)か ら推 薦 され た委員 に よ って,た び重 な る検 討 が加

え られ,ま た委員 以 外 に も多 くの人 々の教 示,協 会 に負 うとこ ろが多 か った。 ま た改 訂 にあ た って

は,各 部 の事 務 機械 化 委員 の詳 細 な検 討 と原 稿 作 成等 多大 な協力 を得 た。

7.コ ー ドの改 廃

コ ー ドの改 廃 は別 に定 め る手続 に よ って当 該 課 の 申請 に も とづ き
,当 該部 の機 械化 委 員 の検討,

さ らに必要 あれ ば当 該 商品 関 係 部 ・同委 員 の検 討 を経 て,事 務 管理 課 が決 定 す る。

その他 ・ 変 更・ 加 除 に関 す る といあ わせ,ま た は この コー ド表 につ い ての 建設 的 な意 見 に つ い て

は,事 務 管 理 部,事 務 管理 課(本 ・支社)に 連 絡 ね が い た い。

8、 そ の 他

(1)こ の コー ド表 の使 用 は,昭 和35年11月1日 か ら実 施,38年10月1日 か ら改 訂実 施 す る。

② この コ ー ド表 は,各 店 部 課 に一 部ず つ 備 え つ け る。

(3)こ の コ ー ド表 の 当該 部 関係 商 品 を抜 卒 した 「分 冊」 お よび部 別 の 「細 目表 」 を別個 に設 け,本,

支社 営 業 部員 に配 布 す る。

(4)海 外 店,国 内 支店 にお い て も,今 後 の機械 化 の進 歩 に と もな って,店(部)員 に配 布 す る予 定。

昭 和38年10月1日 改 訂

事 務 管 理 部 長
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⑤ コ ー ド統 一 の必要 性 とそ の限界

コ ー ド統 一 の必 要 性 に つ いて は今 更 論ず るまで もな い ところで あ るので省 略 す るが,全 商 品 コ ー ド

を統 一 で き るか とい う点 に は少 な か らぬ疑 問 を もつ,そ の最大 の理 由 は コー ドの実 用性 で あ る・ 各 企

業 が 機 械化 目的 に 最 も適 した体 系 を考 え る時,統 一 され た コー ドす な わ ち規 格 品 は ムダ やム リが 多 す

ぎ る とい うこ とで あ る。 や は りオ ー ダ ーメ ー ドが 一番 フ ィッ トす る類 であ っ て,こ こに統 一 の 必要 性

と実 用 性 の矛 盾 を感 ず る とこ ろであ る。

事務 全 体 が シ ステ ム として捉 え られ 標準 化 され た時 初 め て コー ドの統一 も,そ の価 値 を最大 に発 揮

す るこ とが で きよ うが,こ れ は言 うべ くして困難 な問 題 で あ る。

そ こ で考 え られ る こ とは基本 コ ー ドとサ ブコ ー ドを分 け基 本 コー ドは統 一使 用 しサ ブ コー ドと実用

コ ー ドは電子 計 算 機 で コンバ ー トで き る基 盤 の み作 り,各 業 界毎 あ るい は各 企 業が フ レキ シブ ルに 使

用 で き るよ うに し ては ど うか と思 う。

当社 にお い て も15桁 の コ ー ド体 系 を作 ったが,全 社 的 に強 制使 用 す る部 分 と,各 部 門 で細 分 化 で

きる部 分 を分 け て い る。 さ らに指 定 コ ー ドと部 門 の 簡略 コー ドを コ ン ピュー タの テー ブ ルに保 存 し・

イン プ ッ トお よ び 部門 内 で の 日常 処 理 コー ドは その代 替 コー ド(簡 略 コ ー ド… …3～4桁)で 処 理 す

る とい う方 法 も採用 して い る。 これ はPCS時 代 か らEDPS時 代 へ移 行 し た一つ の産 物 で あ り・ 変

化 で もあ ろ う。

(6)当 社 コ ー ドへ の反省

PCS時 代 を前 提 として 編成 した こ ととあわ せ,可 成 り理 想主 義 に走 った た め,コ ー ドその もの と

して は よか っ た と思 うが,実 用 性 の点 と活用,管 理 の面 か らは必 ず し も満足 すべ き状 態 とは言 い難 く

多 くの問 題 を今 後 に残 して い る とい えよ う。 ただ し当社 経 営 情 報 シ ステ ムの発 展 に よ って は現 コー ド

の良 さが色 ん な面 で 出 て くるの で はな いか と,少 なか らぬ期 待 もあ るが,い まさ らコ ー ドを抜本 的 に

組 み替 え る とい う代案 も,ま た切 実 な問題 に も逢 着 して い ない の で,事 なかれ 主 義 的 に・ ど うに か現

状 を維 持 して い る。 しか し国 と して,業 界 と して統一 の機 運 が 盛 り上 って い るので,そ の辺 の成 行 を

期 待 しなが ら見 守 って い るのが,い つ わ らざ る姿で あ る。

.3三 井 物 産株 式 会 社

(D改 訂 の動 機

従 来,当 社 の電子 計 算機 の利用 は主 として,人 事 お よ び経 理 関 係 の事 務処 理 に 限 られ てい たが,業

務 の 伸長 に伴 ない大 型 電子 計 算 機 を導入 し,さ らに広 範 囲な,す なわ ち営業 方 面 へ の活 用 の必要 が 増

大 した。 この た め直 ちに商 品 コ ー ドの改 訂を迫 られ る事 に な った。 す な わ ち現 在 使用 中 の商 品 コー ド

は,一 般 に見 られ る如 く各 営業 担 当 課 の随意 の商品 分 類 を基 礎 と して,部 分 的手 直 しを重ね て で きた

もの で,外 部資 料,特 に 国際資 料 との 斉合 性 は,全 く考慮 に入 れ て い なか った。前 述 の 電子 計算 機 を

人事および経理事務処理の如 く省力を主目的として使用していた当時は,斉 合性の欠除は別に問題は

なか ったが,電 子 計 算機 を営業 政策 樹立 に役立 っ 資料 の作 成等,新 た な要 望 に沿 うよ うに使 用 す るた

めに は,上 記 の外 部 資料 との斉 合性 が 当然 必要 となっ た。 こ の線 に沿 って改 訂 に着手 した。
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(2)初 期 の検 討

コ ー ド改 訂 に当 り,各 種 社 外 コー ドの 検討 と平 行 的 に,在 来 の観念 に把 われ ぬ理 想 的分 類体 系 とし

て,次 の3分 類 も併 せ検 討 した。 す なわ ち

ω 加 工 度 に よ る分 類 体 系

/
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＼ ②
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製 品 は原 料 に比 し品 数 が多 い故,完 成 品 まで の段 階で は当 然末 広 が りの図型 とな る。 この体 系 は物

の流れ を見 て い く上 で は面 白 い体 系,と して検 討 した。

① ス ク ラ ップの如 く製 品 ま た は,製 品 に近 い ものが原料 に 逆戻 りす る もの が あ るこ と。

② 原 材料 よ り一 足 飛 び に製品 ま たは,製 品 に近 い ものに ま で加 工 度 が進 ん で し ま うものが あ るこ と・

③ 同 じ程 度 の加 工 度 に対 し加 工 され て で きあが る製品,半 製 品 の数(種 類)に 大差 が あ るこ と。

④ 加 工 度 の程度 の判定 が難 しい こ と。 な ど,よ り平面 的 な コ ー ドで は手 に負 え ぬ と云 う実用 上 の 問

題 と工 業 あ るい は加工 とい う面 のみ に把 わ れ す ぎて い るた め検 討 を中止 した。

回 完 成 商品 とそ の構 成 部品 によ る分類

社 外商 品 コー ドの一 つ で あ る輸 出入 統 計品 目表 に例 を とる と,貨 物船 を表 わ す コ ー ドと一 方単 に こ

れ を構成 して い る機 器 の部品 に過 ぎぬボ ール ベ ア リン グの コー ドとが 同 じ細 目分類 で 肩 を並 べ て い る

矛盾 が あ る。 このた め これ を是 正 すべ く全体 の桁 数 を多 くし,該 当す る商 品 の取扱 部 課 の必 要 度 に基

づ き頭7桁 を使 用 した り,中 程 ま たは後7桁 を使 用 す る考 えで 検 討 した。 す なわ ち下 図 の 如 く球 軸受

の コー ドを使 用 す るに 当 って は

魎

1船用内燃機関1

ベ ア リング とい う関 係 とし
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船 舶 関 係取 扱 部で は頭3桁 のみ を使 用 す るが,軸 受 関係 部 で は7桁 全 部 を使 用 して細 分類 す る。 こ の

着想 は実務 上 コー ド使 用 に際 し商 品 コー ドの他 に必ず 部課 別 コ ー ドも併 記 して い るこ とを利用 し よ う

とい う考 えかた か ら出 た ものだ が,余 り複雑 とな った割 に は斯 る分類 体 系 に した 効 果が 少 な い ので・

早 々に検討 を中止 した。

(3)SITC基 準 の採用

加 工 度 に よ る分類 お よ び完成 商 品 と,そ の構 成部 品 に よ る分類 の両者,共 に改 訂 に 不適 当 で あ った

た め,既 存 の分類 の うち普 遍性 の大 きな,次 の3分 類 を中心 に 検討 を進 め る こ とに した。

(d)BTN分 類

(v)S工TC分 類

ぐす 日本標 準商 品 分類,

(NDCお よ びUDCを 考 え る向 き もあ ったが,こ れ は図書 の分 類 なの で 問題 に しなか った)

BTNは,関 税 分類 で 国 際共 通 性 はあ るが,後 述 のSITCと 転換 可 能 で あ る ので検 討 は取 り止 め

た。

以 上 の経 過 をた ど り残 った の は,通 産省 の生産 総 計 に使用 され てい る 日本標 準 商 品 分類 とSITC

分類 の2つ に絞 られ た。 国内取 引 に主 力 を置 く部 は,当 然前 者 を望 み,輸 出 入 な らびに 三 国 間商 内に

主 力 を置 く部 は,後 者 を望 ん だ。SITC分 類 に は 『挙銃 の 部品 』が そ の本 体 で あ る 『挙銃 』よ り若

い番 号 が付 され てい る とか,『 身 体 障害 者 用 の車 輌 』の項 目が全 く別 の分類 項 目で あ る 『自転車 』の

項 目に入れ られ てい た り,精 錬 関 係 の機 器 項 目が 不足 してい るな ど,多 々不 都合 な点 もあ ったが・ か

か る都 合 はあ って も末 節 にす ぎず,、順 次 改訂 を期 待 すれ ば良 い こ とで,少 々の不 都 合 を忍 ん で も・ 諸

外 国 の資料 を活用 で き る とい う利 点 を重 視せ ね ば な らない。 さ らにSITCに つ きこれが 優れ てい る

とい う積 極 的理 由 として次 の諸 点 があ げ られ る。

1)食 糧 を 含 む資源 の8割 を輸 入 に頼 り,ま た 米国 の6倍 も貿易 依存 度 の 高 い 日本 にお いて 当社 は

特 に国際 的 資料 を必 要 とす る貿 易商 社 で あ る以 上,世 界各 国 の統計 資料 に使 用 され てい るSITC

分 類 に よ らね ば な らぬ必要 は一 般 よ りさ らに高 い こ と。

2)上 述 の如 くSITC分 類 に も各 種不 都 合 な点 が あ るが これ に代 わ る秀れ た分 類 が見 当 らない こ

と。

3)標 準 商 品分類 は,日 本 の国 内 の統 計 に使 用 され て い るに過 ぎぬ た め,諸 外 国 の了解 取 付 を要 す

るこ とな く改 訂可能 で,現 に過 去3回 の改 訂が 行 なわれ たが,こ れ はSITCに 近づ け るた めの改

訂 で あ った こ と。

4)SITCは4桁(物 に よ って5桁)ま で を規 定 して い る もので,一 品一 品 まで 枠 に はめ込 ん で

い る訳 で ない こ と。

以上 の理 由でSITC基 準 に よ る こ とに決定 した。

(4)作 成方 針

コ ー ドの改訂 は,SITCを 基 準 とす る とい う原 則 の外 に,分 類対 象の 範 囲 を拡 大 す る とい う方 針

の下 に作 業 が進 め られ た。 す なわ ちSITC分 類 は,貿 易が 主体 で あ るた め具 体 的商 品 す なわ ちパ ー
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ドウエ ァの み対 象 として い るが,当 社 の場 合 は全 て の取 引対 象 す なわ ちノ ーハ ウ の如 きソフ トウエ ア

も,今 後取 引対 象 として重 要 度 が 急速 に高 ま る こ とが予想 され るので,こ れ を 含 め るこ とに した。 次

に プ ラン トは特定 の 目的 を以 って各 種単 体 機 器が 有 機的 に結 合 され た もので あ り,一 種 の 目的 分類 で

あ って 狭義 の商品 分類 とは いい 難 く当然 貿 易 分類 か らはず され てい るが,プ ラン トは経 済 の実務 上 重

要特 殊 な分 野 で,貿 易 政策 樹 立 の た め には二 つ の柱 で あ る。 所 謂 商 品 とプ ラ ン ト,い い換 えれ ば不 特

定多 数 の顧 客 を対 象 とす る単 体 軽 機械 と特 定顧 客 を相手 にす る重 機械 の集 合,ま た別 言 すれ ば 消費 財

(ラ ジオ,テ レ ビ,自 動 車 の如 き耐久 性消 費 財)と 生 産 財 とい う区別 は,経 済 政 策上 峻別 せ ね ば な ら

ない ので,プ ラン トの番 号 を特 に別 に設 け る こ と とした。勿 論 単 体 機械 取 引 との重 複計算 は避 け得 る

よ う考 慮 した。

(5)商 品 コー ドJIS化 に際 して の要 望

前述 の とお り貿 易立 国 の 日本 として,特 に貿易 商社 た る当社 として は,世 界 共通 でか つ 融通 性 のあ

るSITC分 類 を基 準 とす るこ とを希 望 す る。 ま たSITCに 準 じてJIS化 の場 合,数 多 い商品 の

中に はSITCで は不 都合 な もの も当然 出 て くる と思 われ るが,そ の際 は国 連 に対 しSITC体 系 を

強 力 に支持 しつ つ も個 々の商 品 の 不都 合 に つい て は・ 強 く改 訂要 求 す べ きであ る と信 ず る。

また,輸 入,生 産,流 通,需 要,輸 出等 は,一 貫 した基 準 す な わ ち同一 基準 の分類 の上 に立 って検

討 され,始 めて生 きた経 済 方 針 が 打 出 され る もので あ る。JIS商 品分 類 は,国 内生 産 指標 た るに止

どま らず,広 く国内 流通 面,さ らに 国際 貿易 面 を も包 含す る70年 の国 際化 時代 に適 合 した もの にせ

ねば わが 国経 済 の分 析,政 策樹 立 に=F載 の 悔 を残す 事 に な る。

日本 経済 は益 々貿 易依 存 度 を増 し,貿 易 の場合,生 産,流 通 等,一 貫 した デ ー タが不 可欠 とな るこ

とは国内経 済 の場 合 の比 で な い こ とは 下図 に よ って も明 らか と思 う。

原材料

供 給

商品

需要

原 材 料

及 び部 品

国 内産 物

1
1

1

在 庫

流 記

生 産

在 庫

1
1

輸 出 需要 国 内 需要
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3.3.3船 社(大 阪 商 船 三 井 船 舶 株 式 会 社)に お け る 事 例

1.船 社 にお け る商 品分 類

1.1商 品分 類 と海運TABIFF

船 社 にお け る扱貨 物 ・商 品 の 構造 的 把 握 につ いて は,従 来 海 上輸 送 の限定 され た観 点 か ら処 理 さ

れ て きた。

す なわ ち,

船 配へ の積 込 み,揚 卸,積 付,船 脂 肉で の保管,管 理,監 視,損 傷並 び に危 険 防止

に 関連 して,

包装 の状 況 形 態

取 扱 ・横 付 の難易

特 殊 積付 ・保 管 の必 要性

占有 空 間 の多寡,重 量,寸 法

貨 物 固有 の危 険度 の 有無大 小

他貨 汚損 ・損 傷 の可能 性

を対 象 とし,こ れ に

運 賃 負担 力 の大小

貨 物 価格

流通 量 の多 寡 等

を併 せ て考 慮,ま た各 航路 毎 のTRADEPATTERNも 組 込 ん で歴史 的 な積 重 ね の上 に分

類 を行 な って きた。

具 体 的 には,各 定 期 航 路毎,あ るいは 輸送 区間毎 に組 織 され て い る各 運 賃 同 盟 ま た は運 賃 協定

の貨 物 運 賃率 表(TARIFF)が,そ の分 類 の一 典型 を示 す もので あ る。

TARIFFの 構 成 につ い て は,そ れ ぞれ の航 路,地 区毎 の荷動 き実況 に基 い た もので あ るだ

けに,そ の相 互 間 の共通 性 は少 な く,そ れ ぞ れ分類 ・内容 ・表 現 等 は独 自 の もの とな って い る。

1.2船 社 内 で の商品 分類

船 社 にお い ては,該 当 区分 のTRADE・ 荷動 の現 況 に即 した船 腹 ・航海 頻 度 等 の サ ー ビス提

供 と,適 正運 賃 の策 定 のた め,貨 物 ・商 品 の流通 構造 把 握 に は常 に意 を用 い て きた。

荷 動状 況 の総括 的 把握 につ いて は,運 賃 同 盟 の主 協定 の あ る地 区 は,同 盟 ま た は協 定が 各船 社

よ り積 荷資 料(CARGORETURN)の 提 出 を求 めて集 計 を行 な うが,こ れ はTARIFF

構成 を基準 とした もの で あ る。

一方 各般 社 内部 にお け る統計 お よび各 管理 資料 も
,外 部 資料 との対 比 ・関 連 づ け を行 な うた め

必 要 な区 分 ・分類 を付加 す る こ とはあ って も,総 て海 上輸 送 を前 提 とした構 成 で あ り,当 然 製造

業 ・貿易 業 ・保険 業 ・倉 庫業 等他 企業 で の分類 ・構成 とは異 な る こ とは勿 論,同 じ輸 送業 であ っ

て も鉄道 ・ トラ ック業 等 の陸 上輸 送 にお け るそれ と も異 な った もの となって い る。
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た だ,航 空輸送 との対 比 にお いて は,輸 送 目的 ・手 段 に っ いて の類 似 の要 素 を もち運 賃 体 系 の

組立 て… …商 品 分類 に も共通 点 は あ るが,現 況 は航 空 業 は海 運 業 に比 して 簡素 化 され た分類 を使

用 してい る。

1.3新 しい商 品 分類 へ の指 向

広 域社 会 での情 報 の流通 性 ・互 換性 の重 要 度 につ いて は,電 子 計 算 機 の普及 ・電算 化 対 象範 囲

の拡大 ・電 算 処理 の効率 化 探 求 の度 合 いが進 むにっ れ て認 識が深 め られ て きた。

海 運業 にお い て も,コ ンテ ナ船 の就 航 を契機 として,従 来 の 自社 処 理 のみ を対 象 として きた閉

鎖的 態度 を脱 し,よ り大 きな立 場 で の電算 処理 の総 合 的合理 化 ・効 率 化 を 目指 して対 策 を促進 す

るこ と とな った。

2.コ ンテ ナ船 就 航 と使 用 コー ドの改 変

2.1コ ー ド統一 へ の動 き

コ ンテ ナ船 の登 場 は,船 社 に とって も異 質 の輸 送機 関 の出現 であ り,コ ンテ ナに よ る流通 革 命

は船 社 の経 営 ・運 営 構造 を も改 革 しつ っ あ る。

その投 資規 模 の膨大 さは関連 施 設 ・機器 ・機 関 の整備 と効 率 的使 用 の検 討 を必 要 とし,結 果 と

して 船社 相 互 間 の船 腹 交換,港 湾 にお け る埠 頭/タ ー ミナ ル等 の施 設,機 器 の共 同利 用,作 業 会

社 の共 同設 立 ・使 用 等 を促 進 す るこ と とな った。 当然 の結 果 として,情 報 の確保 ・入手 もこれ ら

の現 実 をふ ま えて の対 策が 必 要 とな り,コ ー ドの統 一 ・標 準 化,そ の前 提 として の商品 分 類 の統

一 ・標 準 化が 急 がれ るこ と とな った。

2.2海 運 コL-一ド統一 委 員 会 の設 立

かか る状 勢 の下 に,コ ンテ ナ船 を保 有 ・運 航 す る海 運 中核6社(注 一1)大 阪商 船三 井船 舶,

川 崎汽 船,ジ ャパ ン ラ イン,昭 和 海運,日 本 郵 船,山 下新 日本 汽 船)は 『6社 コー ド統一 委 員 会 』

を編成,昭 和43年 春 よ りこの問 題('注一2)の 検 討 ・推 進 を行 な うこ と とな った。

注 一1『6社 コL・・ド統 一委 員 会 』はそ の後傷 成 汽船,新 和海 運,第 一 中央 汽船 の3社 を加 え

て,『 海 運 コ ー ド統一 委 員 会 』に発 展 した。

注 一2検 討対 象 として は商 品 コー ドの外,荷 主 コー ド,乙 仲(通 関業 者)コ ー ド,港 名 コー

ド,船 名 コ ー ド等 を,ま た運 輸省 との 打 合 せ の 下 に船 穂 コー ド,船 路 コ ー ド,船 籍 コ ー

ド,船 社 コ ー ドの設 定 を終 え,引 続 き船 用 品,補 給 品 コー ド等 の検 討 を予 定 して い る。

注 一3邦 船 に よ るわ が 国輸 出入荷 物 の扱量 中,委 員 会 参加 者 の 占有率 は,定 期貨 物 の95%,

不 定 期貨 物(除 原 油)の64%で あ る。

2.3統 一 コー ドの選定 にっ いて

コー ドの検 討 に あ た って は,

(i)海 運 業 の み な らず,関 連 業界 に て も使用 ・共 用 で きる もの

(ii)わ が 国 の み な らず,諸 外 国 も含 めて使 用 ・共 用 で き る もの

(iii)コ ー ドの メ ンテ ナ ンス費 用 お よ び労 力 を最小 にで き る もの

を 目指 して,新 規 コー ドの編 纂,既 成 コー ドの利 用 を含 めて の 検討 が な され たが,新 規 コー ドの
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編 纂 は上記要 件 を満 す た めに は要解 決 点 も多 く,時 間 的 に も間 に合 わぬ ので既 成 コー ドの利用 を

中 心 に検 討が 取進 め られ た。

既成 コー ド中検 討 の対 象 とな った もの は,S.1.T.C。,B.T.N.,ScheduleA,B,

日本標 準 商 品分 類 で あ る。

注 一1S.LT.C.-StandardInternationalTradeClassifica

-tionの 略。 国連 が統 計 用 として制 定 した貿易 商 品類 とコー ドで 国 際間 の貿 易 統 計等

に広 く使 用 され てい る。 最 初 の4桁 を各 国共 通 とし,5桁 目以 降 は各 国 の事 情 により適

宜付 加 し て使用 で きる。わ が 国で は下2桁 を加 えて6桁 を使用 してお り,輸 出入 統 計品 目

表 もこれ に 準 拠 し た もので あ る。

注 一2B・T・N・ 一ー一'BrusselsTradeN∩Menclatureの 略 。 商 品別 関税 率 と

りき め 用 と して 欧 州 地 区を主 に用 い られ 貿易 統 計 に も使 用 され て い る。 大 中分類 を4

桁 で,細 目は各 国事 情 に よ り5桁 目,6桁 目を付加 して示 す 。

注 一3ScheduleA,B－ 米 国統 計 局が 同 国の 輸 出入貿 易統 計用 に制定 し た商 品分 類 と

コー ド。ScheduleAは 輸入 品,ScheduleBは 輸 出品 に 対 して用 い られ る。

7桁 構成 で あ るが,何 れ もS.1.T.C.を 基準 とし,最 初 の4桁 はS.1.T.・

C.と 共 通 で あ る。

注 一4日 本 標 準商 品 分類 一 日本 政府 に よ りわ が 国の特 色 を加 味 して 制 定 され た もの で,原 則

として6桁 構成 で あ るが,対 象に よ って は9桁 を使用 細 分 して あ る。

3.関 係業 界 お よ び海 外 にお け る商 品 コー ドの使 用例

3.1海 運 関連 業界 とそ の使 用 コ ー ド

コー ドの共 用'共 通 化検 討 上 直接 密 接 な関連 を もつ業 界 で の現 用 コー ドが 問 題 とな るが
,海 運

業 の関 係先 につ い てみ る と第6表 の如 くであ る。

すな わ ち・ 個 々 の会社 にあ って は,そ れ ぞれ コ ー ドを保 持使 用 して い るが
,当 該 業界 全 体 を通

じた統一 コ ー ドあ るい は共通 コー ドを使 用 して い る ところ は極 めて 限定 され て い る
。
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第5表S.LT.C./

項 目(上2

S.1.T.C

部 番 号

Section

類 番 号
Divisi皿 品 名 Sectiona皿ddivisionheadings

Code Code

0 食料品および動物 ㎜D㎜H理 餌1肌S

00 動 物(生 きて い る もの) 五vean垣 且IS

01 肉及びその調製品 Meatand鵬atpreparations

02 酪農品及び鳥卵 Dairypエoductsandeggs

03 魚及びその調製品 Fishandfishpreparations

04 穀物及びその調製品 Cerealsa王 道cerealpreI瓶rations

05 果実及び野菜 Fruitandvegetables

06 糖類及びその調製品並びにはちみつ Sugar,sugarpreparationsal〕d

honey

.07 コ ー ヒ ー,茶,コ コ ア,香 辛 料 及 び

こ れ ら の 製 品

Coffee,tea,cocoa,spicesand

ma皿ufactuxesthereof

08 飼料(粉 砕してない穀物を除 く。) Feedingstuffforanimals(not

includi㎎unmilledcereals)

09 その他の調製食料品 Miscellaneousfoodprel)arations

1 飲料 およびたば こ BEVERAGESANDTO[B、ACOO

11 飲料 Beverages

12 たば こ Tobaccoandtobaccoma皿factures

2 食用 に適 しない原材料(鉱 ㎜E岨 丁田1乱S,
、

物 性燃料 を除 く。) 1㎜IBI嘱 斑iH皿S

21 原皮及び毛皮(仕 上げをしてないも Hides,skinsandfurskins,

の) undressed

22 採 油用 の種,ナ ッ ト及 び核 Oilr∋eeds,oilnutSandoi1
.

kernels

23 生ゴム(合 成ゴム及び再生ゴムを含 Cruderubber(includi㎎synthetic

む。) andreclaimed)

24 木 材 お よび コル ク Wood,1umberandcork

一

25 パ ル プお よ び紙 Pulpandwaste'paper

26 織 物用 繊 維(糸 お よ び織物 を除 く。)
お よび そ の くず

Textilefibres(notmanufactured

intoyar隅threadorfabrics)ald

their冊ste

27 肥 料(精 製 して ない もの)お よび粗 Crudefertilizersandcrude

の鉱 物(石 炭,石 油お よび貴 石 を除

く。)

minerals(excludingcoal,petrole皿

a・dpreCi・USSt・neS)

28 金属鉱および金属 くず Metalliferousoresandmetalscrap

29 その他の動物性または植物性の原材 Crudeanimalandvegetable

料 materials,n.e.s.
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B.T.N./日 本 標 準商 品 分類

桁)比 較 表

B.T。N. 日本標 準 商 品 分類

Division Division

品 名 品 名
Code Cωe

01 LebendeTiere 01 生き物

02 Fleisch 02 食用動物粗製品

03 Fische 03 食用以外の動物粗製品(繊 維を除 く)

04 MilchundMolkereierzeungisse 04 食用植物粗製品

05 AndereWarentierischenUr一 05 食用に供しない植物粗製品(繊 維を除 く)
sp「ungs

06 LebendePflanze叫Blu皿en 06 動物性および植物性粗製繊維

07 Gem赴se 07 石炭,原 油および関連天然粗製品

08 FrUchte 08 金属鉱

09 Kaffee,Tee,Gewurze
rθ09 非金属鉱物および岩石(石 炭および石油

を除 く)

10 Getreide 10 食料および飲料基礎原料

11 M611e■eierzeugnisse 11 な め しかわ
■.

12 01saate叫Same隅pflanz1.Drr

gen,Stroh

12 ゴム製基礎資材

13 Gerbstoffe,Harze 13 木製基礎資材(竹 製基礎資材を含む)

14 Fledltstoffe,Polste主materia1 14 パ ル プお よび紙

●,

15 FetteundOle 15 紡織基礎製品

16 Fleischzubereitungenetc. 14 動植物油脂ろうおよびその誘導製品

17 ZuckerundZuckerwaren 17 化学薬品

18 Kakao 18 基礎化学製品

19 Mehlzubereitunge恥Backwaren 19 石炭製品,木 炭および木炭製品
シ

20 Gemuse-undFrUchtezuberei一 20 石油製品およびガス製品
tungen

21 VerschiedeneNahrungsmitte1-

zubereltu㎎en
21 非金属鉱物基礎製品(主 として建設用)

22 Getranke 22 非金属鉱物基礎製品(主 として非建設用)

23 Abfalle,Tierfutter 23 鉄および鋼

24 Tabak 24 貴金属

25 Salz,Erden,Steineetc. 25 非鉄金属

26 E■ze,Schlacken 26 金属加工基礎製品

27 Bremstoffe,Mineralole 27 電 線 お よび ケ ー ブル
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S.1.T.C.

部 品 号 類 番 号
Section Division 品 名 Sectiαnanddivisionhα 迫i㎎s

Code Code

3 、鉱物性燃料,潤 滑 油その他 MINERAI,FUELS,LUBRICA一

これ らに 類 す るもの NTSANDRELATEDMATER一

IAIＬS

32 石 炭,コ ー,ク ス お よ び れ ん 炭 Coa1,cokea皿dbriqUettes

33 石油およびその製品 Petroleumandpetroleumproducts

34 天然ガスおよび製造ガス Gas,naturalandmanufactured

35 電力 EIeCtriCenergy .

4 動物性又は植物性の油脂 ANIMALANDV㎜ABIE
OILSANDFATS

41 動物性油脂 A且imaloilsandfats

42 植物性油脂 Fixedvegetableoilsa皿dfats

43 動物性または植物性の加工油脂およ
びろう ④

Animala皿dvegetableoilsand

fats,processed,andwaxesof

…mimalorvegetableorigin

5 化学工業生産品 CHEMICALS

51 元素および化合物 Chemicalelementsandco皿pounds

52 鉱物 性 ター ルお よび石 炭,石 油 また
は天 然 ガ ス か ら作 った粗製 薬 品

Mineraltarandcrudechemicals

fromcoa↓petroleumandnatura1

gas

53 染 料,な め し剤,顔 料,塗 料 お よ び

充 て ん料

Dyeing,ta皿ninga皿dcolouring

matenalS

54 医薬品 Medicinalandpharmaceutical

products

55 精 油,香 料,化 粧 品,洗 剤 お よびみが き料 Essentialoi18andperfume

mate亘als;toilet,】 ηlishingand

CleanSlngPreparatiOnS

56 肥料 Fertilizers,manufactured

57 火薬類 Explosivesandpyrotechnic

products

58' 人造 プ ラス チ ック Plasticmaterials,regenerated

cellulosea皿dartificialresins

59 その他の化学工業生産品 Chemica1皿aterialsa皿dproducts,

n.e.S.

6 原料別製品 ㎜AGOOD8CLAS一
SIFIED(HIEELYBYMATE一

RIAL
'

61 革およびその製品並びに毛皮 Leather,leatherman㎡actures.n.

e.s,ar岨dressedfuTskills

62 ゴム製 品 Rubbermanufactures,n.e.s.
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`

B.T.N. 日本標 準 商 品 分類

Division Division
品 名 品 名

G)de Code

28 AnorganischechemischeErzeugご 28 パ ッ キ ン お よ び ガ ス ケ ッ ト

nlsse

29 OrganischechemischeErzeug一 29 その他の加工基礎資材
nisse

30 1)harmazeutika 30 製造食品

31 Di㎏emittel 31 製造飼料および製造有機質肥料

32 Farbe叫Kitte,Tinten 32 飲料および水

33 Kosmetika 33 製造たばこ

34 Seifen,Putz-undWaschmittel 34 医薬品および関連製品

35 Klebstoffe 35 化 粧品,歯 みが き,石 けん お よび家 庭用

化学製品

36 Pyエotechnis(由eWaren 36 衣服(は き ものお よび身 の まわ り品 を除

く)

37" Filmeun〔lEntwickler 37 身 の まわ り品.

38 VerschiedeneWarenderchem卜 38 は き もの
schenIndustrie

39 Kunststoffe 39 家庭用繊維製品

40 K加tschuk 40 身辺細賞品および銀器

41 Haute,Felleund]二eder 41 家具

42 Lederwar孤 42 台所用品および食卓用品(銀 器,銀 めっ
き品および類似金属品を除く)

43 Pelzfelle,Pelzwerk 43 その他の家庭用装置および家庭用器具

44 Holz 44 印刷物

45 Kork 45 文具,紙 製品,事 務用具および絵画用品

46 Flechtwaren 46 予備番号

47 Ausgal培sstoffef口diePapier-

herstell皿9・

47 ボ イ ラお よび原 子 炉

48 PapiereundPappen 48 機 関お よ び ター ビン

49 WarendesBuch㎞delsundE一 49 軸受,チ ェー ン,歯 車,動 力 伝 導装 置お
zeugnissedesgraph.Gewrbes よび潤滑装置

50 Seide 50 金属加工機械

51 EndloseSpimstoffe 51 工 具,金 型お よ び ロ ール

52 Metallgespinste 52 運搬,昇 降および貨物取扱装置

53 Wolle 53 ポ ンプ,圧 縮機,真 空ポ ンプ,送 風 機 お

よび油圧機器

54 LeinenundRamic 54 破砕機,摩 砕機および撰別機
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S.1.T。C.

部 番 号 類 番 号
Section Divisi㎝ 品 名 Sectionanddivisiollheadings

Cbde Code

63 木 製品 およびコ ルク製品(家 具 を除 く) Woωandcorkmanufactures(exclud一

ingfurniture)

64 紙,板 紙 お よび これ らの製 品 1)aper,paperboardand皿anufactuエes

.
thereof

65 織物用繊維の糸,織 物および繊維製 Textileyarn,fabrics,mad㎝p

晶 articlesandrelatedpr(xlucts

66 その他の非金属鉱物製品 N㎝ －metallicmineralmanufa一

ctures,n.e・'S・

67 鉄鋼 1■onandsteel

68 非鉄金属 Non-ferrousmetals

69 その他の金属製品 Manufacturesofmeta1

7 機械類および輸送用機器類 MACHINERYANDTRAN唖Aσr一
E遥UI㎜

、

71 機械数(電 気機器を除く。) MachineryLothe正thanelectric
プ

72 電気機器 Electricalmachinery,apParatus

andaPPliances

73 車両,航 空機および船舶 TransporteqUipment
'

8 雑 製 品 …A]㎜S㎜A㏄ 一
UREDARTI(■ES

81 室内衛生用品,暖 房器具および照明 Sanitay,plumbi㎎,heating

器具 1ightingfixturesal過fittings

82 家具 Fumiture

83 旅行用 具,ハ ン ドバ ック その他 これ Travelgoods,handbagsa皿d

らに類 す る もの ・ similararticles

84 衣類 Clothing
'

85 は き もの Footwar

86 光学 機器 類,医 療 用 機器,精 密 機 器' Professional,seientificand

類,写 真用または映画用の材料およ controllinginstruments;

び時計 photographicandopticalgoods.
watchesa皿dclocks

89 その他の雑製品 Miscellaneousmanufacturedarti
articles,n.e.S.

†

9 特殊取扱品 COMMODITIESANDTRANSAC一
TIONSNOTCLASSIFIED
ACCORDINGTOKIND
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B。T.N. 日本標 準 商 品 分 類

IXvision

品 名

Division
品 名

Codo Code

55 Baumwolle 55 化学機械

56 Kurzfasern 56 冷凍機,冷 凍機応用製品および装置

57 AnderepflanzLicheSpimstoffe 57 繊 維機 械 お よ び ミシ ン

58 TepPiche,B㎞er,Spitze】 ㊤ 58 鉱山および建設機械
Stikkereien

59 Watte,Filze,Seile,Spezia1恐r 59 農林用機械器具
wbe

60 Wirkwaren 60・
トラ ク タ

61 Kleider 61 その他の産業用機械

62 AndereKonfektionswaren 62 計量器 測定機器および測量機器

63 Al㎞ren,Hadern,Lumpen 63 時計

64 Schuhe 64 理化学機械および光学機械(写 真装置お
よび映画装置を除く)

65 Kopfbedeckungen 65 写真装置および映画装置ならびに用品

66
"

Schir皿eundStocke 66 事務用機械および装置

67 FedernundDaunel㍉K{皿stliche 67 商業 お よびサ ー ビス業用 装 置

Blumenetc.

68 WarenausSteinenetc. 68 保安および衛生装置,警 報および信号装
置

69 Keramik 69 医療用および関連機械器具および装置

70 GlasundGlaswaren 70 利器工匠具および手道具

71 Ed・1m・t・11・ ・Bij・u!・ ・i・・P・ ・1・n 71 弁および管継手

72 M{mzen 72 暖房用,食品調理用器具および装置(主熱
源ご電気を使用しなのならびに衛生設備用品

73 EisenundStah1 73 回転電気機械(内燃機関補助装置を除く)

74 Kupfer 74 配電および制御装置

75 Nickel 75 民生用電気機器

76 Aluminium 76 その他の電気機械器具

78 Magnesium 77 通信および関連装置

79 Blei 78 電子応用装置(通 信および関連装置を除'
く)

80 Zink 79 電子管および半導体素子

81 Zinn 80 車両(軌 条上を走行するもの)

82 AndereunedleMetalle 81 自動車および自動二輪車(原 動機付自転
車を含む)

83 Werkzeuge,Bestecke 82 自転車
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B.T.N. 日本 標 準 成 品 分類

Division Division

Code
品 名 品 名

Cbde

83 VerschiedelleMetallwaren 83そ の他の輸送用車両

84 MaschinenundApparate 84船 舶

85 ElektrotechnischeMaschinenund 85航 空機
Apparate

86 Schienenfahrzeuge 86武 器

87 L鋤f血zeuge 87予 備番号

88 Luftfa㎞zeuge 88工 場生産建築物および建築部材

89 Schiffe 89漁 具

90 Optische,medizinischeetc.In一 90医 療用品および関連製品
stmmenteundApParate

91 Uhren 91容 器およびせん(輸 送用および分配用容
器に限る)

92 Musikinstrumente 92ゴ ム タ イ ヤお よ び チ ュ ー ブ

93 WaffenundMunition 93娯 楽装置,玩 具および運動競技用品(釣
道具を除く)

・
.94

〃
Mobe1 94そ の他 の製 品

95 Schnitzstoffe,bearbeitet 95そ の他の材料別最終製品

96
▲

BurstenundPinse1 96ス ク ラ ッ プ お よ び ウ エ イ ス ト

97 Spielzeuge 97骨 と う品(異 常 価値 の もの)

98 VerschiedeneWaren 98調 査機関の特殊な必要のための予備番号

99 Kunstgegens陥imde,Antiquit4ten 99分 類 不 能 の もの

3.2海 外 に お け る 商 品 コ ー ド

海 外 に お い て も業 界 が 統 一 的 に使 用 し て い る商 品 コ ー ドは 海 運 業
,陸 運 業 共 前 述 運 賃 率 表 の 利

用 を 除 い て は 見 当 ら な い 。(注)

注 一1最 近 北 欧 船 主 間 に 統 一 化 の動 きあ り と の報 あ り
。 調 査 中 。

注 一2商 品 コ ー ド以 外 で は,コ ン テ ナ の 方 式 に っ い て の 全 米 鉄 道 協 会(A
ssociation

ofA皿ericanRailroads)や1・S・O・ 等 の 統 一 が 行 な わ れ て い る
。

、 た だ し,通 関,貿 易 統 計 関 係 に つ い て は 日本 のS.1.T.C.使 用 に対 し,

米 国 －ScheduleAま た はB(S .1.T.C.基 準).

欧 州 －B.T.N.

印 度 －S.1.T.C.

カ ナ ダ ーS.1 .T・C.

豪 州 －B.T.N.

卿 く・S・1・T・C・ とB・T・N使 用1・ 二 大 別 さ れ て い る .一 掴 連 へ の 連 絡 、ま,

S・1'T・C・ まtこ はB ・T・N・ に よ ・て 行 な わ れ ,B.T.N.はS.1.T.C.に 変 換 さ れ

て 統 計 が 作 成 され て い る。
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第6表 海運関連業界と共通コー ドの有無等一覧表

業界共通 共通 コー 準拠の
業 種 名 コ ー ドの 備 考

有 無 ドの桁数 有 無

製 造 業 ナ シ 一 『 鉄 鋼 メ ーカ に て関係 共通 コー ド検討 中

貿 易 業 ナ シ 一 一 各社それぞれSITCま たは標準商品分類等を
基 準 に,あ るい は独 自に て コ ー ドを編 集 使用

梱 包 業 ナ シ 一 一
`

内 陸 運 送 業 ナ シ 一 一

鉄 道 ナ シ 『 一
国鉄 は6桁 の独 自 コー ド使 用

ト ラ ッ ク ナ シ 一 一

航 空 ナ シ 一 一 JALの 国 際 間輸送 に つ い て は1.A.T.A.

COMMODITTTARIFF使 用

倉 庫i業 ナ シ 一 一

通 関 業 有 6 有 大蔵省(税 関)規 定によ り輸出入統計品目表
(SITC)を 使用

検 数,積 方,検 量 業 ナ シ 一 一 日本貨物検数協会は輸出入統計品目表を使用

港 湾 作 業 業 ナ シ 『 一

保 険 業 有 3 ナ シ 損保算定会貨物統計委員会制定コー ド使用

金 融 業 有 2
1

有 日銀統計月報分類を使用

官 庁 有 6～9 有 輸出入統計品 目表または日本標準商品分類等,目的
別に分類表使用

4.S.1.T.C.の 採用 とそ のMODIFICATION

4.1S.1.T.C.の 採用

DATAの 正確 性 確 保 とRE-CODINGの 省 略 のた め
,関 連 業界 のCODEDDATA

を利用 す る点,ま た コ ー ドブ ッ クの編 集 ・発 行 ・維持 事務 面 で の省 力 の点 か ら
,例 え コー ド構成

に多 少 の不 便 さはあ って も,致 命的 な欠 陥が ない限 り
,広 く使 用 され て い る既 成 コ ー ドの利用 は

充 分 に 意義 が あ る。

S・1・T・C・ につ い てみ る と,輸 送業 務 を対 象 として 編成 され た もの で は ない が
,

(i)輸 出 申告 は国 際 間貿 易 で は必 らず 行 な われ てい る。

(ii)わ が 国 の み な らず 各 国 の輸 出 申告用 にS .1.T.C.が 広 く用 い られ て い る。

(iii)S・1・T・C・ コー ドブ ック は公 刊 され て容 易 に入 手 で き
,か っ コー ドの維 持 も公 的裏 付

け を もって行 な われ て い る。

(iv)わ が 国は も とよ り,各 国 並 び に国 連 の貿 易統 計 と船 積 ・港湾統 計 との 関係 づ け もS
.1.

T.C.使 用 に よ って実 施 で き る。

(V)輸 出 申告 を行 な う通 関業 は船 社 と密接 不離 の存 在 で あ り
,こ こか らの情 報 の入 手 は比 較

的容易 であ り,S.1.T.C.を 媒体 とす る情 報 の共用 化 が可 能 で あ る
。
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の諸 点か らS.1.T.C.の 採 用 は充 分 に価 値 あ りと判 断 され るに到 った。

4.2S.1.T.C.に 対 す る修 正

S.1.T.C.の 使 用 に 当 っ ては,海 運 業 での 適用 上 の不 便 さを カ バ ーす るため,コ ー ド体 系 に

支 障 を与 えぬ箇 所 に 船社 共 通 の,ま たは 各船 社独 自の 修正 を行 な うこ と とな った。

具体 的 に は,S.LT.C.中 の特 定 瀦{こ つ き表 示 品 目 を齪,あ るい は欠 番 を禾umし て特 定

…例 え ば政 府貨 物
,郵 便,家 財等 … … を示 す こ と としたが,こ れ らは あ くまで も船社 内部 の処理

用 が 目的 で あ る。 内容 を第7表 に示 す。

第7表 船 社 に お け るS.1.T.C.MODIFICATION内 容

一品目または複数品目に限 新 設 した コー ド(コ ンテ ナ船

定 し た コー ド45項 目 用 コ ー ドを含 む)59項 目

0138 肉の缶詰 0244 ホ エ イ パ ウ ダ ー

0222' ミ ル クパ ウ ダ ー 0314 あわび

0313 え び 0516 グ レ ー プ フ ル ー ツ

0511 オ レ ン ジ 0518 ア ー モ ン ド

0512 レモ ン 0521 干 ぶ ど う

0519 ス トロ ベ リ ー 0522 プ ル ー ン

0539 果実の缶詰および瓶詰 0523 ナ ツ メ ヤ シ

0548 海 草 0547 ホ ッ プ

0555 野菜の缶詰および瓶詰 0815 魚 粉

0619 ラ ク トー ゼ 0816 配合飼料添加剤

0711 コ ー ヒー豆 0912 ホ ッ グ グ リ ー ス

0811 アル フ ァ ル フ ァ ミー ル 0991 ス ー プ

0814 骨粉,肉 粉 0992 そ の他 の 缶,瓶 詰 類

0819 ペ ッ ト フ ー ド 1125 ウ イ ス キ ー

0913 ラ ー ド 1126 ベ ル モ ッ ト

1124 ブ ラ ン デ ー 2113 ス キ ン

2110 ハ イ ド 221A カポ ック の種

2218 ご ま 221B ひ まわ りの種 』

2733 シ リ カ サ ン ド 221C シ ア ナ ッ ト

2762 粘 土 2315 天然 ゴ ムの ラテ ックス

2769 バ ス テ ナ サ イ ト,シ リマ イ ト,こ れ
2434 特殊木材

らに属する鉱物の砂
2839 ク ロム鉱 2513 コ ッ トン リ ン タ ー パ ル プ

2840 その他の非鉄金属の くず 2659 コ イ ヤ フ ァ イ バ ー

4113 夕 日 ー 油 2767 ほ た る石
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一品目または複数品目に限 新 設 した コー ド(コ ンテ ナ船

定 した コー ド45項 目 用 コ ー ドを含 む)59項 目

4314 植 物性 の ワ ックス 2768 ア ン ダ ル サ イ ト

5131 ヘ リ ウ ム ガ ス 276A バ ー ミキ ュ ラ イ ト

5132 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 2821 ス テ ン レス の くず

5133 ほ う酸 2838 チ タ ン鉱

5143 ほ う酸 ナ トリウム 283A モ リブ デ ン 鉱

5214 ソル ベ ン ト 283B ジル コ ン鉱 お よ び キ ン ド

5333 ペ イ ン ト 283C ア ンチ モ ン鉱

5613 塩 化,硫 化 カ リ ウム 2841 銅くず

5810 合成樹脂 2842 黄銅くず

5997 テ トラ エ チ ー ル 鉛 2843 ア ル ミニ ュ ー ム くず

6318 ウ ッ ドチ ッ プ 2912 貝 殻

6713 鉄鋼の粉 2918 シ ー ブ ケ ー シ ン グ

6821 銅 イ ン ゴ ッ ト 5137 水 銀

6831 ニ ッ ケ ル イ ン ゴ ッ ト 5531 タ ン ク パ ウ ダ ー

6841 ア ル ミニ ュ ー ム イ ン ゴ ッ ト 5991 トー ル オ イ ル

6861 亜 鉛 イ ン ゴ ッ ト 5993 カ ・ゼ イ ン

6871 すず イ ン ゴ ッ ト 5994 ロ ジ ン

6895 コ バ ル ト・ 5998 添 加 剤(ア デ ィテ ィ ブ)

7191 冷凍,冷 蔵機および部品 6733 ステ ン レス の一 次 製品

7221 発 電機,電 動 機,交 流 機 … … 6771 その他の特殊鋼

7322 バ ス,ト ラ ッ クお よ び 部 品 7119 船舶用機械および部品

上 記 は,該 当 コ ー ド番 号 に右 側 の商 品 を限 719A エ アコ ン完 成 品

定 して引 当 て た もの。 それ以 外 の商 品 〔例 え

ば0138中013-899所 属 の 肉 また は
719B エ ア コ ン ノ ッ ク ダ ウ ン

くず 肉 の調整 品(そ の他 の もの)は0130 732A 乗用 自動 車 ノ ック ダ ウ ン

(上 記 コー ドの4桁 目を0と した 中 項 目)中 8998 造 花
に包 括 して収 容 す る。 〕

9910 展示品(EXHIBITIONGOODS)

9921 所持品(PERSONALEFFECTS)

9922 家 財(HOUSEHOLDGOODS) ,

9931 政府貨物(GOVERNMENTCARGO)

9932 軍用貨物(MIHTARYCARGO)

9941 遺 骨(㎜BONE)

9942 人 灰(肛IMANASHES)
・
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新 設 し た コ ー ド(コ ンテ ナ船

用 コー ドを含 む)59項 目

9950リ ター ン カ ー ゴ(RETORNCARGO)

9990メ ール(SEAMAIL)

9999何 れ に属 す るか 不 明 の もの

5.今 後 の問題 点

5.1S.1.T.C.の 普 及 化

情報 の流通 性,互 換 性 の効 用 は,そ の利用 範 囲 の広 さに比例 す る。

海運 業 界 にお け る統 一 商 品 コ ー ド(S.1.T.C.)の 使 用 は,す で に9社 が 採用 を決定,

使 用 開始 は各 社 内 部で の切替 手 順都 合 あ り,昭 和44年 夏 か ら45年4月 に か け て行 なわ れるカ}こ

ん ご電子 計算 機 を導入 す る船 社 にお い て も順 次 採用 され るこ とに な ろ う。

また,船 社 内 部処 理 用 の み な らず,運 輸省 に対 す る報 告 … … 中核6社 につ い て は45年4月 よ

り一 部報告 を磁 気 テ ー プに よ り行 な う… … にS.1.T.C.を 使 用 す るこ とに な っ てお り,さ らに

日本貨 物 検数 協 会 で の使 用 法 定 等関 連 業界 で の使 用 が順 次 拡大 しつ つ あ る。

現在 船社 で は,対 運 輸省 報 告 へ のS.1.T.C.使 用 の他 に,わ が 国通 関業 者か ら輸 出 申告 時 の

輸 出入 統計 品 目表 に よ るCODEDDATAの 入 手,外 地 にあ って は米 国 のE/D(輸 出 申告

書)面 のScheduleBに よ るCODiEDDATAの 入 手 に付 それ ぞ れ取 進 め乃 至検 討 を行

な って い る。 一 方船 積 資 料 の港 湾 統 計ぺ の 利用 ,同 じ く貿易 統 計 との 対 比 に も明 るい 見 透 し を得

っつあ り,統 一化 の メ リッ トは デ ー タ処理 の合理 化,省 力 化面 に充分 に現 れ は じめ て い る。

5.2コ ンベ ージ ョン ・テ ー プル ー 標 準 商品 コ ー ドに対 す る期 待

コー ドの標 準 化 また は統一 化 とい って も
,海 運 に は海上 経 由 の輸 送業 として の特 殊 性 があ るよ

うに,各 業 界 毎 に それ ぞれ特 殊 性 と処 理 対 象が 異 な り,単 一商 品 コ ー ドを以 て 万葉 をカバ ーす る

こ とは極 め て困難 であ ろ う。

電算 処理 の 目的 の一 つが,業 務 の合 理 化 ・効 率 化 ・省 力 化 であ る とすれ ば,業 務 の特 殊性 をふ

ま えた電算 処理 は 不可 欠 で あ り,当 然 コー ド構 成 もそ の 目的 に合 一 した もの で な けれ ば な らない。

か りにS.1.T.C.あ るい は ほか の コー ドの共 用 化が 無理 で あ る とす れ ば
,何 等 か の手段 で コ

ンバ ー トして情 報 に 流通 性 を もた し め るこ とは
,こ ん ごの情 報 化社 会に対 処 す る大 きな命題 で な

けれ ば な らな い。

日本 に10倍 す る電 算 機 を使 用 す る米 国 にお い て コ ー ド問題,情 報 の 流通 性 賦与 問題 につ いて

の反省 も深 刻 との話 を聞 くに っ けて,成 長期 に入 りっ つ あ るわが 国 電算 機 利 用 にお け るこの面 で

の対 応 策 の早 期確 立 に か け る期 待 も亦 又 といわ ね ばな らない。
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3.3.4通 商 産 業 省(調 査 統 計 部)に お け る 事 例

(1)工 業 統 計調 査 と生 産動 態 統 計調 査 との関 係

工 業統 計 調査(工 業 セ ンサ ス)と 生 産 動 態 統計 調査(生 動)は 通 商産 業省 所 掌統 計 の 骨格 を なす

統 計 調査 で あ って,わ が 国工 業 の 実 態 を把 握 す るた め欠 くべ か らざ る主 要 統計 であ る。

工業 セ ンサ ス は明治42年 の工業 統 計 調査 を起 点 とし,生 動 は昭 和22年 か ら発足 し,そ の後 い

くっ か の起 伏 を経 て発 展 して きた が,統 計体 系 上 の両 者 の位置 と関連 性 に ふれ つ つ,商 品 コー ドの

観 点 か ら両 者 の対応 関 係 を みて み る。

工業 統 計調 査 の 目的 は 「工業 の実 態 を明 らか に す る」 こ とで あ り,生 動調 査 の 目的 は 「鉱 工 業

の生 産 の動 態 を明 らか にす る」 こ とで あ る。

「工業 の実 態」 と 「工業 の生 産 の動 態」 とい う言 葉 を対 応 す る とき,両 統 計 が 明 らか に しよ う

と して い る 「工 業 」 とは何か とい う うこ とが解 明 され ね ば な らない が,ま ず,現 状 が ら判 断 してみ

る と,工 業 セ ンサス の調 査 範 囲 は,日 本 標 準 産業 分類 の大 分類F製 造業 に格付 け され た事 業所 であ っ

って,該 当事業 所 の全 体 の活 動 を把 握 しよ うと して い る。

一 方
,生 動 調査 は,産 業 分類 上 の事 業所 に関係 な く,特 定 の生 産 品 目を生 産 す る事 業所 を調査 対

象 として,当 該品 目につ い て の生 産 活 動 を 明 らか に しよ うとして い る。

さ らに,工 業統 計調 査 と生動 調 査 の関係 につ いて,工 業 統計 調査 の 目的が 事 業所 の経 済 活 動 を全

体 として 把握 しよ うとす る のに対 し,生 動 統 計 は特 定 品 目の生 産活 動 を追 及 す る品 目統計 で あ るか

ら,両 者 は きわ めて異 質 的 存 在 で は あ るが,工 業 セ ンサ スは品 目統 計 と して の側面 を もってい るか

ら,両 者 は そ の限 りに おい て 関連 を もつ とい え る。

工業 セ ンサ スが基本 的統 計 と して全 体 を構造 的 に把 握 しよ う とし,生 動 調査 が特 定 品 目の生 産活

動 を追 及 す る とい うこ とは,巨 視 的 に い えば両 統計 共 通 の 目的 で あ る 「工業 」 の実 態 を,静 的 に あ

るいは動 的 に 明 らか にす るた め の統一 的手 段 の問題 と考 え られ,こ の手 法 の 相違 が 両統 計 の質 を決

定 づ けてい るので あ って,こ の こ とか ら統 計体 系 上 両統計 の位 置 は具体 的 に 別 々 の利用 目的 を もっ

た2つ の統計 として併 存 し,単 に 品 目調 査の面 でそ の結接 点 を もって い る もの とい えよ う。

両 統計 のそれ ぞれ の品 目は,従 前 名 称が 異 な るが,名 称が 同 じで も包 括 内 容 が異 な るか,一 方 の

内訳 品 目を くくって も他方 に合 致 し ない等 の事情 が あ って両 統計 の結 果 を照 合 分析 す るた めに きわ

め て不便 が多 か った。 そ こで両 統 計 の対応 性 を,こ の範 囲 の意 味で 保 持 させ るた め昭 和35年 と

42年 の2回,両 者 の調 整作 業 を行 な った。 そ して 一応 「対 応表 」 をつ くって み たが,そ の後生 動

側 にか な りの品 目改正 が 行 なわれ,工 業 統計 にあ た って も日本標 準 産 業 分類 が42年5月 改 訂 され

たので 品 目分 類 に もか な りの改 訂が 加 え られ た。

調査 品 目の数 は,現 在 工 業 統 計が1890品 目,生 動 調 査が3400品 目であ って,概 して工業

統 計 の方 が あ らい分類 とな って い る。

(2)工 業 統 計 品 目 と生産 動 態統 計 品 目の対 応 化 の ここ ろみ

工業統計 と生産動態統計の関連については,前 段で,「 両者は異質的存在であるが,品 目統計 と
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い う側面では,関 連性がある」 と述べたが,こ の品目面での接合を有機的なものとし,工 業統計の

もっ悉皆性と内容が精緻 かっ包括的であるという特質を生かし,品 目を中心とした生産動態統計の

母集団とすることがで きるはずである。

ただ生動の調査範囲は生産品目に着目し,工 業統計の調査範囲である 「製造業」以外にも及んで

いる力湖 実的には墳 ばナ・等若干の家内工業部分を除いて,雌 省所管物資の大部分は・ 「製造

業」か ら産出されるので,こ の問題を余 り大きく取上げて,工 業統計が生産の母集団になり得ない

とするのは,妥 当ではないように思われる。

(イ)両者の対応関係を品目の接点 として明確にする必要性

両者の対応性を高め工業統計が生産動態統計の完全な母集団にな り得た場合の利点を考えてみ

.る と魂 行の生動誠 に相当程度 サ・プ・レ調ざ すそ鋤"疏 等の手法樽 入できるものと

考えられる。

サ。プル縮 吋 そ切 り・縮 を行なう場合,最 樋 歎 ・とは・全体の把握 一 母集団

の把握 → 完全にしてお くことであり,・ れが完全であれば,例 えば・カ・トォ・の嚇 そ

の限界測定が可能 となり,統 計作成の・ス ト,統 計需難 を勘案して・最 も効紬 な統計の作成

が可能 となる。

今後,締 醐 の多面化に伴ない躍 多な品 を調査す・必要性 ず・であろうが・この給

すべての品目を悉皆す る必要はなく,上 言己のような手泳 よ・て・ ・ス トの安い濡 要に応じた

統計を作成することを考慮すべきであろう。

回 両者の対応表作成に伴な う問題点

嚇 の対応関係棚 齢 する方法 として最初に着手すべ き・とは・瀦 の齢 部分である疏

品 目を明 らか に す る こ とで あ る。

しか し,両 者 の 品 目の対 応 関係 をみ る場 合,次 の よ うな問 題 が あ る。

それ は,生 動 の誠 品 目は生 産 ベ ース であ り,工 業 統 計 の それ は踊 ベ ースで あ る とい うこ と

である。

工業統計の場合,そ の韓 所で生産され・・朋 でも,そ れが製造雌 の中に編 入れ られ踊

された時には,出 荷時における品目ということになる。

そ剛 嚇 で翻 してい・品目で,名 称が異・てい・・り・名称が同じでも包括酪 力澱 る

場 合 もあ る。

疏 鋤 の調 査 品 数 は3,4・ ・品 目,工 業 統計 は1・89・ 品 目 とな ・て い るカs・これ は・

生動 品 目の3,、 。 。品 目の うち,額 の もの・括 ・て い けば…8・ ・品 目に な る とい うもので

はない。

肚 のよう嫡 題点はあ。・、が,瀦 の満 開 の対応関係を明らかにするため・昭和35年 と

42年 に,品 目の罐 作業・行ない,「 工業統計誠 生繭 鰍 計漉 の調査品 対応表」を作

成した。

上言己の調査品目対臓 の内容の一部・蹴 関係の品醐 臓 ・例にと・てみると欲 表のとお り
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で あ る。

電 球 関 係 品 目対 応 表

セ ン サ ス 生 動

品 目 番 号

353111 一般照明用電球 一 用 40W

＼ 般 電 60W

353112 豆電 球,ク リスマスツリー用 電 球 照 球 100W

明 その他

353119 その他の電球

赤外線電球
w

耐震電球

自動軍用電球

写真用せん光 球 シ ール ド ・ ビ ー ム形 電 球

耐震電球 自転車用電球

集光繊条電球等 ク リス マ ス ツ リー 用 電 球

球
豆電球

353121 けい光ランプ

直管形 ＼
反射形電球

その他の白熱電球

[環形等 ＼＼写真用せん光電球

＼ ＼赤外線電球
＼

353129 その他の放電灯 ＼ け 直管形の20W

'高 圧水銀灯
放

い
光

〃 の40W

太陽灯 z 環 形

殺菌灯 ＼ 電
プ

そ の他 の けい 光 ラン プ

ネ オ ン灯

＼ ＼ 高圧水銀 ランプ

ア ー ク 灯

＼
榊 一殺菌 〃

ナ ト リ ウ ム ラ ン プ その他の放電灯

一 キ セ ノ ン ラ ン プ 等

これ は電球 製造 業(産 業 分 類 細 分類3531)に 属 す る工 業 統計 の品 目(6桁)と 生動 の品 目 と

対 応 させ た もので あ るが,両 者 間で 名 称 の一致 して い る もの は,「 一 般照 明用 電 球 」 「豆電 球 ク

リス マス ツ リー用 電 球」 「けい 光 ラン プ」 のみで,そ の他 は品 目の 括 り方 が異 な って い る。 従 って

セ ンサ スの 「集 光繊 条電 球 等 」 の 内容 と,生 動 の 「自動軍 用 電 球」 「シー ドル ・ビー ム形 電 球」

「自動 車用 電球 」 「反射 形 電 球1「 その他 の 白熱 電球 」 とが 一 致す るか ど うか 明確 で は な い。

さ らに特 に,機 械 関係 調 査 の場 合 の よ うに,部 品 もその調 査 品 目 とす るこ とが多 いた め・ 製造 品

の形 で調 査 され るセ ンサ ス の品 目 とは,そ の斉合性 が 低い よ うで あ る。

これ に対 し,こ うした要 因 のな い紙 ・パル プ関係 の品 目は,次 の よ うにそ の 斉合性 が 高 い。
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中 分類24一 パル プ,紙,紙 加 工 品,工 業,生 動 品 目対 応 表

番 号 工 業 統 計 調 査 生 産 動 態 統 計 調 査

溶解パルプ
一

溶解パルプ

241111 溶解 サル フ フ ァイ トパル プ サ ル フ ァ イ トパ ル プ

241112 溶解 ク ラ フ トパ ル プ ク ラ フ トパ ル プ

製紙パルプ 製紙パルプ

241211 製紙 サル フ ァイ トパ ル プ サルフ・イ ・パルプぼ ξヒし

241212 製紙 ク ラフ トパ ル プ クラ・… ルプぼ ξシ。

241213 セ ミケ ミ カ ル パ ル プ セ ミケ ミカ ル パ ル プ

241214 ケ ミグ ラ ウ ン ドパ ル プ ケ ミグ ラ ウ ン ドパ ル プ

241215 砕木 パル プ(リ フ ァイナ ーグ ラウ ン リフ ァ イ ナ ー グ ラ ウ ン ドパ ル プ

ドパル プ を含 む)

砕木パルプ

2.41219 そ の他 のパ ル プ(ソ ー ダパル プ等) ソ ーダ パル プ

かす パ ル プ

そ の他 の パル プ

241291 製紙パルプ(賃 加工)

洋紙,機 械すき和紙 紙

242111 新聞巻取紙
'新

聞 巻取 紙

242112 印刷用紙 印 刷用 紙(印 刷用紙A,B,C,D

(曙 鵠 已 露 奪Dグラビ)
グラビヤ用 紙,コ ーテ ッ ドペ ーパ ー,

印刷 せ んか 紙,そ の他 印 刷用紙)

242113 筆記図画用紙 筆記 ・図画用紙

儀 ン理 、Z≦ト紙 便せん用)

242114 両更 ク ラ フ ト紙 重 袋 用 両更 ク ラ フ ト紙

そ の他 面 更 ク ラ フ ト紙

242115 ロール紙,そ の他 の包 装用 紙 純 白 ロ ール紙

(夢曄 勢 ら讐篇 曇フト紙) ・そ の 他 ロ ー ル 紙

その他包装用紙

242116 薄葉紙(家 庭用を除く) 簿 葉 紙(グ ラ シ ン ペ ー パ ー,ラ イ ス ペ

ラ イ ス ペ ー パ ー,コ ンデ ンサ ー ペ 一 パ ー
,イ ン デ ァ ペ ー パ ー,カ ー ボ ン

一 パ ー
,イ ン デ ア ペ ー パ ー,グ

ラ シ ン ペ ー パ ー,複 写 用 紙,謄

紙 原 紙,タ イ プ ラ イ タ ー ペ ー パ ー,コ
ピ ー紙,コ ン デ ン サ ペ ー パ ー,複 写 原

写 板原 紙 用紙,図 引用 原紙,電. 紙,そ の他 薄 葉紙)
線絶縁紙等

242117 家庭用薄葉紙 家庭用薄葉紙

(遍繭:遮:紙) テ ィ シ ュ ペ ー パ ー

生理用紙

その他家庭用薄葉紙
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一
番 号 工 業'統 計'調 査 生 産 動 態 統 計 調 査

242118 ち り 紙 京 花 紙

(暫概製 勝 ちり⇒ ち り 紙

ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー

242121 障子紙(機 械すきのもの) 障 子 紙

242122 書道用紙 書道用紙

(縫 半紙 書き醐 紙 画)
242123 雑 種 紙 雑 種 紙

加 工原 紙,硫 酸紙,電 気絶 縁紙

(
統 計機 カ ー ド用紙,連 続 伝票用

紙,色 上 質 紙,感 光紙 用紙,紙
ひ も用 紙 等

加工原紙
電気絶縁紙統
計機カード用紙

連続伝票用紙

上記の 「調査品目対応表」をもとに,昭 和36年 から38年 にかけて工業統計調査 と生動統計調

査のチェック作業が行なわれ,そ の報告書が昭和38年5月 に完成した。

(3)工 業統計調査に用いている品目分類の問題点

工業統計調査は日本標準産業分類の大分類F－ 製造業に格付けされた事業所を調査対象として

おり,わ が国工業の実態を明らかにすることを目的にしている。

工業立地 という視点に立った工業の分類に臨海型工業 とか,内 陸型工業 とか,用 水型工業,資

源立地型工業,消 費地立地型工業 とかいわれて使用されているものもあるが・日本標準産業分類

では,産 業分類との関係でも述べている通 り,生 産されるものまたは提供 されるサービスの種類,

事業所の技術的構造,原 材料の性質によって分類項目がたてられてお り,該 当事業所はこれ らの

点を考慮して適切な産業に格付けされなければならない。

それは,事 業所に産業分類を適用する際,事 業所内で行なわれている経済活動が・たとえば産

業分類項目の数項目にわたる場合であってもそれを一つの項目に代表させて報告することになっ

ている。そのため産業格付けの方法 として,該 当事業所で生産される品目について 「作業工程」

「主要製品名」 「製造品な らびにくずおよび廃物出荷額」,「 加工賃収入額」などを調査項 目

にあげてお り,出 荷額のもっとも多い産業分類項目に格付けすることになっている。

従って 「製造業」や 「賃加工」にっいては,日 本標準商品分類 のような標準分類で3万 種近 く

あ り膨大な数となるので,工 業統計調査では産業分類を基礎においた品目分類を特に作成し,産

業格付けの一助にしていると同時に産業編とは別に品目編として表草している。

産業分類を基礎においた品目分類の1例 を示せば下記のようになる。
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産 業 分 類

181畜 産食料品製造業

1811肉 製品製造業

製造品質加
工番号

1811

1811

1811

産業分類
4桁

11.

12

13

主 要品 目

2桁

品

生 鮮

目

上記例でわかるとお り 「製造品名,賃 加工品番号」は6桁 を用い,最 初の4桁 が産業分類の細

分類,次 の2桁 で品目を示 している。

以上が工業統計調査で用いている品目表の概略である。

次に標準商品コー ドの視点か らこの品目表を見た場合の問題点と思われるものを列挙してみよ

う。

α)産 業を技術的見地から分類した場合の品目分類

鉄鋼業を分類するとき,高 炉の有無,電 気炉,平 炉の有無は鉄鋼業の規模を左右する重要なポ

イントとなるが,こ の業種か ら産出される形鋼などの鋼材を品目分類 としてどのように結びつけ

てい くかということになると,か なり困難であり,な かなかむずかしく工業統計調査の品目分類

では表1の 如く 「3111製 鋼圧延をおこなう高炉による製鉄業」で産業を代表している点が他

の業種 と異なる点である。

表1中 分 類31一 鉄 鋼 業

産 業 分 類
製造品賃加工品

製造品名,賃 加工品名
番 号

311高 炉 に よ る製 鉄 業

3111製 鋼 圧延 をお こな う 311111 高炉銑(製 鋼用銑)
高炉による製鉄業

'
311112 高炉銑(鋳 物用銑)

3119高 炉 に よ るそ の他 の

製鉄業 311113 普通鋼粗鋼

311114 普通鋼半成品

311115 軌 条,同 付 属品(フ イ シ ュプ レー
313製 鋼および圧延業 ト,タ イ プ レ ー ト)

311116 形 鋼(鋼 矢 板,リ ム リ ン グ バ ー,

3131平 炉 に よ る製 鋼 お よ サ ッ シ ュバ ー を 含 む 。)

び圧延業(単 独平炉
を含 む。) 311117 棒 鋼(バ ー イ ンコ イル を含 む。)

311118 管 材
3132転 炉 に よ る製鋼 お よ

び圧延業(単 独転炉 311121 線 材
を含 む。)
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産 業 分 類
製造品賃加工品

製造品名,賃 加工品名
番 号

311122 厚 中板(厚 さ3ミ リメ ー トル 以 上)

311123 薄 板(厚 さ3ミ リメ ー トル 未 満 で
3133電 気 炉 に よ る製 鋼 お ロ ー モ 板 を 含 む 。)

よび圧延業(単 独電
気炉 を含 む。) 311124 電気鋼板

311125 広 幅 帯鋼(幅500ミ リメ ー トル

以 上 で コ イル状 の もの)

314製 鋼をおこなわない鋼材
製造業(表 面処理鋼材を 311126 帯 鋼(幅500ミ リメ ー トル未 満

除 く。) で コ イル状 の もの)

311127 外輪(圧 延軸心,圧 延車輪を含む)
3141熱 間 圧延 業(鋼 管,

伸鉄 を 除 く。)
311128 みが き棒鋼(み がき形鋼を含む)

3142冷 間圧 延業(鋼 管,

伸 鉄 を除 く。) 311131 冷 延鋼 板(冷 延 ロー モ板,再 生仕
上鋼板を含む。)

3143冷 間 ロ ール成 型 形 鋼

製造業 311132 冷延電気鋼帯

3144鋼 管製 造業

311133

・

冷 延広 幅帯鋼(幅500ミ リメ ー
トル 以上 で コ イル状 の もの)

311134 みが き帯 鋼(幅500ミ リメ ー ト
ル未 満 で コ イル状 の もの。)

3145伸 鉄 業
311135 冷間ロール成型形鋼

簡易鋼矢板,軽 量形鋼等
3ユ46み が き棒鋼 製 造業

311136 鉄線(硬 鋼線 マイル ド鉄線を含
む。)

3147引 抜鋼管製造業
311137 普通 鋼 継 目無 鋼管(冷 け ん,め っ

3148伸 線 業 きを 含 む。)

3149製 鋼 をお こな い その

他 の鋼 材 製造 業(表
面 処理 鋼 材 を 除 く)

注:1)312高 炉 に

311138 普通鋼溶鍛接鋼管(冷 けん,め っ)
きを含む。
溶鍛接鋼管 電縫鋼管,電 弧
溶接鋼管,ガ ス溶接鋼管等

よらない製鉄業は
314の 次 に 掲 げて 311141 溶接形鋼
あ る。

311142 特殊鋼粗鋼
2)こ の分 類 の

311111～ 311143 特殊鋼半製品
314991ま では

作業 工 程 に よ って産

業 を 決定 す る。

311144 工 具 鋼
炭素工具鋼,合 金工具鋼 高速
度鋼 中空鋼 打刃物地銭等

311145 機械構造用炭素鋼

311146 構造用合金鋼
は だ焼 鍋,強 じん 鋼等

311147 バ ネ 鋼

311148 軸 受 鋼

311151 ス テ ン レス鋼(熱 間 の もの に限 る。)
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産 業 分 類
製造品賃加工品

製造品名,賃 加工品名
番 号

311159 その他の特殊用塗鋼
耐熱 鋼,高 マ ンガ ン鋼,快 削鋼

磁石鋼,ピ アノ線材 高抗張力
鋼等

311161 特 殊鋼 み が き棒 鋼(ド リル ロ ッ ド
を 含 む。)

311162 特殊鋼冷延鋼板

311163 特殊鋼冷延広幅帯鋼(幅500ミ
リメ ー トル以 上 で コ イル状 の もの

311164 特 殊 鋼 みが き帯 鋼(幅500ミ リメ ー
メ ー トル未 満で コ イル状 の もの)

311165 特 殊 鋼 鋼 線(ピ アノ線 を含 む。)

311166 特殊鋼鋼管

311167 ミス ロ ール(普 通鋼,'特 殊 鋼)

311168 鉄 く ず

313391 粗鋼,鋼 半成品(賃 加工)

314191 熱 間圧 延 鋼 材(鋼 管,伸 鉄 を除く。)

(賃 加工)

314291 冷間圧延鋼材(鋼 管,伸 鉄を除く。)
(賃 加工)

314391 冷間ロール成型形鋼(賃 加工)

314491 鋼 管(賃 加工)

314591 伸 鉄(賃 加工)

42年5月 改 訂 以前 の産 業 分類 で は,紙 製 造 業 で 「パ ル プ製造 設 備 を もっ た洋紙 製造 業」,

「パル プ製 造設 備 を もた な い洋紙 製造 業 」 とか,ガ ラス 製造 業 で 「溶解 炉 を もった ガ ラス容器 製

造 業」 「溶解 炉 を もった理 化 学 用,医 療用 ガ ラス容器 製造 業 」 … … の如 くパ ル プ製造 設 備,溶 解

炉 の有 無 な どに よ る分 類 項 目が あ り,品 目分類 をっ くる場 合,鉄 鋼業 と同 じ配 慮 が な されて い た

が,改 訂 後 は設 備 の有 無 を分類 項 目をた て る際 の メル ク マ ール とす る こ とをや めた ので 品 目分類

は簡単 に な った とい え る。

⇔ 産 業 を原 材料 に着 目 して 分類 し た場合 の品 目分類

普 通,商 品 分類 で は,は き もの,家 具,台 所 用 品 な どを分 類 す る ときは,木 製 の もの,ガ ラス

製 の もの,陶 磁 器製 の もの,金 属製 の ものが例 えば 「は き もの」 と い った1つ の中 分類 位 の大項

目の中 に 含 まれ よ う。

これ を産 業分類 を基 礎 とした品 目分 類 に な ると,は き もの は表2の よ うに な る。 この こ とは2・

商 品 コー ド標準 化 の 必要 性 のiVl産業 分類 との 関係 で若 干 ふれ た と ころで あ る。
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表2は き も の

製造品賃加工品
産 業 分 類 製造品名,賃 加工品名

番 号
'

224木 製 は き もの製造 業

2241木 製 は き もの製 造 業 224111 木 製 は き もの
げた,サ ンダル 等

・

224191 木製はきもの(賃 加工)

2241'92 木製はきもの塗装(賃 加工)

282コ ム 製,プ ラ ス チ ッ ク製

は き もの,同 付 属 品製 造

業

2821ゴ ム製 は き もの,同 282111 地下たび
付属品製造業

282112 ゴム底 布 ぐつ

282113 総 ゴ ム ぐつ

282114 ゴ ム ぞ う り,ス リ ッパ(ス ポ ン ジ

製 の もの を含 む。)

282115 ゴム製 は き もの用 品(く ず ゴム 製

)を 除 く。
ゴム底 ゴム かか と,ぞ う り底,

こう(脾)等

282191 ゴム製 は き もの,同 付 属 品(賃 加
' 工)

2822認 高論 器㌶ 282211 プ ラ ス チ ッ ク裂 く つ ・

業 282212 プ ラス チ ック製 サ ンダル

注:合 成皮革製を含む 282213 プ ラ ス チ ッ ク製 ス リ ッパ

282219 そ の他 の プ ラスチ ッ ク製 は き もの
、

282291 プ ラス チ ック製 は き もの,同 付 属

品(賃 加工)

293か わ製 は き もの用 材料,

同付属品製造業

2931か わ 製 は き もの用 材 293111 かわ製はきもの用材料,同 付属品

料,同 付属品製造業 甲,く っ底,か か と等

293191 わか製はきもの用材料,同 付属品
(賃 加 工)、

294か わ 製 は き もの 製造 業
,

2941か わ製 は き もの製造

業

294111 紳 士用 短 ぐつ(23セ ンチ メ ー ト)
ル以 上 で運 動用 を除 く。

294112 婦 人 用 短 ぐつ(21セ ン チ メ ー,ト

ル以 上 で運 動用 を除 く。)

294113 子 供 用 か わ ぐつ(男 もの は23セ女 も
のは21ンチ メ ー トル未 満,

セ ン チ メ ー トル未 満)
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製造品賃加工品
産 業 分 類 製造品名,賃 加工品名

番 号

2941 14 運動用かわぐっ
登 山 ぐっ,ス キ ー ぐつ, ス ケ ー

ト ぐつ,ス パ イ ク ぐ つ, コ ル フ

ぐ つ,バ レ ー ぐつ 等

2941 15 作業用かわぐっ
保安 ぐつ,耐 電 ぐっ, 耐酸ぐつ
等

2941 19 その他 のか わ製 ぐつ
一 部か わ製 くつ 等

2941 29 その 他 のか わ製 は き もの
か わ製 ぞ う り,か わ製 ス リ ッパ

等

2941 91 かわ製はきもの(賃 加工)

上 記 の例 は台 所用 品 につ い て も同様 で あ る。 飲 食器 に つい てみ る と,金 属 製 飲 食器 あ り,ガ ラ

ス製 飲 食器 あ り,陶 磁 器 製 飲 食 器が あ る。 ま た,最 近 は プ ラス チ ック製 鉄 食 器 の 伸び は著 る し く

他 方,伝 統 的 な もの として 漆 器 製 の もの もあ り,種 々雑 多 で あ る。標 準 商 品 分類 で は これ らは 飲

食器 とい う一 つ の カテ ゴ リーに 分類 され るが 産業 分 類 を基 礎 に した品 目分 類 で は表3の よ うに小

分類335金 属 打 抜,被 覆,彫 刻,熱 処 理業(ほ うろ う鉄器 を 除 く)製 造 業,小 分 類301ガ ラ

ス,同 製品 製造 業,小 分 類304陶 磁 器,同 関 連製 品 製造 業,小 分 類396プ ラスチ ッ ク製品 製

造 業,397漆 器 製造 業 に 分類 され る。(表3参 照)

表3飲 食 器

産 業 分 類
製造品賃加工品

製造品名,賃 加工品名
番 号

2299他 に分類 され ない 木 ・ 229912 木製台所用品
竹,と う,き り ゅ う サ ラ ダ ボ ー ル,米 ぴ っ,ま な 板,

等製品製造業 し ゃ1も じ,め ん 棒,す り こ ぎ,

盆等
注:紡 績用木管は

345411に 分
.

229913 は し(木,竹 製)

類 され る。
229914 機械器具木部

229915 木 型

229919 そ の 他 の 木,竹,と う,き り ゅ う

等 製 品(塗 装 を含 む。)漆

器 素地,木 管(紡 績用 を除 く)妻 よ
っ子,か い,旗 ざお, ろ,

寄木細工等

3016卓 上 用,ち ゅ う房 用 301611 軍用上ガラス器具
ガラス器具製造業

301612

'

ガ ラス製 台所 用 品,食 卓 用 品
コ ッ プ,さ ら,ボ ー ル,は ち,

し ょ う油 さ し,バ タ ー入 れ,コ
一 ピ ー 沸 し 等
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産 業 分 類
製造品賃加工品

製造品名,賃 加工品名
番 号

301691 卓 上用,ち ゅ う房用 ガ ラス器 具
(賃 加工)

304陶 磁器,同 関連製品製造
業

3041衛 生陶器製造業 304,111 衛生陶器

304191 衛生陶器(賃 加工)

3042食 卓 用,ち ゅ う房 用

陶磁 器 製造 業

304211 陶磁 器製 和 飲 食器

茶 わ ん,ど ん ぶ り,は ち,さ ら,
酒器,土 びん等

304212 陶磁器製洋飲食器

洋 わ ん さ ら,洋 どん ぶ り,洋 さ

1組㌢㍊ 提 議 飲
食器等

304213 陶磁器 製 台所,料 理 用 品
なべ,か ま,す りば ち,お ろ し

器,つ ぼ,か め等

304291 食卓 用,ち ゅ う房 用 陶磁 器(賃 加

工)
332洋 食 器,刃 物,手 道 具,

一般金物製造業

3321洋 食器製造業 332111 食 卓 用 ナ イ フ,フ ォ ー ク,ス プ ー

ン(貴 金 属 製 を 除 き,銀 メ ・ キ 製

を含 む。)

332119 その他 の洋 食器
キ ッチ ンセ ッ ト等

332191 洋食器(賃 加工)

被 覆,彫 刻,金 属 打抜,335

熱 処 理業(ほ うろ う鉄器
を 除 く。)

3351打 抜,プ レス加 工 ア
ル ミニ ウム,同 合 金

335111 アル ミニ ウム製 機 械部 分 品(機 械

仕 上 げ を しな い もの)

製品製造業
335112 アル ミニ ウム製台 所,食 卓用 品

335119 そ の他 の打抜,プ レス加 工 アル ミ
ニ ウム,同 合金 製 品

・ ,,

335191 打 抜,プ レス加 工 アル ミニ ウム,

同合 金 製 品(賃 加 工)

3352打 抜,プ レス加 工金
属 製 品 製造 業(ア ル

335211 打 抜,プ レス機 械 部分 品(機 械 仕
上 げ を しない もの)

ミニ ウ ム,同 合 金 を
・ 除 く

。) 335212 王 冠

335219 ・窪⑫鑑7蕩 蔑騰 炉

便 器,台 所 用 品,食 卓用 品等

335291 打 抜,プ レス加 工 金属 製品(賃 加
工)
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産 業 分 類
製造品賃加工品

製造品名,賃 加工品名
番 号

396プ ラス チ ック製品 製 造 業

(別 掲 を除 く。)

注:一 次製 品(液,粒,粉

黍、蕗閨蕩錘摘29
,,

に,レ インコ一二ト,合 羽 は 叩

分類21に 分 類 され る。

3969他 に分 類 され な い プ 396911 他 に分 類 され な い プ ラス チ ッ ク製
ラス チ ック製 品製 造 品
業 プ ラスチ ッ ク容 器,家 庭用 品,

漆器下地,ふ ろ用品等

396991 他 に分 類 され な い プ ラス チ ッ ク製

品(賃 加工)

397漆 器製造業

3971漆 器 製造 業 397111 漆器製家具
テ ー ブ ル,机,鏡 台,伝 壇 等 、

397112 食卓 用 品漆器 製 台 所,
は し,ぜ ん,盆,重 箱,菓 子容'

器等

(ノう 産業 を生産するものに着目して分類した場合の品 目分類

産業分類は基礎にした品目分類の うち,.生産され るものに着目した産業分類項目がたてられて

いる場合はその品 目分類 も標準商品分類などと非常に近いものとな り,対 応関係 もっけやすいも

のとなる。

例 えば一般機械器具 は産業分類の一般機械器具製造業 と対応し,電 気機械器具(製 造業),送

用機械器具(製 造業),精 密機械器具(製 造業)の ように,い わゆる機械4分 類 を割合すっきり

と整理することができる。(表4参 照)

表4中 分類34-一 般機械器具製造具
一

製造品賃加工品
産 業 分 類 製造品名,賃 加工品名

番 号

341ボ イ ラ,原 動 機 製造 業

3411ボ イ ラ製 造 業 341111 円 か ん

注:温 水 か ん は33 341112 煙管かん
4311に 分 類 さ

れ る。 341113 水管かん

341114 ボ イ ラの 部分 品,取 付 具,付 属 品

341191 ボ イ ラ,同 部 分 品,取 付 具,付 属

品(賃 加工)

3412蒸 気 機 関,タ ー ビ ン 341211 蒸気 タ ー ビン(舶 用 を除 く。)

水力 タ ー ビン製 造 業

(舶 用 を除 く。) 341212 フ ラ ン シ ス タ ー ビ ン

341219 その他 の タ ー ビン
プ ロペ ラ タ ー ビ ン,ペ ル ト ン タ
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産 業 分、 類
製造品賃加工品

製造品名,賃 加工品名
番 号

一 ビ ン等

341221 蒸気機 関,蒸 気 タ ー ビン,水 力 タ
一 ビンの部分 品

,取 付具 付属 品

341291 蒸 気 タ ー ビ ン,水 力 タ ー ビ ン,同

部分 品,取 付 具,付 属 品(賃 加 工)

34ユ3は ん用内燃機関製造 341311 はん用 ガ ソ リン機 関
業

341312 はん用 ジ ーゼ ル機 関
注:舶 用,航 空 機用,

自動 車用,二 輪 自動 341313 はん用石油機関
車 用 を除 く。

341314 はん用内燃機関の部分品,取 付具
付属品

341391 は ん用 内燃 機関,同 部分 品,取 付

具,付 属品(賃 加工)

3419他 に分類 され ない 原 341911 原 子 動力 炉,同 部分 品,取 付 具,
動機製造業 付属品

341919 他に分類 されない原動機
風力機関,圧 縮空気機関等

341991 他に分類されない原動機(賃 加工)

342農 業用機械製造業(農 器
具 を除 く。)

3421農 業用機械製造業 342111 動 力 耕 うん機(エ ンジ ンな しの も
(農 器 具 を除 く。) の を含 む。)

342112 歩 行 用 トラ クタ

しか し,医 療用 機械 器 具 の よ うな ものに な る と,電 子 応 用機 器 の医療用X線 装置 の よ うに機 能

に よ って分類 を異 に した り,エ ァ コンデ ィシ ョナの よ うに タ イ プによ って ウイ ン ド型 は民 生 用 電

気 機 械製 造 業 に,パ ッケ}ジ 型 は冷 凍 機,温 湿 調 整装 置 製 造業 に 分類 が 区別 され るな ど細 い 点 に

な ると問 題 が多 い。(表5参 照) 表5

製造品賃加工品
産 業 分 類 製造品名,賃 加工品名

番 号

3484冷 凍機,温 湿 調 整装 348411 冷 凍 機
置製 造 業

注:1)民 生 用 を除 く

往復動式冷凍機,回 転式冷凍機
等

2)ア イ ス ク リ ー 348412 冷 凍,冷 蔵 用 シ ョー ケ ー ス
ム製造機械,冷
菓製造装置は 348413 エ ア ー コ ン デ ィ シ ョナ ー(ウ イ ン

3461に 分 類 型 を除 く。)
さ れ る。

348419 その他の冷凍機応用製品
冷水機等

348421 冷 却 塔
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産 業 分 類
製造品賃加工品

製造品名,賃 加工品名
番 号

348422 冷凍装置
冷蔵装置,凍 結装置,製 氷装置等

等

348423 冷凍機,温 湿調整装置の部分品,
取付具,付 属品

348491 冷凍機,温 湿調整装置 同部分品,
取付具,付 属品(賃 加工)

352民 生用電気機械器具製造
業

3521民 生用電気機械器具 352111 電気 ア イ ロン

製造業
352112 電気 こ たつ

352119 そ の他 の暖房 用保 温 用電 熱 用 品

電 気 ス トー ブ,電 気火 ば ち,電気
ふ とん,電 熱被 服,電 気 足 温

器等

352121 電気がま

352129 その他のちゅう房用電熱用品 、、

電 気 こ ん ろ,テ ー ブ ル ス トー ブ,
レ ン ジ,肉 あ ぶ り器電 気 な べ,

トー ス タ,コ ー ヒ ー 沸 し 器,ワ

ッ フ ル ア イ ロ ン,ク ッ カ 等

352131 扇 風 機
一

352132 換 気 扇

352133 ウ ィ ン ド型 エ ア コ ン デ ィ シ ョ ナ ー

352134 電気洗たく機

352135 電気冷蔵庫

352136 電気掃除機

352137 ジ ューサ(ミ キ サ を含 む)

352138 理 容 用 電気 器具
電 気 か み そ り,電 気 ば りか ん,
ヘ ヤ ー ドライヤ等

352139 そ欝 欝 饗無
機,デ ィ ス ポ ー ザ 等

352141 民生用電気機械器具の部分品,取

付具,付 属品

352191 民生用電気機械器具 同部分品,
取付具,付 属品(賃 加工)

また,か ば ん,袋 物,造 花,が ん 具 な ど は欄 が難 ・て い て も分 解 せず ・1つ の細 分類 囎

に ま とめてい る.す なわ ち,材 料 のい カ・ん を 問わず 分 期 日を1つ に して お り・(D)で述 べ た 「は

き もの」,「 台 所用 品」 な ど.とは対 照 的 な 姿 とな ・て い る・ 俵6・ 惨 照)
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表 6

産 業 分 類
製造品賃加工品

製造品名,賃 加工品名
番 号

296か ば ん製造 業

2961か ばん製 造業 296111 なめしかわ製旅行かばん

注:1)旅 行 か ば ん と

は ス ー ツ ケ ー ス,ト

296112 なめ しかわ製 書 類 入 か ばん,学 生
か ばん,ラ ン ドセ ル

ラ ン ク,ポ ス トン バ

ッ ク等 を い う。 296113 かわ製 ケ ー ス

2)材 料 の如 何 を
とわ な い。 296119 その他のなめしかわ製かぽん類

296121 プ ラスチ ック製 か ば ん

296129 その他のかばん類
金属製かばん類,布 製かばん類
等

296191 かばん(賃 加工)

297袋 物製造業

2971袋 物 製造 業 297111 なめ しか わ製 ハ ン ドバ ッグ

注:材 料の如何をとわな 297112 プ ラ ス チ ッ ク 製 ハ ン ドバ ッ グ

い 。

297119 そ の他 のハ ン ドバ ッグ

297129 そ の他 の袋 物財布
.買 物袋,名 刺 入札入れ.

れ,定 期券 入 れ,た ば こ入れ 等

297191 袋物(賃 加工)

表 7

産 業 分 類
製造品賃加工品

番 号

、

製造品名,賃 加工品名

,

393が ん具,運 動競技用具製
造業

3931娯 楽用 具,が ん 具 製
造業(人 形,児 童 乗

393111 カ ル タ,す ご ろ く,ト ラ ン プ,花

札,囲 碁,将 棋,チ ェ ス,マ ー ジ

物 を除 く。) ヤ ン

注:が ん 具 のば ね は3392
19に 分 類 され る。 393112 金属製がん具

393113 木製がん具(竹 製がん具 羽子板
を含 む。)

393114 陶磁器製がん具

393115 プ ラ ス チ ッ ク モ デ ル キ ッ ト

393116 空気 入 りビニル が ん具

393119 その他 のプ ラ スチ ッ ク製 が ん 具
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産 業 分 類
製造品賃加工品

製造品名,賃 加工品名
番 号

393121 パ ー テ ィ ー用 品

ク リス マス用 品,仮 装用 品,鯉
の ぼ り等

393129 そ の他 の娯 楽用 品.が ん具

繁 鵠己 響耀;、等
393191 娯楽用 品,が ん 具(人 形,児 童 乗

物 を除 く。)(賃 加 工)
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3.4商 品 コー ド標 準 化 に つい て の諸 問題

商 品 コー ドを 標準 化 す るに あ た って検 討す べ き事 項 と して,国 民 経 済 的判 断 に立 ち全国 的,国 際 的

にみ て一 義 的に統 一 す る必 要性 の有 無 。 統一 のた め の緊 急度。 統 一 の ための 技術 的難 易度 な どが あ る

が,こ こでは 一 義 的 にせ よ,二 義 的 にせ よ一 応 統一 すべ き必 要性 が 有 る とい う判 断 の もとに,現 在主

として 使用 され て い る国 際 貿 易標 準 分類(SI[1]C),輸 出 入統 計 品 目表お よび 日本標 準商 品分 類 を

基 に して商 品 コー ドを作 る場合 の問題 と して,分 類 体 系 お よび構 成 方 法 にっ い て考 察 して み る こ と と

す る。

3.4.1分 類 体 系 構 成 上 の 問 題

日本 標 準商 品 分類 の構成 に つ いて は,日 本標 準 産 業分 類 との異 同の 問題,SITGと の 関 係 を如何

にす るか の 問題 点 が残 され て い るが,日 本 標準 産 業 分類 は商 品 を生 産 ま たは 販売 す る事 業 所 の経 済 的,

技 術 的 な特質 に 着眼 した 分 類 で あ り,一 万 日本 標 準商 品 分類 は,商 品の 用途 ない し機能 に着 眼 した 分

類 で あ るた め両者 を 同一 視 す る こ とは 利用上 の問 題か らも困難 で あ る。 例 えば前 者 は産 業 ま たは 企 業

の附加 価 値 の算 出 に 利用 せ られ,後 者 は生 産動 態 の把 握 に利 用す る な ど,そ の 目 的を異 に す る場 合 が

多 い。 ま た,SITCは 用 途 と加 工 程度 を第一 基 準 と してい るの に対 し,日 本標 準商 品分 類 は加 工程

度 を第 一基 準 と して い る点 に 最大 の相 違 が あ る。

つ ぎに商 品 コー ド構 成 上 の 今一 っ の 新 しい 問題 と して

(D現 行 の商 品 分類 表 を素 材別,加 工度 別,機 能別,用 途 別 の そ れ ぞれ の方 法 で組 替 え,材 料別 商 品

コー ド,製 造 方 法別 商 品 コー ド,機 能別 商 品 コー ド,用 途別 商 品 コー ド等 をっ く り,日 本 標 準商 品 分

類 との 間 に変 換 テ ー ブル を 作 って,電 話番号 帳の 氏名 別番 号 簿,職 業 別 番号 簿 の よ うに,そ れ ぞれ の

使用 目 的に応 じた もの を 作 り標 準化 す る方 法。

(2}第 表 にみ られ る よ うにSITGと 日本標 準商 品分 類の 二つ を結 合 して 国 際 的に も,国 内 の諸統

計 との 時 系列 に も混乱 矛 盾 を生 じ ない 分類体 系 を作 りこれ を標 準化 す る 方法。

(3商 品 の もつ様 々 な要 素 の 分解,結 合 に よ りコー ドを 自由に作 る方 法。 す なわ ち様 々 な商 品 を構成

す る色 々 の要 素 を,材 料,加 工方 法,用 途 な どの エ レ メ ン トに分 解 し,商 品 とは 全然 別 に そ れ らの要

素 の一 つ一 つ につ い て 体 系 的 に整 理,分 類す る。 っ ぎに それ ぞ れ に分 類 され た もの を コー ド化す る。

す なわ ち出来上 っ た コー ドは商 品 コー ドとは全然 異 な った加 工方 法 コ ー ド(例:圧 延01,鋳 造02,

鍛造03),用 途 別 コー ド(例:家 庭用01,男 子 用011,婦 人 用012,子 供用013)材 料別

コー ド(例:鉄01,銅02,鉛03)の よ うな もの とな る。 これ らの エ レメ ン トコ ー ドを使 用 目的

に 従 って,そ れ ぞれ 結 合,合 成 して商 品 コー ドを作 って ゆ く方法 で,こ の場 合最 初 に商 品 の もつ様 々

の 要素 コー ドの標 準 化 をお こ ない,次 いで商 品 コー ドを構成 す る ため の 結合,合 成 の ため の通 則 の標

準 化が 必要 で あ る。
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以上 述べ た よ うに商 品 コー ドの 標 準 化 は,分 類 体 系 の 問題,桁 数 の構成 の問 題,統 計 的時 系列 の 問

題,国 際 分類 との関 連の 問 題,商 品 流 通 との 問題 等,非 常 に多 くの難 解 な問題 を抱 え てい る とい え よ

う。

3.4.2商 品 コ ー ド構 成 の エ レ メ ン ト

商 品 コー ドの標 準 化を 行 う場合 に考 えな け れ ば な らない 問題 の一 つ に,商 品 流通 システ ム の近代 化

との結 びつ きを どの よ うにす るか が あ る。

わ が 国流 通活 動 の生 産 性 の劣 位 は従 来か ら指 摘 され て きた ところ で あ り,わ が 国 流通 活 動 の あ らゆ

る 局面 で ・人 海戦 術 ・が と られて きた こ とは 周知 の通 りで ある。 しか も,商 業 統 計 に み られ るよ うに・

卸,小 売 業 にお・け る従業 者 一 人 当 りの 販 売 額の 伸び率 は,昭 和30年 代 後 半か ら一 貫 して低下 を続 け

てお り,こ のま ～推 移す れば,近 い 将 来 に お いて 伸 び率 ゼ ロに な りか ね ない状 態 に あ る。

しか しなが ら,労 働 力 が逼 迫 しっ 〉あ る現在,い っ まで も 駅人 海戦 術"を 継 続す る こ とが可 能か ど

うか は,き わ めて 疑 問で あ り,も しこ れが 継続 され る よ うなこ とが あれ ば,人 件 費 の上 昇 が その まま

コス トの上 昇 につ なが り,流 通 活 動 に 携わ る企 業 の経 済危 機 を招 くばか りで な く,物 価 の安 定 も著 し

く困難 とな り経済 社会 の 発 展 を妨 げ る とい う結 果 に もな りか ね ない。

この た め需 給 適合 機能 の 充 実 を 図 り,こ の よ うな事 態 を解 消 す る手段 と して 電子 計 算 機 の導 入が 大

商 社 の間 で進 め られ,流 通 活 動 を め ぐる シス テ ムズ,シ ュ ミレー シ ョン手 法 の 開 発,商 品 コー ドない

し取 引 コー ドの統一,帳 票 類,商 品 の荷 姿 の 規格 化 な どが進 め られて い る。

商 品 コー ドを標 準化 す る に当 って 考 え られ る 基礎 資料 と しては,日 本標 準 商 品 分 類,国 際標 準商 品

分類,お よび 輸出 入貿 易 品 目統 計 表 が あげ られ る。 しか しなが らこれ らは いつ れ も主 と して 統計 お よ

び経 済 分析 の た めに用 い られ る もの で,実 際の商 取 引 きに使 わ れ る もの とはほ ど遠 い。 例 えば鉛 筆 に

つ いて み る と,日 本 標準商 品 分類 で は 中 分 類45文 具,紙 製 品,事 務用 具 お よび絵 画 用 品 の 中に含 ま

れ

4515

45151

45152

45153

鉛筆

鉛筆(色 鉛筆を除く)

色鉛筆

鉛筆用 しん

の3つ に 分類 されて い るだ け で あ る。

一 方 流 通面 に おい て 実 際に 鉛 筆 を識 別 す る た めの 特 徴 と して は,① 製造 会 社 名。 ② 製 図用 ・ 写 真修

正 用,化 粧用,ノ ンコ ピー用,グ ラフ用,事 務用,児 童 用 な どの用 途 別。 ③ 色 鉛 筆,黒 芯 雨 や雪 降

りの 中 で書 いて も字や 絵 が に じま な い黒 紫芯 な どの芯 の色 別。 ④ 木 の部 分 に 塗 る顔料 の色 別。 ⑤ 黒芯

では 粘土 と黒鉛 の 配 分に よって 異 な る硬柔 度9H～6Bの 別,色 鉛 筆 では,皮 膚,陶 磁器 ・ ゴ ム・ プ

ラスチ ック等 に書 く用 途 に よる蝋 の 配 分に よ って 異 な る硬質,中 質,柔 質 の 別。 ⑥ 材 料 の良 否 お よび

製造 方 法 に よ って判 別す る中級 品,高 級 品 の 別。⑦ 米 国 産 の イ ンモ ンス シ ダー,北 海 道 産 の梓 ・棉 な

どの木 材 の材 質 別。⑧ 丸 型,三 角,四 角,六 角 な どの鉛 筆 の型 状。⑨ ⑩ 一 般 事 務用 ・ 手 帳用 ・ 観 光 土
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産 用 な どの別 に よる太 さ と長 さ の別。 ⑪ 価格 の別。 な どが あ る。

鉛 筆 を購入 す る場 合 に は,使 用 目的 に よ って,こ れ らの 要素 の 中か らい くっ か を 選び ・ それ らの要

素 を結 合 した もの を相 手 に 伝 えるか,自 分 自身 で選 た く して 入手 してい る。

この様 に統 計上 で は鉛 筆 が,わ ずか に3つ の項 目で 分 け られ てい るだ け で あるが ・ 実 際の 鉛筆 に は

要 素 別 の組 合 せ で種 別す る と無 数 に あ る。 そ の各 々 に コー ドをつけ,電 子 計算 機 を利 用 して ・生 産 管

理か ら販 売,入 出 庫管 理,市 場調 査,統 計 分 析,そ の他 あ らゆ る管理 をお こなお うと して も分 類・ け

た 数,コ_ド の 構成 等 の 複雑 な問題 につ きあた り,全 ての商 品 の コー ドを作 るこ とは きわ めて 困 難 な

こ とで あろ う.ま た,仮 りに これ らの商 品 ・一 ドカ・で きナ・と して も,け ナ・数 が 多 は ・ ナ・り憤 即

的の 差 違 に よ って 不 必要 な部 分が あ った りで,実 際 には 殆ん ど使 用 され ない コー ドとな る可 能性 が 多

分 にあ る と想 像 され よ う。

しか しなが ら,コ ー ドの構 成,分 類,体 系 が ど うあ ろ うと,現 時 点で は商 品 の流通 面,統 計 面 で の

利 用 を考 え れ ば,何 らか の 最善 の方 法 で商 品 の統 一 コー ドを 作成 す る こ とは ・情 報 交換 ・ デ ー タの相

互 利用 の面 か ら必要 な こ とで あ る。'

そ こで統 計 用 と して も,流 通 用 と して も,ま た,た だ 単 に鉛 筆 と しての 情 報 を知 るだ けで 満足 す る

か,あ るい は○ ○社 製,事 務用,HB,… … とい う様 に詳 細 に要 求す るか の情 報 の疎 密 の程 度 に よ っ

て も,自 由 に使 用 で きる コー ドが で きれ ば理 想 的で あ る。 この よ うな理想 的な商 品 コー ドを設 定す る

方 法 と して 考 え られ る もの が商 品 コー ドの エ レメ ン ト構 成 論 で あ る。

す な わ ち,前 述 の鉛 筆 に例 を と る と,ま ず 初 め にそ の商 品 を識 別 す るた めの 製造 会 社名 ・根 か伴 の

材 料 別,色 別,一 般事 務 用 か写 真 修 正 用か の用 途 別 な どの,そ れ ぞれ の要 素 につ いて他 の全 て の商 品

もふ くめ て製 造 会社 名 には 企 業名 コー ドを,材 料 別 には 材料 コー ド,色 別 に は色 別 コー ド,用 途 別に

は用 途 分 類 コ ー ドの よ うに,そ れ ぞれ,エ レメ ン トとな る コー ドを作 る。 次 いで それ らの エ レメ ン ト

コ_ド を合成 して,い ろ い ろの商 品 コー ドを作 って 行 くの で あ る。 この エ レメ ン トコー ドを合成 して

商 品 コー ドを 作 るた めの 規則 は,官 庁 提 出書 類 や情 報 交換 等 に用 い る場合 のみ標 準 化 を行 う必 要 が あ

り,例 え ば官 庁統 計 に用 い る場 合 は 用途 別,材 料 別の順 に な らべ,用 途 別 分類 は用 途 別 コー ドの上2

けた,材 料 別 分類 は 材料 別 コー ドの上1け た で,く くった もの を3ケ タ コー ドで 提出 す る こ と。 な ど

の様 に規 定す るこ とで,使 用 目的は 充 分達成 す る こ とが 出来 る。 ま た これ に よ り各企 業 は,も って い

る商 品の 情 報 を コー ド構成 の 組 替 え,分 解,結 合 す る こ とで数 ず知 れ ない 情 報 デー ター の 分析 を可 能

にす る こ とが で き る6

この よ うに エ レメ ン トコー ドを ある一 定 の規 則 に従 って 合成 した商 品 コー ドを こ こでは商 品流 通 コ

ー ド(商 品銘 柄 コ ー ド)と 呼 んで い る。

商 品 銘 柄 コー ドを作 る場 合 に,最 も心配 され る問題 と して 各 エ レ メ ン トコー ドの合成 に よ ってけ た

数 が長 くな る とい うこ とが ある。 しか しPCS時 代 と違 いEDPSで は長 い け た数 を もつ コー ドを再

度 コー ド化す る こ とで こ'の厄 介 な 問題 も一 挙 に解 決 され る。

例 えば,下 図の様 に何か を表 わ す コ ー ドが あ る と,そ れ を右 の様 に最少 限の コー ドに変 換 して処 理

す るこ とで け た数 の長 短 は 論外 とな る。
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コ ー ド

167890 4487 51 4716 234812

01 再 コ ー ド化

02

03

04

商 品 流通 コー ドは,も し別 に 日本 標準 商 品分 類ま たはSITC等 を基 に して 統 計専用 の商 品 コTド

が で きた場 合 に は,こ れ と関連 をつ け るた め に コ ンバ ー ジ ョンテ ー ブル を作 る こ とで変換 が可 能 と な

り,時 系 列の 問 題 も解 決 で きる ばか りで な く,よ り実 際 的 で詳 細 にわ た って商 品 の生 産,流 通面 の 把

握 を可 能 にす る こ とが で きる。

しか しな が ら商 品流 通 コー ドは,こ れ を合成 す る ため に用 い られ る各 エ レメ ン トコー ドの 分類 体 系

を組み 立 て る こ とが非 常 にむ ずか しい もの もあ り,こ の 問題 の 解決 な く して は実現 可能 性 の な い夢 の

コー ドとい え よ う。

しか しなが ら,ま た 反面,商 品流 通 コー ドは シス テ ムの 近代 化 と商 品 の円滑 な流通 を促進 させ るた

め に重 大 な 影響 力 を もつ もの で あ り,こ れ らの困 難 を乗 り越 え是非 と も作 らなけ れ ばな らない コ ー ド

の一 つ で あ る。'
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3.5ま と め

前項 ま で に記述 した こ と をこ こで総 括 的 に ま とめて み た。

3.5.1標 準 商 品 コ ー ドの 利 用 面

商 品 コー ドを標 準化 して統一 的 な もの を各 方 面 で使 用 す る こ とは,近 い将 来 の 情 報 交換,相 互 利用

に 際 して,き わめ て重 要 な こ とで あ るが,こ れ は 次 の二 点 に要 約 で きる。

ω 企 業 な どの経 済活 動 に 関す る業 務処 理 の能 率 的運営

企 業 をは じめ とす る経 済単 位 の活 動 の 大 部 分は商 品 に関 係す るこ とは 当然で あ る。

(2)計 量 的 な経 済分 析 等 に対 す る利用

上 記 の点 か ら導 か れ る こ とであ るが,経 済 分 析,予 測 ない し計 画 な どにつ い て,各 種 のOR手 法

な ど を駆 使 す る際に,統 一 的 な商 品 コ ー ドに よ って 斉合 性 を もった デ ー タの体 系 が是 非 と も必要 に

な る。

3.5.2商 品 コ ー ドの 標 準 化

商 品 コ ー ドの標 準 化統 一 化は 多 くの効 果 を もって い るが,対 象 とな る商 品 の複 雑 多 様 さか ら考 え て

も,実 現 す るのは 容 易 な こ とでは ない。 ここ に その 障害 と な るよ うな問 題点 を列 挙 して み る。

ω 標 準 コー ドを付 すべ き商 品 の範 囲 を ど う定 め るべ きか

一 般 には商 品 とい え ばい わ ゆ る有 体 的商 品(有 形 財,財 質)と 考 え るのが普 通 で あ るが,電 力 の

取 扱 い な どは 直 ちに 問題 とな る し,さ らに 取 引 の対 象 とな る もの,と 考 え るな らば 工業 所有 権 特

許 権 な ど も組 入れ るべ きか ど うか,ま た商 品 の 販売 に伴 うあ る種 の用 役(た とえ ば 設 置の た めの 労

力)な ど も範 囲 に包 含 す るの が妥 当で あ る,等 の意 見 が あ り得 る。

(2)商 品 の 分類 体 系 を ど うす るか

この 問題 は結 局 分類 基 準 の問 題 に帰 着す る。商 品 の分 類 基準 は,前 述 の とお り,素 材 お よび加 工

度,用 途 お よび機能 の 二つ(も しくは 四つ)を 考 え るの が 適 当で あろ う。 しか し商 品 の 複雑 多様 さ

は,こ れ らの 分類基 準 の うち何 れか を用 い て 分類 体 系が 出 来上 るほ ど簡単 で は ない。 大 ざっぱ に い

えば,加 工 度 の低 い 部分 で は素 材 が,加 工 度 の 高い 部分 で は用 途 が分 類基 準 と して 有 効 で あ ろ う。

3.5.3基 本 的 な 方 策

現 存 す る商 品 コー ド体 系 を調べ て み た結 果基 本 的 な方 向 と して は次 の よ うに考 え る のが 望 ま しい の

で は ない だ ろ うか。

(1}標 準 商 品 コー ドを編 成す るに は,や は り現 存 の商 品分 類体 系 を利 用す るのが 最 も現実 的で あ る。

(2)既 在 の商 品分 類体 系 と して は標 準 国 際 貿 易分 類(SITC)と 日本標 準商 品分 類 との二 つ が基 幹
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的 な もの で あ る。 何 れ か とい うと,前 者 は機能(用 途)を,後 者 は素 材(加 工度)を 主 た る分類 基

準 と して い る とい え る。

(3)し たが って,上 記 の 二 つ の分 類 を何 等か のか た ちで連 結 した もの を考 え る必 要 があ る。 この点 が

最 も重 要 なポ イ ン トで あ る。 そ の具 体 例 の 一部 を3.3.1に 示 した。

今 後 の商 品 コー ドの 標 準 化は,主 と して この 点 をめ ぐ って 検 討 をす す め るべ きで あろ う。
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4.海 外 の 現 状



「

1

・



4.1概 要

コ ン ピ ュー タ と情 報処 理 の標 準 化 に関 係 あ る国 際 機構 また は団体 と して 国際 電気 標準 会 議(IEC),

国際 通 信連 合(ITU)の 諮 問機 関 の1っ で あ る 国際電 信電 話 諮 問委員 会(CCITT),ヨ ー ロ ッパ

電子 計 算 機 製造 工業 会(ECMA)な どが あ る。 また各 国で も国 際標準 化の 動 きに 応 じて 国 内の 標準 化

を進 め るた め の組織 が 作 られ て い る。

お もな国 の 国家 規 格機 関 をあ げ る と第4.1表 の と お りであ る。

国 名 規格 略称 国 名 規格 略称

ア ル バ ニ ア STASH 韓 国 KS

ア ル ゼ ン チ ン IRAM メ キ シ コ DGN

オ ー ス ト ラ リ ア AS オ ラ ン ダ NEN

ベ ル ギ ー NBN .ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド NZSS

ブ ラ ジ ル NB ノ ル ウ ェ ー NS

ブ ル ガ リ ア BDS パ キ ス タ ン PS

カ ナ ダ CSA ポ ー ラ ン ド PN

チ リ ー
INDIT]i】C

NOR
ポ ル ト ガ ル NP

.

キ ュ ー バ NC ル ー マ ニ ア STAS

チ ェ コ ス ロ バ キ ア CSN 南 ア 連 邦 SABS

デ ン マ ー ク DS ス ペ イ ン UNE

フ ィ ン ラ ン ド SFS ス ウ ェ ー デ ン SIS

フ.ラ ン ス NF ス イ ス VSM

ド イ ツ DIN ト ル コ TS

ハ ン ガ リ ー MSZ ア ラ ブ 連 合 E.0.S

イ ン ド IS イ ギ リ ス BS

イ ラ ン ISIRI ア メ リ カ ANSI

ア イ ル ラ ン ド IS ソ 連 GOST
F

イ ス ラ エ ル SI ベ ネ ズ エ ラ NORVEN

イ タ リ ア UNI ユ ー ゴ ス ラ ビ ア JUS

北 鮮 CSK

第4.1表 各 国 国 家 規 格 機 関 名
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これ ら各 国 の標 準 化 に対 す る活 動 お よび 国際 的 活動 状 況 を知 り,そ の 中 でデ ー タ コー ドの 標準 化 が

どの よ うに 取 りあ げ られ て い るか を知 る こ とは,わ が 国 の こん ごの デー タ コー ド標準 化 活動 を行 な う

うえの重 要 な 資料 とす るこ とが で きよ う。
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4.21SOの 標 準化 活 動

ISOは 国 際標 準 化 機 構(InternationalOrgaanizationfor`Standardization)

の略 称 で あ り,ISOの 目的 は,会 則(Constitution)第2条 に 「国際標 準 化機 構 の 目的 は,

物資 お よ びサ ー ビス の 国 際的 交換 を容 易に し,知 的,科 学 的,技 術 的 およ び経 済 的活 動 の分 野 に おい

で国 際間 の 協力 を助 長す る ため,世 界 的に 規格 類 の 審議 ・制 定 の 推進 を図 るこ とであ る。 」 と規定 さ

れ てい る。

この 目 的を達 成 す るた めに,次 の よ うな 事業 を行 な うこ とが 定 め られ て い る。

a)各 国規格 間 の 調整 と統一 化 を容 易に す る ため の措 置 を と る。 この 目的の ため会 員団 体 に必 要 な

推 薦 規格 を発 行す る。

b)国 際規 格 を制定 す る。 た だ し,そ れ ぞれ の 場合 に っ いて 全 会員 団体 の 賛成 を得 る こ とが必 要 で

あ る。

c)国 家 的 また は国 際 規模 にお い て,共 通 した 使用 上の 要 求 が あ る新規 格 の制 定 を必 要 と する場 合 、

これ を促進 し,便 宜 を供 す る。

d)会 員団 体 お よび そ の関 係 専 門 委員 会 の活動 に関 す る情 報交 換 の 手段 を講 ず る。

e)関 連 事 項 に利 害 関 係の あ る他の 国 際機 構 と協 力 す る。 特 に,そ れ らの機 構 の要 求 に基 づ き,標

準化 計画 て関す る研 究 を行 な って協 力す る。

な どであ る。

国 際標 準 化活 動 は1926年 にISA(InternationalFederationofNational

StandardizingAssociations)の 設立 に 始 ま り,第2次 大戦 で 閉鎖 したが,そ の事業 はISO

に 引 き継が れて い る。

ISOは1946年 に 設立 され,55カ 国が 加 盟 して お り,わ が 国 は1946年 に 日本 工業 標 準調

査 会(事 務 局 ・通 産省 工 業 技 術)ISOの 作 業 は各 尋 問 委員会(TC)で 行 なわ れ,現 在128の 委

員 会が あ り,い ま まで にliOO以 上 のISO推 せ ん規 格 が作 られ て い る。

電 算 機 と情 報処 理 に関 す る標 準化 の審 議はTC97で 行 な われ,さ らに 尋 問 的な審 議 を行 な うた め,

分科 会(SC)を,ま た必 要 に 応 じて作 業 グル ー プ(WG)を 設 け て い る。

ISO/TC97の 組 織 図 は っ ぎの とお りで あ る。
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組 織 図

以 上の 専 門委 員会,分 科 会,作 業 グ ル ープ に は,そ の 国の 希 望に よ つて 議 決権 を持 ち,会 議 ごとに

出 席 しな けれ ばな らな いPメ ンバ(Participating),ま た は 資料 の 提 供の みを うけ る0メ ン

バ(Observers)と して 自由に 参 加 で きる。

TC97の 幹事 国は ア メ リカで あ り,Pメ ンバ と しては次 の18カ 国が な つて い る。

フオ ー ス ト ラ リ ア

ベ ル ギ ー

フ フ ジ ル
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イ

この ほか に0メ ンベー と して17カ 国が 参 加 して い る。

ス

ス

ス

イ

ア

ソ

ペ

ェ

イ

イ

テ

ギ リ

メ リ

ノ

ン

ス

ス

カ

連

TC97は1961年 に設 立 され た が,そ の後1965年10月20日 一22日 に総 会 が東 京 で開

催 され てい る。.これ は標 準 化 活 動 に 対す るわ が 国の 国 際的地 位 を示 す と同 時に,国 内の 標準 化 め動 き ー

が 急 速に 開花 し始 めた,と い う記 念す べ き会 議で あ り,日 で もあ る。

この総会 の 決 議第21項 に よ つて,従 来 の8分 科 会 の ほか に,デ ー タ ・コ ー ドの 標準 化 に対 しての

作 業 グ ル ープWG-1が 設 け られ る こ とに な つ た。 正式 の名 称 は っ ぎの とお りであ る。

ISO/TC97/WG-I

DataElementsandtheirCodadRepresentation

-244一



4.31SOの デ ー タ ・コー ・ドの 標 準 化 活 動

ISO/TC97の 総会 の決 議 に よ つてWG-1が 発足 した が,同 時 に この作 業 グルt－プの 初 会 議

を1966年1月26日 ～28日(実 際に 行 なわ れ たの は1月30日 ～2月2日 であ る)ジ ュネー ブ

に お いて 行 な う旨の 決 議 を して い る。 これ に よ つて デ ー タ ・コー ド体 系 の標 準化 につ い ての 動 きが 国

際 的 に開始 され た。

この決 議が 行 な われ てか ら第1回 会議 までの3ケ 月 間に お け る各 国の標 準 化 に対 す る動 きは,活 溌

とな つた。

第1回 会 議 に お け る提 言,提 出 資料 の 内容 をみ て も各 国 の デ ー タ コー ドに対 す る関 心 の強 さ,そ

の 標 準化 へ の熱 意 の ほ ど を くみ と る こ とが で き る。 「日付 の 表現 と週の 数 え かた」 の標 準{ヒは,TC

97/Dat諮 問委 員会 で討議 され てい たが,WG-1が 引 き継 い だ.

第1回WG-1会 議 は,こ ん ごの 国際 標準 化 の た めの提 案 お よ び,資 料 の提 示 が行 なわ れ,つ ぎの

よ う な重要 な 決 議が なされ た。

議

議

決

決

議

議

決

決

決議

1.WG-1は1と ま ぎ らは しい のでKと 変 え る。(以 下WG-Kと す る)

2.ISO/TC97に 参 加 の33カ 国 に調 査 の依 頼状 を送 り,デ ー タ ・コ ー ドに っ い て 各

国 で 使用 中の もの,あ るい は 国際 的 に通 用 す る ものに っい て 内容提 示 を求 め,さ らに コー

ドの 内 容構成 を調 べ る こ とに す る。

3.デ ー タ ・ア イテ ム,デ ー タ ・セ ット,デ ー タ ・チ=イ ンの 定義

4.WG-Kは 「情 報 の 交換,デ ー タ処 理 を容 易 に す るた めのzデ ー タとそ の コーードの 標 準

化 」 を進 め る こ・とを確 認,こ れ は,ASA(A皿ericanStandardAssociation,

後 述)の 提案 に 負 うと ころが 多 い。

5.調 査 を通 じて 各 国の 標準 化 の動 きを 国際標 準 化 の足 が か りとし,情 報交換 の た めの コー

ドの 内容 と構 成 を知 る。 さ らに コー ドの標 準化 へ の 展開 を研 究 し,情 報 交換 に お け るデ ー

タ ・コー ドの共 用 の た めの組 織体 系 を考 え る。

この 時 期 に コ ン ピ ュー タは第3世 代 の誕生 を むか えて い る。 さ らに ソフ トウエ アの 向上 と適用 業 務

の拡 大 に よ つて,リ アル タ イ ム,TSS方 式 な どの 高度 利用 の需 要が よ うや く活溌 とな り,デ ー タの

共 同利用 ・交 換 ・互 換 性の 問 題が 大 き くと りあげ られ るよ うにな つて きた。

この 時 期 にWG-Kの 発 足 があ つた 乙とは,デ ー タ ・コー ドの 標 準 化の将 来 に と つて ま こ とに幸 い

で あ る。

-245一



WG-Kの 第1回 会 議 の決 議第2項 に よ る各 国の デ ー タ コ ー ド体系 に対 す る調 査の 回答 は
,WG

-Kで ま とめ て1968年4月 に その 結果 が 発表 され て い る
。 この 回答 の 中に は,'わ が 国の 報 告 も含

まれ て い る。
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4.4各 国 の デー タ ・コー ド標 準 化 の 現 状

各 国は 国 内の 標準 化 を基 本 に,国 際 標準 化 す なわ ちISO標 準 との協 調 の 方 向に進iんでい る。 国

に よ つては その 特殊 事情 もあ り,国 内 標準 と国 際標 準 と必ず し も一致 しな い と ころ もあ るが,国 際標

準 規格 は各 国 の事 情 を くんで,国 内 標 準 に矛盾 し ない よ うな 配慮 が な され て い る。

た とえば,「 日付 の表示 」 は,TC97/WG-Kで は,西 暦 の 表示 が 国 際標 準 規格 とな つて い る

が,わ が 国 にお い ては 日本暦 の表 示 も認 め られ た。

この よ うにISOの 推 せ ん規 格 案 は 各 国の 現状 に則 した提 案 を もとに作 成 され る もので あ り,そ の

ため には 各 国に おけ る標 準化 に 関 す る組 織 また は 各国 のISO国 内 委員 会 な ど の活動 状 況 を知 る必

要 が あ る。

4.4.1ア メ リ カ

/

ア メ リカに お け る コン ピ ュー タ と情 報 処 理 に関 す る標準 化 にっ い て は,2っ の 大 きな柱 が 支 え とな

つて いる。 そ の1つ は政府,と くに軍 需 用 コン ピ ュー タの有 効 使用 を 目的 とす る標準 化 他 の1っ は

ISOの 国際組 織 に似 た民 間 ベ ー ス の標 準 化で あ る。

(1)連 邦政 府 にお け る標 準 化

1965年 政 府 全体 で2,600台 の コ ン ピ ュータ,71,000人 の要 員,お よび年 に20

億 ドルに の ぼ る出 資が あ つた。 この 巨大 な投 資 を有効 にか つ適 切 に運 営す る ため に同年10月

Brooks法 が 設定 され た。

この法 律 は,標 準 化 に対 しっ ぎの こと を規 定 し てい る。 す なわ ち,'商 務省 に デー タ処 理 の標

準 化 の開 発 と,政 府 機 関 の コン ピ ュー タ利用 計 画に対 す る援 助 対策 の権 限 を与 えてい る。

商務 省 の標 準局(NationalBureauofStandards,NBS)に コ ン ピ ュー タ

部 門 を設 け,こ れ をCC'ST(CenterforComPuterSciencesand

Technology)と 名付 け た。 このCCSTの 標準 化 に対 して の研 究 と助 言 を行 な って い る。

CCSTが 行 な って きた標 準 規 格案 には,計 画 中の もの を含 め てADP用 語,磁 気 テー プ測

定 法,情 報 交換用 コー ド,TSSの 端 末規 格,ハ ー ドウ エアの イ ンター フ ェイス,FORTRAN,

CDBOL,OCR用 文字 セ ットな どが あ る。

政 府 の 標準 規格 はISO標 準 規格 と異な る場 合 もあ るが,政 府機 関 内 では 強制 的 な もの とな

一247一



り,そ の影 響 は 各州 政 府,民 間 に もお よび,や が て ア メ リカ国 内 標準 とな る性格 を もつてい る。

アメ リカ全 土 の約10%の コ ン ピ ュー タユー ザー で あ る政府 機 関 の 標準 化 の影 響 力 は強 い。

デ_タ.コ ー ドに 関 して は,現 在 予 算局 の 要求 でつ ぎの7つ の 問 題 に と り組 ん で い る。す な

わ ち,

時 刻 コ ー ド

個 人 コ ー ド

ビ ジ ネ ス ・コ ー ド

カ ン トリー・コ ー ド

政 府 機 関 コ ー ド

州 コ ー ド

場 所 コ ー ド

こ れ らの デ ー タ

TimeCodes

IndividualCodes,SocialSocialNumberの 決 定

BusinessCodes

CountryCodes

GovernmentAgency

StateCodes

PlaceCodes

コ ー ドは やが てCCSTを 通 じて 国 内標 準 規格 とされ るが,こ の う ち国際

的要 素 を もっ 時 刻 コー ド,個 人 コ ー ドな どは国 際標 準 化 に影 響 を与 え る こ とで あろ う。

ま た,国 防 省 も独 自 に デ ー タ ・コー ドに 関 して

デ ー タ エ レ メ ン ト と デ ー タ ・コ ー ドの 標 準 化 処 理

の大 綱 を1965年4月 に定 め,以 後 これに もとつ い て1967年 か らデ ー タ ・エ レメ ン トの

見地 か らデ ー タ コー ドの 標準 化 に 努力 を してい る。

(2)ANSIの 現状

アメ リカの標 準 化 に っ いて の 最高 機 関 はANSI(A皿ericanNationalStan-

dardsInstitute)で あ る。

ア メ リカの 標準 化 の歴 史 は,こ の機 関 の歴 史 にす べ て 含 まれ て お り,そ の名 称 が変 る ご とに

その 活動 分 野 は 拡大 してい る。

1918年,AESC(AmericanEngineeringStandardsCommitte)

と して機 械技 術 的 な 標準 化 の み を と り扱 う委 員会 か ら出 発 して10年 後 に は,ASA

(A皿ericanStandardsAssociation)の 組 織 とな つた 。

1960年 に な り,ま す ます標 準 化活 動 は 複雑多 岐 に わ た つて きた。 これ を機 会 にASAの

発 展 的改組 の た め,1966年9月 にUSASI(USAStandardsInstitute)

と名 称 を変 更 し,さ らに1969年10月 に現 在 の 新 しい 名称 に な つた・

ANSIの 委 員 は,利 用 者,製 造 者,経 験 者 で構 成 され てい る。

ANSIに はISOのTC97に 対 応 してX3委 員 会 が あ り,さ らにTC97/WG-Kに

対 応 して,X3・8分 科 会 が あ る。

そ れ らの構 成 図 を っ ぎに 示 す。
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4.4.2ス エ ー デ ン

コ ン ピ ュー タと情報 処理 に関 しての 国 内標準 お よび 国 際標準 の統一 代 表団体 は不 明で あ る。

ISO/Tc97/WG-Kへ の報 告に よ る と,ス エ ー デ ンに お け るデ ー タ コー ドの活 動 状 況 は,

中 央統 計局 に よ つて つ ぎの よ うに まとめ られ て い る。

標準 コー ドとして検 討 中 の もの に,

O

0

O

o

O

O

0

O

商 品 コ ー ド

サ ー ビ ス ・ コ ー ド

企 業,団 体 コー ド

企業,組 織 お よび各 種 団体 の 中央 登録 制 度 に 利用 され る。

個 人 コ ー ド

コ ー ドの構成 は,生 年 月 日,職 業,技 能 お よび雇 用先 の 産 業 を含 んで い る。

産 業 コー ドお よ び団体 コー ド

地 域 コー ド

行 政地 域 コー ド,統 計地 域 コー ド,経 済地 域 コー ドの ほか に地 理 コー ド も含 む もの で,新 し

'い土 地 の登録 制 度 に 必要 な標 準 コー ドで あ る。

職 業 コ ー ド

技 能 お よ び教 育 コ ー ド

な どが あ る。

4.4.3カ ナ ダ

GSA(CanadianStandardsAssociation)がISOに 対す る カナダ代 表 と して

の 立場 にあ る。 メー カー,利 用 者,学 者 お よび政 府 の 委員 で構 成 され て い る。

CSAは1919年 に 設立 され カナ ダ全産 業 の代 表に よ つて組 織 され てお り,そ の 目 的 はつ ぎの

とお りであ る。

統 一 規格 の 制定,国 家 的 な標 準化 の促進 をは か る もの であ り,そ のた め には標 準化 の要 望 を受 け 入

れ る組 織 を作 り,す べ ての 利益 につ な が るよ うに標 準 化の た め の委 員会 を構 成す る こと にあ る。

1965年 に コン ピ ュー タ と情報 処 理 に関 す る委員会 が結 成 され,ISO/TC97に 対 す る カナ

'ダ代表 と して カ ナダの地 位 を確 立 しよ うと して い る
。

分科 会 は つ ぎの4つ が あ る。

。CanadianInformationCoding
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。GharacterSetsandCod三ng

。FrenchKeyboards

。ProgrammingLanguagesandProblamDefinition

デ ー タ ・ コ ー ド はCanadianInformationCodingの 分 科 会 で 審 議 さ れ る 。

4.4.4フ ラ ン ス

AFNOR(AssociationFrancaisedeNormalisation)が フ ラン ス国 内 お

よ びISOに 対 す る代 表 で あ り,そ の 業 務 は標 準委 員会(Co㎜issaryforStandardization)

の規制 を受 けて,こ ～か ら産業 省 と農 林 省 に報 告 され て い る。

この2省 は 国内 に お け る標準 規 格 に対 す るす べ ての 責任 を持 ってい る。

AFNORは,標 準 化活 動 の た めに 政 府 と私 企業 との橋渡 し を行 ない,標 準 化活 動 が 適切 に 行 なわ

れ てい るか を判 断 し,新 し く委員 会 の 設 置 が必 要で あれ ばその 技術 委 員会 を設 け る。

AFNORの コ ン ピ ュー タ と情 報 処 理 の委 員 会 に はっ ぎの分 科会 が あ る。

o

o

o

o

o

o

o

o

o

CharacterRecognition

CharacterSetsandCodes

-D
ataElements

DataTransmission

Input/OutputMedia

NumericalControl

PnoblamDefinitionandAnalysis

ProgramLanguages

Term三nology

デー タ ・コー ドに 関 して は,恐 ら く必 要 の っ ど各委 員 が合 議す る もの と思 わ れ る。

4.4.5ド イ ツ

DNA(DeutcherNormenausschuss)は ドイ ツに おけ る標 準 規格 制 定 の中 央機 関 で

あ り,ISOに 対 す る ドイ ツの代 表 で あ る。『ま た,国 内 標準 の開 発,標 準 活動 の調整,標 準 規格 資料

の 配布 な どを行 な ってい る。

DNAは 委 員会 を作 り,規 格 検 査 所 に対 し標 準 規 格の提 案を 行な い,国 内標 準 に対 す る調 査,承 認
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を行 な う。 デ ー タ処 理 に 関 し ては つ ぎの各 分科 会 が あ る。

。CharacterRecognition

。CodedChracterSets

。DigitalDataTransmission

。Flowcharting ,

oInput/Ou♪putInterface

。Input/OutMedia

。Numerica1-ControlledMachines

。ProcessControlandHybridComput'erTechniques

。Progra皿mingLanguages

oTerminology

デ ー タ ・ コ ー ドに 関 し て は,ど く に 分 科 会 が な い の で 各 委 員 の 合 議 に よ る と思 わ れ る 。

4.4.6イ ギ リ ス

BSI(BritishStan、dardInstitution)は 国 内 の標準 化 の母体 で あ る と と もに,

ISOの イギ リス代 表 で もあ る。1901年 に設 立 され・1929年 に 現在 の名 称 に な つて い る。

BSIの 設 立 の 目的 は

。 生 産 と流通 を容 易 に し,時 間 と材料 の 無駄 をな くし,た と えば,同 じ 目的の た め に,無 意 味

に型 や大 きさの 変 った もの を作 って 混乱 をま ね く 一 技 術 と生産 材 の進 歩 ・標 準 化 ・統一 化 を生

産 者 と利用者 の た めに 行 な う。

。 標 準 を設 定 し,必 要 に応 じて修 正,保 守 な ど を行 な う。

。 協 会 マ ー クの登 録 を行 な い保証 を与 える。

。 協 会 の 目的 と利 益 の 保 護 を行 な う。

デー タ処 理 のた め の技 術 委 員会 は18も あ り,ハ ー ドウエ ア部 門 とソ フ トウエ ア部 門 にわ た り細分

され て い る。 その う ちで

。Coding

の技 術 委員会 が あ り,デ ー タ ・コ ー ドの標 準化 に つ いての 検 討 を行 な って い る。
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4.4.7.日 本

最 後 に 日本 に お け るISO委 員会,す なわ ち規 格委員 会 を紹 介 し よ う。

ISO/TC97の 日本 に お け る国 内委 員会 は,社 団 法 人 「情 報処理 学会 」 の なか に 設 け られ た規

格 委員 会が その役割 を果 して い る。

規 格 委員会 の設 立 ・は,1963年 」・あ るが 当 時規 格委 員会 には,WG-Kは な か つた。1966年

1月ISO/TC97にWG-K(当 初 はWG-1)が 設立 され ると,そ の年 の9月 に 規格 委 員 会 に

WG-Kが 追 加 され た。

規格 委員 会の 組織 図は,っ ぎの とお りで あ る。 ほ とん どISO/TC97の 機構 と対 応 し てい る。

情 報処 理 学 会 規 格 委 員 会組 織 図

睡 委員会

llllllIll
SC1

用 語

SC2

キ ャラクタ・セット

とコー デ ィング

SC3

文字認識

SC4SC5

プログラミング入 出 力

語

SC6

ζ顎 ξ

SC7

壁鷲
SC8

数値制御

WG-K

デ ータ ・コ ード

Il lll
WGl

磁 気 テー プ

WG2

パ ンチ・カー ド

WG3

紙 テ ー プ

WG4

1/ロ インター

フ エ ー ス

WG5

計 測 テープ

WG6

デ ィスクパ ック

規格 委 員会WG-KはISO/TC97/WG-Kの わ が 国に お け る代 表機 関だ けで は な く,国 際

的に も権 威 あ る もの と し,国 際 標 準 の推 せ ん案 を提 出す るほ どの 実 力 を 目標 に審議 が つS"け られ て い

る。 その 活動 状 況 は英 文 で 報告 され,「 日付 の 表示 」 も日本の 特 殊性(元 号)も 含 め て報 告 を行 な っ

て い る。

規 格 委 員会,WG-Kは1970年3月 までに36回 の会 議 が持 たれ て い る。 現在 まで の審 議 事 項

は つ ぎの とお りで あ る。

。 デ ー タ ・コ ー ドの現 状 調査 と して,デ ー タ ・コー ドの 構成 の 資 料 を集 め,ISOへ の調 査 の 回

答 を行 な う。
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。 日付 の表 示 に っい て 審議 を行 な い,ISOに 日本 案 を提 出す る。

1968年 「コー ドの手 引」 を編集 し情 報 処理 学会 か ら出版 した。

o

o

o

o

o

府県 コー ドを 審議 し,委 員会 の推 せ ん 案 を作 る。

日本 標準 規 格作 成 の た めの 原 案 を審 議 す る。(日 本情 報処 理 開 発 セ ンター と協 力)

デ ー タ ・フアィル に お け るデ ー タ ・コー ドの あ りヵ・たに っ いて 調 査 を行 な う。

単 位 記号,量 記 号 にっ い ての ドイ'ッ推せ ん案 に回 答 を送 る。

デ ー タ ・コー ドに関 す る利用 者 代 表 の 公 聴会 を開 く。

一254一



論

e"

結●5

・
.



.・



5.1標 準 化 の 対 象 と 範 囲

前 章 まで にお い て,各 産 業別 の デー タコー ドお よ び海外 の状 況 に っ い て述べ たが,要 す るに 電子 計

算 機 シ ステム の効 率 を高 め るた めに は,情 報の 伝 達方 法,処 理 方 法.分 類 方法 記 録方法 お よ び検 索 ∵

方 法 な どのそ れ ぞれ に つ いて 効率 を高 め る こ とが 必要 で あ る。 この た め現 段 階 にお いて 情 報の 内容 お

よ び処 理機 械 に か かわ らず,コ ー ドの 必要性 と標準 化 とい う問 題 が 必然 的 に生 じて くる。

また コー ドの標準 化 にあ た って は コー ド体 系 の 整 備 とい う問題 が あ る。 す なわ ち コー ド体 系 は情 報

の内 容 を識 別 し組 織 化す る もので あ り,情 報 シ ステ ムの 利用価 値 は コー ド体系 の 適否 によ って 決 ま る

といえ るほ ど,き わ め て重 要 な影 響 力 を持 つ もので あ る。 この よ うに 情 報処 理 に重大 な役 割 りを もっ

デ ー タ コー ドの体 系 に つ い て,一 応 その全 貌 を 明 らか に して,今 後 のデ ー タ コー ドの あ るべ き姿へ の

足 がか りとし た。

しか し,最 近 の 電子 工業 技 術 の急 激 な変 革,通 信技 術 の 画期 的 な 発 展に よ って今 後 電子 計算 機 お よ

び情報 処 理技 術 が どの よ うに変 貌 す るか の予 想 を許 さな い もの が あ る。

例 えば デ ー タ コー ドそ れ 自身 の あ り方 に影 響が あ る もの と して オ ン ライ ン ・ リアル タイム ・シ ス

テ ムお よび タイ ム シ ェ ア リン グ ・シ ステ ムの普 及化 と デー タ コー ドの 関連。 各 種 の ダ イ レク ト・ア ク

セ ス ・メ モ リーの 発達 と,特 に今 後記 憶装 置 の主要 な領 域が この形 態 に 移行 して い く場 合 の デ ー タコ

ー ド原 理 に 対す る影 響,記 憶装 置 に お け る番地 の移 動 に関す る技術 開発 とデ ー タ コー ドとの 関連 の 問

題,ま た コー ド化 に よ って 生 ず るプ ライ バ シー 問題 な ど コー ドの標 準 化 に あ た って様 々な むつ か しい

問題 が 残 され て い る た め,将 来 に わ た りて デー タ コー ドは か くあ るべ き との結 論 を 出す こ とは で きな

い。

しか し,情 報 の処 理 と伝 達 が量 的 に著 し く増大 し,質 的 に も大 き く変 りっ っあ る現 在 にお い て は〆

現 時 点 あ るいは 近 い将 来 の見 通 しの上 に立 って,シ ステ ム効率 の向 上,情 報 の交換,情 報の 共 同利 用

を円滑 に行 な う上 に少 な く と も情 報処 理機 械 の 機種 お よ び記 憶装 置 の形 態 等 は さて お いて,普 遍 的 な

コー ドに っ いて だけで も標 準 化 す る必 要 が あ る。

す なわ ち,第1章 で も述べ たが,そ れ らの コー ドの内 で,

(1)全 国的 に 一義 的 に 統一 す る必要 が あ る もの

(2)コ ー ド構 成 桁数 の5ち 共 通 部分 を全 国 的に 調整 す る こ とで メ リッ トの大 きい もの

㈲ コー ドの相 互 交換 の基 準 を全 国 的 に調整 す る必 要 の あ る もの

(4)全 国的 シス テ ム化 実施 の た め に デー タ コー ド標 準 化 の緊 急 性 を要 す る もの

(5)情 報把 握基 盤 が 全 国 的共 通 性 を有 しデー タコー ド標 準化 の緊急 性 を要す る もの

(6)部 分的 標 準 化 が実 現 せ られ つ つ あ り,標 準 化方 針 の確立 が遅 延 す る と将 来 混乱 を招 く恐 れの

あ る もの

(7)対 象 が比 較 的 明確 で 標準 化 の実施 が容 易 で あ り,情 報交換,共 同利 用 等 に際 して 便益 が比較
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的得 やす い もの

の7つ の事 項 の どれ か に該 当す る コー ドに つ いて は全 国的 に統 一す るこ とが必 要 で あ ると考 え られ る
。

この 意 味 にお いて,委 員会 にお い て は,先 に 調査 を行 な った ア ンケー トを もとに集計 お よ び分析 を

行 ない各 コー ドの グル ープ別 の 体系 を組 み立 て ると と もに標準 化 の 必要性 を見 出す ため の手 だて とし

て マ トリッ ク ス表 を作 り各 コー ドの相 関 性 の有 無 を調査 した。 また,75項 目にわ た るデ ー タ コー ド

の そ れ ぞれ につ い て国 内お よび海 外 の状 況 と動 向 を調 査,研 究 す ると と もに,前 記JIS化 の た めの

7項 目を も とに,

(1)必 要性:JISと し て必要 が ど うか。

(2)緊 急 性:JIS化 が 緊 急 を要 す るか,ど うか。

(3)実 現性:社 会 的,経 済 的 な 問題 は別 に して 技術 的 に実 現可 能 か,ど うか。

を各 コー ドご とに 検討 した のが,第5 .1表 の判 定 の部 分 で あ る。 ここで 「区 分」 の 欄A ,,B,Cお よ

びDは 次 の よ うに決 め た。

必要性 緊急性 実現性

○ ○ ○

○

○

×

○

×

×

×

○

×

区 分

A

B

C

D

この場 合 必要性 の問 題 を考 え る ときの判 断資料 と して
,他 の コー ドと.の関連 性 の 有 無お よび コー ド

の利用 範 囲が 限 られた社 会の みに限 定 され るよ うな 部分性 の有 無 に っい て
,そ れ ぞれ 検討 を行 ない,

その 総合判 断 よ り必 要性 の有 無 を決 め た。

A必 要 性,緊 急 性,実 現 性 と もに あ り,早 急 にJIS化 を希 望す る もの

B:必 要性,緊 急 性 と もにあ り,早 急 にJIS化 を希 望 す るの が技 術 的 にむ つ か しい ので早 い

時期 か ら調 査研 究 の必 要 が あ る もの

C:必 要性,実 現 性 は あ るが,早 急 にJIS化 す る必 要 の ない もの

D:現 時点 で は,あ ま り必要 性 の ない もの,た だし将 来 見 なお し をす る必要 はあ る。
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デー タ コー ドに 関す る標準 化体 系第5.1表

定判
区

分

C

A

C

C

A

A

D

A

A

D

A

A

A

C

A

D

A

A

A

A

A

A

D

A

A

A

A

A

A

D

D

D

A

D

A

実

現

性

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

・

○

○

○

○

○

○

・

○

○

○

○

○

○

○

×

×

O

x

O

緊

急

性

×

○

×

×

○

○

×

○

○

×

○

○

○

・

○

・

○

○

○

○

○

○

・

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

×

○

必

要
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○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

・

○

○

○

○

○

○

・

○

○

○
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×

×

○
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36 1経 営 ・ 4.需 要 3 63・ . . 、 × × × D

37
経済 5.国 際 収 支 4 59 52 39 8 40 × × × D

38 ・眺 科嘉 科目 360 1 175 3 148 3 ○ ○ × B

39 7.固 定 資 産 品 目 72 15 154 8 126 8 ○ ○ × B

40 8.株 式 銘 柄 17 36 76 30 34 29 × × × D

41 9.公 社 債 銘 柄 10 46 71 31 30 32 × × × D

42 10.預 金 種 類 38 23 × × × D

43 11.税 38 23 × × × D

44 12.取 引 き決 済 条件 ○ ○ × B

45 7.単 位 1.計 量 単 位 32 28 114 19 85 15 ○ ○ ○ A

46 2.貨 幣 単 位 11 44 88 26 57 24 ○ × ○ C

47 8.規 格 1.規 格 ・統 計 ・図 番 6 54 × × ○ D

48 2.製 品 検 査 2 67 × × × D一

49 9.物 品 1.材 料 82 14 92 25 55 26 ○ ○ ○ A

50 2.商 品 273 3 115 18 76 19 ○ ○ ○ A

51 3.用 途 28 30 68 33 28 33 ○ ○ × B

52 4.設 備 21 34 × × × D

53 5.土 地 15 39 ○ ○ ○ A

54 6.製 造 法 37 36 4 34 20 37 ○ ○ × B

55 7.商 品 銘 柄 53 19 61 35 32 31 ○ ○ × B

56 8.輸 送 機種 ・船 穂
11
6

44

54
○ ○ ○ A

57 10.作 業 1.設 備 メインテナンス 6 54 × × × D

58 11.建 設 1.建 築 物 42 22 82 27 42 27 ○ ○ ○ A

59 2.土 木 建 築 工事種 類 24 31 × × × D

60 12.交 通 1.路 線 10 46 × × × D

61 2.鉄 道 駅 名 14 41 81 29 40 28 × × ○ D

2

りOρ06

港 湾 お よ び3
. 空港 名

輸 送方 法4
. お よ び梱包

15

44

57

21

60 37 22 35 ○

×

×

×

○

×

C

D

64 、5.乗 車 券 種 別 8 50 × × ○ D

65 6.郵 便 種 別 5 57 × × ○ D

66 13.保 険 ・ 1.保 険 年 金 種 別 38 23 × × ○ D

67 災害 2.災 害 8 50 × × × D

68 3.担 保 種 類 8 50 × × × D

69 14.医 療 1.病 名 17 36 × × ○ D

70 15.情 報 1.図 書 分 類 8 50 71 31 23 34 ○ × ○ C

71 2.新 聞 0 72 59 38 18 38 × × ○ D

72 3.工 業 所 有 権 9 49 49 40 13 39 × × × D

73 4.カ ナ 文 字 13 42 120 17 89 14 × × × D

74 5.伝 票 様 式 16 38 × × × D

75 16.法 律 1.法 律 ・政 令 ・省 令 2 67
1

× × × D

－258一



標準化項目の分類は現時点で標準化の対象として考えられるものを,次 の16に 区分した。

エ

2

3

4

5

6

7

&

文

所

体

済

位

格

経

時

人

業

・営

天

場

事

経

単

規

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

以下 これ らに っい て各 項 目別 に 述 べ る。

品

業

設

道

書

療

報

律

災険

物

作

建

交

保

医

情

法
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5.2デ ー タ コ ー ド体 系 別,項 目別 の

標 準 化 に つ い て の 意 見

1、 天 候

現状 で は 国民全 体 に 関係 が あ る とは い えな いが,近 い将 来電 子 計 算機 と結 び つ け て レジャー産 業

に お け る旅行 プ ラン等 の ため の エ レメ ン トコー ドとして用 い られ るこ とが 予想 され る。 現 在,天 候

コー ドは海 洋,気 象,運 輸,交 通 関 係 に広 く用 い られ,国 際 的に も定 ま った ものが あ る。

気 象庁 等 の関係 機 関 と連 携 を と り国 際 的 に統 一す る こ とが望 ま しい。JISと して は必 要で あ る

が,緊 急 性 は比 較 的 少 ない が,実 現 可能 性 は濃 い。

2.国 名

輸 出 入統 計品 目表,SITC等 に使 用 され て い る。 汎用性 が あ り世 界 的 に共通 性 を もっ 必要 が あ

る。 現在 は 業界,学 会 な どで部 分 的 標準 化が 実現 せ られ っ っ あ るが,JIS化 が遅 れ ると将来 混乱

を まね く恐 れが あ る。 コー ド付 け の対 象 が比 較 的 明確 で標 準化 の 実施 は容 易 で あ り,JIS化 に よ

って 情報 交換,デ ー タの 共 同 利用 の 便益 があ る。JIS化 にあ た って は 国際 連合 との矛盾 が ない こ

とが前 提 で あ る。 し たが って 必要 性,緊 急 性,実 現 可能 性 が共 に あ り1～2年 内にJIS化 す るこ

とが望 ま しい。

3.外 国地 域 名

ア ジア州,ヨ ー ロ ッパ州 あ るいは,一 国 内 の地 域名 の コー ド化(ア メ リカ の場 合,01カ リフォ

ル ニ ア,02ア リゾ ナ)で あ る。 現 在 貿 易業 ,生 産 業,政 府 機関 の一 部 で使 わ れ て い るが,現 時 点

で は,部 分 的標 準 化 が充 分 目的 を達 して い るため,あ れ ば よい程 度 で緊 急 性 は比 較 的少 な い。 また

.実現 可能 性 はあ るが,JIS化 に っ いて はあ らか じめ検討 す る必 要 が あ る。

4.外 国都 市名

地 域名 と同様,貿 易,生 産 業,統 計 等 に使 わ れ てお り,デ ー タ交 換,情 報 の共 同利 用の ため には

必 要 であ るが,実 際 に コー ドを作滅 す る場 合 そ の範 囲 を どの程 度 ま で広 げ るか が 問題 で あ る。例 えば
,

主 都,港 湾 空 港 のあ る都 市程 度 ま でにす るか,人 口何万人 以 上 の 都市 とい うよ うに限 定 す るか であ

る。 緊 急 性 にっ い ては あ ま りな いが,実 現 性 は あ る。 現 状 で は,部 分 的標 準 化が 実施 され て い る段階

であ るの で,国 際 的な 統一 が行 なわ れ るまでJIS化 を見送 るの も一 法 で あ ろ う。

5.都 道府 県,

45年4月1日JISC6260お よび6261と して 制定 され たの で 略す。

6.住 居 表 示

都 道 府県,市 区町 村 コー ドと と もに合 成 されて 住所 を表 わす コー ドで 番地
,字,丁 目な どの コー ド

を作 り郵便 物 が と ど く程 度 の もの とす る。 行 政管 理庁 自治省
,運 輸 省,郵 政省 電電 公社 な どで検

討 中で あ る。 個人 番 号 な どの併用 に よ り住居 移動 の場 合 の追 跡調 査
。 住 民税 。 自動車 税。 住民 登録 関
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係 な どに使 われ,そ の利 用面 は広 い。 この ためJISは 関係 各 省 庁お よび諸 団 体等 と調査 して早 急 に

つ くる必 要が あ る。 この 場 合,エ レメ ン トコー ドとして具体 的に 作 るか,合 成 コー ドと して使 用す る

場 合 の通則 を規 定 す るか 十分 検討 を要 す る。 行 政 管理 庁 で は45年 度 よ り実 施予 定 で あ るため特 に 緊

急 を要 す。 実現 可能 性 は大 きい。

7.国 内地 域名

関 東地 方,近 畿 地方,広 域 ブロ ック,経 済 圏 ブ ロッ ク等,地 理 的,行 政 的,経 済 的 な分 け方 が あ り,

利用 者が 必要 に応 じ部 分 的 な規 定 を行 ない 目的 を達 成 して い るの で,JISと す る必 要 性 は薄 い。 ま

た実現 可 能性 はあ るが緊 急性 は少 な い。

また,地 域 メ ッシ ュに よ る コー ドにっ いて は,2,3の 方法 が あ るが,最 近 統計 審議 会 にお いて 緯

度 経 度法 に よ ってわ が 国 の地 域 メ ッシュ を設定 す るこ とに して い る。

8.元 号

昭和,大 正 明治 な どの元 号 に っ いて の コー ド化 で あ り,JISC6262,日 付 の表 示(コ ー ド)

の中 に例 として 昭和 はS,大 正 はTの 様 に年 号 の表 示方 法 を規 定 してい る。 これ との関連 にお い て必

要 で あ り,例 と してで はな く 日付 コー ドの中 で規 定す る こ とが 望 まし い。

9.日 付'

昭和45年4月1日JISC6262日 付 の表 示(コ ー ド)と して制定 され た の で略 す。

ID.曜 日

日曜 日,月 曜 日等 の 曜 日の コー ド化 であ る。 外 国で は 当然 必 要 と思 われ る。 ま た わが 国に お いて も

将 来 レジャー 関 係 な どで用 い られ る可 能性 は あろ う。 しか し,現 状 で はデー タ交 換 その他 の面 にお い

て利 用度 が 低 い等 の 理 由 で必 要 性 は薄 い。 従 ってISOな どの 国 際機 関 で 決定 され たの ちに,必 要 が

あれ ばJIS化 す るこ とで充 分 で あ ろ う。

11.時 刻

昭和45年4月1日JISC6263〔 時刻 コー ド(表 示)〕 と して制定 され た の で略 す。

12.個 人

個 人番 号 コー ドの こ とで,局 部 的 に標準 化 が進 め られ,会 社,工 場 等の 人事 管理,給 与 計算 に使 用

され て い る。 官庁 で も,行 政 上 の 必要 か ら社 会保 険 な どで一 部使 用 せ られ て きたが,最 近 にな って税,

統計等 の 分野 で広 く使用 され る気 運 が み えて きて い る。

外 国に お いて は,デ ン マー ク,ス エ ー デ ン,ノ ル ウ ェーが 数 年前 よ り個 人 番号 を付 けてお り,西 ド

イ ツ,フ ラン スで も準 備 中 で あ るが最 近 プ ライバ シー 侵害 の問 題 も出 て きてお り,具 体 的 に番 号付 け

に反 対 の声 も高 い。 わが 国 にお い て も同様 の 問題 が 出て お り,一 部 に は徴兵 制 に っ なが る もの と勘 ぐ

る向 も多 い。 委 員 会 として は全 国 的 シ ステ ム化 実施 の た め,お よび 情 報の 把握 基 盤 が全 国的 であ り,

共通 性 を もって い る とい うこ とで 「緊 急 を要 す もの」 に該 当す る と して一応JIS化 すべ きで あ る と

の結 論 に達 した。 しか し なが らJIS設 定 に 当 っては 具体 的 に番 号 づ けは行 なわ ず 合 成 コー ドとす

るた めの 通則 を規 定 す る こ とが 望 ま しい。 この た め,個 人 コー ドの 構成 エ レメ ン トのJIS化 を早 急

に進 め る こ とが必 要 で あ る。
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13.憾 別

昭 和45年4月1日JISC6264(性 別 コー ド)と して 制定予 定 の た め略す 。

14婚 姻

戸 籍 住民 登録,セ ンサ ス,ク レジ ッ トレジ スタ ー,そ の他 一 般 事務 管理 に政府,民 間 で広 く利用

され て い る。 情 報把 握 の基礎 が全 国的 で 共通 性 が あ る もの としてJIS化 の必 要 性 は あ る。緊 急性 は

比 較 的少 な いが,実 現性 はあ る。

標準 化 実施 にあた っては未 婚,既 婚 に と どめ再 婚,離 婚 は プ ラ イバ シーの 関係 もあ り見 送 るこ とが

望 ま しい。

15.血 液 型

病 院,血 液銀 行等 で,局 部 的標 準 化 が進 め られ て い るが,現 状 で は デー タ交換 の範 囲が 比 較 的せ ま

い。

しか し なが ら対 象が 明確 でJIS化 が 容易 であ り,最 近 にお け る交通 事故 の 急 伸,社 会 的環 境 の 変

化等 か ら厚 生面,そ の他 で 必要 と思 わ れ る。 緊 急性,実 現 性 と もに大 きい。

16.性 格

犯 罪捜 査 の面,病 院 お よ び人 事 管理 で 部 分 的 に利 用 され て い るが,心 理 学 的 分類 に非常 に難か しい

点 が あ る。 ま た個人 の プ ライバ シーに 関 す る問 題 もあ るた めにJISと して は必要 性 が 薄 い。

17.続 柄

住民登 録 その他 で広 く使 わ れ て い る。 情 報把 握 の基 盤 が全 国的 で共 通 性 を もっ もの と して必 要性 は

大 きい。 婚姻 コー ドと同 じ範 晴 の もので,緊 急 性 は 薄 いが実 現 性 は大 きい。標 準 化実 施 に あた って は

世 帯主 配 偶者,そ の他,程 度 に と どめ るか,長 男,次 男等 詳 細 に規定 す るか 民法 その 他 の検 討 が 必

要 であ ろ う。

18.学 歴

個人 コー ドど ど もに人 事 管理 等 で 広 く使 わ れ て い るが,企 業 内,会 社 内 で部 分 的 に定 め られ た もの

で,統 一 性 は皆 無 に等 しい。 しか し1標 準化 方 針 の確 立 が遅 れ るど混乱 を 招 くお それ が あ る。2.対 象

が比 較 的明確 で標準 化 の実 施 が容 易 で あ り,か っ 情報 交換,共 同利 用 に際 して 便益 が 得 られ る等 の理

由 か らJIS化 が 必要 で あ る。 個人 コー ドの エ レメ ン トコー ドどして緊 急性 が あ り,実 現可 能 性 も大

きい。 実施 に 当 って は学 部等 まで の広 く詳 細 に検討 す るこ とが 必要 で あ る。

19.職 業'

官 庁 統計,電 話帳 金融 な どに使 わ れ て い るが,体 系 が時代 と と もに 流動 す る可 能性 が多 いた め,』

コー ドの設 定 が齢 し い ものの －Dkあ げ られ る.し か し,1.鍋 的 ・ ・テ ム化 の窺2情 細 握

の基 盤が全 国的 で共通 性 が あ る。3.情 報 交換,共 同利用 等 に 際 して便 益 が得 られ るな どの 利 点 で早 く

か ら標準 化 の希 望 が多 か った 。 統計 審議 会 で も45年 よ り分 類体 系 の調 査 検討 を進 め る予 定 で あ り,

全 国的 視 野に立 ってJISを 早 急 に 設定 す る必要 が あ る。 実施 に 当 って は各 省庁 学 会,団 体 な どと
一

充 分連 携 をと る と と もに事前 の調 査 が 必要 で あ る。 また,こ の際 職種 職 能,職 階 技 能 との 関連 を

考慮 す るこ とが望 ま し い。
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20.職 種

企 業,工 場 内 な どで多 く使用 され て い る コー ドで 職 業 を細 分化 した もの に対 して 付 され る コー ドで

あ る。 職 業,学 歴 な どと と もに人 事 管理 に広 く使 わ れて い るが,部 分的 な標準 化の 段 階で あ り,全 国

的 な統 一 が 行 なわ れ れ ば情 報交換,情 報共 同利 用等 多 くの 便宜 を得 るこ どが可 能 どな る。JIS化 に

当 って は職 業 そ の他 の関 係 コー ドとの 調整 を図 る必 要 が あ る。

21,職 階

職種 コー ドと同様,部 分 的 に標 準 化 が行 なわ れ て お り,JIS化 に よ り情 報交 換,情 報の 共 同利 用

が 容 易 とな り,メ リッ トが大 き い。 実 施 に 際 して は職 業 等,一 連 の コー ドとの関 係 を調 査 す る必要 が

あ る。

22.職 能 ・技能

職 種,職 階 コ一一ドと同様JIS化 の 必要 性 が大 きい。

職 業 関 係 の一 連 の コー ドを調査 検 討 し て推進 す る必要 が あ る。

23.人 事 ・給 与

人 事 管理 に用 い られ る コー ドは住 所,年 令,性 別,学 歴等 で構成 された 合成 コー ドが 多 い。 ま た,

給 与 コー ド も年 令,職 歴,学 歴,技 能 等 で 構成 され た合 成 コー ドであ り,人 事 コ ー ドの申 に 含 まれ て

い る場 合 が 多 い。 人事 お よび給 与 コー ドは,そ れ ぞ れ のエ レメ ン トコー ドが 定 ま り,そ の構 成規 則 が

で きれ ば 自動 的 に決定 され る。 す なわ ち,こ の た めエ レメ ン トコー ドの組 合せ か た の統 一 的 な通 則 を

必 要 とす るが,現 状 で はJIS化 の 必 要 性 は薄 い。

24.官 公 庁

日本 標 準 産業 分 類 の 申分 類97国 家 事 務 お よ び中 分類98地 方事 務 に該 当す る機 関名 全部 の コー ド

化 で あ る。

各 官公 庁 間 の 情 報 ネ ッ トワー クを作 り,民 間 ど の連絡 を密 にす るため に標 準化 の 必 要性 は大 き い。

これ に よ り全 国的 な情 報交換 を可能 にす る一手 段 が 確立 され る。JIS化 の 理 由 と して は対 象 が 明確

で実 施 が容 易 で あ り,情 報,デ ー タの共 同 利用 等 の便益 が 得 られ る。 標準 化 の実 施 に あ た っては,学

瓶 研 究機 関,企 業,会 社,金 融機 関,工 場,事 業 所等 の コー ド化 と合 せて 調査 検討 す る こ とが 必要

で あ る。

25.学 校 研究 機 関

日本 標準 産業 分類 の中 分 類91教 育お よび93学 術研 究機 関に該 当 す る全 部 の学 挽 研 究 機 関名 に

っ いて の コー ド化 を行 な う。JIS化 の た め の理 由,必 要 性 は前 記官公 庁 と概 略 同 様 で あ る。JIS

化実施 に あ た っては 法人 事業 体 全 部 につ いて検 討 を行 な った上 で規定 す る こ とが望 ま しい。

26.企 業(会 社 名)

わが 国にお け る全 企 業名 につ い て コー ド化 を行 な う。 全 国的 シ ステム化実 施 の た め デー タ コー ド標準

化 の緊 急 な もの,情 報の把 握 基盤 が 全 国 的で 共通 性 が あ る もの,お よ び情 報交換,デ ータ の共 同利用

等に 際 して便 益 の比 較 的 得やす い もの,な どの制 定 理 由 に よ りJIS化 を早急 に 進 め る必要 が あ る。

企業 名 コー ドは 昭 和45年 よ り統計 審議 会 で も調 査 検 討す る予 定 で あ るた め,JIS化 に あ た って事
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前 に関 係 省庁 と連 絡 をとるとともに企 業分 類,標 準化 の範 囲(個 別 規格 または 通則 の 別)等 に つ いて調

査 研究 す るこ とが 望 ま しい。 な お,調 査 は法 人 事業 体 全 般 を対 象 として 行 な う必要 が あ る。

27.銀 行 ・金 融 機 関

企業,事 業所 にお い て は取 引 き銀 行,金 融機 関名 の コー ドを局 部 的に 設定 して い るが,1.JIS化

方 針 の確立 が遅 れ ると将来 混乱 を まね く恐 れが あ る。2.対 象 が比 較 的 明確 で情 報交換,デ ー タの共用

利用 等 に際 して便 益 が 得 やす い,3.情 報把 握基 盤 が 全 国的 で か っ共 通性 が あ る。

な どの 理 由 に よ り,JIS化 を進 め る必 要 が あ る。 コー ド化 の対 象 と しては,日 本標 準産 業 分類 大 分

類H,金 融 保険 業 の うち,銀 行,金 融 機関 に 該 当す る もの全 部。

実施 に あ た って は,規 格 化 の範 囲等 に つ いて 事前 に 調 査 検討 を行 な うと と もに法人 事 業体 の コニ ド

体 系 に っい て もあ わ せ検 討 す るこ とが望 ま し い。

28.事 業 所

工業 セ ンサ スで は工場,事 業所 の コー ドが あれ ば便 利 で あ る。 企業 系 列 にお い て もそれ ぞれ の工場,

事 業所 に コー ドを付 けて い る とこ ろが多 い。 統 計審 議 会 で は45年 度 か ら企 業,事 業 所 コー ドにっ い

て 調査 検討 を進 め る予 定 で あ る。前 項 の 銀行,金 融機 関 で述 べ た様 な理 由でJIS化 す る必要 性,緊

急{生 お よび 実現 可 能性 は と もに大 きい。 しか し企 業,事 業 所 の浮 沈お よ び業種 の変 更は,経 済 の変

動 と技 術 の進 歩,国 際 情勢 の 変 化等 の要 因 で 日常 茶 飯事 とな って い る。 この ため 制定 後の メ ンテ ナ ン

スに つ いて も考 慮 す る必要 が あ る。JIS化 に あた って は事 前 に個別 コー ドか通則 的 な もの にす るか

の方 針 を確 立 す る必 要 が あ る。 また関係 省庁,学 識経 験 者,企 業 団体 等 と と もに充 分 調査 研 究 をす る

必要 が あ ろ う。 また,法 人事 業 体 の コー ド体 系 の検討 もあわ せ行 な う ことが望 ま しい。

29.病 院

日本 標準 産 業 分類 の中 分類88一 医療業 の うち該 当 す る全 部 の 病 院名に つ い て コー ドをっ け を。 標

準 化 の理 由 として は,

1.局 部 的 に標 準 化が 進 ん でお り,JIS化 が 遅れ る と将 来 混 乱 を まね く恐 れ が あ る。

2.対 象 が比 較 的 明確 で標 準化 の実 施 が容 易。

3.情 報 交換,デ ー タの共 同利用 等 に 際 して 便益 の 得 や す い
o

等 が あげ られ る。JIS化 実施 にあ た っては,法 人事 業 体 系 を調査 し,こ れ との 関連 にお い て規 定 す

ることが 望 ま し い。

30.国 際機 関名

外 務 省 な どの一 部 で っ か われ て い る坑 部 分 的標 準 化 で よ い。 緊急 性 は ない。 実現 可能性 はあ るが

国際 的 に決 るの を ま ち,必 要 が あれ ばJIS化 す る。

31.所 属 ・組織

部 課 係 な どの所 属名,組 織名 の コー ドで人 事 管理 等 に使用 されて い る。JISと して は,共

通 性 が ない。 細 分 化 され て い る。 統 一 に よる メ リッ トが少 な い。 な どの理 由 か ら不適 当 であ る。

32.世 帯 番 号

各 世帯 別 に 一連 番 号 を付 け る もの で,最 近 新宿 区お よ び 渋谷 区 な どで設 定 され,住 民 の 移動 調査,
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課縫 の面で 棚 されて い る.J・sと して は,共 雛 お よび 統一 に よ る ・ リ・ トカくない・ まt'Stftl

後 の メ ンテ ナ ンスがで きな い な どの理 由か ら不 適 当で あ る。

33.産 業

産業 。一 ドはわ が 国お よび世 界 の産 業 締 の動 向 を把 握 す る上 麟 常 陸 要 な もので あ り・ 国際

的 に矛 盾 の な い麟 の 設 定は非 常 に 困 難 併 うが,実 施 しな けれ ばな らな し'もの の 一 つ であ る・

産 業 。.ド と して考 え られ る候 的 な もの・・躰 標 準産 業分 類 と昧 鮮 麟 分 類(ISIC)カ`

あ る.官 庁 統計}。は主 と して 昧 難 産 業 分類 が使 わ れ てい る・ ・S・Cと のお も嬉 し'はサ ー ビ ス

業 と修理 業,製 造 業 の 分類 方法 で あ る。

J、S化 の必 要性 は い ま さ らい うま で もな いがは 施 にあ た ・て は・ 上記 二 つ の麟 分類 の 相違 点

の 扱 い方 と と もにぽ 近 台 頭 して き極 洋産 業注 犠 業・ 縮 産 業 謂 鞭 業 な どloい て の分 類

体 系 の問題 。 ま た商 品 コー ドとの 関連 の 問題 な どを充 分 調 査検 討す るこ とが 必要 で あ る。

34.経 営

経 営 情 報分析 等 に使 用 され る コー ドで あ るが,経 営 コー ドそれ 自身 は合成 コー ドで あ るた め,エ レメ

メ ン トコー ドに分解 す る こ とがで き る。

エ レメ ン トコー ドの結 合 の た めの 通則 的 な もの は,各 々当事 者が それ ぞれ の 目的 に従 って行 な う方

が結 果 的 に もよ く,共 通 性が ない の で,JISに す る こ とは不 適 当 であ る。

35.企 業 形 体

株 式会社,合 名 会社,有 限会 社,個 人 企業 な どの企 業 の形 体 を 表わす た めの コー ドで あ る。

場 所 。一 ド,企 業 名 ・一 ドと組 合 せ,搬 醐,会 計 調 査事務 ・ 税 額 醗 に広 く使用 され て い る・

しか し,統_性 が な く部 分的 標 準 の 設定 が 行 なわ れて い るの が現 状で あ る。 この た め統 一 化 がお くれ

る と湿舌Lが生 じ請 報の 交換 デー タの 共同 利用 が祠 能 にな るこ と も予想 され るの で・ 早 い機 会 に

JIS化 す るこ とが 望 ま しい。

36.需 要(ガ ス ・電力 ・水道)

ガ ス,電 力,水 道 事 業 にお け る需要 量 の 調査,需 要 予測,需 要 分 析等 を行 な うた め に必 要 な コー ド

で,例 えば需 要家 コー ドな どがあ るが,利 用 範囲 が限 定 されて い る ためJIS化 の 必 要性 は 少 な い。

37.国 際 収 支

国際 的 に収支 決 滅 す る場 合 の外 国縮 諏 弓1先名 な どの ・一 ドで あ るが・ 局 部 的 に限 られて 使用

用 されて い るの でJIS化 の 必要 性 は 少 な い。

38.勘 定 科 目 ・会 計科 目

翻 会計 上 の 必要 な ・一 ドで,一 部 の縫.会 欝 で必要 に応 じ設 定 され7・ ものが 多 く・ その'

内容 は 統_性 欲 くものが多 い.・ の ナ・め雛 化 の髄 が 遅 れ ると将 来 ます ます 混乱 姓 じ請 報

交換,デ ー タの共 同利 用 に支 障 を きたす 恐 れが あ るの でJIS化 の必 要性 が大 きい・ 実 施 上 の醜

と して は,科 目の 配列 を先向 させ た の ちコー ド化 す るこ と。 固定 資産 品 目 コー ドとの関 連。 会計学

会等 学 識者 の 参加 。 な どで あ る。 緊 急性,実 現 性 と もに大 きい。
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39.固 定資 産 品 目

勘定 科 且 会 計科 目 と同 様経 理 会計上 必 要 な コー ドで 統 一 された ものが ほ とん どな い。 標準

化 の必 要{生 緊急 性 実現 性 は と もに大 きい。 実 施 にあ た って は勘 定 科 目
,会 計 科 目 を一 体 とした

体 系 を考 ん 全体 的 な立 場 よ りJIS化 す る ことが望 まし い。 この コー ド化 は非 常 に難か しい もの

の一 つ で あ るが,充 分 調 査 研 究 を して是 非 と もJIS化 す るこ とが 望 ましい
。

40.株 式 銘 柄

株 式取 引 きに使 われ る企 業 名 の コー ド化 であ る。 証券取 引 所 で は 古 くか ら設 定 し
,事 務処 理 に利

用 して い るが,JISと して は,

1.お よ ぼす範 囲が 狭 い

2.銘 柄 が 常 時変 わ るた め の メ ンテ ナ ン スの 問題

等 の理 由 で制 定 の必 要性 は 薄 い。 しか し,実 現 性 は あ る。

41.公 社 債 銘柄

株 式 銘柄 と同様 の 理 由で,JIS化 の必 要性 は少 ない。

42.預 金 種 類

定 期 預金 積立 預 金 等 の種 類 の コー ド化 で銀行,金 融 機関 お よび一 般 企業 等 の 会計 事 務に 使われ

て い る。 現 状 で は・ 局 部的 標準 化 で充 分 目的 を達 す る とい う理 由で ,JIS化 の必 要 性 は薄 い。 む

しろ 銀行 協会 等 で 業界 規 格 と して設 定す るこ とが 望 ま しい。

43.税

税 額表 課税 状 態 な ど税 金 に対 す る コー ドで,事 業 所等 にお け る給 与計 算 に用 い られ る例 が 多 い。

JIS化 にっ いて は,国 家 経済 の変 動 に従 い税率 も変 化す る等 の要 因 で,必 要 性 は比 較 的少 ない。

44.取 引 き決 済 条 件

商 品取 引 きに関 す る決済 方法 お よび取 引 きに関す る条件 の コー ド化 で あ るが,IJIS化 に っいて は,

1.波 及範 囲が狭 い。

2.商 慣 習等 の 関係 で 実体 の把 握 が困 難 であ る。

等 の理 由で不 適 当 であ る。

45.計 量 単 位

計 量 単 位 の コー ド化(例 え ばボ ル トはVま たはOLオ ー ムはOHMま た は02)で あ る。

コー ド付 の対 象 は比 較 的 明確 で 標 準 化の実 施 は容 易 で あ る。 しか しJIS化 に 当 って は,計 量 法,

ISOの 動 向等 を調 査 す るこ とが 望 ま しい。

46.貨 幣 単 位

国際的 には、ISOで 審 議 中で あ り,貿 易,統 計 金 融 関 係等 で使 用 され るの で 必要 性 は高 い。 し

か し,JIS化 の推進 は 国際 的 な矛 盾 を な くす ため に も,ISOが 決定 す る まで待 つべ きで あ ろ う。

47.規 格 ・統 計 ・図書

製 品規格 の 種類 加 工 統 計 表 図面 な どの コー ド化で あ る。 これ は企 業,工 場 の独 自性 に よ り,こ

とCと く違 って い る。従 ってJIS化 の メ リッ トは皆 無に等 し いた め不 適 当で あ る。
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48.製 品 検 査

物 品 そ の他 の 試験 検 査方 法 にっ い ての コー ドづ けで上 記 と同様 の理 由 に よ りJIS化 は不 適 当で あ

る。

49.材 料

商 品銘 柄 コー ドの エ レメ ン トとして も使用 され る もの で,必 要 性 は高 い。 しか し,材 料 それ 自身 の
ぐ

分 類 お よ び定義 が 非 常 に難 か しい。JIS化 す る場 合は 商 品 コー ドとの結 びつ きを調 査研 究 してか ら

行 な うこ とが 望 ま し い。 ま た この場 合 分類 学者 等 の 参加 も必要 で あ ろ う。

緊 急性 はあ り,実 現 性 は と りあ げ る材料 の種 類 と範 囲に よ っ て定 ま る。JIS化 の対 象 と しては 非

常 に難 か し い もの であ るが,情 報利 用,情 報交換 の た めに是 非 と も必要 な基礎 的 な コー ドで あ る。

50.商 品

商 品 コー ドは世 界 の 商業 お よ び経 済 の動 向 を把握す る うえ に も非常 に重 要 な基 本 的な コー ドで あ り,、

国 際的 国内 的 に矛 盾 を生 じない標 準 の設 定 は,非 常 に困 難 を併 うが,是 非 と も制定 しな けれ ば な ら

な い もの の一 つ であ る。 商 品 コー ドと して考 え られ る代 表 的 な もの に は 日本 標 準商 品 分類 と,標 準 国

際 貿易 分類 の(SITC)の2つ が あ る。SITCは 約3,000の 商品 を取 りあ{尤 日本標 準商 品 分

類 は約40,000の 商 品 を取 りあ げ てい るが,そ の 分類方 法は 全然 異 な って い る。JIS化 の必要 性

は い ま さ らい うまで もな いが,実 施 に あ た って はな るべ く国際 的 に も国内的 に も矛 盾 を生 じ ない こ と

が,(統 計 的 な 時系 列 の 問題 だ けを と りあ げ た場 合 で も)必 要 で あ る。 また 産業 コー ドとの関 連性 の

考察 と一体 化 の 問題 も,重 要 な こ との一 つ とい え る。 この ため実 施 に先 だ って充 分 な調 査 と研 究 を行

うこ とが必 要 であ る。

51.用 途

製 品 の用 途別 分 類 に もとず い て コー ド化 す るこ とで あ る。 あ らゆ る製 品の用 途 を詳 細 に わた って 分

類 す るこ とは難 事 中 の難 事 とい え るが,用 途別 コー ドの メ リッ トは電 話 番 号簿 の職 業別 の よ うに非 常

に便 利で,利 用 面 も広 くな る。 用 途 別 コー ドは,そ れ 自身 で 統計,集 計 な どに使 え るが,他 の コー ド

と組 合せ るこ とに よ り,よ り詳 細 な情 報が 得 る こ とが で きる。 材料 コー ドと同 じ く基 本 コー ドの一 つ

で重要 なエ レメ ン トコー ドで あ る。 早 急 にJIS化 す るこ とが 望 ま しい が分類 体 系が 難 かし いの で 調

査 研究 の 必要 が あ る。 当面 は大 分 類程 度 よ りは じめ,順 次 細 分化 へ と進 ま ざ るを得 ない であ ろ う。

52.設 備

機械 設 備,電 気 設備 な ど工場,企 業 が持 って い る設 備 を コー ド化 す る もの で,対 象が不 明確 で 会社,

工場 別 に部 分的 な 標準 化 が進 め られ 十分 目的 を達 して い るた めJIS化 の必 要 は碩 ・。

53.土 地

山林 農地,宅 地 な どの 地 目 を コー ド化 す る もので,国 土 計画,徴 税,統 計 な どの面 で広 く使 わ れ

て い る。 情 報把 握 の基 盤 が全 国 的 で 対象 が比 較 的 明確 であ るが,国 土 開発 が進 むに っれ て地 目の 変更

も多 くな り標 準 化 が遅 れ る と混 乱 の お それ もで て くるので早 急 にJIS化 す るこ とが望 ま しい。

54.製 造 法

商品 を製 造 す る方 法 は技術 の 進 歩 とと もに変 化 発展 し,そ の 種 類 は量 り難 い。 しか しこれ らを体
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系 的 に分類 し,コ ー ド化 しよ うとす る もの で あ る。 先 に 述べ た材料 コー ド,用 途 コー ドと と もに基本

コー ドの一 つで商 品 の重 要 な エ レメ ン トコー ドとな る。JIS化 の必 要 性 は大 き く緊 急 に 制定 す る必

要 が あ るが,事 前 に分類 体 系 を充 分 調査 研 究 す るこ とが 望 ま しい。

55.商 品 銘 柄

商 品 を実 際 に販 売 した り,流 通 させ た りす る と きに用 い る コー ドで,主 として統 計 面で 利 用 され る

前 述 の商 品 コー ドとは本 質 的 に異 な る。 一例 を衣料 品 に み ると 日本標 準 商品 分類 で は背広 服 は 織物 製

外 衣 男 子 お よ び少 年 用,背 広 服(363212)と して 表わ され て い るが.こ れ を更 に細 分 化 して

既 成眠 男 女 別,小 供 ・大 人 の肌 色 ・柄,サ イズ 生 地,仕 入 先,仕 入価 格 等 取 引 きの た め に必要

な項 目をす べ て コー ドで 表 わす こ とがで きれ ば以 後 の取 引 きや,帳 簿 整理 在庫 管理 販 売 管理 等 を

電子 計 算機 にの せ るこ とが 可能 に な る。 この コー ドを合 成 した ものが,こ こで い う商 品銘 柄 コー ドで

あ る。 商 品銘柄 コー ドは単 位 コー ドの 寄 り集 ま りで,そ の 一 つ一 つ が エ レメ ン トコー ドと呼 ば れ る も

ので あ る。 前述 の材 料 コー ド,用 途 別 コー ド,加 工 方法 コー ドが そ れに あ た り,こ の他,エ ネル ギー

源 コー ド,寸 法 コー ド,色 別 コー ドな どの エ レ メ ン トとな る ものが無 数 に あ る。 商 品 銘柄 コー ドは商

品 の流通 を円 滑 にす るこ とで 物 価 の地 域 差 を な くす る等,経 済 の安定 と発 展に と って非常 に利 用 度の

高 い コー ドで あ る。 しか し これ は復 合 コー ドで あ るた め,個 々の エ レ メン トコー ドの確立 が先 決 で あ

る。 従 って エ レメ ン トコー ドの 確立 が な され て いな い現 在 で は仮空 の コー ドどい えよ う。 た だし この

商 品 銘柄 コー ドが 完 成 した 時 の メ リッ トの大 き さを考 え,目 標 を ここ にお いて,多 数 の エ レメ ン トコ

ー ドを一 日 も早 く作 る必 要 が あ る。

な お,商 品 流通 コー ドは通 産省 企 業 用 で検 討 中 で あ る。

56.輸 送 機種 ・船 穂

'車 輌
,自 動 車,航 空機 船 舶 な どの陸 」里 海 運 空 輸 に 関す る一 切 の輸 送機 お よび船 舶 の種 類 別

車種 別,船 種 別,型 式 別等 の コー ド化 で あ り,販 売,保 険 修]里 課税,運 輸,交 通,犯 罪捜 査 統

計 等 に使 用 され て い る。 交通 の発 達 と と もに ます ます 多様 化 し,利 用 目的 別 に局 部 的 な標 準化 が 実現

しっづ あ るた め,JIS化 が 遅 れ る と将 来 混乱 が 生 ず るお それ が あ る。 また対 象 の 把握 が 比較 的 明確

で,全 国 的 に共通 性 もあ り,情 報 の交 換,相 互 利 用 が容 易 に な る等 の メ リッ トが多 いのでJIS化 が

必 要 で あ る。 制定 にあ た って は 日本 標 準 商 品分 類等 の関 連 を考慮 す る必 要 が あ る。

57.設 備 メ ンテナ ンス

設 備 の修 理 保 守,保 安 のた め の管 理 コー ドで あ るが,対 象が 不 明確 で.'会 社,工 場 の 局部 的 な標

準 化 で十 分 目的 を達 す る等 の理 由でJISと して の必 要性 は 少 な い。

58.建 築 物

建 築物 に 関す る材料 別,用 途別,構 造 別 等 に つ いて の コー ド化 で あ る。 設計,建 設 損 害保 険 国

民 経 済計 算,所 得分 析,資 産 分析,住 居態 様 調 査 な どの面 で使 用 され てい て 情 報把 握基 盤 が 全 国的 で

共 通 性 が あ り,対 象が 比 較的 明確 で コー ド化す る こ とによ り情 報の 交換,共 同利 用 も可能 に な るた め

JIS化 の必 要性 は高 い。現 在局 部 的 な標 準 化 が進 ん で い るためJIS化 が 遅 れ る と混 乱 を生 ず るお

それ もあ る。 実施 に当 って は 日本 商 品 分類 等 を調査 し,混 乱 や矛 盾 を生 じな い様 な配 慮 が必 要 で あ る。
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59.土 木建築工事種類

土離 別,工 事形態などにっぽ ・一 ド化す るもので土木鱗 工事の設計 工法 請酷}・ 使われ

て い るが,一 般 性 共 通 性が 少 な い のでJIS化 の 必 要性 は少 ない。

60.路 線

バ ス路線,国 鉄 路線,定 期航 路 な どの コー ド化で あ るが,対 象 が頻雑 で,一 般 性 共 通 性 が あ ま り

ない た めJISと して の必 要性 は少 な い。

61.鉄 道 駅 名

切 符販 売 料 金計 算,顧 客サ ー ビ ス,輸 送 計 画 乗 客 調査 な どに使用 され て い る。 現状 で は一般 性

が な く企 業 別の 標 準化 で 十 分 目的 が達 せ られ るので,JISと して の必 要性 は少 な い。

62.港 湾お よび 空港 名 ・

輸送 計 画 料 金 計 算,利 用 調査 等 に使用 され る もの で海運 協 会,航 空 協会 な どで,団 体 規格 を持 っ

て い る。 近 くISOで も国際 的 な必 要性 か ら審議 され る計 画が あ り,わ が 国 にお い て も,国 内お よ び

外 国 の 港湾名,空 港 名 コー ドの 必要 性 は高 い。 しか し現 時点 で は緊急 性 はか な り薄 い。 こ.のた めJI

SはISOの 動 向 を見 て 国 際的 に矛 盾 の ない もの を作 る ことが得 策 であ ろ う。

63.輸 送方 法 お よび 梱包

陸上 海 上,航 空 の輸 送 機関 を使 用 して人お よ び物品 を輸 送 す る場 合 の手段 方 法,荷 姿 の種 類 な ど

を コー ド化す るこ とで,現 状 で は ま だ企 業 別 標 準化 の 段 階で あ り一般性 がな い等 の理 由 でJISと し

て は 時期 尚早 で あ ろ う。

64.乗 車 券種 別

バ ス,電 車,汽 車 等 の 定期 乗 車券,グ リー ン券,特 急 券 な どの種別 コー ドで.停 車 場,駅 名 コー ド

な ど ど組 合 せ て運 賃 計算 顧 客 調 査 車輌 計 画,輸 送計 画 等 に使 用 されて い る。 しか し,局 部 的な標

準化 で十 分 で あ り,一 般t!li,普 遍 性 が ない た めJISと して は時 期 尚早 と考 え られ るが,実 現 性は あ

る。

65.郵 便 種 別

第 一種 郵 便 第 二種 郵便,書 留,速 達.航 空郵 便等 の種 別 コー ドで あ る。 前 記 同様 一 般 性が な い

$の 理由・醜 状ではJISと しては樋 当であるが,実 現性はある・

66.保 険年 金 種別

火災 保 険 生 命 保険 損 害 保 険」 厚 生 年 金等 の種 別 コー ドで,業 界 統 一 コー ドが あ る。 しか し一 般

性 が な くJISと して は現 状 で は 必要 性 は薄 い が,実 現 可能 性 は あ る。

67.災 害

天災 人災,を 分 類 化 した もの の コ ー ド化で,人 事 管理 厚 生 管理,保 院 金融 関 係等 で政 府,民

間で 広 く使用 せ られて い る。 しか し現 状 で は,一 般 性 が少 な くJISど す るこ とは時 期 尚早 と考 え る。

68.担 保 種 類

不動 産 お よび有 価証 券 等 の担 保物 件 の種 類 の ・一 ド化で あ る・ 一 般性・ 普遍 性 が な いた めJIS化

は不適 当 であ る。
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69.病 名

病人 の管 理,一 般 企業 で の人 事 管理 な どに用 い られ,局 部的 な標 準 化 が行 なわ れ てい るが,体 系 の

確 立,普 遍性 は な く,情 報の 交 換 は プ ライ バ シィな どの 問題 で ほ とん ど行 な われ て いな い。 し たが っ

て 現状 で はJISと して時 期 尚 早で あ る。 しか し,実 現 性 はあ る。

70.図 書 分 類

図書 館 お よ び出版 協 会 等 で使用 されて い る。 国際 図書 分 類 日本 十進 分類,図 書 販 売 コー ド等 が あ

り,図 書 館相 互 間 の交 換,情 報検 索 図書 販 売 流通 面で 使 わ れて い る。JISと しての 必要性 は大 き

いが,文 化の 発 展に 伴 う新 分野 の 図書 の 出現 に よ り従来 の分類 体 系 で は不 適 当 な面 も多 い。 したが っ

てJIS化 の前提 と して.分 類体 系 の整 備 を行 な う必要 が あ ろ う。

71.新 聞
ゆ

新 聞の種 類 新 聞社 名等 の コー ド化 で あ るが.一 般性.普 遍性 が な く.情 報交 換 の必 要性 は 薄い。

現 在 局 部的 に 標準 化 が進 め られ て い るが.国 家 規 格 として の メ リッ トはあ ま り考 え られ ない。 した

が ってJIS化 の 必要 性 は少 な い。 しか し対 象 が比 較 的 明確 で あ るた め実現 性 はあ る。

72.工 業所 有 権

特 許.実 用新 案 商 標 登 録 な どの 分類 コー ドの標 準化 で行 政面 で 使 わ れて い る。 しか し一般 性 が な

い た め現状 で はJIS化 す る必要 性 は薄 い。

73.カ ナ 文 字

コー ドと して の国家 標 準 の 必要 性 は現 時点 として は考 え られ な い。 む しろハ ー ドと しての カナ文字

字型 に っい て 国家 標準 を作 る ことが 望 ま しい。

74.伝 票 様 式

入金 伝票 出 金 伝 票 入 庫 伝票 等 に関 す る分 類 別 の コー ド化 で あ るがJISよ り.む し ろ個 々の企

業 に まかす べ き もの と考 え る。 国家 標 準 と して は.伝 票 の記 入様 式 伝票 の 寸法 等 の ハ ー ド面 に ついて

てJIS化 を進 め るこ とが 望 ま しい。

75.法 律 政 令,省 令

法 律 政令,省 令 の 分類 コー ドで あ る。 国家 規格 とし ての メ リッ トが 少 な い た めJIS化 す るこ ど

は不適 当 で あ る。
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5.3む す び.

本調査報告書は,内 外の状況および今後の動向を見きわめて標準化すべき必要のあるものを体系的

にとりあげ,そ れぞれについて項目別に意見を述べた。

それ らの結論を比較対象の便を図ってまとめたものが第5.1表 である。

電子計算機および情報処理の分野は,技 術および利用方法の研究 新製品の開発など,著 るしい進

展をみせ他の分野に見 られないような急激な変化を行っている過程にある。従って標準化を推進する

に当っては,国 際標準化の動向および 技術動向を調査するとと もに,わ が国固有の問題を考慮しっ

つ体系別,項 目別の事前調査研究を充分に行なうことが肝要である。

本報告書にとりあげた項目は,現 時点において考えられるデータコードの標準化項目であって,将

来のものについて,網 羅されていない。従って常時見直しを行なう必要がある。/

また標準化計画のための諮問機関等を設立して適切な標準化の推進を図 り情報化社会の効果的発展

を期すことも必要であろう。

以上がデータコー ドJIS化 のための調査委員会における問題提起であるが,こ れをどのように制

度的に受けとめ,か っ前向きに答えてくれるかは,わ れわれにとって一つの大 きな期待である。
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6.日 本 工 業 標 準 規 格 原 案



■



日本工業規格(JIS)

1.規 格 制定 の 目的

日本工業規格制定の目的は,工 業標準化法にお・いて,「 適正且っ合理的な工業標準の制定及び普及・

により工業標準化を促進することによって,鉱 工業品の品質の改善,生 産能率の増進,そ の他生産の

合理化,取 引の単純公正化および使用または消費の合理化を図り,あ わせて公共の福祉の増進に寄与

すること」であると規定されている。すなわち,日 本工業規格を制定する目的は鉱工業品の品質・試

験 方法 な どの技 術 基準 を全 国 的 に統一 して 設定 し,そ の 自主 的使 用 の普 及拡 大 を通 じ,全 国 的に単 純

化,統 一 化 の効 果 を あげ る こ とに よ って,生 産,使 用,流 通 の合 理 化 を推進 す る こ とで あ る と言 え る。

なお,こ の 目的 を さ らに効 果 的 に達成 す るた めにJISマ ー ク表示 制度 が 設 け られ てい る。

2.規 格制定の機構 および手続

(D機 構

工 業標 準化 法で は,主 務 大 臣が 工業 標準 を制定 ま た は改正 しよ うとす る と きは,あ らか じめ,日

本 工業 標 準調 査会(以 下 「調 査 会」 とい う。)の 議 決 を経 なけ れ ば な らない と して お り,こ の 手続

きを経 て 制定 され た工 業標 準 を 日本 工業 規格 とい うと定義 して い る。 ま た制 定 され た 規格 は 常 に技

術 の進 歩,生 産 形態 の 変 化 な ど に即 応 しなけ れ ば な らない ので,工 業 標 準化 法 では 規 格 制定 後 少 な

くと も3年 経 過 す るC"と に 制 定 と同様 の手続 きを経 て 規格 の見 直 しを行 い,確 認,改 正,ま た は廃

止 の措 置 を と らなけれ ば な らない こ とを定 めて い る。 この よ うな制 定,改 正お よび見 直 しのた め の

審議 を行 うた め,昭 和24年 の工 業 標 準化 法の 施 行 とと もに調査 会 が発 足 し,現 在ま で 調 査,審 議

を重 ね て きて い る。 なお 調 査 会 は 日本 工業 規格 の 制定,改 正 な どに関す る調 査,審 議 の ほ か,JIS

マー ク表示 制度 の た め の商 品 の 品 目指 定お よび加 工技 術 の種 目指 定 に 関 して も調 査 審議 を行 うと と

もに,工 業 標 準化 行 政 全般 にっ い て答 申,建 議 が で きる こ とに な って い る。

調査 会 には 上記 の業 務 を行 うた め,総 合 的,全 般 的事項 のた め に標 準会 議 各部 門 の調 査 審議 の

ため に各 部会,そ れぞ れ の規 格 を調 査審 議す るため に各 専 門委 員会 な どが置 か れて お り,そ の 組織

体 系 は 図の とお りで あ り,ま た その 運 営状 況は 表 の とお りで あ る。 なお,調 査 会 の庶 務 は工 業 技術

院(標 準 部)が 処 理す る こ とに な って い る。 日本 工業 標準 調査 会 は定 数240名 の 委員(任 期2年)

お よび定 数 の定 め の ない 臨 時 委 員お よび専 門委 員 に よ って 構成 され てい る。 総 会,標 準 会議 お・よび

各 部会 は委 員 のみ で 構成 され て お り,一 方,各 専 門委 員会 は主 と して臨 時 委 員で 構成 され,必 要 に

応 じて 委員,専 門 委 員 と構 成 員 に加 えて い る。 なお,専 門委 員 は,審 議 権 を持 たず に調 査 の ため に

参 加す る もの で あ るが,最 近 で は あま り任命 され て い ない。 これ らの 委 員 臨 時委 員お よび専 門 委

員 は,生 産者,販 売者 お よび 中立者 と して学 識経 験者,政 府 職 員 な どの うちか ら各 部 門 が公 平 に代

表 で きる よ うに選 任 され,現 在 の総 数は,約13,500人 に達 して い る。
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甲
指定品目
指定種目

(制定)(指 定)

早早
(昭27加 入)(昭28加 入)

(主 務大 臣)

通商 産業 三厚

生,農 林,運 諮 問

輸,建 設,文

部,郵 政,労 答 申

働,自 治

x印 は,JIS

マー ク表示 制度,

を実施 してい る

主 務大 臣 であ る。

総会一標準会議

(事 務局)

調 整 委員会
(昭30.9設 置)

通 商 産 業 省
工業技術院標準部

㌶ 〉一 昭・・嚇 璃 麟,

籔

鍵 層〉一 昭… 欄 一蹴 会
溶 接_昭3。,分 陶_」

部会数 現在

専門委員会数

図1工 業標準化事業の機構

鉱 山

基 本(昭25.2新 設)

化 学 ・

高分子)ト ー(昭3a8醐)一 化学紛

織 雑

誌 ・一{曙 灘
精密機械

こ麟 〉 一 イ 昭… 分離 ・一一般機械部会

航 空(昭27.9新 設)

自動 車

鉄 道

船 舶

電 気

電気材 料

電 子 ← 一一(昭32.8名 称 変 更)一 電気 通信 部会

医療 安 全用 具←(昭40.8名 称 変 更)一 医療 用具 部会

日用 品

原子 力(昭32ユ 新 設)

情報処 理(昭44.8新 設)

29部 会,調 査会 発 足 当時19部 会

44年3月 末,1585,25年3月 末308

(2)調 査会の業務

イ.標 準会議

(1)調 査会全般の業務運営に関する総合企画

(2)部 会の設置および廃止にっいての検討

(3)部 会相互間の調整

(4)部 会で議決されたもののうち,特 に重要なもので標準会議の審議を必要とするものについての

審議
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㈲ 標準会議全般についての答申または建議についての審議等。

ロ.調 整委員会

標準会議の内に含まれ標準会議の予審機関で業務内容は標準会議に準じ,標 準会議のために事前

調査,検 討を行う。

ハ.部 会

(1)専 門委員会の設置お・よび廃止ならびに新設の専門委員会の構成メンバーの審議

(2〕各専門委員会相互間の調整

(3}専 門委員会に付託する規格案の審議方針の決定および専門委員会で審議された結論の検討

(4)品 目および種目指定の可否にっいての調査,審 議

二.専 門委員会

個別の工業標準案の実質的な調査,審 議。

3.日 本工 業 標 準(JIS)が で き る まで の審 議 過 程

イ.JIS原 案

JI'S原 案は通常次の二つの過程により工業標準調査会の事務局である工業技術院の手に渡る。

(D工 業諸団体,学 会等よりすでに団体規格又は学会規格となっているもので,特 に国家標準とす

る意義のあるもの。

② 工業技術院が国家規格としての必要性から諸団体又は学会に工業標準案調査作成の委託をして

作 られたもの。

この場合受託団体又は学会等において,原 案作成の目的に従って,生 産者,使 用者,販 売業者,

学識経験者および中立者をまじえたJIS原 案作成委員会を設立し,JIS原 案の調査作成をす

る。

ロ.審 議過程

JIS原 案か らJISに なるまでの審議過程を図2に 示す。
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図2
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4.日 本 工 業 規 格(JlS)原 案

.4.1都 道 府 県 コ一一ド:43年 作 成

1.適 用 範 囲 こ の規 格は デ ー タ処 理 機 械 を用 い て 機械 と機械,機 械 と人 との間 で情 報 を交 換す る

場 合 の都 道 府 県 コー ドにつ い て規 定 す る。

2.用 語 の意 味 こ の規格 で用 い るお もな用語 の意 味は っ ぎの とお りとす る。

ω デ_タ 処 理 機 械 事 務お よび技 術 にお け るデ ー タ を処 理 す るため の装 置 で 電子 計 算機 を 中核

とす る各 種 機械 をい う。

(2}都 道 府 県 普 通 地方 公共 団体 で あ る都 道 府 県 をい う。 ただ し,必 要 に 応 じて 沖縄 を含 む こ と

が で きる。

3.コ ー ド2桁 の アラ ビヤ数 字 を用 い てっ ぎの よ うに表示 す る。

都 道府 県 コー ド

道

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

海

森

手

城

田

形

島

城

木

馬

玉

葉

北

青

岩

宮

秋

山

福

茨

栃

群

埼

千

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

都

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

潟

山

川

井

梨

野

阜

岡

知

重

京

奈

東

神

新

富

石

福

山

長

岐

静

愛

三

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

県

府

府

県

県

県

県

県

県

県

県

県

山

取

根

山

島

口

島

賀

都

阪

庫

哀

歌

滋

京

大

兵

奈

和

島

島

岡

広

山

徳

5

6

7

8

9

0

1

2

3

・4

5

6

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

ラ

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

縄

川

媛

知

岡

賀

崎

本

分

崎

服

香

愛

高

福

佐

長

熊

大

宮

鹿

沖

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4(
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4.2市 区町 村(コ ー ド):43年 作成

1・ 適用 範 囲 この 規格 は デ ー タ処 理 機 械 を用 い て 機械 と機 械,機 械 と人 との間 で 情 報 を交 換 す る

場合 の 市 区 町村 コー ドにっ いて 規 定す る。

2.用 語 の 意 味 この規 格 で用 い るお もな用 語 の 意 味は 次 の とお りとす る。

ω デ ータ処 理 機 械 事 務 お よび技 術 にお け る デ ー タ を処 理 す る ため の装 置で 電子 計 算 機 を 中核

とす る各種 機 械 を い う。 一

(2)指 定都 市 人 口50万 以上 の市 で地 方 自治 法 に規 定 され た指 定都 市 を い う。

(3)市 区町 村 都道 府 県 に包 括 され る普 通 地 方 公共 団 体 で ある市 町村,特 別 地 方 公共 団 体 で あ る

特 別 区お よび指 定都 市 に 設け られ た区 をい う。

3.表 示 形式3桁 の ア ラ ビヤ数字 を用 いて 表 示す る。

3.1特 別 区の 区 域お よび指 定 都市:100

た だ し,1っ の都 道府 県 の区 域 内 に2っ 以上 の指 定都 市 が あ る場 合 は100～199の 数 字

の うちか ら定 め る。

3.2特 別 区お よび指 定都 市 の 区:101～199の 連 番号

た だ し,1つ の 都 道府 県 の区 域 内 に2っ 以上 の 指 定都 市 が あ る場 合 は,101～199の 数

字 の うちで3.1の ただ し書 に よ り定 め られ た指 定 都市 の コー ド番号 にっつ く連番 号 で 表示 す る。

3.3市(指 定 都市 を除 く):201～299の 連 番 号

3.4町 村

3.4.1北 海 道 の区 域 内 を除 く町 村3桁 の数 字301～799を301～319,321～

339,… ・…・・,781～799`の19ず つ の グ ル ー プに区 分 し各 郡 の区域 にそ れ ぞ れの

グル ー プ を割 り当 て,各 郡 の 区域 内の町 村 を各 グ ル ープ の範 囲 内の連 番号 で表 示 す る。

例:長 野 県

南佐 久 郡 北 佐 久郡 … ・…・・ 、

301臼 田 町321軽 井 沢町

302佐 久 町322望 月 町

308

上伊 那 郡

381

382

八 千 穂 村

高 遠 町

辰 野 町

326北 御 牧村

下 伊 那 郡

401県 町

402松 川 町

木曽郡

421木 曽福島町

422上 松 町

388宮 田 村419南 信 濃,村431山 口 村

3.4.2北 海 道 の区 域 内 にあ る町 村3桁 の数 字301～779を301～329,331～

359,… 一 ・・,751～779の29ず っ の グル ープ に 区分 し,各 支 庁 の所 管 区 域 に そ
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れそれ の グ ルー プを割 当て,各 支 庁 の所 管区域 内の町 村 を各 グル ー プの範 囲内 の 連番 号 で

表示 す る。

3.4.3特 別 な 区 分 をす る町 村 つ ぎに あげ る支庁 の所 管 す る区 域お よび 島 の区 域 は1郡 とみ

な し,そ の区 域 内 にあ る町村 は3.4.1の 形式 に よ り表 示 す る。

ω 東 京都 の大 島,三 宅,八 丈,小 笠 原 の各 支 庁

(2}島 根県 の 隠 岐島

(3)長 野県 の 対 馬島"

4.都 道府 県 コー ドと併用 す る場合 都 道府 県 の コー ド番 号 を先 に し,市 区 町村 の コー ド番 号 を後

に した5桁 の数 字 に よ って表 示 す る。

例:愛 知 県(23)東 春 日井郡 旭 町(321)

23321

5.市 町 村 の名 称 変 更等 の 場合 の コー ド

5.1市 町村 の 名 称変 更 の場 合(5.2,5.3の 場 合 を 除 く)は 市 町村 の コー ド番 号 を変 更 しない。

5.2町 村 が市 とな り,市 が 町村 とな っ た場 合は3.3,3.4に したが い新 たに コー ド番号 を設 け 表

示 す る。

5.3村 が町 とな り,町 が村 と な った場 合 は町 村 の コー ド番 号 を変 更 しない。

6.市 町 村 の廃 置 分合 の場合 の コー ド

6.1名 称が 変 らない 市町 村 の コー ドは 従 来 のま ま とす る。

6.2名 称が 変 った市 町村 の コー ドは3.3,3.4に したが い新 た に コー ド番 号 を設 け 表示 す る。 ・

6.3市 町村 の 廃 置分 合 に よ り消 滅 した市 町村 の コー ドは 欠番 とす る。

7.公 有 水 面 の埋 立 に と も な う村 の 設 置 の場 合 の コー ド 公有 水 面 の埋立 に よ り生 ず る土地 の 区域

を もって 新 しく設 け られ た村 の コー ドは3.4に した が い新 た に コー ド番号 を設 け表 示 す る。

8.特 別区,お よび指 定 都市 の 区 の 名 称 を変 更 等 の場 合 の コー ド 特 別 区 の名 称変 更,新 設ま た は

廃 置 分合,お よび指 定 都市 の名 称 変 更ま たは 新設 の場 合 の コー ドはSま たは6.に 準 じて 表示 す る。

9、 市 区町 村 コー ド
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特別区の区域
区 市

支庁
町 村

指 淀 都 市 郡

0 0 29 14 158 29
01北 海 道

石 狩 支 庁 い しか りしち ょ う
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に
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島
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つ
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こ

み

お

な
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り

ど

な

か

は
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く

し

ま

ふ

し

き

か

お

な

か

と

し

と

み

し

さ

も

や

お

略下

町

町

町

町

町

町

町

町

町

町

村

町

村

村

町

町

町

以

内

内

華

郡

部

前

島

内

磯

野

飯

田

井

部

原

雲

右

岸

法

茅

万

松

福

知

木

上

大

七

竃

戸

尻

椴

南

鹿

'
砂

森

八

長

1

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

33

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

201札 幌 市 さ っぽ ろ し

202函 館 市 は こだ て し

203小 樽 市 お・た る し

204旭 川 市 あ さ ひか わ し

205室 蘭 市 む う らん し

206釧 路 市 く しろ し

207帯 広 市 お び ひ ろ し

208北 見 市 きた み し

209夕 張 市 ゆ うば り し
'

210岩 見 沢 市 い わ み ざわ し

211網 走 市 あば し り し

212留 萌 市 る もい し

213苫 小 牧 市 とま こまい し

214稚 内 市 わ っか な い し

215美 唄 市 びば い し

216芦 別 市 あ しべ つ し

217江 別 市 えべ つ し

218赤 平 市 あか び ら し

219紋 別 市'も ん ぺ つ し

220士 別 市 しべ つ し

221名 寄 市 な よろ し

222三 笠 市 み か さ し

223根 室 市 ね む う し

224千 歳 市 ち とせ し

225滝 川 市 た きか わ し

226砂 川 市 す なが わ し

227歌 志 内 市 うた しない し

228深 川 市.ふ か が わ し

229富 良 野 市 ふ らの し
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4.3日 付 の 表示(コ ー ド):43年 作成

1.適 用 範囲 この 規格 は,デ ー タ処 理 機械 を用 いて 機械 と機械,機 械 と人 との 間 で,情 報 を 交換

す る場 合 の 日付 の表 示(コ ー ド)に っ い て規 定す る。

2.用 語 の意 味 この規 格 で用 い るお もな用 語 の意 味 はっ ぎの とお りとす る。

ω デ ー タ処 理機 械 事 務 お よ び技 術 にお け る デー タを処 理す るため の装 置 で,電 子 計 算 機 を中

核 とす る各 種 機械 を い う。

(2)日 付.西 暦 あ るい は年 号 に よる年 お よび グ レゴ リァ ン暦 に よる月 日の 日付 をい ・う。

3.日 付 の構 成 日付 は 原則 と して記 号qY","M"お よび"D"を ア ラ ビヤ数 字 で表 現 し,年,

月お よび 日に 対 応 して構 成 され る。

4.日 付 の形 式

4.1表 示 形 式 表示 形 式 はっ ぎ に よる。

(D西 歴 に よ る第1お よび第2形 式.

② 年 号 に よ る第3形 式

4.2第1形 式

(1)適 用 西 暦 の 表現 に よ りデ ー タ処 理 機 械相 互間 に おけ る 日付 の 表 示 に用 い る。

(2}様 式 西 暦 の下2桁 の年,2桁 の月 お よび2桁 の 日か らな る6桁 の数 字 に よって 表

示 し,年,月,`日 の間 に は何 の 記号 も入 れ ない。 ま た,必 要に よって は年 の 表現 を西暦 の4

桁 を も って表 示 して も よい。

記号 で の 表示 はっ ぎに よる。

YYMMDDま た はYYYYMMDD

例:69030119690301

4.3第2形 式

(1)適 用 西 暦 の 表現 に よ りデ ー タ処 理 機 械 と人 との間 の 日付 の表 示 に用 い る。

(2)様 式 第1形 式 と同 じ表 示 で行 な うが,年,月,日 の 間 にハ イ フ ンC-)を 入 れ る。

記号 で の 表示 はつ ぎに よる。

YY-MM-DDま たはYYYY-MM-DD

例:69-03-011969-03-01

4.4第3形 式

(1)適 用 年 号 の 表現 に よ りデ ー タ処 理 機 械 と人 との間 の 日付 の 表示 に用 い る。

(2)様 式2桁 の年 号 に よ る年,2桁 の月お よび2桁 の 日か らなる6桁 の数 字 に よ って

表示 し,年,月,日 の間 に ピ リ オ ド(.)を 入れ る。 ま た必要 に よ って は年 の 表示 の 前 に

年 号 を 識別 す る記 号 をつ け て も よい。

記号 で の表 示 はつ ぎに よ る。

YY、.MM.DD

例:44・03・01S44.03・01
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4.4時 刻 の 表示(コ ー ド):43年 作成

1.適 用 範 囲 この 規格 は,デ ー タ処 理 機 械 を用 い て機 械 と機 械,機 械 と人 との 間 で情 報 を 交換す

る場合 の時 刻の 表 示(コ ー ド)に つ い て規 定 す る。

2.用 語 の 意 味 こ の規 格 で用 い るお もな用語 の意 味は っ ぎの とk・りとす る。

ω デ ー タ処 理 機 械 事 務お よび 技術 にお け るデ ー タ を処 理 す る ため の装 置 で,電 子 計 算機 を中

核 とす る各 種 機 械 を い う。

(2)時 刻 日本標 準 時 を用 い た 時分 秒 に よ る24時 制 とす る。 ただ し00時 ま たは24時 の

表示 は必 要 に応 じて ど ち らを用 い て もよい が24時 何 分,何 秒 とい う表 示 は しない。

3.時 刻 の構成 時 刻 は 原則 と して記号"h","m"k・ よぴ"s"jを ア ラ ビヤ数 字 で表 現 し,時,

分お よび秒 に対 応 して 構成 され る。

4.時 刻 の形 式

4.1表 示 形 式 表 示 形 式は っ ぎに よる 。

(1)第1形 式

(2}第2形 式

4.2第1形 式

(1}適 用 デ ー タ処 理機 械相 互 間 にお け る 時刻 の 表示 に用 い る。

(2)様 式2桁 の 時,2桁 の 分k・よび2桁 の秒 か らな る6桁 の 数 字 に よ って表示 し,時,

分,秒 の間 に は何 の記 号 も入 れ ない。

記号 で の 表示 はっ ぎに よ る。

hh皿m8s

例:091558

4.3第2形 式

(1)適 用 デ ー タ処 理 機 械 と人 との間 にお・け る 時刻 の 表示 に用 い る。

(2}様 式 第1形 式 と同 じ表示 で 行 な うが,時,分,秒 の間 に コロ ン(:)を 入れ る。

記 号 で の 表示 はつ ぎに よる。

hh:mm:8s

例:09:15:58

5.日 付 との併 用 時 刻 を 日付 と併用 す る場 合 は 日付 表示 を先 に し,日 付 表 示 と時 刻 表示 の間 にセ

パ レー タ と して コ ンマ(,)を 入 れ る。

5.1日 付 第1形 式 との併 用

例:

ま た は

例:

5.2日 付 第2形 式 との 併用

YYMMDD,hhInm

690301,0915

YYYYMMDD,hhmm

19690301,0915

YY-MM-DD,hh'mm

SS

58

s8

58

8S
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例:

ま た は

例:

5.3日 付 第3形 式 と の併 用

例:

69-03-01,09:15:58

YYYY-MM-DD,hh:mm:ss

1969-03-01,09:15:58

YY.MM、DD,hh:mm:ss

44.03.01,09:15:'58

s44..03.01,09:15:58
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4.5性 別コー ド:43年 作成

1・適用綱 ・の縮 は・データ処理馴 を用L・・'・eStUと蹴 ,醐 と人との間で情報を交換す
る場合の性別コー ドについて規定する。

2・ 用語の意味 この錨 で用いる銚 媚 語の意味は
つぎのと剖 とする。

ω データ処醗 戯 事輪 よぴ蹄 に制 ・るデー・を処理するための鑓 で電子計聯 を中核

とする各種機械をい う。

(2)性

3.コ ー ド

別 男 性,女 性 の 区別 をい う
。

1桁 の ア ラ ビヤ数 字 を用 い てっ ぎの よ うに 表示 す る
。

男1

女2
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4.6産 業 コー ド:44年 作成

1.適 用 範 囲 この 規格 は デ ー タ処 理 機 械 を用 い て機 械 と機 械,機 械 と人 との間 で 情 報 を 交

換 す る場 合 の産 業 コー ド(以 下 コー ドとい う)に つ い て規 定す る。

2.用 語 の 意 味 この 規格 で用 い るお もな用語 の意 味 は次 の通 りとす る。

ω デ ー タ処 理 機 械 事 務 分野 お よ び技 術 分野 に お け るデ ータ を処 理 す るた め の装 置 で 電

子 計 算 機 を中核 とす る各 種 機械 をい う。

(2}産 業 日本 標 準産 業 分類 に含 ま れて い る産 業 をい う。 原則 と して,事 業所

に お・い て 業 として行 なわ れ る経 済活 動 をい う。 教育 宗教,公 務,非 営利 団 体 な どの

諸 活動 は 産 業分 類 にお・け る従来 の 伝 統お よび国 際 的慣 行 に従 って こsで は産 業 に 含

ま せ る。

3.コ ー ドの 種 類

4.コ ー ドの 構 成

コー ドは 次 の4種 類 とす る。

大 分類 コー ド

中 分 類 コー ド

小 分 類 コ ー ド

細 分 類 コ ー ド

大 分類 コー ドは2桁 の ア ラ ビヤ数字 ま た は1個 の英 文字,中 分類 コー ドは2桁

の ア ラ ビヤ数 字,小 分 類 コ ー ドは3桁 の ア ラ ビヤ数 字,細 分類 コーFは4桁 の ア ラビ ヤ数

字 と し,次 の よ うに構成 す る。

NNNNNN

∪
中

、d

細

または ・
巳

NNNN

中

小

細

修司咀:062043

中

饗 小

織物葉組

毛織物業

または

備考:Nは ア ラビ ヤ数 字,Aは 英 文 字 を表 わす 。

F 2043

中.

饗 小

織物業
細

毛織物業

大は 大 分類 コー ド,中 は 中分 類 コー ド,小 は 小分 類 コー ド,細 は 細分 類 コー ドを 表 わ

す。
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5.コ ー ドの使 用 法 コー ドの使 用 法は 次 の通 りとす る。

5・1大 分類 コー ドと中 分類 コー ド,小 分類 コー ドま たは 細分 類 コー ドとを併用 す る方 法
。

例:大 分 類 コ ー ドと中分類 コー ドとの 併用

0620ま たはF20製 造業,繊 維 工業

大 分類 コー ドと小 分類 コー ドとの 併用

06204ま た はF204製 造 業,織 物業

大 分 類 コー ドと細分 類 コー ドとの併 用

062043ま たはF2043製 造 業,毛 織 物 業

5.2大 分類 コー ド,中 分類 コー ド,小 分類 コー ドお よび 細 分類 コー ドを それ ぞ れ単独 で 使 用 す る

方 法。

例:大 分 類 コ ー ド

中分 類 コ ー ド

小 分類 コー ド

細 分類 コー ド

06

20

204

2043

6.コ ー ド コ ー ドは 次 の 通 りと す る。

6.1大 分 類 コ ー ド

01

ノ

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

または

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

A

B

C

D

E

F

G

H

1

J

K

M

N

または F製 造業
Ω

繊維工業

織物業

毛織物業

農業

林業,狩 猟業

漁業,水 産養殖業

鉱業

建設業

製造業

卸売業,小 売業

金融,保 険業

不動産業

運輸通信業

電気,ガ ス,水 道業

サービス業

公務

分類不能の産業

6.2中 分 類 コ ー ド,小 分 類 コ ー ド,細 分 類 コ ー ド
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大 分 類 コ ー ド

OIま たはA－ 農 業

大 分 類 コ ー ド

02ま たはB－ 林 業,狩 猟 業

中分類 小分類 細分類 中分類 小分類 細分類
コ ー ド コ ー ド コ ー ド コ ー ド コ ー ド コ ー ド

01
. 農 業(農 業 的サ ー ビス 06 林業

業 を除 く)

061 育林業
011 穀作農業

' 0611 育林業
0111 穀作農業

062 製薪業,木 炭製造業
012

⇔

穀作以外のほ場作物農
業 0621 製 薪 業 ・

0121 穀作以外のほ場作物農
業

0622 木炭製造業

063 素材生産業
013 果樹,樹 園農業

0631 素材生産業
0131 果樹,樹 園農業

064 林業 的 サ ー ビス業
014 施設園芸農業

0641 育 林 サ ー ビス 業
0141 温室 栽培 お よ び フ レー '

ム栽培農業 0642 素 材生 産 サ ー ビス業

0149 その他の施設園芸農業 0643 製 薪炭 サー ビス業

015 畜産農業 0644 山林種苗生産サービ
ス業

0151 畜産農業 069 その他の林業

016 養蚕農業 0699 その他の林業

0161 養蚕農業 07 狩猟業

017 各種農業 071 狩猟業

0171 各種農業 0711 狩猟業

、

以 下 略
05 農 業 的サ ー ビス業

051 農 耕 サー ビス業

0511 農 耕 サ ー ビス業

052 養 蚕 サー ビス業

0521 養 蚕 サ ー ビス業

053 畜産 サ ー ビス業

0531 獣医業

0539 その 他 の畜 産 サービス業
イ 、

054 園芸 サ ー ビス業

0541 園芸 サ ー ビス 業
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犯

2

3

4

5

6

7

8

9

o

t

2

3

4

5
.

6

τ

8

9

α

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

参

国土建設の現況

建設省二十年史

運輸経済年次報告

農業の動向に関する年次報告

通商産業年報

通商産業省二十年史

わが国の工業標準化.

建材統計年報

工業統計表(産 業編 ・品目編)

商業統計表

鉄鋼統計年報

機械統計年報

繊維統計年報

洋紙流通統計年報

紙パルプ統計年報

考

雑 化統 計年 報(日 用 品,陶 磁 器等 編)

化学 工 業統 計年 報

窯 業統 計年 報

ゴ ム製 品統 計年 報'

プ ラスチ ック製 品統 計年 報

本 邦鉱 業 の 趨勢,

22.石 油 統 計年 報

23.非 鉄金 属 等 需給 統 計年 報

24.非 鉄金 属製 品 統 計年 報

25.石 炭 ・コー ク ス統 計年 報

26.工 業 統計 用 産 業分 類

27.日 本 標 準産 業 分類

28.日 本標 準商 品 分類

2g.国 際 標準 産 業 分類

30.国 際標 準 商 品 分類

31.輸 出入 統計 品 目表

32.行 政 機 関vak・け る電 子 計 算機 用 分類 コ

ー ドに 関す る調 査研 究報 告 書

文 献

省

省

省

省

省業

設

設

輸

林

産

〃

商

建

建

運

農

通

通商産業省工業技術院

通商産業省調査統計部

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

行 政 管 理 庁

〃

国 際 連 合

関 税 協 会

'(社)行 政事務機械化

研 究 協 会
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年

年

年

年

年

4

4

4

4

4

〃

4

4

4

4

4

"

"

"

"

"

〃

〃

〃

〃

〃

〃

"

"

"

"

"

"

"

年

年

年

〃

3

1

8

4

4

3

42年

年



33.

34.

35.

36.

37.

38.

電子計算機ユーザー調査年報

コー ドの手引き

情報処理技術の将来

応用プログラムの現状

情報処理産業の発展予測

電子計算機産業欧州調査団調査報告書

(社)情 報処理学会

〃

(財)日 本 情 報処 理 開発

セ ン タ ー

〃

(社)日 本 電 子 工業

振 興 協 会

44年

43年

44年

45年

44年

44年
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東京都 港 区芝 公 園21号 地1番5
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TEL(434)8211(代 表)
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